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はじめに 

芦屋市では，10年間のまちづくりの指針となる「第４次芦屋市総合計画」を定め，「自

然とみどりの中で絆を育み，“新しい暮らし文化”を創造・発信するまち」を目指して

平成23年度から様々な取組を行っています。 

この度，第４次芦屋市総合計画の計画期間が令和２年度までとなっていることから，

第５次芦屋市総合計画の策定に生かすことを目的にこれまでを総括し，施策評価を行い

ました。 

 

１ 第４次芦屋市総合計画の概要 

   (1） 第４次総合計画の役割と構成・期間 

  ア  計画の役割 

○ まちづくりの指針 

市民と行政が目標を共有して共にまちづくりに取り組むための指針としています。 

○ 行政運営の指針 

本市の長期にわたる総合的かつ計画的な行政運営の指針としています。 

○ 国・県等との相互調整の指針 

国・県等が広域的計画の策定や事務事業を行うに当たって，芦屋の将来像や目標と

するまちの姿などを尊重し，本市と相互調整を図るための指針としています。 

 

  イ  計画の構成・期間 

○ 基本構想 

芦屋のまちづくりの最高理念であり，目標とするまちの将来の姿を描き，その実現

に向けた施策を行うための基本的な考え方や方針を示しています。 

○ 基本計画 

基本構想を実現するために必要な施策とその方向性を総合的かつ体系的に示す基

本的な計画で，具体的な事務事業の基礎としています。 

○ 実施計画 

基本計画に定められた施策を効果的かつ効率的に実施するための具体的な事務事業

を示すものです。その策定に当たっては，その時々の財政の長期的な見込みを勘案し，

毎年度の予算編成の指針となるよう策定しています。 
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【第4次総合計画の構成】 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【第4次総合計画の期間】 
 
平成23年 

（2011年） 
平成24年 

（2012年） 
平成25年 

（2013年） 
平成26年 

（2014年） 
平成27年

（2015年）
平成28年

（2016年）
平成29年

（2017年）
平成30年

（2018年）
令和元年

（2019年）
令和２年 

（2020年）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

         

  

基本構想 

⽬標とするまちの将来の姿やその実現に向けた施策を 
⾏うための基本的な考え⽅や⽅針を⽰す 

実現    考え⽅・⽅針

基本計画 

基本構想を実現するために必要な施策と 
その⽅向性を総合的かつ体系的に⽰す 

実施      施策の⽅向性

実施計画 

基本計画に定められた施策を効果的かつ効率的に 
実施するための具体的な事務事業を⽰す 

 

具
体
化 

基本構想（10年間） 

前期基本計画（5年間） 

後期基本計画（5年間） 

実施計画（３年間）

実施計画（３年間）

実施計画（３年間）
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   (2） 将来像とまちづくりの基本方針 

  ア  芦屋の将来像 

 

 

 

 

 

 

  イ  まちづくりの基本方針－目標とする10 年後の芦屋の姿－施策目標 

芦屋の将来像である「自然とみどりの中で絆を育み，“新しい暮らし文化”を創

造・発信するまち」の実現に向けて，「芦屋のまちづくりの基本方針」，「目標とす

る10 年後の芦屋の姿」，「施策目標」を定め，取り組んでいます。 

   

【まちづくりの基本方針－目標とする10 年後の芦屋の姿－施策目標】 

まちづくり

の基本方針 
目標とする10 年後の芦屋の姿 施策目標 

１ 

人
と
人
が
つ
な
が
っ
て
新
し
い
世
代
に
つ
な
げ
る 

１ 一人一人のつながりが地域

の力を高め，地域主体のま

ちづくりが進んでいる 

 

1-1 市民一人一人がそれぞれの状況に応じ 

て必要な情報を手に入れられる 

1-2 市民が主体となった活動が増え，継続 

的に発展している 

1-3 地域主体のまちづくりの仕組みが根付 

き，地域の力が高まっている 

２ 多様な文化･スポーツ･芸

術･伝統が交流するまちで，

芦屋の文化があふれている 

2-1 市民が教養を高める機会が豊富にある 

2-2 様々な交流が，多様な文化への理解と 

見識を深めている 

３ お互いを尊重しながら理解

と思いやりの心が広がって

いる 

3-1 平和と人権を尊重する意識が行き渡っ 

ている 

3-2 男女共同参画社会の実現に向けて意識 

が広がっている 

４ 子どもたちが社会へ羽ばた

けるようたくましく育って

いる 

 

4-1 子どもたちが「生きる力」を身につ 

け，健やかに成長している 

4-2 青少年が社会で自立するための力を身 

につけている 

4-3 学校園・家庭・地域が連携して，子ど 

もたちの育成を支えている 

５ 地域で安心して子育てがで

きている 

5-1 世代を超えた多様なつながりが様々な 

家庭の子育てを支えている 

5-2 子育てと仕事の両立を可能にする環境 

が整っている 

 

  

自然とみどりの中で絆
きずな

を育み， 

“新しい暮らし文化”を創造・発信するまち 
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まちづくり

の基本方針 
目標とする10 年後の芦屋の姿 施策目標 

２ 

人
々
の
つ
な
が
り
を
安
全
と
安
心
に
つ
な
げ
る 

６ 市民が心身の良好な状態を

維持して過ごしている 

6-1 市民が健康づくりに取り組んでいる 

6-2 市民が適切な診療を受けられる 

７ 高齢者や障がいのある人が

いきいきと安心して住み続

けられる，まちぐるみの支

え合い・助け合いが進んで

いる 

7-1 地域における保健・医療・福祉の連携 

体制が確立している 

7-2 高齢者がいつまでもいきいきと安心し 

て暮らせている 

7-3 障がいのある人の権利が尊重され，持 

てる能力を最大限に発揮できる 

８ 一人一人の意識やまちの雰

囲気が暮らしの安全を支え

ている 

8-1 市民一人一人の暮らしの安全・安心へ 

の意識が高まっている 

8-2 犯罪が起きにくいまちになっている 

９ まちの防災力が向上し，災

害時に的確に行動できるよ

う備えている 

9-1 家庭や地域，行政の防災力が向上して 

いる 

9-2 災害に強い安全なまちづくりが進んで 

いる 

３ 

人
々
の
ま
ち
を
大
切
に
す
る
心
や
暮
ら
し
方
を 

ま
ち
な
み
に
つ
な
げ
る 

10 花と緑に彩られた美しいま

ちなみが自然と調和してい

る 

 

10-1 自然と緑を守り，創り，育てる文化を

継承している 

10-2 建物などが地域ごとの緑ゆたかな景

観と調和している 

11 環境にやさしい清潔なまち

での暮らしが広がっている 

 

11-1 環境に配慮した暮らしやまちづくり

が進んでいる 

11-2 清潔なまちづくりが進んでいる 

12 交通マナーと思いやりがま

ちに行き渡り，市内が安全

に安心して移動できるよう

になっている 

12-1 交通ルールやマナーに関する意識が

高まっている 

12-2 公共施設などのバリアフリー化が進

んでいる 

12-3 市内を安全かつ快適に移動できる 

13 充実した住宅都市の機能が

快適な暮らしを支えている

 

 

13-1 良質なすまいづくりが進んでいる 

13-2 住宅都市としての機能が充実してい

る 

13-3 市内の商業が活性化し，市民の利便性

も向上している 

４ 

人
々
と
行
政
の
つ

な
が
り
を
ま
ち
づ
く

り
に
つ
な
げ
る 

14 信頼関係の下で市政が展開

している 

14-1 市民参画による開かれた市政を運営

している 

14-2 変化に対応できる柔軟な組織運営を

している 

15 経営資源を有効に活用し，

健全な財政状況になってい

る 

15-1 様々な資源を有効に活用している 

15-2 歳入・歳出の構造を改善している 
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２ 施策評価の概要 

   (1） 施策評価の目的 

第４次芦屋市総合計画後期基本計画（平成28～令和２年度）における平成30年度まで

の進捗を明らかにするとともに，令和２年度中に策定する第５次芦屋市総合計画の策定

に生かします。 

 

   (2） 施策評価の視点 

重点施策を着実に実施し，結果を生みだすことが「芦屋の将来像の実現」につながる

と考え，重点施策の実施状況に着目して総括します。 

第４次芦屋市総合計画の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   (3） 総括資料の内容 

施策目標ごとに，下記の総括シートを作成しました。 

 

  ア  総括シート（様式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■施策目標後期施策評価シート

目標
施策目標

【後期基本計画の施策評価】

(1) 前提条件の変化 (2) 関連計画の策定状況 (3) 市民アンケート調査（R1.5実施）

肯定的
意見

否定的
意見

わから
ない

無回答

59.4% 19.5% 20.4% 0.7%

(4) 重点施策の取組状況

めざす値

重点施策の名称 重点取組 H26 H27 H28 H29 H30 H32

「広報あしや」
の市民の満足度
（％）

58.1 － － 61.8 62.2 70.0 ×

市ホームページ
の市民の満足度
（％）

49.5 － － 47.3 46.5 60.0 ×

「広報あしや」
を知らない市民
の割合（％）

4.8 － － 3.4 3.4 0.0 ×

「広報あしや」
が手に入らない
市民の割合
（％）

14.5 － － 3.7 1.8 0.0 ○

市職員（各課広
報担当者）の広
報活動に関する
研修会への参加
率（％）

83.3 84.5 85.9 66.2 78.3 100.0 ×

傾向

1-1-1
市民が必要とする
情報や行政が市民
に届けたい情報を
効果的に発信しま
す。

①市民ニーズの把握と分析を行い，
これまでの広報のあり方を検証しま
す。
②分かりやすい表現方法や，目に
ふれやすく，見つけやすい情報発信
になっているか発信方法を検証しな
がら，時代に合った広報媒体の活
用も視野に入れて広報活動を充実
させます。
③より効果的で効率的な情報発信
となるよう，職員の意識向上を目指
します。

◇行政が発信する
情報の積極的な受
信

①調査結果から市民ニーズや広報の課題を分析し，更なる改善をはかる
ためホームページ上で広報に関するアンケートを実施。（H29年）
②H28年度４月１日号から広報紙「広報あしや」を全戸配布。また１日号
はH28年から，15日号はH29年から，一部カラー化。広報紙の用紙サイ
ズを大きくし，左綴じの横書きメインへレイアウトを変更。
広報紙から詳しい情報をホームページ上で確認いただけるようＱＲコード
を入れて誘導。（H29年）広報紙のテキスト版をオープンデータ化（Ｈ30
年）。
ＳＮＳを活用した情報発信を開始。（H28年，H29年）
広報番組に字幕を入れインターネット上で配信。（H29年）
③以下の職員研修を新たに実施。
H28年度は，パブリシティの効果的な情報発信の向上を目的とした職員
研修２回（94人参加）
H29年度は，市民への情報発信力の向上を目的とした職員研修２回（67
人参加），パブリシティの効果的な情報発信の向上を目的とした職員研修
１回（36人参加）
Ｈ30年度は，広報紙・ホームページへ掲載する内容を市民目線を意識し
た表現へ変更するための，広報アドバイザーのコンサルティング６回と研
修「ホームページ作成者レベルアップ研修」２回（77人参加）

○
（全て実施）

後期５年の重点施策 市民主体に
よる取組

取組の実施状況 展開状況 指標（単位）
指標の推移

全国的な課題である「人口減少」「東京一極集中」は，本市においても例外でなく,将来の人口減
少に歯止めをかけるための施策の重要性が増している。スマートフォンやタブレットの普及に伴
い，その使用者との相性が良い情報発信媒体としてSNSの利用者数が年々増加している。

ア　後期基本計画の内容　（Ｐlan） イ　取組の実施状況　（Ｄｏ） ウ　取組結果　（Ｃｈｅｃｋ）

・芦屋市シティプロモーション戦略（H28～H31）

１－１　市民一人一人がそれぞれの状況に応じて必要な情報を手に入れられる

後期基本計画策定以降（H28～）の社会経済環境の変化 調査結果課題別計画の策定状況

施策目標推進部 施策取りまとめ課
企画部 広報国際交流課

 １　　　一人一人のつながりが地域の力を高め，地域主体のまちづくりが進んでいる

後期５年の重点施策（８６の重点施策） 

施策目標（３５の施策目標） 

目標とする１０年後の芦屋の姿（１５の姿） 

芦屋の将来像 

まちづくりの基本方針（４つの方針） 

(5) 施策目標の総括

総括結果

☆

総括コメント

〇1-1-1 市民が必要とする情報や行政が市民に届けたい情報を効果的に発信する取組では
・「伝える広報」から「伝わる広報」を目指して「広報あしや」の紙面のカラー化や全戸配布などを進めてきました。全戸配布により「広報あしや」が
手に入らない市民の割合が大きく減少し，市民ひとりひとりが必要な情報を手に入れられるようになりました。しかし，一定の年齢層だけでなく幅
広い年齢層の市民が手に取りたくなるような紙面作り，特に若年層への浸透を図る必要があります。そのため，特集企画の充実を図り，定期的
に市民ニーズの把握と分析を行いながら，広報アドバイザーによる職員研修を行うなど職員の広報意識の向上を進めていきます。
〇1-1-2 住宅都市としての魅力発信につながる情報提供の取組では
・シティプロモーション戦略を策定し，芦屋本の出版，PR動画の作成，Instagramでの魅力発信の実施，各種イベント事業などを進めました。PR動
画やイベントを通じて多くの市民に参加いただき，シビックプライドの醸成を図ることができました。事業を通じた効果検証に課題はありますが，市
民に芦屋への愛着・誇り（シビックプライド）を持っていただけるよう，芦屋の魅力とその歴史，人の関わりなどを発信していく必要があると考えて
います。

展開状況

傾向

☆☆☆☆☆ ☆☆☆☆

全ての小項目を実施し，進捗も概ね達成 実施していない小項目があるが，進捗は概ね達成

☆☆☆ ☆☆

全ての小項目を実施し，進捗も良好 実施していない小項目があるが，進捗は良好

☆ ×

全ての小項目を実施しているが，進捗が不十分 実施していない小項目があり，進捗も不十分

○（全て実施） △（一部実施）

（未達見込）
×

（良好傾向）

△

（達成見込）

○
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  イ  総括シートの各項目の記載事項 

   市民アンケート調査（R1.5実施） 

  ・各施策目標の現状についての調査結果（肯定的意見，否定的意見，わからない，無回

答の割合）を記載しています。※肯定的意見(「そうなっていると思う」と「まあ，そうな

っていると思う」の合計割合)，否定的意見（「そうなっているとは思わない」の割合） 

   重点施策の取組状況 

  ・「後期基本計画の内容（Plan）」は，後期基本計画の内容を記載しています。 

  ・「取組の実施状況（Do）」として，重点取組に該当する，平成28～30年度の取組の実

施状況を記載しています。また，「展開状況」を次の２段階で評価しています。 

  ［展開状況の評価方法］ 

全ての「小項目」を実施している(着手含む)  ⇒  全て実施（○） 

実施していない「小項目」がある        ⇒  一部実施（△） 

  ［施策目標全体としての展開状況の評価方法］ 

全ての「重点施策」の展開状況が「全て実施（○）」 ⇒ 全て実施（○） 

「重点施策」の展開状況に「一部実施（△）」を含む ⇒ 一部実施（△） 

  ・「取組結果（Check）」として，平成26年度から平成30年度までのデータ（一部，平

成30年度の欄に市民アンケート調査結果（R1.5実施））を掲載しています。また，指

標推移の「傾向」を次の３段階で評価しています。 

  ［傾向の評価方法］ 

【数値の増加が望ましい指標の場合】 

   H26からH30までの進捗率が70％以上   ⇒  ○（達成見込） 

   H26からH30までの進捗率が35％以上   ⇒  △（良好傾向） 

   H26からH30までの進捗率が35％未満   ⇒  ×（未達見込） 

［施策目標全体としての傾向の評価方法］ 

各指標の傾向を， 

○(達成見込)：２点，△(良好傾向)：１点，×(未達成見込)：０点として， 

全体の平均点が， 1.5点以上  ⇒  ○（達成見込） 

         1.0点以上  ⇒  △（良好傾向） 

         1.0点未満  ⇒  ×（未達見込） 

   施策目標の総括 

  ・「展開状況」と「結果の傾向」の２つの視点での評価をもとに６段階で評価し，総括

コメントとして主な取組や成果，後期に向けての課題を記載しています。 

［６段階での評価］ 

展開状況 

傾向 
○（全て実施） △（一部実施） 

○ 
（達成見込） 

☆☆☆☆☆ 
全ての小項目を実施し，進捗も概ね達成

☆☆☆☆ 
実施していない小項目があるが，進捗は概ね達成

△ 
（良好傾向） 

☆☆☆ 
全ての小項目を実施し，進捗も良好 

☆☆ 
実施していない小項目があるが，進捗は良好

× 
（未達見込） 

☆ 
全ての小項目を実施しているが，進捗が不十分

× 
実施していない小項目があり，進捗も不十分
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３ 総括の結果 

後期基本計画における35の施策目標の総括結果は次のとおりです。 

内訳をみると，☆☆☆☆☆が７施策，☆☆☆☆１施策，☆☆☆が９施策，☆☆が３施

策，☆が13施策，×が２施策となっています。 

 

評価結果の一覧 

1-1 市民一人ひとりがそれぞれの状況に応じて必要な情報を手に入れられ
る

☆ ｐ9

 1-2 市民が主体となった活動が増え，継続的に発展している ☆☆☆ ｐ11

 1-3 地域主体のまちづくりの仕組みが根付き，地域の力が高まっている ☆ ｐ13

 2-1 市民が教養を高める機会が豊富にある ☆ ｐ15

 2-2 様々な交流が，多様な文化への理解と見識を深めている ☆☆☆☆☆ ｐ19

 3-1 平和と人権を尊重する意識が行き渡っている ☆☆☆☆☆ ｐ21

 3-2 男女共同参画社会の実現に向けて意識が広がっている × ｐ23

 4-1 子どもたちが「生きる力」を身につけ，健やかに成長している ☆☆☆ ｐ25

 4-2 青少年が社会で自立するための力を身につけている ☆☆☆☆☆ ｐ29

 4-3 学校園・家庭・地域が連携して，子どもたちの育成を支えている ☆☆☆☆☆ ｐ31

 5-1 世代を超えた多様なつながりが様々な家庭の子育てを支えている ☆☆☆ ｐ33

 5-2 子育てと仕事の両立を可能にする環境が整っている ☆ ｐ35

 6-1 市民が健康づくりに取り組んでいる ☆ ｐ37

 6-2 市民が適切な診療を受けられる ☆☆☆ ｐ39

 7-1 地域における保健・医療・福祉の連携体制が確立している ☆ ｐ41

 7-2 高齢者がいつまでもいきいきと安心して暮らせている ☆☆☆ ｐ45

 7-3 障がいのある人の権利が尊重され，持てる能力を最大限に発揮できる ☆ ｐ49

 8-1 市民一人ひとりの暮らしの安全・安心への意識が高まっている ☆☆☆☆☆ ｐ51

 8-2 犯罪が起きにくいまちになっている ☆☆☆☆ ｐ53

 9-1 家庭や地域，行政の防災力が向上している ☆☆☆ ｐ55

 9-2 災害に強い安全なまちづくりが進んでいる ☆☆☆☆☆ ｐ59

10-1 自然と緑を守り，創り，育てる文化を継承している ☆☆ ｐ61

10-2 建物などが地域ごとの緑ゆたかな景観と調和している ☆☆ ｐ63

11-1 環境に配慮した暮らしやまちづくりが進んでいる ☆ ｐ65

11-2 清潔なまちづくりが進んでいる ☆ ｐ67

12-1 交通ルールやマナーに関する意識が高まっている ☆ ｐ69

12-2 公共施設などのバリアフリー化が進んでいる ☆☆☆ ｐ70

12-3 市内を安全かつ快適に移動できる ☆ ｐ71

13-1 良質なすまいづくりが進んでいる ☆☆☆☆☆ ｐ73

13-2 住宅都市としての機能が充実している × ｐ75

13-3 市内の商業が活性化し，市民の利便性も向上している ☆☆☆ ｐ77

14-1 市民参画による開かれた市政を運営している ☆ ｐ79

14-2 変化に対応できる柔軟な組織運営をしている ☆☆ ｐ81

15-1 様々な資源を有効に活用している ☆ ｐ83

15-2 歳入・歳出の構造を改善している ☆☆☆ ｐ85

総括
シート

の
ページ

４
人々と行政の
つながりをま
ちづくりにつ
なげる

14 信頼関係の下で市政が展
開している

15 経営資源 を有 効に 活用
し，健全な財政状況になって
いる

総括結果

２
人々のつなが
りを安全と安
心につなげる

６ 市民が心身の良好な状態
を維持して過ごしている

７ 高齢者や障がいのある人
がいきいきと安心して住み続
けられるまちぐるみの支え合
い・助け合いが進んでいる

８ 一人ひとりの意識やまち
の雰囲気が暮らしの安全を支
えている

９ まちの防災力が向上し，
災害時に的確に行動できるよ
う備えている

３
人々のまちを
大切にする心
や暮らし方を
まちなみにつ
なげる

10 花と緑に彩られた美しい
まちなみが自然と調和してい
る

11環境にやさしい清潔なまち
での暮らしが広がっている

12 交通マナーと思いやりが
まちに行き渡り，市内が安全
に安心して移動できるように
なっている

13 充実した住宅都市の機能
が快適な暮らしを支えている

まちづくりの
基本方針

目標とする10年後の
芦屋の姿

施策目標

１
人と人がつな
がって新しい
世代につなげ
る

１ 一人ひとりのつながりが
地域の力を高め，地域主体の
まちづくりが進んでいる

２ 多様な文化･スポーツ・芸
術･伝統が交流するまちで，
芦屋の文化があふれている

３ お互いを尊重しながら理
解と思いやりの心が広がって
いる

４ 子どもたちが社会へ羽ば
たけるようたくましく育って
いる

５ 地域で安心して子育てが
できている
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総括シート 
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■
施

策
目

標
後

期
施

策
評

価
シ

ー
ト

目
標

施
策

目
標

【
後

期
基

本
計

画
の

施
策

評
価

】

(
1
)
 
前

提
条

件
の

変
化

(
2
)
 
関

連
計

画
の

策
定

状
況

(
3
)
 
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

（
R
1
.
5
実

施
）

肯
定

的
意

見
否

定
的

意
見

わ
か

ら
な

い
無

回
答

5
9
.
4
%

1
9
.
5
%

2
0
.
4
%

0
.
7
%

(
4
)
 
重

点
施

策
の

取
組

状
況

め
ざ

す
値

重
点

施
策

の
名

称
重

点
取

組
H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
2

「
広

報
あ

し
や

」
の

市
民
の

満
足

度
（

％
）

5
8
.
1

－
－

6
1
.
8

6
2
.
2

7
0
.
0

×

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

市
民
の

満
足

度
（

％
）

4
9
.
5

－
－

4
7
.
3

4
6
.
5

6
0
.
0

×

「
広

報
あ

し
や

」
を

知
ら
な

い
市

民
の

割
合
（

％
）

4
.
8

－
－

3
.
4

3
.
4

0
.
0

×

「
広

報
あ

し
や

」
が

手
に
入

ら
な

い
市

民
の
割

合
（

％
）

1
4
.
5

－
－

3
.
7

1
.
8

0
.
0

○

市
職

員
（

各
課

広
報

担
当
者

）
の

広
報

活
動
に

関
す

る
研

修
会
へ

の
参

加
率

（
％
）

8
3
.
3

8
4
.
5

8
5
.
9

6
6
.
2

7
8
.
3

1
0
0
.
0

×

「
定

住
意

向
」

に
対

し
て
，

「
今

の
場

所
に
住

み
続

け
た

い
」
「

市
内

の
他

の
場
所

で
住

み
続

け
た
い

」
と

回
答

し
た
割

合
（

％
）

8
4
.
6

－
－

8
3
.
9

8
1
.
8

9
0
.
0

×

「
居

住
地

と
し

て
芦

屋
市
を

選
ん

だ
理

由
」
に

対
し

て
，

「
地

域
イ

メ
ー

ジ
が

良
い

」
と

回
答
し

た
割

合
（

％
）

4
2
.
0

－
－

4
4
.
8

4
3
.
8

4
6
.
0

△

○
（
全

て
実

施
）

×
(未

達
見

込
)

施
策

目
標

推
進

部
施

策
取

り
ま

と
め

課
企

画
部

広
報

国
際

交
流

課
 

１
　

　
　

一
人

一
人

の
つ

な
が

り
が

地
域

の
力

を
高

め
，

地
域

主
体

の
ま

ち
づ

く
り

が
進

ん
で

い
る

１
－

１
　

市
民

一
人

一
人

が
そ

れ
ぞ

れ
の

状
況

に
応

じ
て

必
要

な
情

報
を

手
に

入
れ

ら
れ

る

後
期

基
本

計
画

策
定

以
降

（
H
2
8
～

）
の

社
会

経
済

環
境

の
変

化
調

査
結

果
課

題
別

計
画

の
策

定
状

況
全

国
的

な
課

題
で

あ
る

「
人

口
減

少
」
「
東

京
一

極
集

中
」
は

，
本

市
に

お
い

て
も

例
外

で
な

く
,将

来
の

人
口

減
少

に
歯

止
め

を
か

け
る

た
め

の
施

策
の

重
要

性
が

増
し

て
い

る
。

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
や

タ
ブ

レ
ッ

ト
の

普
及

に
伴

い
，

そ
の

使
用

者
と

の
相

性
が

良
い

情
報

発
信

媒
体

と
し

て
S
N

S
の

利
用

者
数

が
年

々
増

加
し

て
い

る
。

ア
　

後
期

基
本

計
画

の
内

容
　

（
Ｐ

l
a
n
）

イ
　

取
組

の
実

施
状

況
　

（
Ｄ

ｏ
）

ウ
　

取
組

結
果

　
（

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
）

・
芦

屋
市

シ
テ

ィ
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

戦
略

（
H

2
8
～

H
3
1
）

傾
向

1
-
1
-
1

市
民

が
必

要
と

す
る

情
報

や
行

政
が

市
民

に
届

け
た

い
情

報
を

効
果

的
に

発
信

し
ま

す
。

①
市

民
ニ

ー
ズ

の
把

握
と

分
析

を
行

い
，

こ
れ

ま
で

の
広

報
の

あ
り

方
を

検
証

し
ま

す
。

②
分

か
り

や
す

い
表

現
方

法
や

，
目

に
ふ

れ
や

す
く
，

見
つ

け
や

す
い

情
報

発
信

に
な

っ
て

い
る

か
発

信
方

法
を

検
証

し
な

が
ら

，
時

代
に

合
っ

た
広

報
媒

体
の

活
用

も
視

野
に

入
れ

て
広

報
活

動
を

充
実

さ
せ

ま
す

。
③

よ
り

効
果

的
で

効
率

的
な

情
報

発
信

と
な

る
よ

う
，

職
員

の
意

識
向

上
を

目
指

し
ま

す
。

◇
行

政
が

発
信

す
る

情
報

の
積

極
的

な
受

信

①
調

査
結

果
か

ら
市

民
ニ

ー
ズ

や
広

報
の

課
題

を
分

析
し

，
更

な
る

改
善

を
は

か
る

た
め

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

上
で

広
報

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

。
（
H

2
9

年
）

②
H

2
8
年

度
４

月
１

日
号

か
ら

広
報

紙
「
広

報
あ

し
や

」
を

全
戸

配
布

。
ま

た
１

日
号

は
H

2
8
年

か
ら

，
1
5
日

号
は

H
2
9
年

か
ら

，
一

部
カ

ラ
ー

化
。

広
報

紙
の

用
紙

サ
イ

ズ
を

大
き

く
し

，
左

綴
じ

の
横

書
き

メ
イ

ン
へ

レ
イ

ア
ウ

ト
を

変
更

。
広

報
紙

か
ら

詳
し

い
情

報
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

上
で

確
認

い
た

だ
け

る
よ

う
Ｑ

Ｒ
コ

ー
ド

を
入

れ
て

誘
導

。
（
H

2
9
年

）
広

報
紙

の
テ

キ
ス

ト
版

を
オ

ー
プ

ン
デ

ー
タ

化
（
Ｈ

3
0
年

）
。

Ｓ
Ｎ

Ｓ
を

活
用

し
た

情
報

発
信

を
開

始
。

（
H

2
8
年

，
H

2
9
年

）
広

報
番

組
に

字
幕

を
入

れ
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
で

配
信

。
（
H

2
9
年

）
③

以
下

の
職

員
研

修
を

新
た

に
実

施
。

H
2
8
年

度
は

，
パ

ブ
リ

シ
テ

ィ
の

効
果

的
な

情
報

発
信

の
向

上
を

目
的

と
し

た
職

員
研

修
２

回
（
9
4
人

参
加

）
H

2
9
年

度
は

，
市

民
へ

の
情

報
発

信
力

の
向

上
を

目
的

と
し

た
職

員
研

修
２

回
（
6
7
人

参
加

）
，

パ
ブ

リ
シ

テ
ィ

の
効

果
的

な
情

報
発

信
の

向
上

を
目

的
と

し
た

職
員

研
修

１
回

（
3
6
人

参
加

）
Ｈ

3
0
年

度
は

，
広

報
紙

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
へ

掲
載

す
る

内
容

を
市

民
目

線
を

意
識

し
た

表
現

へ
変

更
す

る
た

め
の

，
広

報
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
の

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

６
回

と
研

修
「
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
作

成
者

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

研
修

」
２

回
（
7
7
人

参
加

）

○
（
全

て
実

施
）

後
期

５
年

の
重

点
施

策
市

民
主

体
に

よ
る

取
組

取
組

の
実

施
状

況
展

開
状

況
指

標
（

単
位
）

指
標

の
推

移

①
シ

テ
ィ

ー
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

の
方

向
性

を
示

す
「
シ

テ
ィ

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
戦

略
」
を

策
定

し
，

本
市

へ
の

魅
力

を
わ

か
り

や
す

く
伝

え
る

キ
ャ

ッ
チ

コ
ピ

ー
「
憧

れ
を

、
日

常
に

。
芦

屋
市

」
と

ロ
ゴ

マ
ー

ク
を

作
成

し
た

。
①

Ｐ
Ｒ

動
画

「
S
o
u
n
d 

o
f 
A

S
H

IY
A

」
，

「
シ

テ
ィ

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
サ

イ
ト

」
を

作
成

し
，

芦
屋

In
st

ag
ra

m
投

稿
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
や

「
あ

し
や

を
歩

く
本

　
芦

屋
」
の

出
版

，
各

種
イ

ベ
ン

ト
の

実
施

な
ど

，
本

市
の

魅
力

を
活

か
し

た
シ

テ
ィ

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
を

行
う

こ
と

で
，

市
民

の
本

市
に

対
す

る
愛

着
（
シ

ビ
ッ

ク
プ

ラ
イ

ド
）

の
醸

成
を

図
っ

た
。

②
「
芦

屋
In

st
ag

ra
m

投
稿

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

」
で

は
，

市
民

に
本

市
の

魅
力

的
な

場
所

を
紹

介
す

る
写

真
投

稿
を

募
り

，
S
N

S
で

発
信

し
た

。
②

芦
屋

市
シ

テ
ィ

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
応

援
者

を
募

集
し

，
イ

ベ
ン

ト
情

報
な

ど
を

提
供

す
る

こ
と

で
多

く
の

参
加

者
を

募
っ

た
。

②
Ｐ

Ｒ
動

画
で

は
シ

テ
ィ

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
応

援
者

に
対

し
出

演
者

等
を

募
集

し
，

4
3
人

の
か

た
が

出
演

さ
れ

た
。

ま
た

市
内

2
3
の

事
業

者
・
団

体
等

に
も

撮
影

協
力

を
い

た
だ

い
た

。
②

市
民

リ
ポ

ー
タ

ー
と

し
て

広
報

番
組

「
あ

し
や

ト
ラ

イ
あ

ん
ぐ

る
」
に

出
演

。

○
（
全

て
実

施
）

1
-
1
-
2

本
市

の
住

宅
都

市
と

し
て

の
魅

力
発

信
に

つ
な

が
る

情
報

提
供

に
努

め
ま

す
。

①
市

民
が

芦
屋

に
愛

着
や

誇
り

を
持

て
る

よ
う

に
，

全
国

で
も

優
れ

た
住

宅
都

市
と

し
て

の
本

市
の

魅
力

に
つ

い
て

情
報

発
信

を
行

い
ま

す
。

②
魅

力
発

信
に

つ
い

て
は

，
市

民
参

画
・
協

働
の

視
点

で
取

り
組

み
ま

す
。

◇
積

極
的

な
情

報
発

信

ま
と

め
結

果
の

評
価

9



(
5
)
 
施

策
目

標
の

総
括

総
括

結
果

☆

総
括

コ
メ

ン
ト

〇
1
-
1
-
1
 市

民
が

必
要

と
す

る
情

報
や

行
政

が
市

民
に

届
け

た
い

情
報

を
効

果
的

に
発

信
す

る
取

組
で

は
・
「
伝

え
る

広
報

」
か

ら
「
伝

わ
る

広
報

」
を

目
指

し
て

「
広

報
あ

し
や

」
の

紙
面

の
カ

ラ
ー

化
や

全
戸

配
布

な
ど

を
進

め
て

き
ま

し
た

。
全

戸
配

布
に

よ
り

「
広

報
あ

し
や

」
が

手
に

入
ら

な
い

市
民

の
割

合
が

大
き

く
減

少
し

，
市

民
ひ

と
り

ひ
と

り
が

必
要

な
情

報
を

手
に

入
れ

ら
れ

る
よ

う
に

な
り

ま
し

た
。

し
か

し
，

一
定

の
年

齢
層

だ
け

で
な

く
幅

広
い

年
齢

層
の

市
民

が
手

に
取

り
た

く
な

る
よ

う
な

紙
面

作
り

，
特

に
若

年
層

へ
の

浸
透

を
図

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
そ

の
た

め
，

特
集

企
画

の
充

実
を

図
り

，
定

期
的

に
市

民
ニ

ー
ズ

の
把

握
と

分
析

を
行

い
な

が
ら

，
広

報
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
に

よ
る

職
員

研
修

を
行

う
な

ど
職

員
の

広
報

意
識

の
向

上
を

進
め

て
い

き
ま

す
。

〇
1
-
1
-
2
 住

宅
都

市
と

し
て

の
魅

力
発

信
に

つ
な

が
る

情
報

提
供

の
取

組
で

は
・
シ

テ
ィ

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
戦

略
を

策
定

し
，

芦
屋

本
の

出
版

，
P
R

動
画

の
作

成
，

In
st

ag
ra

m
で

の
魅

力
発

信
の

実
施

，
各

種
イ

ベ
ン

ト
事

業
な

ど
を

進
め

ま
し

た
。

P
R

動
画

や
イ

ベ
ン

ト
を

通
じ

て
多

く
の

市
民

に
参

加
い

た
だ

き
，

シ
ビ

ッ
ク

プ
ラ

イ
ド

の
醸

成
を

図
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
事

業
を

通
じ

た
効

果
検

証
に

課
題

は
あ

り
ま

す
が

，
市

民
に

芦
屋

へ
の

愛
着

・
誇

り
（
シ

ビ
ッ

ク
プ

ラ
イ

ド
）
を

持
っ

て
い

た
だ

け
る

よ
う

，
芦

屋
の

魅
力

と
そ

の
歴

史
，

人
の

関
わ

り
な

ど
を

発
信

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

と
考

え
て

い
ま

す
。

展
開

状
況

傾
向

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

概
ね

達
成

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

概
ね

達
成

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

良
好

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

良
好

☆
×

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

て
い

る
が

，
進

捗
が

不
十

分
実

施
し

て
い

な
い

小
項

目
が

あ
り

，
進

捗
も

不
十

分

○
（

全
て

実
施

）
△

（
一

部
実

施
）

（
未

達
見

込
）

×

（
良

好
傾

向
）

△

（
達

成
見

込
）

○
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■
施

策
目

標
後

期
施

策
評

価
シ

ー
ト

目
標

施
策

目
標

【
後

期
基

本
計

画
の

施
策

評
価

】

(
1
)
 
前

提
条

件
の

変
化

(
2
)
 
関

連
計

画
の

策
定

状
況

(
3
)
 
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

（
R
1
.
5
実

施
）

肯
定

的
意

見
否

定
的

意
見

わ
か

ら
な

い
無

回
答

3
6
.
8
%

2
7
.
3
%

3
5
.
1
%

0
.
8
%

(
4
)
 
重

点
施

策
の

取
組

状
況

め
ざ

す
値

重
点

施
策

の
名

称
重

点
取

組
H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
2

「
あ

し
や

市
民

活
動

セ
ン
タ

ー
を

知
っ

て
い

る
」

と
回

答
し
た

割
合

（
％

）

1
5
.
5

（
H
2
5
）

－
－

－
2
8
.
1

5
0
.
0

△

あ
し

や
市

民
活

動
セ

ン
タ
ー

相
談

人
数

（
人
／

年
）

1
9
9

2
4
1

3
0
8

4
0
9

4
5
0

2
5
0

○

「
市

民
と

の
協

働
経

験
が
あ

る
，

協
働

し
て
い

る
」

と
回

答
し
た

職
員

の
割

合
（
％

）

3
1
.
9

（
H
2
5
）

－
－

－
－

4
0
.
0

傾
向

1
-
2
-
1

市
民

の
意

欲
・
特

技
・
経

験
を

生
か

し
，

地
域

を
支

え
る

市
民

の
力

を
豊

か
に

す
る

取
組

を
支

援
し

ま
す

。

①
あ

し
や

市
民

活
動

セ
ン

タ
ー

機
能

の
認

知
度

を
向

上
さ

せ
ま

す
。

②
Ｎ

Ｐ
Ｏ

，
自

治
会

等
の

市
民

活
動

の
す

そ
野

を
広

げ
，

地
域

を
支

え
る

人
材

の
発

掘
や

育
成

を
支

援
し

ま
す

。
③

職
員

の
協

働
に

対
す

る
意

識
を

向
上

さ
せ

る
よ

う
，

協
働

に
関

す
る

情
報

を
共

有
し

ま
す

。

◇
市

民
活

動
団

体
間

で
の

様
々

な
活

動
手

法
の

共
有

①
日

々
の

周
知

啓
発

に
よ

り
市

民
活

動
セ

ン
タ

ー
の

来
所

人
数

が
Ｈ

2
7
年

度
に

比
し

増
加

。
　

〔
来

初
人

数
〕

　
H

2
8
年

度
1
8
,5

8
3
人

（
H

2
7
年

度
1
5
,8

0
9
人

:＋
2
,7

7
4
人

，
＋

1
7
.5

％
）

　
H

2
9
年

度
1
9
,5

4
7
人

（
対

H
2
8
年

度
：
＋

9
6
4
人

，
＋

5
.2

％
）

　
H

3
0
年

度
1
7
,5

2
0
人

（
対

H
2
9
年

度
：
-
2
,0

2
7
人

，
-
1
0
.4

％
）
※

施
設

改
修

に
伴

い
H

3
1
年

1
月

下
旬

～
3
月

ま
で

閉
館

し
た

こ
と

に
よ

る
。

　
〔
相

談
件

数
〕

　
H

2
8
年

度
　

3
0
8
件

（
H

2
7
年

度
2
4
1
件

:＋
6
7
件

，
＋

2
7
.8

％
）

　
H

2
9
年

度
　

4
0
9
件

（
対

2
8
年

度
：
＋

1
0
1
件

，
＋

3
2
.8

％
）

　
H

3
0
年

度
　

4
5
0
件

（
対

2
9
年

度
：
＋

4
1
件

，
＋

1
0
.0

％
）

①
気

軽
に

来
所

で
き

る
場

づ
く
り

と
し

て
ふ

れ
あ

い
カ

フ
ェ

（
指

定
管

理
者

事
業

，
毎

月
第

2
土

曜
日

（
H

3
1
年

2
月

～
3
月

は
施

設
改

修
工

事
の

た
め

未
実

施
）
）
を

実
施

②
あ

し
や

市
民

活
動

セ
ン

タ
ー

事
業

（
H

2
8
・
2
9
・
3
0
年

度
）

・
あ

し
や

市
民

活
動

フ
ェ

ス
タ

を
実

施
し

，
市

民
活

動
の

発
表

と
交

流
を

図
っ

た
。

H
2
9
年

度
は

，
学

生
と

市
民

活
動

団
体

等
が

芦
屋

市
の

将
来

像
に

つ
い

て
話

し
合

う
内

容
で

，
人

材
の

発
掘

や
育

成
の

機
会

と
な

っ
た

。
H

3
0
年

度
は

「
B

E
の

肩
書

き
」
と

題
し

，
講

演
と

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

通
じ

て
参

加
者

が
ま

ち
づ

く
り

に
関

わ
る

際
の

役
割

を
認

識
し

て
も

ら
う

取
組

を
実

施
。

・
市

民
活

動
セ

ン
タ

ー
の

拡
充

に
伴

い
，

「
芦

屋
ま

ち
デ

ザ
イ

ン
ラ

ボ
」
に

て
出

た
意

見
を

改
修

設
計

に
反

映
し

，
施

設
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

を
実

施
。

②
「
市

民
提

案
型

事
業

補
助

金
制

度
」
を

創
設

（
H

2
9
年

度
）

H
2
9
年

度
，

市
民

活
動

団
体

等
が

地
域

の
課

題
解

決
や

地
域

の
魅

力
発

信
の

た
め

に
自

主
的

に
取

り
組

む
新

規
事

業
等

に
対

し
実

施
に

必
要

な
費

用
の

一
部

を
補

助
す

る
「
市

民
提

案
型

事
業

補
助

金
制

度
」
を

創
設

し
，

4
団

体
に

対
し

て
助

成
し

た
。

H
3
0
年

度
は

2
団

体
に

助
成

。
②

市
民

参
画

協
働

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

を
設

置
（
H

3
0
年

度
）

・
「
芦

屋
ま

ち
デ

ザ
イ

ン
ラ

ボ
」
や

女
性

活
躍

及
び

旧
宮

塚
町

住
宅

改
修

の
た

め
に

実
施

し
た

「
M

IY
A

Z
U

K
A

 P
R

O
J
E
C

T
」
の

初
回

の
ト

ー
ク

イ
ベ

ン
ト

に
お

い
て

今
後

の
市

民
活

動
に

つ
い

て
講

演
・
広

報
あ

し
や

1
1
月

号
に

お
い

て
市

民
参

画
協

働
に

関
す

る
対

談
記

事
を

掲
載 ③

H
2
9
年

度
，

人
事

課
の

特
別

研
修

と
し

て
「
地

域
と

の
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
研

修
」
を

実
施

し
，

自
治

会
連

合
会

と
連

携
し

て
，

地
域

の
イ

ベ
ン

ト
に

職
員

を
派

遣
し

，
協

働
の

取
組

を
行

っ
た

。
（
３

か
所

1
7
名

参
加

）
③

平
成

3
0
年

度
は

引
き

続
き

地
域

と
の

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

研
修

を
実

施
し

，
地

域
の

イ
ベ

ン
ト

に
職

員
を

派
遣

（
５

か
所

2
9
名

参
加

）

○
（
全

て
実

施
）

後
期

５
年

の
重

点
施

策
市

民
主

体
に

よ
る

取
組

取
組

の
実

施
状

況
展

開
状

況
指

標
（

単
位
）

指
標

の
推

移

少
子

高
齢

化
に

伴
う

労
働

人
口

の
減

少
，

女
性

の
社

会
参

画
，

働
き

方
改

革
，

IC
T
技

術
や

環
境

の
変

革 （
※

A
I・

Io
T
な

ど
の

普
及

に
伴

う
ス

マ
ー

ト
自

治
体

・
so

c
ie

ty
5
.0

社
会

構
想

の
台

頭
，

ス
マ

ホ
な

ど
の

デ
バ

イ
ス

の
発

達
と

シ
ェ

ア
リ

ン
グ

エ
コ

ノ
ミ

ー
を

は
じ

め
と

し
た

経
済

活
動

の
変

化
→

C
IV

IC
T
E
C

H
・

G
O

V
T
E
C

H
・
オ

ー
プ

ン
ガ

バ
ナ

ン
ス

へ
つ

な
が

る
よ

う
な

課
題

認
識

の
掲

載
が

必
要

と
考

え
ま

す
。

）

ア
　

後
期

基
本

計
画

の
内

容
　

（
Ｐ

l
a
n
）

イ
　

取
組

の
実

施
状

況
　

（
Ｄ

ｏ
）

ウ
　

取
組

結
果

　
（

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
）

・
第

2
次

芦
屋

市
市

民
参

画
協

働
推

進
計

画
（
H

2
7
～

H
3
1
）

・
第

3
次

芦
屋

市
地

域
福

祉
計

画
（
H

2
9
～

H
3
3
）

１
－

２
　

市
民

が
主

体
と

な
っ

た
活

動
が

増
え

、
継

続
的

に
発

展
し

て
い

る

後
期

基
本

計
画

策
定

以
降

（
H
2
8
～

）
の

社
会

経
済

環
境

の
変

化
調

査
結

果
課

題
別

計
画

の
策

定
状

況

施
策

目
標

推
進

部
施

策
取

り
ま

と
め

課
企

画
部

市
民

参
画

課
 

１
　

　
　

一
人

一
人

の
つ

な
が

り
が

地
域

の
力

を
高

め
，

地
域

主
体

の
ま

ち
づ

く
り

が
進

ん
で

い
る
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市
民

活
動

や
地

域
活

動
を
し

た
こ

と
が

あ
る
人

の
割

合
（

％
）

2
9
.
2

（
H
2
5
）

－
－

－
3
5
.
9

5
0
.
0

×

社
会

福
祉

協
議

会
の

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
セ
ン

タ
ー

登
録

者
数
（

人
）

4
5
2

4
7
6

5
7
2

5
5
9

5
3
2

5
0
0

○

○
（
全

て
実

施
）

△
(良

好
傾

向
)

(
5
)
 
施

策
目

標
の

総
括

総
括

結
果

☆
☆

☆

ま
と

め
取

組
の

評
価

結
果

の
評

価

総
括

コ
メ

ン
ト

○
1
-
2
-
1
 地

域
を

支
え

る
市

民
の

力
を

豊
か

に
す

る
取

組
の

支
援

で
は

・
市

民
活

動
の

拠
点

で
あ

る
あ

し
や

市
民

活
動

セ
ン

タ
ー

の
相

談
事

業
に

お
い

て
，

N
P
O

設
立

や
運

営
相

談
の

ほ
か

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
関

す
る

活
動

相
談

及
び

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
を

実
施

し
，

来
所

人
数

と
相

談
件

数
の

増
加

に
つ

な
が

り
ま

し
た

。
・
あ

し
や

市
民

活
動

セ
ン

タ
ー

の
改

修
に

あ
た

り
，

今
後

の
利

用
者

層
を

想
定

し
た

方
々

を
対

象
に

「
芦

屋
ま

ち
デ

ザ
イ

ン
ラ

ボ
」
と

し
て

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

開
催

し
ま

し
た

。
そ

こ
で

出
た

今
後

の
活

動
に

関
す

る
意

見
等

を
踏

ま
え

，
改

修
設

計
に

反
映

し
ま

し
た

。
・
今

後
は

，
自

立
的

な
市

民
活

動
の

活
性

化
，

行
政

の
役

割
の

見
直

し
が

課
題

で
あ

り
，

社
会

環
境

の
変

化
に

伴
い

，
よ

り
一

層
自

主
的

に
社

会
課

題
の

解
決

に
向

け
て

活
動

す
る

市
民

や
団

体
が

重
要

と
な

る
中

，
市

民
参

画
・
協

働
に

必
要

な
人

材
の

発
掘

・
育

成
に

向
け

た
活

動
に

取
り

組
ん

で
い

き
ま

す
。

○
1
-
2
-
2
 市

民
が

市
民

活
動

に
参

加
し

や
す

い
環

境
づ

く
り

で
は

・
芦

屋
さ

く
ら

ま
つ

り
，

あ
し

や
秋

ま
つ

り
に

お
い

て
，

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
を

行
い

，
会

場
内

の
清

掃
活

動
を

行
い

ま
し

た
。

多
様

な
主

体
と

の
協

働
に

よ
り

取
り

組
み

，
ま

つ
り

参
加

者
に

対
し

て
も

ゴ
ミ

分
別

の
啓

蒙
活

動
を

行
う

な
ど

，
市

民
マ

ナ
ー

意
識

向
上

の
取

組
に

も
つ

な
が

り
ま

し
た

。
・
平

成
2
9
年

度
か

ら
開

始
し

た
「
ひ

と
り

一
役

活
動

推
進

事
業

」
で

は
，

2
0
歳

以
上

の
市

民
を

登
録

，
「
で

き
る

こ
と

・
し

た
い

こ
と

」
を

実
現

で
き

る
仕

組
み

を
構

築
す

る
と

と
も

に
，

認
知

症
サ

ポ
ー

タ
ー

養
成

講
座

や
，

ワ
ー

カ
ー

通
信

の
発

行
等

を
実

施
し

，
サ

ポ
ー

タ
ー

の
能

力
開

発
や

活
動

環
境

の
改

善
に

努
め

ま
し

た
。

・
今

後
は

，
市

民
が

も
つ

力
を

地
域

で
活

か
す

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
，

さ
ら

な
る

地
域

活
動

の
担

い
手

の
発

掘
や

育
成

が
必

要
で

す
。

1
-
2
-
2

市
民

が
市

民
活

動
に

参
加

し
や

す
い

環
境

を
つ

く
り

ま
す

。

①
市

民
活

動
や

地
域

活
動

の
情

報
発

信
を

行
い

，
市

民
活

動
の

機
会

の
提

供
に

努
め

ま
す

。
②

社
会

福
祉

協
議

会
で

の
福

祉
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
を

含
め

た
市

内
全

体
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

を
推

進
，

強
化

し
，

互
助

の
地

域
を

つ
く
り

ま
す

。

◇
市

民
活

動
へ

の
積

極
的

な
参

加
①

あ
し

や
市

民
活

動
セ

ン
タ

ー
内

の
掲

示
板

や
H

P
に

お
い

て
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
募

集
情

報
を

継
続

し
て

掲
載

。
・
さ

く
ら

ま
つ

り
，

秋
ま

つ
り

に
お

い
て

，
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

を
行

い
，

会
場

内
の

清
掃

活
動

を
行

っ
た

。
秋

ま
つ

り
で

は
，

高
校

生
，

大
学

生
，

一
般

市
民

，
金

融
機

関
と

連
携

し
，

会
場

の
ゴ

ミ
回

収
，

自
転

車
整

理
な

ど
の

部
門

を
担

い
，

ま
つ

り
参

加
者

に
分

別
啓

発
活

動
を

行
い

，
意

識
向

上
に

努
め

た
。

・
あ

し
や

市
民

活
動

フ
ェ

ス
タ

を
市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
広

報
紙

な
ど

で
広

く
周

知
。

市
民

が
自

分
た

ち
が

で
き

る
こ

と
を

考
え

実
践

に
つ

な
げ

る
意

見
交

換
の

場
を

提
供

。
②

「
ひ

と
り

一
役

活
動

推
進

事
業

」
を

開
始

（
H

2
9
～

）
し

，
2
0
歳

以
上

の
方

が
，

「
ひ

と
り

一
役

ワ
ー

カ
ー

」
と

し
て

登
録

，
市

内
の

高
齢

者
施

設
並

び
に

高
齢

者
宅

を
訪

問
し

，
「
で

き
る

こ
と

・
し

た
い

こ
と

」
を

実
現

で
き

る
仕

組
み

を
構

築
。

「
ひ

と
り

一
役

活
動

推
進

事
業

」
に

お
い

て
，

認
知

症
へ

の
対

応
知

識
を

活
か

し
た

活
動

を
展

開
で

き
る

よ
う

，
「
ひ

と
り

一
役

ワ
ー

カ
ー

」
に

対
し

認
知

症
サ

ポ
ー

タ
ー

養
成

講
座

を
開

催
。

（
Ｈ

3
0
）

　
「
ひ

と
り

一
役

ワ
ー

カ
ー

」
の

活
動

を
推

進
す

る
た

め
，

ワ
ー

カ
ー

通
信

の
発

行
，

ワ
ー

カ
ー

と
受

け
入

れ
事

業
所

と
の

交
流

会
を

実
施

。
（
Ｈ

2
9
・
3
0
）

○
（
全

て
実

施
）

展
開

状
況

傾
向

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

概
ね

達
成

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

概
ね

達
成

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

良
好

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

良
好

☆
×

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

て
い

る
が

，
進

捗
が

不
十

分
実

施
し

て
い

な
い

小
項

目
が

あ
り

，
進

捗
も

不
十

分

○
（

全
て

実
施

）
△

（
一

部
実

施
）

（
未

達
見

込
）

×

（
良

好
傾

向
）

△

（
達

成
見

込
）

○
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■
施

策
目

標
後

期
施

策
評

価
シ

ー
ト

目
標

施
策

目
標

【
後

期
基

本
計

画
の

施
策

評
価

】

(
1
)
 
前

提
条

件
の

変
化

(
2
)
 
関

連
計

画
の

策
定

状
況

(
3
)
 
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

（
R
1
.
5
実

施
）

肯
定

的
意

見
否

定
的

意
見

わ
か

ら
な

い
無

回
答

3
8
.
3
%

3
0
.
6
%

2
9
.
8
%

1
.
4
%

(
4
)
 
重

点
施

策
の

取
組

状
況

め
ざ

す
値

重
点

施
策

の
名

称
重

点
取

組
H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
2

自
治

会
な

ど
に

加
入

す
る
世

帯
の

割
合

（
％
）

6
8
.
2

6
6
.
9

6
7
.
5

6
6
.
9

6
3
.
2

7
5
.
0

×

ま
ち

づ
く

り
連

絡
協

議
会
の

1
回

あ
た

り
の

平
均

出
席

者
数

（
人
／

年
）

1
4

1
3

8
1
0

1
1

1
7

×

○
（
全

て
実

施
）

×
(未

達
見

込
)

施
策

目
標

推
進

部
施

策
取

り
ま

と
め

課
企

画
部

市
民

参
画

課
 

１
　

　
　

一
人

一
人

の
つ

な
が

り
が

地
域

の
力

を
高

め
，

地
域

主
体

の
ま

ち
づ

く
り

が
進

ん
で

い
る

１
－

３
　

地
域

主
体

の
ま

ち
づ

く
り

の
仕

組
み

が
根

付
き

，
地

域
の

力
が

高
ま

っ
て

い
る

後
期

基
本

計
画

策
定

以
降

（
H
2
8
～

）
の

社
会

経
済

環
境

の
変

化
調

査
結

果
課

題
別

計
画

の
策

定
状

況
熊

本
地

震
ほ

か
気

象
災

害
少

子
高

齢
化

社
会

・
人

口
減

少
IC

T
技

術
・
環

境
の

変
革

ア
　

後
期

基
本

計
画

の
内

容
　

（
Ｐ

l
a
n
）

イ
　

取
組

の
実

施
状

況
　

（
Ｄ

ｏ
）

ウ
　

取
組

結
果

　
（

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
）

・
第

2
次

芦
屋

市
市

民
参

画
協

働
推

進
計

画
（
H

2
7
～

H
3
1
）

・
第

3
次

芦
屋

市
地

域
福

祉
計

画
（
H

2
9
～

H
3
3
）

傾
向

1
-
3
-
1

市
民

主
体

の
地

域
課

題
の

解
決

と
地

域
運

営
へ

の
取

組
を

支
援

し
ま

す
。

①
自

治
会

活
動

な
ど

に
参

加
し

て
い

な
い

市
民

に
，

地
域

活
動

の
大

切
さ

や
楽

し
さ

等
を

伝
え

る
な

ど
，

地
域

活
動

が
活

性
化

す
る

た
め

の
支

援
を

行
い

ま
す

。
②

地
域

の
課

題
解

決
に

向
け

て
，

市
民

が
主

体
的

に
取

組
を

進
め

や
す

く
す

る
た

め
の

支
援

を
検

討
し

ま
す

。
③

ま
ち

づ
く
り

に
関

わ
る

様
々

な
主

体
が

互
い

に
交

流
し

，
事

例
の

研
究

な
ど

に
よ

っ
て

知
識

を
深

め
，

地
域

に
お

け
る

ま
ち

づ
く
り

を
進

め
つ

つ
，

連
携

す
る

機
会

を
充

実
し

ま
す

。

◇
地

域
活

動
へ

の
積

極
的

な
参

加
と

連
携

◇
地

域
の

課
題

は
地

域
で

解
決

す
る

意
識

の
醸

成

①
Ｈ

2
8
年

度
・
自

治
会

連
合

会
専

門
委

員
会

の
立

ち
上

げ
，

運
営

支
援

・
自

治
会

連
合

会
「
自

治
会

活
動

の
て

び
き

」
の

作
成

支
援

Ｈ
2
9
年

度
・
H

2
9
年

1
2
月

1
日

号
広

報
あ

し
や

で
自

治
会

活
動

に
つ

い
て

特
集

・
転

入
者

の
加

入
促

進
を

目
的

と
し

た
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

自
治

会
連

合
会

と
協

議
し

な
が

ら
作

成
②

Ｈ
2
9
年

度
・
地

域
課

題
解

決
の

仕
組

み
づ

く
り

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

会
議

「
笑

顔
ネ

ッ
ト

」
に

お
い

て
提

案
さ

れ
た

「
7
7
7
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
を

市
民

団
体

等
が

連
携

し
実

施
・
地

域
の

活
性

化
や

芦
屋

市
の

魅
力

の
再

発
見

に
つ

な
が

る
市

民
の

自
主

的
な

活
動

に
市

民
提

案
型

事
業

補
助

金
を

交
付

（
補

助
件

数
4
件

）
③ ・
地

域
の

ま
ち

づ
く
り

協
議

会
や

自
治

会
等

，
街

づ
く
り

活
動

団
体

に
よ

っ
て

構
成

さ
れ

た
ま

ち
づ

く
り

連
絡

協
議

会
の

事
務

局
と

し
て

，
協

議
会

の
円

滑
な

運
営

を
図

る
と

共
に

，
ま

ち
づ

く
り

に
関

す
る

情
報

提
供

や
意

見
交

換
を

行
っ

た
。

・
Ｈ

3
0
年

度
に

は
，

あ
し

や
市

民
活

動
セ

ン
タ

ー
の

改
修

を
き

っ
か

け
と

し
た

「
芦

屋
ま

ち
デ

ザ
イ

ン
ラ

ボ
」
を

開
催

し
，

オ
ー

プ
ン

ゼ
ミ

・
連

続
ゼ

ミ
の

中
で

，
参

加
者

そ
れ

ぞ
れ

が
今

後
の

自
身

の
活

動
を

デ
ザ

イ
ン

す
る

機
会

を
創

出
。

（
全

8
回

）

○
（
全

て
実

施
）

後
期

５
年

の
重

点
施

策
市

民
主

体
に

よ
る

取
組

取
組

の
実

施
状

況
展

開
状

況
指

標
（

単
位
）

指
標

の
推

移

ま
と

め
取

組
の

評
価

結
果

の
評

価
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(
5
)
 
施

策
目

標
の

総
括

総
括

結
果

☆

総
括

コ
メ

ン
ト

〇
1
-
3
-
1
 市

民
主

体
の

地
域

課
題

の
解

決
と

地
域

運
営

へ
の

取
組

へ
の

支
援

で
は

・
自

治
会

活
動

活
性

化
支

援
の

取
組

で
は

，
Ｈ

2
8
年

度
自

治
会

連
合

会
に

お
い

て
自

治
会

等
の

取
り

組
み

を
よ

り
一

層
推

進
・
活

性
化

し
，

魅
力

あ
る

こ
の

ま
ち

を
次

世
代

に
継

承
し

て
い

く
た

め
，

理
事

会
で

３
つ

の
専

門
委

員
会

を
設

置
し

，
そ

れ
ぞ

れ
の

委
員

会
で

さ
ま

ざ
ま

な
検

討
を

実
施

し
ま

し
た

。
そ

の
中

で
，

自
治

会
等

役
員

の
引

継
ぎ

等
に

活
用

す
る

た
め

の
参

考
と

な
る

「
自

治
会

活
動

の
手

引
き

」
を

協
働

で
作

成
し

ま
し

た
。

・
Ｈ

2
9
年

度
は

，
自

治
会

で
取

り
組

ん
で

い
る

清
掃

活
動

や
お

祭
り

な
ど

を
広

報
あ

し
や

特
集

ペ
ー

ジ
で

紹
介

し
，

自
治

会
活

動
を

知
ら

な
い

方
に

自
治

会
活

動
の

楽
し

さ
や

，
地

域
の

日
常

的
な

つ
な

が
り

の
大

切
さ

を
伝

え
る

内
容

と
し

ま
し

た
。

転
入

者
の

加
入

促
進

を
目

的
と

し
た

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

作
成

に
お

い
て

も
，

自
治

会
の

意
義

を
分

か
り

や
す

く
掲

載
す

る
と

と
も

に
若

い
世

代
に

読
ん

で
い

た
だ

く
た

め
，

デ
ザ

イ
ン

も
工

夫
し

ま
し

た
。

・
市

民
の

地
域

課
題

解
決

に
向

け
た

主
体

的
な

取
組

の
支

援
で

は
，

地
域

課
題

解
決

の
仕

組
み

づ
く
り

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

会
議

「
笑

顔
ネ

ッ
ト

」
に

お
い

て
，

市
民

活
動

団
体

等
や

企
業

，
学

校
，

個
人

な
ど

多
様

な
団

体
や

個
人

が
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

し
な

が
ら

地
域

課
題

解
決

を
図

る
た

め
の

取
組

と
し

て
「
７

７
７

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
を

実
施

し
ま

し
た

。
さ

ら
に

，
あ

し
や

市
民

活
動

セ
ン

タ
ー

の
改

修
を

き
っ

か
け

と
し

た
「
芦

屋
ま

ち
デ

ザ
イ

ン
ラ

ボ
」
の

ゼ
ミ

を
通

じ
て

，
参

加
者

が
自

身
の

活
動

を
デ

ザ
イ

ン
す

る
機

会
を

創
出

し
ま

し
た

。
・
ま

ち
づ

く
り

に
か

か
わ

る
様

々
な

主
体

の
交

流
促

進
の

支
援

で
は

，
ま

ち
づ

く
り

連
絡

協
議

会
は

，
役

員
の

固
定

化
や

高
齢

化
の

た
め

に
，

出
席

者
数

が
減

少
し

て
い

ま
す

が
，

ま
ち

づ
く
り

の
た

め
の

情
報

交
換

や
地

域
間

の
連

携
を

継
続

し
て

進
め

て
い

ま
す

。
・
自

治
会

加
入

率
が

減
少

傾
向

に
あ

り
，

マ
ン

シ
ョ

ン
の

自
治

会
未

加
入

が
全

市
的

な
課

題
と

な
っ

て
い

る
た

め
，

さ
ら

に
自

治
会

加
入

の
啓

発
と

な
る

よ
う

な
情

報
発

信
等

の
支

援
や

マ
ン

シ
ョ

ン
管

理
組

合
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
と

の
連

携
に

つ
い

て
も

考
え

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。

展
開

状
況

傾
向

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

概
ね

達
成

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

概
ね

達
成

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

良
好

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

良
好

☆
×

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

て
い

る
が

，
進

捗
が

不
十

分
実

施
し

て
い

な
い

小
項

目
が

あ
り

，
進

捗
も

不
十

分

○
（

全
て

実
施

）
△

（
一

部
実

施
）

（
未

達
見

込
）

×

（
良

好
傾

向
）

△

（
達

成
見

込
）

○
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■
施

策
目

標
後

期
施

策
評

価
シ

ー
ト

目
標

施
策

目
標

【
後

期
基

本
計

画
の

施
策

評
価

】

(
1
)
 
前

提
条

件
の

変
化

(
2
)
 
関

連
計

画
の

策
定

状
況

(
3
)
 
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

（
R
1
.
5
実

施
）

肯
定

的
意

見
否

定
的

意
見

わ
か

ら
な

い
無

回
答

5
4
.
5
%

2
2
.
0
%

2
2
.
5
%

0
.
9
%

(
4
)
 
重

点
施

策
の

取
組

状
況

め
ざ

す
値

重
点

施
策

の
名

称
重

点
取

組
H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
2

「
定

住
意

向
」

に
対

し
て
，

「
今

の
場

所
に
住

み
続

け
た

い
」
「

市
内

の
他

の
場
所

で
住

み
続

け
た
い

」
と

回
答

し
た
割

合
（

％
）

8
4
.
6

－
－

8
3
.
9

8
1
.
8

9
0
.
0

×

「
居

住
地

と
し

て
芦

屋
市
を

選
ん

だ
理

由
」
に

対
し

て
，

「
地

域
イ

メ
ー

ジ
が

良
い

」
と

回
答
し

た
割

合
（

％
）

4
2
.
0

－
－

4
4
.
8

4
3
.
8

4
6
.
0

△傾
向

2
-
1
-
1

芦
屋

の
文

化
を

見
つ

め
な

お
し

，
個

性
豊

か
で

幅
広

い
芦

屋
文

化
を

ま
ち

の
魅

力
と

し
て

広
く
発

信
し

ま
す

。

①
重

点
施

策
に

則
っ

た
「
第

２
次

芦
屋

市
文

化
振

興
基

本
計

画
」
の

策
定

を
平

成
2
8
年

度
（
2
0
1
6
年

度
）
中

に
行

い
ま

す
。

②
芸

術
，

芸
能

，
生

活
文

化
等

は
も

と
よ

り
，

学
術

，
景

観
，

観
光

そ
の

他
創

造
的

活
動

を
も

含
む

個
性

豊
か

で
幅

広
い

芦
屋

文
化

を
発

信
し

，
ま

ち
の

魅
力

と
し

て
定

着
を

図
り

ま
す

。

◇
文

化
活

動
の

積
極

的
な

情
報

発
信

①
H

2
8
年

度
（
H

2
9
年

3
月

）
に

「
第

２
次

芦
屋

市
文

化
振

興
基

本
計

画
」
を

策
定

。
文

化
振

興
審

議
会

に
お

い
て

施
策

評
価

を
行

っ
た

。
①

本
市

で
発

祥
し

た
「
具

体
」
に

対
す

る
市

民
の

イ
メ

ー
ジ

や
認

知
度

等
を

調
査

す
る

た
め

，
文

化
推

進
審

議
会

の
助

言
を

受
け

て
，

具
体

の
理

念
を

伝
え

る
「
ア

シ
ヤ

ア
ー

ト
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
を

開
催

し
た

。
②

教
育

の
分

野
で

，
淡

路
市

と
連

携
し

て
給

食
と

体
験

学
習

に
つ

い
て

地
方

創
生

加
速

化
交

付
金

を
活

用
し

た
事

業
を

実
施

し
た

。
淡

路
の

食
材

を
使

用
し

，
行

事
食

や
季

節
感

を
取

り
入

れ
た

給
食

を
提

供
す

る
こ

と
に

よ
り

，
地

域
へ

の
愛

着
の

醸
成

と
食

育
を

推
進

し
た

。
ま

た
，

本
市

の
生

活
文

化
を

発
信

す
る

た
め

，
商

工
会

と
連

携
し

て
，

市
内

の
文

化
ス

ポ
ッ

ト
や

店
舗

を
紹

介
す

る
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
「
芦

屋
歩

記
」
を

協
働

開
発

，
H

2
9
年

4
月

に
リ

リ
ー

ス
し

た
。

（
H

2
8
年

度
）

②
H

2
9
年

1
0
月

よ
り

シ
テ

ィ
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

を
開

始
。

市
民

自
ら

が
市

の
魅

力
を

発
信

す
る

こ
と

の
支

援
や

文
化

ゾ
ー

ン
で

の
イ

ベ
ン

ト
「
親

子
で

楽
し

む
芦

屋
ク

ラ
ッ

シ
ッ

ク
コ

ン
サ

ー
ト

」
等

を
実

施
。

ま
た

，
市

内
の

ス
ポ

ッ
ト

を
ま

と
め

た
Ｐ

Ｖ
も

公
開

し
た

。
（
H

2
9
年

度
）

②
同

時
並

行
的

に
，

地
方

創
生

加
速

化
交

付
金

を
活

用
し

，
神

戸
市

，
淡

路
市

，
洲

本
市

と
共

同
で

，
「
２

市
１

島
合

同
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

　
島

＆
都

市
デ

ュ
ア

ル
」
を

開
始

。
H

2
8
年

度
は

，
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

調
査

，
H

2
9
年

度
よ

り
４

市
そ

れ
ぞ

れ
の

「
暮

ら
し

ナ
ビ

ゲ
ー

タ
ー

」
に

よ
る

地
域

の
魅

力
発

信
に

取
り

組
ん

だ
。

H
3
0
年

度
は

，
暮

ら
し

ナ
ビ

ゲ
ー

タ
ー

の
魅

力
発

信
や

首
都

圏
で

の
ベ

ン
ト

，
首

都
圏

・
大

阪
で

の
セ

ミ
ナ

ー
を

実
施

。
②

平
成

3
0
年

度
に

は
，

芦
屋

制
作

委
員

会
よ

り
「
あ

し
や

を
歩

く
本

　
芦

屋
」
を

発
刊

。
関

連
し

て
7
月

か
ら

半
年

間
の

長
期

に
わ

た
り

芦
屋

市
商

工
会

と
連

携
し

て
市

内
事

業
者

の
協

力
の

も
と

「
あ

し
や

を
歩

く
ス

タ
ン

プ
ラ

リ
ー

」
開

催
，

応
募

総
数

7
8
8
件

，
8
3
の

店
舗

等
が

参
加

し
た

。

○
（
全

て
実

施
）

後
期

５
年

の
重

点
施

策
市

民
主

体
に

よ
る

取
組

取
組

の
実

施
状

況
展

開
状

況
指

標
（

単
位
）

指
標

の
推

移

・
文

化
芸

術
振

興
基

本
法

の
改

正
（
H

2
9
.6

.2
3
）

※
2
0
2
0
年

開
催

予
定

の
東

京
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

競
技

大
会

は
ス

ポ
ー

ツ
の

祭
典

で
あ

る
と

同
時

に
文

化
の

祭
典

で
も

あ
り

，
日

本
の

文
化

芸
術

の
価

値
を

世
界

に
発

信
す

る
好

機
で

あ
る

と
捉

え
，

「
文

化
芸

術
の

振
興

に
と

ど
ま

ら
ず

，
観

光
ま

ち
づ

く
り

国
際

交
流

，
福

祉
，

教
育

，
産

業
，

そ
の

他
関

連
分

野
に

お
け

る
施

策
を

法
律

の
範

囲
に

取
り

込
む

こ
と

。
文

化
芸

術
に

よ
り

生
み

出
さ

れ
る

様
々

な
価

値
を

文
化

芸
術

の
継

承
，

発
展

及
び

創
造

に
活

用
す

る
こ

と
」
と

し
て

，
一

部
改

正
が

行
わ

れ
，

「
文

化
芸

術
基

本
法

」
と

な
っ

た
。

・
文

部
科

学
省

に
お

い
て

，
第

２
期

ス
ポ

ー
ツ

基
本

計
画

の
策

定
（
H

2
9
～

H
3
3
）

・
Ｓ

Ｎ
Ｓ

（
ソ

ー
シ

ャ
ル

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

）
の

普
及

・
平

昌
冬

季
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
開

催
（
H

3
0
）

・
文

化
財

保
護

法
の

改
正

（
H

3
0
.6

.1
）

ア
　

後
期

基
本

計
画

の
内

容
　

（
Ｐ

l
a
n
）

イ
　

取
組

の
実

施
状

況
　

（
Ｄ

ｏ
）

ウ
　

取
組

結
果

　
（

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
）

・
文

化
推

進
基

本
計

画
(H

2
9
年

度
～

R
3
年

度
）

・
第

２
次

生
涯

学
習

推
進

基
本

構
想

（
H

2
1
年

度
）

・
芦

屋
市

立
美

術
博

物
館

運
営

基
本

方
針

改
定

（
H

2
9
年

度
）

・
芦

屋
市

ス
ポ

ー
ツ

推
進

前
期

実
施

計
画

　
（
H

2
6
～

H
3
0
)の

評
価

・
芦

屋
市

ス
ポ

ー
ツ

推
進

後
期

実
施

計
画

　
（
H

3
1
～

H
3
5
)　

（
市

民
意

識
調

査
　

H
2
9
）

２
－

１
　

市
民

が
教

養
を

高
め

る
機

会
が

豊
富

に
あ

る

後
期

基
本

計
画

策
定

以
降

（
H
2
8
～

）
の

社
会

経
済

環
境

の
変

化
調

査
結

果
課

題
別

計
画

の
策

定
状

況

施
策

目
標

推
進

部
施

策
取

り
ま

と
め

課
社

会
教

育
部

生
涯

学
習

課
２

　
　

　
多

様
な

文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
・

芸
術

・
伝

統
が

交
流

す
る

ま
ち

で
、

芦
屋

の
文

化
が

あ
ふ

れ
て

い
る
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中
学

生
以

下
の

美
術

博
物
館

入
館

者
数

（
人
／

年
）

1
,
2
6
0

7
6
1

2
,
0
0
8

1
,
4
3
3

8
8
8

3
,
0
0
0

×

芦
屋

の
伝

統
や

文
化

に
関
す

る
講

演
会

な
ど
の

参
加

者
数

（
人
／

年
）

3
3
0

1
,
0
3
7

1
,
5
7
3

1
,
3
4
4

2
,
0
0
5

3
8
0

○

文
化

財
の

整
理

作
業

補
助
な

ど
に

関
わ

る
「
文

化
財

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
」

の
活

動
者
数

（
人

／
年

）

1
5

1
9

1
9

1
9

1
6

2
7

×

社
会

教
育

活
動

を
通

じ
て
学

ん
だ

市
民

が
講
師

や
指

導
者

と
な
っ

た
公

民
館

講
座
及

び
市

民
版

出
前
講

座
の

実
施

回
数
（

回
／

年
）

3
1
9

1
3

1
7

1
5

1
6

○

2
-
1
-
2

芦
屋

の
文

化
を

身
近

に
感

じ
，

守
り

，
次

の
世

代
に

継
承

で
き

る
取

組
を

進
め

ま
す

。

①
芦

屋
の

文
化

を
知

り
，

身
近

に
感

じ
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

，
子

ど
も

に
も

分
か

り
や

す
い

出
前

講
座

や
展

示
，

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

や
冊

子
を

作
成

し
て

配
布

す
る

な
ど

，
芦

屋
の

文
化

に
つ

い
て

の
理

解
が

深
ま

る
よ

う
取

り
組

み
ま

す
。

②
公

民
館

，
美

術
博

物
館

，
谷

崎
潤

一
郎

記
念

館
，

富
田

砕
花

旧
居

等
の

文
化

施
設

の
活

性
化

を
図

り
，

誰
も

が
親

し
み

を
持

っ
て

利
用

で
き

る
施

設
を

目
指

し
ま

す
。

③
芦

屋
の

伝
統

や
文

化
を

広
め

，
継

承
す

る
た

め
に

，
講

演
会

な
ど

を
開

催
し

ま
す

。
④

失
わ

れ
つ

つ
あ

る
戦

前
，

戦
中

の
地

域
の

伝
統

や
文

化
を

継
承

す
る

た
め

，
戦

前
，

戦
中

を
知

る
人

達
の

記
憶

の
記

録
や

状
況

調
査

等
を

行
う

と
と

も
に

，
調

査
結

果
を

広
く
市

民
と

共
有

し
，

活
用

し
ま

す
。

◇
文

化
財

的
な

建
築

物
の

保
存

・
活

用
①

出
前

講
座

の
メ

ニ
ュ

ー
を

毎
年

度
見

直
す

と
と

も
に

，
広

報
あ

し
や

等
で

Ｐ
Ｒ

を
行

っ
た

。
①

芦
屋

の
歴

史
・
文

化
財

の
理

解
が

深
ま

る
よ

う
講

座
や

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

開
催

①
子

ど
も

を
対

象
と

し
た

遺
跡

解
説

の
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

配
布

①
市

民
を

対
象

と
し

た
『
芦

屋
の

文
化

財
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
』
を

改
訂

発
行

（
H

2
9
・

3
0
年

度
）

②
富

田
砕

花
旧

居
を

芦
屋

オ
ー

プ
ン

ガ
ー

デ
ン

の
参

加
施

設
と

し
た

（
H

2
9
年

度
～

）
②

芦
屋

市
文

化
ゾ

ー
ン

の
連

携
事

業
と

し
て

読
書

を
テ

ー
マ

に
し

た
イ

ベ
ン

ト
「
n
iw

a-
do

ku
（
に

わ
ど

く
）
」
を

美
術

博
物

館
・
谷

崎
潤

一
郎

記
念

館
・
図

書
館

で
開

催
（
H

2
9
・
H

3
0
年

度
）

②
美

術
博

物
館

で
は

，
芦

屋
ゆ

か
り

の
作

家
に

よ
る

展
覧

会
，

子
供

向
け

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
，

ア
ー

ト
マ

ー
ケ

ッ
ト

「
あ

し
や

つ
く
る

場
」
を

行
う

な
ど

芦
屋

市
民

が
親

し
み

を
持

て
る

事
業

を
実

施
②

谷
崎

潤
一

郎
記

念
館

で
は

，
谷

崎
潤

一
郎

と
交

流
の

あ
っ

た
人

物
を

特
集

し
た

展
示

や
中

高
生

に
人

気
の

「
文

豪
ス

ト
レ

イ
ド

ッ
ク

ス
」
の

パ
ネ

ル
展

示
な

ど
工

夫
を

凝
ら

し
た

事
業

を
実

施
②

ル
ナ

・
ホ

ー
ル

事
業

や
公

民
館

講
座

に
お

い
て

，
芦

屋
ゆ

か
り

の
文

学
者

や
芦

屋
出

身
・
在

住
の

音
楽

家
を

招
き

，
芦

屋
ら

し
さ

を
具

現
化

す
る

事
業

を
実

施
。

②
芦

屋
川

カ
レ

ッ
ジ

・
芦

屋
川

カ
レ

ッ
ジ

大
学

院
の

実
施

。
②

常
設

展
示

事
業

，
公

民
館

ギ
ャ

ラ
リ

ー
，

阪
神

南
青

い
鳥

学
級

，
阪

神
く
す

の
木

学
級

の
実

施
。

③
国

指
定

重
要

文
化

財
旧

山
邑

家
住

宅
（
ヨ

ド
コ

ウ
迎

賓
館

）
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
オ

ー
プ

ン
記

念
事

業
と

し
て

，
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
と

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

開
催

し
，

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

『
芦

屋
の

近
代

建
築

』
を

刊
行

（
H

3
0
年

度
）

③
三

条
文

化
財

整
理

事
務

所
で

の
出

土
品

展
示

，
会

下
山

遺
跡

で
の

説
明

会
及

び
オ

カ
リ

ナ
ミ

ニ
コ

ン
サ

ー
ト

等
を

実
施

し
，

文
化

財
や

史
跡

を
芦

屋
市

の
魅

力
と

し
て

広
く
発

信
③

全
国

の
詩

人
を

対
象

と
し

た
富

田
砕

花
賞

を
，

毎
年

実
施

③
谷

崎
潤

一
郎

賞
受

賞
記

念
特

別
講

演
会

の
開

催
し

，
中

央
公

論
新

社
が

開
催

す
る

谷
崎

潤
一

郎
賞

を
受

賞
し

た
一

流
の

作
家

が
芦

屋
市

で
講

演
す

る
と

と
も

に
，

本
市

が
谷

崎
潤

一
郎

ゆ
か

り
の

ま
ち

で
あ

る
こ

と
を

全
国

に
広

く
発

信
（
H

2
9
・
3
0
年

度
）
。

③
芦

屋
市

文
化

ゾ
ー

ン
講

座
を

美
術

博
物

館
で

開
催

（
H

2
9
・
3
0
年

度
）

④
毎

年
，

８
月

に
平

和
展

と
平

和
に

関
す

る
講

演
会

を
実

施
④

阪
神

大
水

害
8
0
年

を
機

に
，

美
術

博
物

館
，

谷
崎

潤
一

郎
記

念
館

及
び

市
役

所
北

館
１

階
に

て
関

連
展

示
を

行
う

と
と

も
に

，
当

時
の

体
験

者
を

対
象

に
聞

き
取

り
調

査
を

実
施

（
H

3
0
年

度
）

○
（
全

て
実

施
）

2
-
1
-
3

市
民

が
主

体
と

な
っ

て
活

躍
す

る
知

の
循

環
型

社
会

の
構

築
を

目
指

し
ま

す
。

①
芦

屋
の

文
化

を
知

り
，

自
ら

リ
ー

ダ
ー

と
な

っ
て

活
躍

で
き

る
人

材
が

豊
富

に
な

る
よ

う
に

，
研

修
会

や
講

習
会

を
実

施
し

，
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

育
成

，
支

援
し

ま
す

。
②

個
々

の
学

習
成

果
が

社
会

に
還

元
，

活
用

さ
れ

，
市

民
の

生
き

が
い

や
更

な
る

学
習

意
欲

に
つ

な
が

る
よ

う
，

市
民

が
主

体
と

な
っ

た
発

表
会

や
研

修
会

等
を

実
施

し
ま

す
。

①
市

民
が

主
体

と
な

っ
て

芦
屋

市
の

歴
史

と
文

化
財

を
活

用
・
継

承
す

る
た

め
，

芦
屋

市
三

条
文

化
財

整
理

事
務

所
で

文
化

財
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

よ
る

文
化

財
関

連
の

活
動

を
行

っ
た

。
②

あ
し

や
学

び
あ

い
セ

ミ
ナ

ー
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
，

社
会

教
育

関
係

登
録

団
体

の
会

員
が

自
ら

の
学

び
に

よ
り

得
た

知
識

や
技

術
等

を
市

民
に

還
元

す
る

機
会

を
設

け
た

。
（
H

2
9
年

度
～

）
②

社
会

教
育

関
係

登
録

団
体

が
実

施
す

る
自

主
事

業
に

対
し

補
助

を
す

る
公

募
提

案
型

補
助

金
制

度
を

導
入

す
る

こ
と

に
よ

り
，

社
会

教
育

関
係

登
録

団
体

へ
の

支
援

を
行

っ
た

。
（
H

2
9
年

度
～

）
②

公
民

館
講

座
に

お
い

て
，

受
講

さ
れ

た
方

が
講

師
と

な
り

健
康

ハ
イ

キ
ン

グ
講

座
等

を
実

施
。

芦
屋

川
カ

レ
ッ

ジ
修

了
生

が
組

織
す

る
団

体
（
芦

屋
川

カ
レ

ッ
ジ

学
友

会
）
と

連
携

し
て

，
夏

休
み

子
ど

も
教

室
の

一
部

を
実

施
。

②
市

民
の

活
動

の
場

を
提

供
す

る
市

民
会

館
文

化
事

業
で

あ
る

市
民

ス
テ

ー
ジ

，
市

民
絵

画
展

，
夢

ス
テ

ー
ジ

を
実

施
。

○
（
全

て
実

施
）
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市
民

が
１

か
月

に
１

冊
以
上

読
書

す
る

割
合
（

％
）

5
5
.
0

（
H
2
7
）

－
－

－
－

6
7
.
8

公
立

図
書

館
に

お
け

る
児
童

（
７

～
1
5
歳

）
の

図
書

貸
出

冊
数
（

冊
／

年
）

7
3
,
1
5
0

7
6
,
3
6
9

7
0
,
1
4
0

7
5
,
4
0
9

4
1
,
6
0
8

7
6
,
8
0
8

×

ス
ポ

ー
ツ

啓
発

事
業

参
加
者

数
（

人
／

年
）

8
5
7

4
6
1

5
4
2

6
5
1

5
4
7

1
,
1
1
5

×

ス
ポ

ー
ツ

の
週

１
回

以
上
の

定
期

的
実

施
率
（

％
）

6
2
.
0

（
H
2
4
）

－
－

6
4
.
3

－
6
9
.
0

×

○
（
全

て
実

施
）

×
(未

達
見

込
)

結
果

の
評

価

2
-
1
-
4

地
域

の
情

報
拠

点
と

し
て

，
公

立
図

書
館

を
充

実
さ

せ
ま

す
。

①
市

民
が

知
識

や
教

養
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
，

図
書

館
施

設
の

整
備

や
資

料
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
，

調
べ

物
や

読
書

相
談

等
の

サ
ポ

ー
ト

を
強

化
し

ま
す

。
②

子
ど

も
た

ち
の

読
書

機
会

を
増

や
せ

る
よ

う
，

子
ど

も
と

本
を

結
ぶ

図
書

館
行

事
の

充
実

，
保

育
所

・
幼

稚
園

向
け

の
読

み
聞

か
せ

や
，

学
校

へ
の

団
体

貸
出

等
を

実
施

し
ま

す
。

①
図

書
館

で
は

，
図

書
館

施
設

の
整

備
と

し
て

大
原

分
室

の
改

修
工

事
を

実
施

し
，

屋
根

・
外

壁
，

電
気

設
備

の
補

修
，

読
書

ス
ペ

ー
ス

の
改

修
等

を
実

施
し

た
。

ま
た

，
J
R

芦
屋

駅
北

側
「
憩

い
の

広
場

」
内

に
図

書
返

却
ポ

ス
ト

設
置

し
，

返
却

時
の

利
便

性
向

上
を

図
っ

た
。

（
H

2
8
年

度
）

①
「
図

書
館

利
用

実
態

調
査

」
に

寄
せ

ら
れ

た
要

望
を

踏
ま

え
，

Ｈ
3
0
年

度
実

施
予

定
の

図
書

館
大

規
模

改
修

工
事

に
向

け
て

，
計

画
・
準

備
を

進
め

た
。

（
H

2
9
年

度
）

①
図

書
館

で
は

調
べ

も
の

の
サ

ポ
ー

ト
を

行
う

と
と

も
に

，
読

書
相

談
の

ツ
ー

ル
と

し
て

，
絵

本
の

ブ
ッ

ク
リ

ス
ト

を
作

成
し

た
。

（
H

2
9
年

度
）

①
図

書
館

で
は

，
本

館
の

開
館

時
間

拡
大

に
向

け
て

，
運

営
体

制
の

見
直

し
を

行
っ

た
。

（
H

3
0
年

度
）

①
図

書
館

で
は

，
本

館
の

大
規

模
改

修
工

事
を

行
い

，
施

設
の

長
寿

命
化

を
図

る
と

と
も

に
，

照
明

の
L
E
D

化
，

読
書

ス
ペ

ー
ス

の
拡

充
，

館
内

案
内

標
示

の
改

良
等

を
行

い
，

快
適

な
読

書
環

境
の

整
備

を
行

っ
た

（
H

3
0
年

度
）

①
図

書
館

本
館

の
大

規
模

改
修

工
事

期
間

中
は

，
本

庁
舎

北
館

に
仮

設
窓

口
を

設
置

し
，

予
約

本
受

渡
し

等
の

業
務

を
継

続
し

，
サ

ー
ビ

ス
の

維
持

に
努

め
た

。
（
H

3
0
年

度
）

①
「
親

子
で

楽
し

む
芦

屋
ク

ラ
シ

ッ
ク

コ
ン

サ
ー

ト
」
の

会
場

で
図

書
館

職
員

に
よ

る
絵

本
の

読
み

聞
か

せ
を

実
施

し
た

。
（
H

3
0
年

度
）

①
公

民
館

図
書

室
に

お
い

て
，

図
書

の
貸

出
し

を
行

っ
た

。
①

②
美

術
博

物
館

・
谷

崎
潤

一
郎

記
念

館
と

の
連

携
事

業
「
n
iw

a-
do

ku
（
に

わ
ど

く
）
」
を

実
施

し
,市

民
の

読
書

機
会

を
増

や
し

た
。

（
H

2
9
・
3
0
年

度
）

②
お

は
な

し
会

参
加

者
に

カ
ー

ド
を

作
成

す
る

取
り

組
み

を
行

っ
た

結
果

，
前

年
度

よ
り

も
参

加
者

が
約

3
0
％

増
加

し
た

。
（
H

2
8
年

度
）

②
保

育
所

・
幼

稚
園

・
学

校
へ

の
団

体
貸

出
や

図
書

館
見

学
等

を
実

施
し

た
。

②
美

術
博

物
館

と
連

携
し

て
，

「
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
ｄ
ｅ
お

は
な

し
の

会
」
を

実
施

し
た

。
②

児
童

書
の

ブ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
改

訂
版

を
作

成
し

た
。

（
H

3
0
年

度
）

③
図

書
館

職
員

が
，

潮
見

小
学

校
で

ブ
ッ

ク
ト

ー
ク

の
出

前
授

業
を

行
っ

た
。

（
H

3
0
年

度
）

○
（
全

て
実

施
）

2
-
1
-
5

「
す

る
ス

ポ
ー

ツ
・

み
る

ス
ポ

ー
ツ

・
さ

さ
え

る
ス

ポ
ー

ツ
」

を
推

進
し

，
全

て
の

市
民

が
健

康
で

豊
か

な
ス

ポ
ー

ツ
文

化
を

楽
し

む
こ

と
が

で
き

る
環

境
を

創
り

ま
す

。

①
「
芦

屋
市

ス
ポ

ー
ツ

推
進

実
施

計
画

」
に

基
づ

き
，

ス
ポ

ー
ツ

施
策

を
推

進
し

ま
す

。
②

高
齢

者
，

障
が

い
の

あ
る

人
，

フ
ァ

ミ
リ

ー
等

，
誰

も
が

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
に

応
じ

て
楽

し
み

，
人

と
人

の
絆

を
深

め
る

ス
ポ

ー
ツ

事
業

を
実

施
し

ま
す

。

◇
ス

ポ
ー

ツ
活

動
の

積
極

的
な

情
報

発
信

①
後

期
ス

ポ
ー

ツ
推

進
実

施
計

画
に

向
け

て
，

ス
ポ

ー
ツ

市
民

意
識

調
査

，
分

析
等

を
行

い
，

後
期

ス
ポ

ー
ツ

推
進

実
施

計
画

策
定

の
基

礎
資

料
と

し
た

。
②

ス
ポ

ー
ツ

が
身

近
な

も
の

に
感

じ
ら

れ
る

よ
う

に
小

中
学

生
を

対
象

に
ポ

ス
タ

ー
展

や
少

年
少

女
カ

ヌ
ー

体
験

教
室

を
開

催
し

た
。

②
秋

の
フ

ァ
ミ

リ
ー

ス
ポ

ー
ツ

を
開

催
し

，
親

子
で

ス
ポ

ー
ツ

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

行
っ

た
。

②
高

齢
者

等
に

も
楽

し
め

る
ク

ロ
リ

テ
ィ

ー
交

流
大

会
の

開
催

や
，

障
が

い
者

ス
ポ

ー
ツ

指
導

者
協

議
会

を
支

援
し

，
福

祉
セ

ン
タ

ー
で

の
サ

ウ
ン

ド
テ

ニ
ス

等
を

行
っ

た
。

②
芦

屋
市

ス
ポ

ー
ツ

表
彰

で
は

，
ス

ポ
ー

ツ
選

手
や

指
導

者
，

そ
し

て
，

地
域

ス
ポ

ー
ツ

へ
の

功
労

者
に

表
彰

を
行

っ
た

。

○
（
全

て
実

施
）

ま
と

め
取

組
の

評
価
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(
5
)
 
施

策
目

標
の

総
括

総
括

結
果

☆

〇
2
-
1
-
1
 個

性
豊

か
で

幅
広

い
芦

屋
文

化
の

魅
力

発
信

で
は

・
ア

プ
リ

，
P
R

動
画

，
「
あ

し
や

を
歩

く
本

　
芦

屋
」
の

活
用

や
兵

庫
県

下
の

他
市

と
の

連
携

，
首

都
圏

や
大

阪
で

の
セ

ミ
ナ

ー
等

，
地

域
の

魅
力

発
信

に
多

面
的

か
つ

精
力

的
に

取
り

組
み

，
メ

デ
ィ

ア
に

も
多

く
取

り
上

げ
ら

れ
る

こ
と

で
芦

屋
文

化
の

魅
力

発
信

に
起

用
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

し
か

し
，

市
外

の
か

た
に

は
高

級
住

宅
街

の
イ

メ
ー

ジ
が

な
お

強
く
，

芦
屋

文
化

を
生

か
し

た
戦

略
的

な
ま

ち
づ

く
り

を
推

進
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
〇

2
-
1
-
2
 芦

屋
文

化
を

守
り

，
次

世
代

に
継

承
で

き
る

取
組

で
は

・
誰

も
が

楽
し

め
る

イ
ベ

ン
ト

や
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

等
を

各
文

化
施

設
や

文
化

財
を

活
用

し
た

事
業

と
し

て
数

多
く
実

施
し

，
子

供
を

対
象

と
し

た
文

化
財

に
関

す
る

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

を
配

布
す

る
こ

と
で

，
講

演
会

の
参

加
者

等
も

増
加

し
ま

し
た

。
ま

た
，

失
わ

れ
つ

つ
あ

る
戦

前
・
戦

中
の

文
化

に
つ

い
て

も
継

承
す

る
た

め
，

庁
内

で
連

携
し

て
市

民
の

聞
き

取
り

調
査

の
内

容
を

公
表

し
た

り
，

平
和

に
関

す
る

講
演

会
等

を
実

施
し

ま
し

た
。

し
か

し
，

美
術

博
物

館
に

お
い

て
子

供
向

け
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
多

く
開

催
し

ま
し

た
が

，
中

学
生

以
下

の
入

館
数

が
Ｈ

3
0
年

度
は

減
少

し
て

お
り

，
子

ど
も

が
行

き
た

く
な

る
文

化
施

設
と

な
る

よ
う

取
組

を
更

に
進

め
て

い
く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
〇

2
-
1
-
3
 市

民
が

主
体

と
な

っ
た

知
の

循
環

型
社

会
の

構
築

で
は

・
文

化
財

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
養

成
講

座
・
研

修
を

実
施

し
，

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
文

化
財

関
連

事
業

活
動

を
行

い
ま

し
た

。
・
ま

た
，

市
民

が
活

動
す

る
場

を
提

供
す

る
と

と
も

に
，

社
会

教
育

関
係

登
録

団
体

に
よ

る
あ

し
や

学
び

あ
い

セ
ミ

ナ
ー

や
芦

屋
川

カ
レ

ッ
ジ

学
友

会
と

連
携

し
た

夏
休

み
子

ど
も

教
室

な
ど

，
市

民
が

自
ら

学
ん

だ
こ

と
を

社
会

に
還

元
す

る
仕

組
み

を
構

築
し

，
主

体
的

な
活

動
が

行
わ

れ
る

よ
う

に
取

り
組

み
ま

し
た

。
〇

2
-
1
-
4
 地

域
の

情
報

拠
点

と
し

て
，

図
書

館
の

充
実

で
は

・
本

館
の

大
規

模
改

修
に

伴
う

読
書

ス
ペ

ー
ス

の
拡

充
や

館
内

案
内

標
示

の
改

良
，

新
た

な
返

却
ポ

ス
ト

の
設

置
や

大
原

分
室

の
改

修
工

事
な

ど
，

図
書

館
利

用
の

環
境

整
備

を
行

い
ま

し
た

。
ま

た
，

お
は

な
し

会
参

加
者

カ
ー

ド
の

作
成

や
，

美
術

博
物

館
・
谷

崎
潤

一
郎

記
念

館
と

連
携

し
た

読
書

イ
ベ

ン
ト

の
実

施
，

小
学

校
で

の
ブ

ッ
ク

ト
ー

ク
の

出
前

授
業

な
ど

，
読

書
機

会
の

充
実

に
取

り
組

み
ま

し
た

。
引

き
続

き
関

係
機

関
と

の
連

携
を

深
め

，
公

立
図

書
館

・
学

校
図

書
館

等
の

読
書

環
境

の
整

備
を

進
め

ま
す

。
〇

2
-
1
-
5
 健

康
で

豊
か

な
ス

ポ
ー

ツ
文

化
の

環
境

づ
く
り

で
は

・
各

年
齢

等
に

応
じ

た
様

々
な

ス
ポ

ー
ツ

イ
ベ

ン
ト

を
実

施
し

て
き

ま
し

た
が

，
ス

ポ
ー

ツ
啓

発
事

業
の

参
加

者
数

と
し

て
は

，
悪

化
し

て
お

り
，

今
後

は
，

市
民

が
健

康
で

過
ご

せ
る

よ
う

に
ス

ポ
ー

ツ
人

口
を

増
や

す
仕

組
み

作
り

が
重

要
で

す
。

総
括

コ
メ

ン
ト

展
開

状
況

傾
向

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

概
ね

達
成

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

概
ね

達
成

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

良
好

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

良
好

☆
×

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

て
い

る
が

，
進

捗
が

不
十

分
実

施
し

て
い

な
い

小
項

目
が

あ
り

，
進

捗
も

不
十

分

○
（

全
て

実
施

）
△

（
一

部
実

施
）

（
未

達
見

込
）

×

（
良

好
傾

向
）

△

（
達

成
見

込
）

○
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■
施

策
目

標
後

期
施

策
評

価
シ

ー
ト

目
標

施
策

目
標

【
後

期
基

本
計

画
の

施
策

評
価

】

(
1
)
 
前

提
条

件
の

変
化

(
2
)
 
関

連
計

画
の

策
定

状
況

(
3
)
 
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

（
R
1
.
5
実

施
）

肯
定

的
意

見
否

定
的

意
見

わ
か

ら
な

い
無

回
答

4
1
.
5
%

2
4
.
6
%

3
2
.
7
%

1
.
2
%

(
4
)
 
重

点
施

策
の

取
組

状
況

め
ざ

す
値

重
点

施
策

の
名

称
重

点
取

組
H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
2

潮
芦

屋
交

流
セ

ン
タ

ー
（
貸

室
の

み
）

の
利

用
率

（
％

／
年

）

3
2
.
0

3
7
.
1

4
0
.
1

4
5
.
6

5
0
.
7

3
8
.
0

○

潮
芦

屋
交

流
セ

ン
タ

ー
事
業

へ
の

参
加

者
数
（

人
／

年
）

4
,
8
9
0

6
,
0
6
2

6
,
1
0
0

6
,
3
4
7

6
,
3
9
8

5
,
4
9
0

○

Ｎ
Ｐ

Ｏ
な

ど
の

団
体

と
協
働

し
て

開
催

し
た
国

際
理

解
を

深
め
る

た
め

の
講

座
の
参

加
者

数
（

人
／
年

）

－
－

2
3
5

1
0
2

4
9

5
0

○

外
国

語
に

よ
る

ス
ピ

ー
チ
コ

ン
テ

ス
ト

参
加
者

数
（

人
／

年
）

－
6
6

8
8

8
8

7
5

1
0
0

○

全
世

帯
配

布
発

行
物

の
英
語

版
を

発
行

し
た
割

合
（

％
／

年
）

3
7
.
5

3
7
.
5

3
3
.
3

3
3
.
3

3
3
.
3

1
0
0
.
0

×

日
本

語
指

導
が

必
要

な
外
国

人
児

童
生

徒
に
対

し
て

個
別

の
支
援

計
画

に
基

づ
い
た

支
援

が
行

わ
れ
て

い
る

割
合

（
％
）

－
－

3
8
.
0

4
1
.
6

6
7
.
0

1
0
0
.
0

△

○
（
全

て
実

施
）

○
(達

成
見

込
)

指
標

の
推

移

①
英

語
版

広
報

誌
「
ニ

ュ
ー

ズ
レ

タ
ー

」
を

「
や

さ
し

い
日

本
語

」
を

併
記

し
発

行
し

た
。

ま
た

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
テ

キ
ス

ト
版

，
韓

国
・
朝

鮮
語

版
，

中
国

語
版

を
掲

載
し

た
。

市
役

所
庁

舎
内

や
高

浜
分

署
庁

舎
内

の
多

言
語

表
示

，
市

内
ハ

イ
キ

ン
グ

コ
ー

ス
道

標
の

英
語

併
記

を
行

っ
た

。
ま

た
，

ご
み

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

な
ど

英
語

版
を

作
成

し
た

。
新

入
職

員
を

対
象

に
「
や

さ
し

い
日

本
語

」
研

修
を

開
催

し
た

。
（
H

2
8
年

度
～

）
外

国
人

の
た

め
の

生
活

ガ
イ

ド
を

英
語

と
優

し
い

日
本

語
の

併
記

版
に

改
訂

し
，

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
も

掲
載

し
た

。
（
H

3
0
年

度
）

②
各

校
に

お
け

る
現

状
や

課
題

を
把

握
し

支
援

体
制

の
方

向
性

を
検

討
す

る
た

め
に

「
芦

屋
市

帰
国

・
外

国
人

児
童

生
徒

等
支

援
連

絡
協

議
会

」
を

開
催

。
（
H

2
8
年

度
～

）
②

日
本

語
指

導
が

必
要

な
児

童
生

徒
に

対
し

て
，

日
本

語
指

導
支

援
員

等
の

配
置

。
②

初
期

日
本

語
指

導
教

室
を

潮
見

小
学

校
内

に
開

室
。

（
H

3
0
年

度
～

）

○
（
全

て
実

施
）

ま
と

め
取

組
の

評
価

結
果

の
評

価

傾
向

2
-
2
-
1

多
様

な
文

化
を

持
つ

人
々

と
の

交
流

を
促

進
し

，
お

互
い

の
理

解
を

深
め

ま
す

。

①
潮

芦
屋

交
流

セ
ン

タ
ー

を
国

際
交

流
の

拠
点

と
し

て
，

ま
た

，
地

域
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
活

動
拠

点
と

し
て

広
く

活
用

さ
れ

る
よ

う
周

知
を

図
り

ま
す

。
②

芦
屋

市
国

際
交

流
協

会
や

社
会

教
育

関
連

団
体

と
の

連
携

，
協

力
に

よ
る

セ
ミ

ナ
ー

や
講

演
会

等
を

実
施

し
，

国
際

理
解

を
深

め
る

機
会

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
③

様
々

な
異

文
化

交
流

の
機

会
を

活
用

し
，

子
ど

も
た

ち
が

外
国

の
言

語
や

文
化

に
触

れ
た

り
，

自
国

の
文

化
を

発
信

し
た

り
す

る
取

組
を

進
め

ま
す

。
④

外
国

語
に

よ
る

ス
ピ

ー
チ

コ
ン

テ
ス

ト
の

実
施

な
ど

，
外

国
に

ル
ー

ツ
の

あ
る

児
童

生
徒

と
他

の
児

童
生

徒
が

相
互

に
学

び
あ

い
，

高
め

合
え

る
機

会
を

増
や

し
ま

す
。

◇
多

様
な

文
化

を
持

つ
人

と
交

流
で

き
る

機
会

へ
の

積
極

的
な

参
加

①
広

報
紙

や
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
，

掲
示

板
，

メ
ー

ル
マ

ガ
ジ

ン
な

ど
様

々
な

媒
体

を
活

用
し

，
潮

芦
屋

交
流

セ
ン

タ
ー

で
の

イ
ベ

ン
ト

の
紹

介
を

通
じ

て
施

設
の

周
知

を
図

っ
た

。
あ

い
あ

い
ル

ー
ム

，
ル

リ
ア

ン
な

ど
子

育
て

支
援

事
業

を
開

催
し

た
。

②
外

国
人

支
援

の
た

め
の

「
災

害
時

外
国

人
支

援
講

座
」
を

国
際

交
流

協
会

を
は

じ
め

と
し

た
複

数
の

団
体

か
ら

協
力

を
得

て
開

催
し

た
。

（
H

2
9
年

度
）

西
宮

・
芦

屋
の

国
際

交
流

協
会

の
共

催
で

「
外

国
人

防
災

講
座

」
を

行
っ

た
。

（
H

3
0
年

度
）

国
際

交
流

協
会

と
覚

書
を

締
結

し
，

潮
芦

屋
交

流
セ

ン
タ

ー
を

指
定

避
難

所
に

指
定

し
た

。
備

品
を

整
備

し
，

台
風

等
の

際
に

は
受

入
を

行
っ

た
。

（
平

成
3
0

年
度

～
）

多
文

化
共

生
社

会
の

推
進

を
目

的
と

し
た

「
親

子
で

異
文

化
体

験
」
イ

ベ
ン

ト
を

Ｎ
Ｐ

Ｏ
団

体
の

協
力

を
得

て
開

催
し

た
。

（
H

2
9
年

度
，

H
3
0
年

度
）

一
般

向
け

多
文

化
共

生
理

解
講

座
を

行
い

，
市

内
の

み
な

ら
ず

他
市

の
国

際
交

流
関

係
団

体
な

ど
の

参
加

が
あ

っ
た

（
H

3
0
年

度
）

③
各

学
校

園
に

お
い

て
多

文
化

共
生

の
教

育
実

践
を

実
施

。
そ

の
取

組
を

多
文

化
共

生
担

当
者

会
に

て
交

流
（
H

2
9
年

度
～

）
④

よ
り

多
く
の

方
に

参
加

し
て

も
ら

え
る

よ
う

に
外

国
語

に
よ

る
ス

ピ
ー

チ
コ

ン
テ

ス
ト

の
会

場
を

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

に
変

更
（
H

2
9
年

度
～

）
チ

ラ
シ

を
潮

芦
屋

交
流

セ
ン

タ
ー

等
複

数
個

所
に

設
置

，
J
-
C

O
M

に
当

日
の

様
子

を
撮

影
し

て
も

ら
い

放
送

し
た

。

○
（
全

て
実

施
）

後
期

５
年

の
重

点
施

策
市

民
主

体
に

よ
る

取
組

取
組

の
実

施
状

況
展

開
状

況
指

標
（

単
位
）

2
-
2
-
2

外
国

人
住

民
が

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

共
生

の
ま

ち
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

①
外

国
人

住
民

が
生

活
に

必
要

な
情

報
を

入
手

で
き

る
よ

う
に

，
外

国
人

向
け

の
刊

行
物

，
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
，

公
共

サ
イ

ン
等

を
多

言
語

表
記

や
「
や

さ
し

い
日

本
語

」
で

情
報

提
供

し
ま

す
。

②
外

国
人

児
童

生
徒

の
望

ま
し

い
教

育
の

在
り

方
に

つ
い

て
協

議
を

深
め

，
日

本
語

指
導

支
援

員
の

配
置

な
ど

の
支

援
体

制
を

整
備

し
ま

す
。

H
2
9
年

1
1
月

1
日

，
外

国
人

の
技

能
実

習
の

適
正

な
実

施
及

び
技

能
実

習
生

の
保

護
に

関
す

る
法

律
が

施
行

さ
れ

た
。

（
技

能
実

習
生

の
増

加
）

H
3
1
年

4
月

1
日

，
入

管
法

の
改

正
に

よ
り

新
た

な
在

留
資

格
の

創
設

・
受

け
入

れ
期

間
や

登
録

支
援

機
関

に
関

す
る

規
定

が
設

け
ら

れ
た

。
（
新

た
な

外
国

人
材

受
入

・
特

定
技

能
外

国
人

の
増

加
）

ア
　

後
期

基
本

計
画

の
内

容
　

（
Ｐ

l
a
n
）

イ
　

取
組

の
実

施
状

況
　

（
Ｄ

ｏ
）

ウ
　

取
組

結
果

　
（

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
）

２
－

２
　

様
々

な
交

流
が

，
多

様
な

文
化

へ
の

理
解

と
見

識
を

深
め

て
い

る

後
期

基
本

計
画

策
定

以
降

（
H
2
8
～

）
の

社
会

経
済

環
境

の
変

化
課

題
別

計
画

の
策

定
状
況

調
査

結
果

施
策

目
標

推
進

部
施

策
取

り
ま

と
め

課
企

画
部

広
報

国
際

交
流

課
２

　
　

　
多

様
な

文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
・

芸
術

・
伝

統
が

交
流

す
る

ま
ち

で
、

芦
屋

の
文

化
が

あ
ふ

れ
て

い
る
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(
5
)
 
施

策
目

標
の

総
括

総
括

結
果

☆
☆

☆
☆

☆

総
括

コ
メ

ン
ト

〇
2
-
2
-
1
 多

様
な

文
化

を
持

つ
人

々
と

の
交

流
促

進
と

相
互

理
解

の
取

組
で

は
・
潮

芦
屋

交
流

セ
ン

タ
ー

に
つ

い
て

は
，

指
定

管
理

者
と

協
力

し
て

国
際

交
流

や
潮

芦
屋

地
区

の
拠

点
と

な
る

よ
う

，
利

用
者

拡
大

や
外

国
人

住
民

に
対

す
る

サ
ー

ビ
ス

提
供

の
推

進
を

図
っ

て
き

ま
し

た
。

そ
の

結
果

，
セ

ン
タ

ー
の

利
用

率
や

事
業

へ
の

参
加

者
数

を
増

加
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
・
外

国
人

住
民

が
必

要
な

情
報

を
入

手
で

き
る

よ
う

に
，

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

自
動

翻
訳

機
能

な
ど

ＩＣ
Ｔ
を

活
用

し
た

多
言

語
に

よ
る

情
報

発
信

の
推

進
や

，
災

害
時

の
外

国
人

支
援

な
ど

様
々

な
機

会
を

通
じ

て
多

文
化

共
生

社
会

の
推

進
の

取
組

が
必

要
で

あ
る

と
考

え
ま

す
。

〇
2
-
2
-
2
 外

国
人

住
民

が
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
共

生
の

ま
ち

づ
く
り

で
は

・
外

国
人

住
民

が
生

活
情

報
を

入
手

で
き

る
よ

う
，

ご
み

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

英
語

版
作

成
，

外
国

人
の

た
め

の
生

活
ガ

イ
ド

改
訂

（
英

語
と

や
さ

し
い

日
本

語
併

記
）
，

庁
舎

内
案

内
多

言
語

化
等

を
進

め
る

と
と

も
に

，
防

災
対

策
と

し
て

「
外

国
人

防
災

講
座

」
を

行
い

ま
し

た
。

・
学

校
に

お
け

る
外

国
に

ル
ー

ツ
を

持
つ

子
ど

も
は

，
日

本
語

が
不

自
由

で
あ

る
と

学
校

生
活

に
お

い
て

も
困

難
な

場
面

が
あ

り
，

特
に

学
習

面
で

大
き

な
遅

れ
の

原
因

と
な

り
，

進
学

も
難

し
く
な

る
。

今
後

日
本

社
会

で
生

き
て

い
く
上

で
の

困
難

さ
に

直
結

す
る

な
ど

，
す

ぐ
に

で
も

解
決

し
な

い
と

い
け

な
い

課
題

で
あ

る
と

認
識

し
て

い
ま

す
。

・
平

成
3
2
年

東
京

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

競
技

大
会

に
向

け
て

，
訪

日
外

国
人

に
対

応
す

る
動

き
が

あ
り

，
小

学
校

で
の

外
国

語
の

教
科

化
な

ど
，

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
や

，
多

文
化

共
生

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

の
育

成
の

必
要

性
な

ど
多

角
的

に
，

多
文

化
共

生
社

会
の

実
現

に
取

り
組

ん
で

い
く
必

要
が

あ
る

と
考

え
て

お
り

ま
す

。

展
開

状
況

傾
向

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

概
ね

達
成

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

概
ね

達
成

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

良
好

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

良
好

☆
×

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

て
い

る
が

，
進

捗
が

不
十

分
実

施
し

て
い

な
い

小
項

目
が

あ
り

，
進

捗
も

不
十

分

○
（

全
て

実
施

）
△

（
一

部
実

施
）

（
未

達
見

込
）

×

（
良

好
傾

向
）

△

（
達

成
見

込
）

○
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■
施

策
目

標
後

期
施

策
評

価
シ

ー
ト

目
標

施
策

目
標

【
後

期
基

本
計

画
の

施
策

評
価

】

(
1
)
 
前

提
条

件
の

変
化

(
2
)
 
関

連
計

画
の

策
定

状
況

(
3
)
 
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

（
R
1
.
5
実

施
）

肯
定

的
意

見
否

定
的

意
見

わ
か

ら
な

い
無

回
答

4
5
.
4
%

2
0
.
5
%

3
3
.
3
%

0
.
8
%

(
4
)
 
重

点
施

策
の

取
組

状
況

め
ざ

す
値

重
点

施
策

の
名

称
重

点
取

組
H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
2

「
み

ん
な

で
考

え
よ

う
　
平

和
と

人
権

」
事
業

の
参

加
者

数
（
人

／
年

）

7
4
2

1
,
0
0
4

5
3
5

6
7
6

2
,
4
8
0

1
,
0
0
0

○

「
核

兵
器

廃
絶

を
目

指
す
市

民
の

署
名

」
筆
数

（
筆

／
年

）

2
2
8

3
2
3

2
6
3

5
0
4

8
0
7

3
0
0

○

「
人

権
啓

発
事

業
」

参
加

者
数

（
人

／
年

）
2
,
7
1
8

5
,
2
1
1

3
,
3
2
2

3
,
0
9
8

3
,
7
3
9

3
,
0
0
0

○

上
宮

川
文

化
セ

ン
タ

ー
の
来

館
者

数
（

人
／
年

）
8
2
,
1
2
2

5
3
,
7
7
9

7
5
,
6
6
9

8
6
,
7
3
0

8
6
,
0
5
0

8
7
,
0
0
0

○

芦
屋

市
人

権
教

育
推

進
協
議

会
研

究
大

会
参
加

者
数

（
人

／
年

）

8
0
0

7
8
0

8
8
0

8
0
0

8
0
0

1
,
0
0
0

×

施
策

目
標

推
進

部
施

策
取

り
ま

と
め

課
市

民
生

活
部

人
権

推
進

課
３

　
　

　
お

互
い

を
尊

重
し

な
が

ら
理

解
と

思
い

や
り

の
心

が
広

が
っ

て
い

る

取
組

の
実

施
状

況
展

開
状

況

３
－

１
　

平
和

と
人

権
を

尊
重

す
る

意
識

が
行

き
渡

っ
て

い
る

後
期

基
本

計
画

策
定

以
降

（
H
2
8
～

）
の

社
会

経
済

環
境

の
変

化
課

題
別

計
画

の
策

定
状

況
調

査
結

果
「
8
0
5
0
」
問

題
(8

0
歳

代
の

高
齢

者
と

5
0
歳

代
の

こ
ど

も
の

世
帯

)
成

年
後

見
制

度
の

利
用

の
促

進
に

関
す

る
法

律
（
H

2
8
）
施

行
地

方
自

治
体

に
よ

る
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
宣

誓
制

度
の

導
入

ア
　

後
期

基
本

計
画

の
内

容
　

（
Ｐ

l
a
n
）

イ
　

取
組

の
実

施
状

況
　

（
Ｄ

ｏ
）

ウ
　

取
組

結
果

　
（

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
）

第
３

次
芦

屋
市

人
権

教
育

・
人

権
啓

発
に

関
す

る
総

合
推

進
指

針
（
H

2
8
～

H
3
2
）

第
２

次
芦

屋
市

地
域

福
祉

計
画

第
７

次
芦

屋
す

こ
や

か
長

寿
プ

ラ
ン

２
１

（
高

齢
者

福
祉

計
画

及
び

介
護

保
険

事
業

計
画

）
芦

屋
市

障
害

者
（
児

）
福

祉
計

画
第

６
次

中
期

計
画

芦
屋

市
第

４
期

障
害

福
祉

計
画

傾
向

3
-
1
-
1

非
核

・
平

和
意

識
の

高
揚

を
図

る
た

め
各

種
事

業
を

充
実

し
ま

す
。

①
平

和
の

大
切

さ
を

再
認

識
で

き
る

よ
う

に
，

「
平

和
首

長
会

議
」
の

提
唱

す
る

非
核

・
平

和
事

業
を

実
施

す
る

ほ
か

，
平

和
講

演
会

等
を

実
施

す
る

な
ど

「
み

ん
な

で
考

え
よ

う
　

平
和

と
人

権
」
事

業
を

拡
充

し
ま

す
。

◇
平

和
を

大
切

に
す

る
心

の
醸

成
「
核

兵
器

禁
止

条
約

」
の

早
期

締
結

を
求

め
る

署
名

活
動

や
被

爆
ア

オ
ギ

リ
２

世
の

植
樹

な
ど

「
平

和
首

長
会

議
」
の

提
唱

す
る

非
核

・
平

和
事

業
を

実
施

。
「
み

ん
な

で
考

え
よ

う
平

和
と

人
権

」
事

業
に

お
い

て
，

平
和

講
演

会
，

映
画

会
，

展
示

な
ど

を
実

施
す

る
と

と
も

に
，

H
2
9
年

度
か

ら
新

た
な

展
示

事
業

と
し

て
「
た

ゆ
ま

ぬ
平

和
へ

の
歩

み
」
展

を
３

回
開

催
し

た
こ

と
に

加
え

，
戦

争
体

験
の

聞
き

取
り

を
ま

と
め

た
「
戦

争
体

験
記

録
集

」
を

H
2
8
，

2
9
年

度
に

発
行

。
H

3
0
年

度
に

広
島

市
と

共
催

で
「
ヒ

ロ
シ

マ
原

爆
展

」
及

び
原

爆
展

開
催

記
念

講
演

会
を

開
催

。
ま

た
，

「
ヒ

ロ
シ

マ
原

爆
展

の
内

容
や

平
和

学
習

に
お

け
る

戦
争

体
験

談
等

を
掲

載
し

た
「
平

和
記

録
集

」
を

発
行

。

○
（
全

て
実

施
）

後
期

５
年

の
重

点
施

策
市

民
主

体
に

よ
る

取
組

指
標

（
単

位
）

指
標

の
推

移

3
-
1
-
2

「
人

権
教

育
・
人

権
啓

発
に

関
す

る
総

合
推

進
指

針
」
に

基
づ

き
人

権
啓

発
事

業
に

取
り

組
み

ま
す

。

①
お

互
い

の
人

権
を

尊
重

す
る

社
会

を
目

指
し

て
，

「
日

々
の

生
活

と
人

権
を

考
え

る
集

い
」
な

ど
の

人
権

啓
発

事
業

に
工

夫
を

加
え

実
施

し
ま

す
。

②
上

宮
川

文
化

セ
ン

タ
ー

で
は

，
人

権
啓

発
，

住
民

交
流

の
拠

点
施

設
と

し
て

，
地

域
福

祉
や

人
権

意
識

の
向

上
を

担
い

得
る

機
関

と
な

る
よ

う
に

，
講

演
会

な
ど

を
充

実
し

，
市

民
が

親
し

み
や

す
い

各
種

事
業

を
実

施
し

ま
す

。
③

市
民

や
職

員
が

人
権

教
育

推
進

の
担

い
手

と
な

る
よ

う
に

，
人

材
育

成
に

取
り

組
む

と
と

も
に

，
芦

屋
市

人
権

教
育

推
進

協
議

会
の

事
業

を
推

進
し

ま
す

。

◇
い

じ
め

な
ど

身
近

な
問

題
へ

の
積

極
的

な
関

与
◇

人
権

尊
重

の
理

念
の

理
解

①
「
日

々
の

生
活

と
人

権
を

考
え

る
つ

ど
い

」
を

芦
屋

市
人

権
教

育
推

進
協

議
会

と
共

催
で

開
催

し
幅

広
い

世
代

の
参

加
が

図
れ

た
。

ま
た

，
近

年
新

た
な

人
権

課
題

と
な

っ
て

い
る

性
的

少
数

者
や

犯
罪

被
害

者
の

問
題

に
つ

い
て

，
講

演
会

，
映

画
会

，
展

示
会

の
開

催
，

チ
ラ

シ
に

よ
る

啓
発

を
行

い
，

市
民

の
理

解
を

図
っ

た
。

②
上

宮
川

文
化

セ
ン

タ
ー

で
は

Ｈ
Ｐ

を
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
し

，
解

り
や

す
く
詳

細
な

情
報

を
提

供
す

る
と

と
も

に
，

施
設

整
備

を
行

い
，

利
用

促
進

を
図

っ
た

。
ま

た
，

子
供

か
ら

高
齢

者
ま

で
各

年
代

で
興

味
の

持
て

る
事

業
と

し
て

民
謡

教
室

や
こ

ど
も

太
鼓

教
室

な
ど

を
多

数
実

施
。

③
日

頃
か

ら
芦

屋
市

人
権

教
育

推
進

協
議

会
と

連
携

を
図

り
，

各
専

門
部

会
が

行
う

学
習

会
を

は
じ

め
講

演
会

や
研

究
大

会
全

体
会

・
分

科
会

等
の

開
催

を
支

援
。

そ
れ

ら
講

演
会

等
を

職
員

研
修

と
し

て
も

位
置

づ
け

，
人

材
育

成
に

も
取

り
組

ん
だ

。
ま

た
，

阪
神

地
区

人
権

・
同

和
教

育
研

究
協

議
会

及
び

兵
庫

県
人

権
教

育
研

究
協

議
会

の
研

究
大

会
等

に
参

加
。

H
2
8
年

度
は

第
6
3
回

兵
庫

県
人

権
教

育
研

究
大

会
中

央
大

会
を

芦
屋

市
で

実
施

。

○
（
全

て
実

施
）
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本
人

通
知

制
度

（
住

民
票

の
写

し
，

戸
籍

等
）

登
録

者
数
（

人
）

4
4
9

6
6
9

7
6
6

8
4
8

9
2
3

1
,
0
0
0

○

権
利

擁
護

支
援

者
養

成
研
修

参
加

者
に

お
け
る

人
材

バ
ン

ク
登
録

者
の

割
合

 
（

％
）

5
7
.
8

4
2
.
9

6
6
.
7

9
1
.
3

8
9
.
5

7
5
.
0

○

○
（
全

て
実

施
）

○
(達

成
見

込
)

(
5
)
 
施

策
目

標
の

総
括

総
括

結
果

☆
☆

☆
☆

☆

結
果

の
評

価
ま

と
め

取
組

の
評

価

〇
3
-
1
-
1
 非

核
・
平

和
意

識
を

図
る

た
め

の
事

業
の

充
実

で
は

・
被

爆
ア

オ
ギ

リ
２

世
の

植
樹

や
「
た

ゆ
ま

ぬ
平

和
へ

の
歩

み
展

」
，

広
島

市
と

の
共

催
に

よ
る

「
ヒ

ロ
シ

マ
原

爆
展

」
，

３
年

連
続

で
平

和
記

録
集

を
発

行
す

る
な

ど
新

た
な

事
業

を
実

施
し

た
こ

と
，

ま
た

，
核

兵
器

廃
絶

を
目

指
す

署
名

活
動

を
積

極
的

に
行

う
な

ど
，

市
民

の
平

和
へ

の
意

識
の

醸
成

を
図

り
，

事
業

の
参

加
者

数
や

署
名

数
の

増
加

へ
と

つ
な

が
り

ま
し

た
。

・
今

後
は

，
戦

争
体

験
者

が
少

な
く
な

る
中

で
，

戦
争

の
悲

惨
さ

，
平

和
の

大
切

さ
を

い
か

に
継

承
し

て
い

く
か

が
課

題
で

あ
り

，
平

和
記

録
集

な
ど

を
利

用
し

意
識

啓
発

を
行

っ
て

ま
い

り
ま

す
。

〇
3
-
1
-
2
 人

権
啓

発
事

業
で

は
・
「
日

々
の

生
活

と
人

権
を

考
え

る
つ

ど
い

」
を

芦
屋

市
人

権
教

育
推

進
協

議
会

と
共

催
す

る
こ

と
に

加
え

，
性

的
少

数
者

な
ど

新
た

な
人

権
課

題
に

つ
い

て
，

講
演

会
，

映
画

会
，

展
示

会
の

開
催

，
チ

ラ
シ

に
よ

る
啓

発
を

行
い

，
市

民
の

理
解

を
図

り
ま

し
た

。
・
上

宮
川

文
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
，

Ｈ
Ｐ

の
全

面
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
を

行
い

分
か

り
や

す
く
詳

細
な

情
報

発
信

に
努

め
ま

し
た

。
今

後
は

よ
り

戦
略

性
の

高
い

広
報

活
動

を
行

い
つ

つ
，

施
設

の
ハ

ー
ド

面
，

制
度

面
な

ど
を

整
備

し
よ

り
利

用
し

や
す

く
憩

え
る

セ
ン

タ
ー

の
構

築
を

検
討

し
ま

す
。

・
芦

屋
市

人
権

推
進

協
議

会
を

活
動

支
援

を
通

し
て

，
人

権
教

育
を

推
進

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
今

後
は

協
議

会
活

動
の

幅
を

さ
ら

に
広

げ
，

関
係

機
関

と
の

連
携

を
深

め
ら

れ
る

よ
う

支
援

し
て

ま
い

り
ま

す
。

〇
3
-
1
-
3
 全

て
の

市
民

の
人

権
が

守
ら

れ
る

取
組

で
は

・
本

人
通

知
制

度
の

登
録

者
数

は
年

々
増

加
し

て
い

ま
す

が
，

引
き

続
き

イ
ベ

ン
ト

等
の

機
会

を
利

用
し

て
制

度
の

周
知

を
図

り
，

一
層

の
増

加
を

目
指

し
て

ま
い

り
ま

す
。

ま
た

，
本

人
通

知
制

度
を

実
施

し
て

い
る

こ
と

自
体

が
不

正
請

求
の

抑
止

に
繋

が
る

た
め

，
引

続
き

八
士

業
等

に
対

し
て

も
本

市
が

制
度

の
実

施
市

で
あ

る
こ

と
を

ア
ピ

ー
ル

し
て

ま
い

り
ま

す
。

・
高

齢
者

や
障

が
い

の
あ

る
人

の
権

利
擁

護
に

つ
い

て
は

，
専

門
相

談
や

法
人

後
見

業
務

の
取

組
，

地
域

に
お

け
る

権
利

擁
護

の
担

い
手

の
養

成
等

の
支

援
体

制
の

整
備

に
努

め
て

い
ま

す
。

ま
た

，
家

庭
裁

判
所

を
は

じ
め

関
係

機
関

と
の

連
携

を
密

に
し

，
成

年
後

見
制

度
の

利
用

促
進

に
努

め
て

ま
い

り
ま

す
。

・
平

和
と

す
べ

て
人

の
人

権
が

尊
重

さ
れ

る
社

会
の

重
要

性
に

つ
い

て
，

あ
ら

ゆ
る

平
和

・
人

権
事

業
を

通
し

て
，

市
民

の
意

識
を

高
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

と
認

識
し

て
い

ま
す

。

総
括

コ
メ

ン
ト

3
-
1
-
3

全
て

の
市

民
の

人
権

が
守

ら
れ

る
よ

う
取

り
組

み
ま

す
。

①
住

民
票

な
ど

の
不

正
請

求
，

不
正

取
得

に
よ

り
市

民
の

人
権

が
侵

害
さ

れ
な

い
よ

う
に

，
本

人
通

知
制

度
の

周
知

と
適

正
な

運
用

を
行

い
ま

す
。

②
市

民
一

人
一

人
の

権
利

が
尊

重
さ

れ
安

心
し

て
暮

ら
す

こ
と

が
で

き
る

環
境

づ
く
り

を
進

め
る

た
め

，
支

援
が

必
要

な
高

齢
者

や
障

が
い

の
あ

る
人

た
ち

を
支

え
る

市
民

後
見

人
の

養
成

や
，

そ
の

活
動

を
支

援
し

ま
す

。

◇
本

人
通

知
制

度
へ

の
登

録
①

成
人

式
で

啓
発

グ
ッ

ズ
の

配
布

を
行

う
等

，
本

人
通

知
制

度
の

周
知

と
登

録
の

呼
び

か
け

を
行

う
と

と
も

に
，

八
士

業
等

に
対

し
て

も
制

度
を

実
施

し
て

い
る

旨
の

周
知

を
行

い
，

制
度

の
適

正
な

運
用

を
行

っ
た

。
②

権
利

擁
護

支
援

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

，
司

法
職

と
福

祉
職

に
よ

る
権

利
の

侵
害

や
成

年
後

見
制

度
な

ど
に

関
す

る
「
専

門
相

談
」
を

行
っ

て
い

る
。

ま
た

，
社

会
福

祉
協

議
会

に
お

い
て

，
法

人
後

見
業

務
に

取
り

組
め

る
よ

う
体

制
を

整
備

し
，

支
援

を
展

開
し

て
い

る
。

「
市

民
後

見
人

活
動

マ
ニ

ュ
ア

ル
」
を

作
成

し
，

本
市

に
お

け
る

「
市

民
後

見
人

推
薦

シ
ス

テ
ム

」
の

構
築

に
取

り
組

ん
だ

。
「
介

護
相

談
員

派
遣

事
業

」
に

つ
い

て
，

「
広

報
あ

し
や

」
，

「
広

報
チ

ャ
ン

ネ
ル

」
を

活
用

し
て

周
知

・
啓

発
を

行
い

，
「
権

利
擁

護
支

援
者

養
成

研
修

」
の

受
講

者
数

が
増

加
し

た
。

（
H

2
9
）

　
小

地
域

単
位

で
の

権
利

擁
護

セ
ミ

ナ
ー

を
実

施
し

，
地

域
に

お
け

る
権

利
擁

護
意

識
の

醸
成

に
努

め
た

。
（
H

3
0
）

　
地

域
に

お
け

る
権

利
擁

護
の

担
い

手
と

し
て

，
市

民
後

見
人

の
推

薦
を

行
い

選
任

さ
れ

た
。

（
H

3
0
）

　
「
介

護
相

談
員

派
遣

事
業

」
を

ベ
ー

ス
と

し
た

本
市

の
独

自
事

業
と

し
て

，
「
障

が
い

者
福

祉
施

設
等

相
談

員
派

遣
事

業
」
を

試
行

実
施

。
（
H

3
0
）

○
（
全

て
実

施
）

展
開

状
況

傾
向

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

概
ね

達
成

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

概
ね

達
成

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

良
好

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

良
好

☆
×

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

て
い

る
が

，
進

捗
が

不
十

分
実

施
し

て
い

な
い

小
項

目
が

あ
り

，
進

捗
も

不
十

分

○
（

全
て

実
施

）
△

（
一

部
実

施
）

（
未

達
見

込
）

×

（
良

好
傾

向
）

△

（
達

成
見

込
）

○
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■
施

策
目

標
後

期
施

策
評

価
シ

ー
ト

目
標

施
策

目
標

【
後

期
基

本
計

画
の

施
策

評
価

】

(
1
)
 
前

提
条

件
の

変
化

(
2
)
 
関

連
計

画
の

策
定

状
況

(
3
)
 
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

（
R
1
.
5
実

施
）

肯
定

的
意

見
否

定
的

意
見

わ
か

ら
な

い
無

回
答

3
4
.
5
%

2
3
.
5
%

4
0
.
5
%

1
.
5
%

(
4
)
 
重

点
施

策
の

取
組

状
況

め
ざ

す
値

重
点

施
策

の
名

称
重

点
取

組
H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
2

芦
屋

市
男

女
共

同
参

画
推
進

条
例

の
認

知
度
（

％
）

4
3
.
6

4
3
.
0

3
6
.
7

－
－

5
0
.
0

×

市
附

属
機

関
等

に
お

け
る
女

性
委

員
の

割
合
（

％
）

3
7
.
2

3
4
.
9

3
8
.
9

3
6
.
9

3
5
.
1

4
0
.
0

×

3
-
2
-
2

性
別

に
よ

る
人

権
侵

害
の

防
止

，
啓

発
に

努
め

ま
す

。

①
Ｄ

Ｖ
被

害
者

の
相

談
窓

口
を

充
実

し
，

被
害

者
の

早
期

発
見

，
安

全
確

保
を

図
り

，
幅

広
い

関
係

機
関

と
の

連
携

の
も

と
，

切
れ

目
な

い
自

立
支

援
を

行
い

ま
す

。
②

性
差

別
に

よ
る

暴
力

防
止

に
つ

い
て

の
啓

発
を

行
い

ま
す

。

◇
暴

力
は

犯
罪

行
為

を
含

む
重

大
な

人
権

侵
害

で
あ

る
と

の
認

識
◇

D
V

な
ど

の
被

害
を

未
然

に
防

ぐ
，

又
は

最
小

限
に

と
ど

め
る

た
め

の
早

期
相

談

○
（
全

て
実

施
）

Ｄ
Ｖ

相
談

室
の

認
知

度
（
％

）
3
1
.
7

－
3
0
.
0

2
9
.
1

－
5
0
.
0

×

△
（
一

部
実

施
）

×
(未

達
見

込
)

施
策

目
標

推
進

部
施

策
取

り
ま

と
め

課
市

民
生

活
部

男
女

共
同

参
画

推
進

課
３

　
　

　
お

互
い

を
尊

重
し

な
が

ら
理

解
と

思
い

や
り

の
心

が
広

が
っ

て
い

る
３

－
２

　
男

女
共

同
参

画
社

会
の

実
現

に
向

け
て

意
識

が
広

が
っ

て
い

る

調
査

結
果

・
「
女

性
の

職
業

生
活

に
お

け
る

活
躍

の
推

進
に

関
す

る
法

律
」
完

全
施

行
・
「
女

性
活

躍
加

速
の

た
め

の
重

点
方

針
2
0
1
6
」
策

定
・
「
女

性
の

活
躍

推
進

の
た

め
の

開
発

戦
略

」
策

定
・
「
育

児
・
介

護
休

業
法

」
及

び
「
男

女
雇

用
機

会
均

等
法

」
等

の
改

正
・
「
女

性
活

躍
加

速
の

た
め

の
重

点
方

針
2
0
1
7
」
策

定
・
「
政

治
分

野
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

推
進

に
関

す
る

法
律

」
制

定

ア
　

後
期

基
本

計
画

の
内

容
　

（
Ｐ

l
a
n
）

イ
　

取
組

の
実

施
状

況
　

（
Ｄ

ｏ
）

ウ
　

取
組

結
果

　
（

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
）

・
第

3
次

芦
屋

市
男

女
共

同
参

画
行

動
計

画
ウ

ィ
ザ

ス
・
プ

ラ
ン

（
芦

屋
市

女
性

活
躍

推
進

計
画

を
含

む
）
（
H

2
5
～

H
2
9
）

・
芦

屋
市

配
偶

者
等

か
ら

の
暴

力
対

策
基

本
計

画
（
H

2
3
～

H
2
9
）

・
第

4
次

芦
屋

市
男

女
共

同
参

画
行

動
計

画
ウ

ィ
ザ

ス
・
プ

ラ
ン

（
第

2
次

芦
屋

市
女

性
活

躍
推

進
計

画
を

含
む

）
（
H

3
0
～

H
3
4
）

・
第

2
次

芦
屋

市
配

偶
者

等
か

ら
の

暴
力

対
策

基
本

計
画

（
H

3
0
～

H
3
4
）

①
各

種
講

座
の

開
催

，
「
ウ

ィ
ザ

ス
」

の
定

期
発

行
，

ウ
ィ

ザ
ス

あ
し

や
フ

ェ
ス

タ
の

開
催

等
に

よ
る

啓
発

や
女

性
の

た
め

の
悩

み
・
法

律
相

談
に

よ
る

支
援

等
，

性
別

に
よ

る
固

定
的

な
役

割
分

担
の

意
識

の
解

消
の

た
め

の
取

組
を

進
め

ま
す

。
②

市
附

属
機

関
等

に
お

け
る

女
性

委
員

の
登

用
割

合
を

高
め

，
政

策
・
方

針
決

定
過

程
で

の
男

女
共

同
参

画
を

推
進

し
ま

す
。

③
長

時
間

労
働

の
抑

制
，

育
児

休
業

や
介

護
休

暇
の

取
得

促
進

等
に

よ
り

，
子

育
て

や
介

護
を

支
え

る
環

境
整

備
の

推
進

に
取

り
組

み
，

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
を

促
進

し
ま

す
。

④
女

性
の

職
業

生
活

に
お

け
る

活
躍

を
推

進
す

る
た

め
，

計
画

を
策

定
し

，
相

談
な

ど
の

支
援

を
行

い
ま

す
。

◇
男

女
共

同
参

画
の

意
識

の
高

揚
◇

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

正
し

い
理

解

①
②

③
第

３
次

及
び

第
４

次
芦

屋
市

男
女

共
同

参
画

行
動

計
画

ウ
ィ

ザ
ス

・
プ

ラ
ン

に
基

づ
き

，
実

績
報

告
及

び
実

施
計

画
を

毎
年

作
成

し
，

審
議

会
で

進
行

管
理

等
の

審
議

を
行

い
，

事
業

を
実

施
し

た
。

①
②

③
H

2
8
年

度
に

市
民

職
員

意
識

調
査

を
実

施
し

，
H

2
9
年

度
に

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
や

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
，

審
議

会
を

行
い

第
４

次
芦

屋
市

男
女

共
同

参
画

行
動

計
画

ウ
ィ

ザ
ス

・
プ

ラ
ン

を
策

定
し

た
。

①
親

の
た

め
の

料
理

講
座

等
の

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

講
座

，
女

性
の

働
き

方
セ

ミ
ナ

ー
等

の
女

性
活

躍
推

進
に

関
す

る
講

座
等

を
開

催
（
H

2
8
年

度
1
3
講

座
，

H
 2

9
年

度
1
9
講

座
，

H
3
0
年

度
2
2
講

座
）
，

「
ウ

ィ
ザ

ス
」
を

年
４

回
発

行
，

ウ
ィ

ザ
ス

あ
し

や
フ

ェ
ス

タ
を

開
催

し
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

等
を

実
施

，
女

性
の

た
め

の
悩

み
相

談
・
法

律
相

談
（
H

2
8
年

度
2
3
3
件

，
H

2
9
年

度
2
4
1
件

，
H

3
0

年
度

　
2
0
5
件

）
を

実
施

し
た

。
②

市
附

属
機

関
等

に
お

け
る

女
性

委
員

の
登

用
割

合
を

高
め

る
よ

う
努

め
た

。
③

人
事

課
特

別
（
専

門
）
研

修
と

し
て

，
職

員
向

け
に

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
に

つ
い

て
考

え
る

機
会

を
提

供
す

る
講

座
な

ど
を

開
催

し
，

啓
発

に
取

り
組

ん
だ

。
④

・
H

2
8
年

度
，

芦
屋

市
女

性
活

躍
推

進
計

画
（
第

３
次

芦
屋

市
男

女
共

同
参

画
行

動
　

計
画

ウ
ィ

ザ
ス

・
プ

ラ
ン

一
部

改
正

版
）
を

策
定

し
，

女
性

活
躍

推
進

会
議

の
立

ち
上

げ
及

び
，

女
性

活
躍

相
談

を
開

始
し

た
。

　
・
H

2
9
年

度
に

は
，

第
2
次

女
性

活
躍

推
進

計
画

を
策

定
し

，
女

性
の

就
労

や
起

業
等

を
包

括
的

に
支

援
す

る
「
女

性
が

輝
く
ま

ち
 芦

屋
」
事

業
を

A
S
H

IY
A

R
E
S
U

M
E
（
芦

屋
リ

ジ
ュ

ー
ム

）
と

し
て

３
ヶ

年
で

取
り

組
む

べ
く
着

手
し

た
。

　
・
H

3
0
年

度
は

石
造

り
の

旧
宮

塚
町

住
宅

を
利

活
用

し
，

女
性

活
躍

及
び

市
民

の
活

躍
に

つ
な

げ
る

た
め

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
実

施
し

，
1
階

4
区

画
に

つ
い

て
入

居
者

を
決

定
し

た
。

△
（
一

部
実

施
）

後
期

基
本

計
画

策
定

以
降

（
H
2
8
～

）
の

社
会

経
済

環
境

の
変

化
課

題
別

計
画

の
策

定
状
況

取
組

の
評

価
結

果
の

評
価

傾
向

後
期

５
年

の
重

点
施

策
市

民
主

体
に

よ
る

取
組

取
組

の
実

施
状

況
展

開
状

況
指

標
（

単
位
）

①
②

芦
屋

市
配

偶
者

等
か

ら
の

暴
力

対
策

基
本

計
画

に
基

づ
き

事
業

を
実

施
し

た
。

・
婦

人
相

談
員

に
よ

る
Ｄ

Ｖ
相

談
及

び
Ｄ

Ｖ
被

害
者

の
自

立
支

援
の

実
施

，
Ｄ

Ｖ
被

害
者

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

会
議

専
門

部
会

の
開

催
，

警
察

等
と

協
働

で
「
女

性
に

対
す

る
暴

力
を

な
く
す

運
動

」
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
の

開
催

，
総

合
相

談
連

絡
会

に
お

い
て

配
偶

者
暴

力
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
の

業
務

内
容

の
説

明
等

を
行

っ
た

。
①

②
H

2
8
年

度
に

市
民

職
員

意
識

調
査

を
実

施
し

，
H

2
9
年

度
に

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
や

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
，

審
議

会
を

行
い

第
２

次
芦

屋
市

配
偶

者
等

か
ら

の
暴

力
対

策
基

本
計

画
を

策
定

し
た

。

ま
と

め

指
標

の
推

移

3
-
2
-
1

性
別

に
よ

る
固

定
的

な
役

割
分

担
意

識
の

解
消

な
ど

に
よ

り
，

女
性

の
社

会
参

画
を

進
め

ま
す

。
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(
5
)
 
施

策
目

標
の

総
括

総
括

結
果

×

総
括

コ
メ

ン
ト

〇
3
-
2
-
1
 女

性
の

社
会

参
画

の
推

進
で

は
・
第

３
次

芦
屋

市
男

女
共

同
参

画
行

動
計

画
ウ

ィ
ザ

ス
・
プ

ラ
ン

に
基

づ
き

，
市

附
属

機
関

等
に

お
け

る
女

性
委

員
比

率
４

０
％

を
目

標
と

し
て

取
り

組
ん

で
い

ま
す

が
ま

だ
達

し
て

お
ら

ず
，

引
き

続
き

関
係

部
署

へ
の

声
掛

け
等

に
よ

り
積

極
的

に
取

り
組

ん
で

い
く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
・
ま

た
，

女
性

活
躍

推
進

に
関

す
る

講
座

を
増

や
し

，
包

括
的

な
女

性
活

躍
支

援
事

業
「
女

性
が

輝
く
ま

ち
 芦

屋
」
（
芦

屋
リ

ジ
ュ

ー
ム

）
の

開
始

に
よ

り
子

育
て

世
代

も
含

め
た

女
性

の
活

躍
を

促
す

事
業

に
積

極
的

に
取

り
組

み
ま

し
た

。
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

等
か

ら
女

性
の

起
業

へ
の

意
識

が
高

い
こ

と
が

本
市

の
特

徴
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
引

き
続

き
事

業
を

実
施

す
る

と
と

も
に

，
関

係
各

課
・
事

業
者

等
が

連
携

し
て

女
性

の
起

業
・
就

労
支

援
等

に
関

す
る

事
業

を
行

っ
て

い
く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
〇

3
-
2
-
2
 性

別
に

よ
る

人
権

侵
害

の
防

止
，

啓
発

で
は

・
婦

人
相

談
員

に
よ

る
Ｄ

Ｖ
相

談
及

び
Ｄ

Ｖ
被

害
者

の
自

立
支

援
の

実
施

，
Ｄ

Ｖ
被

害
者

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

会
議

専
門

部
会

の
開

催
，

警
察

等
と

協
働

で
「
女

性
に

対
す

る
暴

力
を

な
く
す

運
動

」
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
の

開
催

，
総

合
相

談
連

絡
会

に
お

い
て

配
偶

者
暴

力
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
の

業
務

内
容

の
説

明
等

に
取

り
組

み
ま

し
た

。
・
し

か
し

，
平

成
２

８
年

度
に

実
施

し
た

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

市
民

・
職

員
意

識
調

査
で

は
，

男
女

共
同

参
画

社
会

に
向

け
た

取
り

組
み

や
男

女
共

同
参

画
関

連
用

語
の

認
知

度
は

高
い

と
は

言
え

ず
，

よ
り

効
果

的
な

啓
発

や
周

知
を

行
う

必
要

が
あ

り
ま

す
。

・
各

計
画

に
お

い
て

，
啓

発
や

広
報

等
は

重
要

な
課

題
と

し
て

位
置

付
け

て
お

り
，

よ
り

一
層

の
啓

発
や

広
報

及
び

セ
ン

タ
ー

の
知

名
度

向
上

の
た

め
の

取
組

み
等

を
進

め
て

い
く
こ

と
が

重
要

で
す

。

展
開

状
況

傾
向

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

概
ね

達
成

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

概
ね

達
成

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

良
好

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

良
好

☆
×

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

て
い

る
が

，
進

捗
が

不
十

分
実

施
し

て
い

な
い

小
項

目
が

あ
り

，
進

捗
も

不
十

分

○
（

全
て

実
施

）
△

（
一

部
実

施
）

（
未

達
見

込
）

×

（
良

好
傾

向
）

△

（
達

成
見

込
）

○
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■
施

策
目

標
後

期
施

策
評

価
シ

ー
ト

目
標

施
策

目
標

【
後

期
基

本
計

画
の

施
策

評
価

】

(
1
)
 
前

提
条

件
の

変
化

(
2
)
 
関

連
計

画
の

策
定

状
況

(
3
)
 
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

（
R
1
.
5
実

施
）

肯
定

的
意

見
否

定
的

意
見

わ
か

ら
な

い
無

回
答

5
0
.
9
%

1
6
.
4
%

3
1
.
8
%

0
.
9
%

(
4
)
 
重

点
施

策
の

取
組

状
況

め
ざ

す
値

重
点

施
策

の
名

称
重

点
取

組
H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
2

幼
稚

園
・

保
育

所
（

園
）
・

認
定

こ
ど

も
園
の

合
同

研
修

会
等
参

加
者

数
（

人
／
年

）

3
5
4

4
0
7

4
0
7

4
3
2

5
3
5

4
2
0

○

各
就

学
前

施
設

と
小

学
校
と

の
交

流
回

数
（
回

／
年

）
1
6

3
2

3
6

7
1

8
1

4
0

○

施
策

目
標

推
進

部
施

策
取

り
ま

と
め

課
学

校
教

育
部

学
校

教
育

課
４

　
　

　
子

ど
も

た
ち

が
社

会
へ

羽
ば

た
け

る
よ

う
た

く
ま

し
く

育
っ

て
い

る

取
組

の
実

施
状

況
展

開
状

況

４
－

１
　

子
ど

も
た

ち
が

「
生

き
る

力
」

を
身

に
つ

け
，

健
や

か
に

成
長

し
て

い
る

後
期

基
本

計
画

策
定

以
降

（
H
2
8
～

）
の

社
会

経
済

環
境

の
変

化
課

題
別

計
画

の
策

定
状
況

調
査

結
果

・
新

教
育

要
領

，
新

学
習

指
導

要
領

の
告

示
・
学

校
教

育
法

施
行

規
則

の
一

部
の

改
正

（
部

活
動

指
導

員
の

導
入

に
関

す
る

方
向

性
が

示
さ

れ
た

。
）

・
夏

季
休

業
の

短
縮

が
全

国
的

に
進

む
。

・
幼

児
教

育
無

償
化

の
実

施
（
R

1
.1

0
～

実
施

予
定

）

ア
　

後
期

基
本

計
画

の
内

容
　

（
Ｐ

l
a
n
）

イ
　

取
組

の
実

施
状

況
　

（
Ｄ

ｏ
）

ウ
　

取
組

結
果

　
（

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
）

第
２

期
芦

屋
市

教
育

振
興

基
本

計
画

(H
2
8
～

H
3
2
)

傾
向

4
-
1
-
1

就
学

前
の

子
ど

も
の

健
や

か
な

発
達

を
保

障
す

る
教

育
・

保
育

を
提

供
し

ま
す

。

①
「
就

学
前

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

」
に

基
づ

き
，

幼
稚

園
，

保
育

所
（
園

）
，

認
定

こ
ど

も
園

の
連

携
を

深
め

，
質

の
高

い
教

育
・
保

育
が

受
け

ら
れ

る
よ

う
に

取
り

組
み

ま
す

。
②

幼
児

期
と

児
童

期
の

教
育

が
円

滑
に

接
続

し
，

連
続

性
や

一
貫

性
を

確
保

で
き

る
よ

う
，

就
学

前
施

設
と

小
学

校
と

の
交

流
を

促
進

し
，

連
携

の
充

実
を

図
り

ま
す

。

①
市

立
幼

稚
園

全
園

で
公

開
保

育
を

伴
う

幼
児

教
育

研
究

会
を

実
施

し
，

公
私

立
幼

稚
園

，
保

育
所

（
園

）
，

認
定

こ
ど

も
園

，
小

中
学

校
の

教
職

員
の

参
加

が
で

き
る

よ
う

に
取

り
組

ん
だ

。
①

地
域

の
就

学
前

施
設

同
士

の
交

流
活

動
を

全
小

学
校

区
に

広
め

た
。

①
待

機
児

童
の

解
消

と
３

歳
児

の
教

育
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
た

め
，

H
2
9
年

２
月

に
「
芦

屋
市

幼
稚

園
・
保

育
所

の
あ

り
方

」
を

策
定

し
，

認
定

こ
ど

も
園

の
整

備
な

ど
市

内
就

学
前

教
育

・
保

育
施

設
の

再
編

整
備

を
進

め
て

い
き

，
H

3
1
年

4
月

か
ら

は
精

道
幼

稚
園

と
精

道
保

育
所

を
統

合
し

，
市

立
精

道
こ

ど
も

園
を

開
園

。
①

幼
稚

園
教

諭
，

保
育

士
及

び
栄

養
職

員
に

よ
る

私
立

保
育

園
，

私
立

認
定

こ
ど

も
園

及
び

私
立

小
規

模
保

育
事

業
所

へ
巡

回
訪

問
を

行
っ

た
。

（
総

計
8
0

回
）

①
医

療
的

ケ
ア

児
の

受
入

れ
に

向
け

，
検

討
・
準

備
を

行
っ

た
。

②
「
芦

屋
市

接
続

期
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
」
に

基
づ

き
，

市
内

全
小

学
校

１
年

担
任

教
諭

と
就

学
前

施
設

の
教

職
員

が
集

ま
り

研
修

を
し

，
小

学
校

区
ご

と
に

グ
ル

ー
プ

協
議

を
行

っ
た

。
②

市
内

の
２

７
就

学
前

施
設

の
５

歳
児

が
市

内
８

小
学

校
に

て
小

学
校

の
模

擬
体

験
を

す
る

「
小

学
校

ご
っ

こ
」
を

実
施

。
②

小
学

校
の

校
庭

，
図

書
室

等
を

就
学

前
児

童
が

利
用

し
，

交
流

の
促

進
を

図
っ

た
。

○
（
全

て
実

施
）

後
期

５
年

の
重

点
施

策
市

民
主

体
に

よ
る

取
組

指
標

（
単

位
）

指
標

の
推

移
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中
学

校
の

数
学

で
，

「
授

業
が

よ
く

わ
か
る

」
と

答
え

た
生
徒

の
割

合
（

％
）

8
0
.
0

7
2
.
5

7
3
.
6

7
3
.
2

7
2
.
6

8
0
.
0

×

小
学

校
の

英
語

学
習

で
，
「

こ
れ

か
ら

も
英
語

を
使

っ
て

み
た
い

」
と

答
え

た
児
童

の
割

合
（

％
）

9
2
.
1

9
2
.
2

9
4
.
0

9
2
.
2

9
0
.
4

9
2
.
1

×

児
童

生
徒

一
人

あ
た

り
の
学

校
図

書
館

に
お
け

る
図

書
貸

出
し
冊

数
（

冊
／

年
）

小
学

校
5
9
.
7

中
学

校
1
4
.
6

小
学

校
6
3
.
5

中
学

校
1
5
.
3

小
学

校
6
7
.
3

中
学

校
1
8
.
2

小
学

校
7
9
.
6

中
学

校
2
2
.
7

小
学

校
8
5
.
0

中
学

校
2
3
.
6

小
学

校
6
5
.
0

中
学

校
1
7
.
0

○

特
別

支
援

教
育

に
係

る
研
修

会
，

研
究

会
の
参

加
者

数
（

人
／
年

）

4
2
4

5
1
8

5
6
3

6
5
5

4
0
4

4
8
6

×

4
-
1
-
2

子
ど

も
た

ち
の

学
習

意
欲

の
向

上
と

学
力

の
定

着
を

図
る

指
導

を
充

実
し

ま
す

。

①
全

国
学

力
・
学

習
状

況
調

査
の

結
果

を
分

析
し

，
基

礎
的

，
基

本
的

な
知

識
，

技
能

を
活

用
す

る
力

を
育

む
指

導
の

研
究

を
推

進
す

る
と

と
も

に
，

算
数

・
数

学
の

チ
ュ

ー
タ

ー
，

理
科

推
進

員
を

効
果

的
に

活
用

し
，

学
力

が
定

着
し

に
く
い

児
童

生
徒

の
学

習
意

欲
と

学
力

の
向

上
を

目
指

し
ま

す
。

②
小

学
校

に
お

け
る

英
語

学
習

の
教

科
化

に
備

え
，

子
ど

も
の

英
語

の
学

習
意

欲
と

活
用

能
力

が
向

上
す

る
よ

う
に

，
英

語
を

系
統

的
，

専
門

的
に

指
導

す
る

人
材

を
配

置
す

る
と

と
も

に
，

中
学

校
と

の
滑

ら
か

な
接

続
を

目
指

し
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
作

成
し

，
指

導
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

③
子

ど
も

が
読

書
の

喜
び

や
楽

し
さ

を
体

感
し

，
読

書
意

欲
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
，

家
読

（
う

ち
ど

く
）
な

ど
の

活
動

を
推

進
し

，
子

ど
も

の
読

書
機

会
を

増
や

し
ま

す
。

ま
た

，
本

を
活

用
し

た
学

習
を

推
進

す
る

た
め

に
，

授
業

で
の

学
校

図
書

館
利

用
を

促
進

す
る

と
と

も
に

，
公

立
図

書
館

と
の

連
携

を
強

化
し

ま
す

。
④

イ
ン

ク
ル

ー
シ

ブ
教

育
シ

ス
テ

ム
の

構
築

を
め

ざ
し

，
共

に
学

び
な

が
ら

，
一

人
一

人
の

教
育

的
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

教
育

を
十

分
に

受
け

ら
れ

る
環

境
整

備
を

進
め

ま
す

。

◇
学

校
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
（
教

育
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
，

学
校

支
援

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

）
へ

の
参

加
，

協
力

◇
家

読
（
う

ち
ど

く
）

の
推

進

①
全

国
学

力
・
学

習
状

況
調

査
の

結
果

を
調

査
分

析
し

，
広

報
を

通
じ

て
市

民
に

公
表

す
る

と
と

も
に

管
理

職
や

授
業

推
進

担
当

者
に

よ
り

，
成

果
と

課
題

に
つ

い
て

検
討

を
進

め
，

指
導

方
法

の
改

善
に

向
け

て
の

研
修

会
を

実
施

し
た

。
①

小
学

校
４

年
生

，
中

学
校

１
年

生
に

算
数

・
数

学
の

学
習

指
導

員
(チ

ュ
ー

タ
ー

)を
配

置
し

，
個

別
の

課
題

解
決

に
向

け
て

学
習

を
進

め
て

き
た

。
ま

た
，

小
学

校
に

理
科

推
進

員
を

配
置

し
，

実
験

な
ど

を
通

し
て

理
科

に
関

す
る

興
味

関
心

を
高

め
る

取
り

組
み

を
進

め
た

。
②

小
学

校
に

お
け

る
英

語
学

習
の

教
科

化
に

備
え

，
英

語
の

早
期

化
・
教

科
化

に
向

け
た

検
討

委
員

会
を

実
施

。
（
H

2
8
年

度
～

H
3
0
年

度
よ

り
担

当
者

会
内

に
て

実
施

）
②

小
学

校
の

英
語

学
習

の
教

科
化

に
向

け
，

Ａ
Ｌ

Ｔ
を

１
・
２

年
生

に
年

間
１

０
時

間
，

５
・
６

年
生

に
年

間
３

５
時

間
配

置
。

英
語

が
堪

能
な

地
域

人
材

を
３

～
６

年
生

に
年

間
１

５
時

間
配

置
。

（
H

3
0
年

度
～

）
ま

た
，

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
H

３
０

年
度

か
ら

作
成

し
，

指
導

の
充

実
を

図
っ

て
い

ま
す

。
③

市
役

所
に

お
い

て
読

書
活

動
の

成
果

を
展

示
し

，
子

ど
も

の
読

書
活

動
の

推
進

と
，

市
民

へ
の

啓
発

を
兼

ね
た

取
組

を
推

進
し

た
。

③
生

涯
学

習
課

・
図

書
館

と
協

力
し

「
n
iw

a-
do

ku
]（

に
わ

ど
く
）
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

し
た

。
絵

本
の

読
み

聞
か

せ
や

絵
本

交
換

会
等

を
行

い
，

親
子

で
絵

本
に

親
し

む
機

会
を

つ
く
っ

た
。

ま
た

，
小

学
校

高
学

年
の

児
童

が
低

学
年

の
児

童
に

向
け

て
読

み
聞

か
せ

を
行

っ
た

り
，

中
学

生
が

ビ
ブ

リ
オ

バ
ト

ル
を

行
う

な
ど

読
書

活
動

の
成

果
を

発
表

す
る

取
り

組
み

が
増

え
た

。
③

図
書

司
書

補
助

員
の

読
書

活
動

推
進

に
向

け
た

意
識

向
上

の
た

め
に

公
立

図
書

館
職

員
を

講
師

と
し

て
，

図
書

館
担

当
書

と
合

同
研

修
会

を
実

施
す

る
な

ど
，

読
書

推
進

に
向

け
た

取
組

を
進

め
て

き
た

。
③

図
書

館
職

員
が

，
潮

見
小

学
校

で
ブ

ッ
ク

ト
ー

ク
の

出
前

授
業

を
行

っ
た

。
（
H

3
0
年

度
）

③
図

書
館

で
は

，
学

校
図

書
館

担
当

者
及

び
学

校
図

書
司

書
補

助
員

合
同

協
議

会
の

研
修

講
師

と
し

て
，

図
書

館
職

員
を

派
遣

し
た

。
（
H

3
0
年

度
）

③
ブ

ッ
ク

ト
ー

ク
の

授
業

で
必

要
な

本
を

公
立

図
書

館
よ

り
借

り
る

な
ど

連
携

し
た

取
り

組
み

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

④
障

が
い

の
あ

る
幼

児
児

童
生

徒
に

対
し

て
，

個
別

の
支

援
計

画
・
指

導
計

画
を

た
て

一
人

一
人

の
教

育
的

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
教

育
を

実
施

。
④

特
別

支
援

教
育

セ
ン

タ
ー

の
専

門
指

導
員

に
よ

る
保

護
者

及
び

教
員

に
対

す
る

教
育

相
談

を
実

施
。

④
医

療
的

ケ
ア

が
必

要
な

幼
児

児
童

生
徒

受
け

入
れ

の
た

め
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
作

成
。

（
H

3
0
年

度
）

○
（
全

て
実

施
）
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中
学

校
に

お
け

る
不

登
校
生

徒
の

割
合

（
％
）

3
.
3

4
.
1

4
.
1

4
.
0

5
.
1

1
.
9

×

全
国

体
力

・
運

動
能

力
調
査

結
果

で
全

国
平
均

以
上

の
種

目
の
割

合
（

％
）

1
0
.
0

1
8
.
0

7
.
5

6
.
2

1
3
.
9

2
0
.
0

△

4
-
1
-
4

教
職

員
の

専
門

性
及

び
指

導
力

の
向

上
に

取
り

組
み

ま
す

。

①
様

々
な

教
育

課
題

に
適

切
に

対
応

で
き

る
教

職
員

を
育

成
す

る
た

め
，

キ
ャ

リ
ア

ス
テ

ー
ジ

（
経

験
年

数
，

校
務

分
掌

等
）
や

課
題

に
応

じ
た

研
修

機
会

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
○

（
全

て
実

施
）

教
職

員
新

規
採

用
～

５
年
次

研
修

講
座

の
受
講

者
数

（
人

／
年

）

1
6
6

1
9
9

2
1
5

2
0
1

2
5
5

2
7
5

○

4
-
1
-
5

心
や

す
ら

ぐ
充

実
し

た
教

育
環

境
の

整
備

を
計

画
的

に
進

め
ま

す
。

①
子

ど
も

が
，

快
適

で
充

実
し

た
環

境
の

中
で

学
校

園
生

活
が

送
れ

る
よ

う
に

，
山

手
中

学
校

，
精

道
中

学
校

の
建

替
え

に
着

手
す

る
ほ

か
，

「
公

共
施

設
の

保
全

計
画

」
に

基
づ

き
，

各
学

校
園

施
設

の
整

備
を

実
施

す
る

と
と

も
に

，
教

育
備

品
の

整
備

を
計

画
的

に
行

い
ま

す
。

②
教

職
員

が
，

子
ど

も
と

向
き

合
う

時
間

を
確

保
で

き
る

よ
う

に
，

外
部

人
材

の
活

用
や

教
育

現
場

の
ＩＣ

Ｔ
化

な
ど

，
校

務
の

効
率

化
に

総
合

的
に

取
り

組
み

ま
す

。

◇
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

，
S
N

S
等

の
正

し
い

理
解

○
（
全

て
実

施
）

Ｉ
Ｃ

Ｔ
化

な
ど

に
よ

っ
て
，

子
ど

も
と

向
き
合

う
時

間
が

増
え
た

と
感

じ
る

教
職
員

の
割

合
（

％
）

－
7
5
.
0

7
5
.
0

 
4
1
.
0

6
7
.
0

△

○
（
全

て
実

施
）

△
(良

好
傾

向
)

①
新

学
習

指
導

要
領

の
実

施
に

向
け

，
そ

の
内

容
を

重
点

化
し

，
教

職
員

の
資

質
向

上
研

修
や

研
究

を
企

画
。

①
H

3
0
年

度
よ

り
小

学
校

外
国

語
科

が
実

施
さ

れ
，

教
員

の
実

践
的

な
英

語
指

導
力

向
上

を
図

る
た

め
，

各
小

学
校

を
会

場
に

し
た

研
修

を
年

間
で

８
回

実
施

し
た

。
①

特
別

の
教

科
「
道

徳
」
の

評
価

や
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

教
育

の
研

修
と

教
育

課
程

の
編

成
に

向
け

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

具
体

的
な

取
り

組
み

方
法

に
つ

い
て

研
修

を
深

め
た

。

①
H

2
9
年

７
月

か
ら

着
手

し
て

い
る

山
手

中
学

校
の

建
替

え
工

事
に

つ
い

て
は

H
2
9
年

1
2
月

に
管

理
・
普

通
教

室
棟

竣
工

と
H

3
0
年

1
月

か
ら

給
食

を
開

始
し

，
引

き
続

き
特

別
教

室
棟

や
体

育
館

棟
の

建
設

工
事

を
進

め
て

い
く
ほ

か
，

精
道

中
学

校
の

建
替

え
に

向
け

た
実

施
設

計
を

H
3
0
年

度
末

に
完

了
す

る
と

と
も

に
，

「
公

共
施

設
の

保
全

計
画

」
に

基
づ

く
浜

風
小

学
校

の
大

規
模

改
修

に
つ

い
て

は
H

3
0
年

度
中

に
グ

ラ
ウ

ン
ド

や
プ

ー
ル

な
ど

の
改

修
を

行
な

い
，

教
育

環
境

の
更

な
る

充
実

を
図

っ
た

。
ま

た
，

小
学

校
高

学
年

に
無

線
Ａ

Ｐ
を

常
設

整
備

し
，

ＩＣ
Ｔ
環

境
を

さ
ら

に
充

実
さ

せ
た

。
②

ＩＣ
Ｔ
環

境
整

備
で

は
校

務
用

P
C

を
更

新
し

，
機

器
の

最
新

化
に

よ
る

校
務

の
効

率
化

を
図

っ
た

。
ま

た
，

校
務

支
援

シ
ス

テ
ム

に
保

健
機

能
を

追
加

し
，

保
健

関
連

帳
簿

の
電

子
化

す
る

こ
と

で
，

業
務

を
効

率
化

し
た

。

結
果

の
評

価
ま

と
め

取
組

の
評

価

4
-
1
-
3

子
ど

も
た

ち
が

命
や

人
権

を
大

切
に

す
る

「
豊

か
な

心
」
と

，
「
健

や
か

な
体

」
を

バ
ラ

ン
ス

よ
く
身

に
付

け
ら

れ
る

よ
う

取
り

組
み

ま
す

。

①
「
い

じ
め

は
人

権
侵

害
で

あ
り

，
決

し
て

許
さ

れ
な

い
行

為
で

あ
る

。
」
と

の
認

識
の

も
と

，
「
芦

屋
市

い
じ

め
防

止
基

本
方

針
」
に

基
づ

き
，

教
育

相
談

の
充

実
や

実
態

把
握

の
た

め
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

実
施

す
る

と
と

も
に

，
子

ど
も

た
ち

自
身

が
い

じ
め

に
つ

い
て

考
え

る
機

会
を

設
け

る
な

ど
，

い
じ

め
防

止
策

を
推

進
し

ま
す

。
②

学
校

だ
け

で
解

決
が

困
難

な
生

徒
指

導
事

案
の

対
応

を
支

援
す

る
た

め
に

，
関

係
機

関
と

の
連

携
を

更
に

強
化

し
，

学
校

の
生

徒
指

導
を

支
援

す
る

体
制

整
備

を
進

め
ま

す
。

③
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

な
ど

，
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

利
用

に
係

る
弊

害
や

ト
ラ

ブ
ル

を
防

止
す

る
た

め
，

子
ど

も
の

発
達

段
階

に
応

じ
て

，
情

報
を

正
し

く
選

択
し

活
用

す
る

教
育

を
推

進
す

る
と

と
も

に
，

保
護

者
な

ど
へ

の
啓

発
に

努
め

ま
す

。
④

子
ど

も
の

運
動

意
欲

を
高

め
体

力
・
運

動
能

力
が

向
上

す
る

よ
う

に
，

学
校

園
に

お
け

る
体

力
向

上
の

指
導

の
研

究
と

実
践

に
取

り
組

む
と

と
も

に
，

家
庭

で
実

践
で

き
る

子
ど

も
の

健
康

・
体

力
づ

く
り

に
つ

い
て

，
保

護
者

へ
の

啓
発

に
取

り
組

み
ま

す
。

⑤
山

手
中

学
校

，
精

道
中

学
校

に
つ

い
て

，
校

舎
の

建
替

え
と

併
せ

た
給

食
実

施
の

た
め

の
準

備
を

進
め

ま
す

。

①
芦

屋
市

い
じ

め
防

止
基

本
方

針
の

改
定

。
（
H

2
9
年

度
）
各

校
の

基
本

方
針

見
直

し
（
H

3
0
年

度
）

①
定

期
的

な
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

（
学

期
に

１
回

）
や

教
育

相
談

等
を

実
施

し
，

い
じ

め
の

未
然

防
止

・
早

期
発

見
・
早

期
対

応
に

努
め

て
い

る
。

①
各

小
中

学
校

に
お

け
る

，
い

じ
め

等
の

問
題

行
動

に
か

か
る

研
修

会
の

実
施

。
①

「
特

別
の

教
科

道
徳

」
の

実
施

に
向

け
て

，
考

え
る

道
徳

の
研

修
を

実
施

。
②

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
を

定
期

的
に

各
中

学
校

に
配

置
し

，
個

別
の

事
案

に
対

し
て

関
係

機
関

と
連

絡
調

整
を

行
い

，
ケ

ー
ス

会
議

を
行

っ
て

い
る

。
（
H

2
8
年

度
～

）
②

教
育

相
談

事
業

の
実

施
。

②
適

応
教

室
の

活
動

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

充
実

。
②

不
登

校
初

期
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
周

知
徹

底
し

，
全

職
員

が
共

通
認

識
を

持
っ

て
，

不
登

校
対

応
に

取
組

む
。

③
各

小
中

学
校

の
代

表
児

童
生

徒
を

中
心

に
，

地
域

の
方

も
一

緒
に

な
っ

て
ス

マ
ホ

サ
ミ

ッ
ト

を
実

施
。

③
ス

マ
ホ

サ
ミ

ッ
ト

を
受

け
て

学
校

独
自

の
取

り
組

み
を

進
め

て
い

る
。

（
２

校
：

H
3
0
年

度
）

④
児

童
生

徒
が

体
を

動
か

す
機

会
を

増
や

す
こ

と
が

で
き

る
よ

う
，

小
学

校
５

年
で

は
フ

ラ
ッ

グ
フ

ッ
ト

ボ
ー

ル
を

，
中

学
校

1
年

で
は

陸
上

競
技

を
ス

ポ
ー

ツ
交

流
会

と
し

て
開

催
。

ま
た

，
幼

児
期

か
ら

体
を

動
か

す
こ

と
が

好
き

な
子

ど
も

た
ち

の
育

成
に

向
け

て
就

学
前

施
設

の
教

員
と

合
同

授
業

研
修

会
を

実
施

。
⑤

山
手

中
学

校
に

お
け

る
給

食
を

H
3
1
年

1
月

よ
り

，
自

校
調

理
方

式
に

よ
っ

て
開

始
。

ま
た

，
精

道
中

学
校

に
お

け
る

学
校

給
食

は
校

舎
の

建
て

替
え

と
合

わ
せ

て
準

備
を

進
め

て
き

た
。

○
（
全

て
実

施
）
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(
5
)
 
施

策
目

標
の

総
括

総
括

結
果

☆
☆

☆

〇
4
-
1
-
1
 就

学
前

教
育

・
保

育
の

提
供

で
は

・
公

私
立

幼
稚

園
，

保
育

所
(園

)，
認

定
こ

ど
も

園
，

小
中

学
校

の
教

職
員

が
参

加
し

て
保

育
や

体
力

作
り

，
保

幼
小

中
の

滑
ら

か
な

接
続

な
ど

に
つ

い
て

研
究

協
議

を
行

い
，

校
種

間
の

相
互

理
解

を
進

め
ま

し
た

。
・
小

学
校

と
就

学
前

施
設

の
交

流
の

機
会

を
図

り
，

「
小

学
校

ご
っ

こ
」
等

の
事

業
に

取
り

組
み

ま
し

た
。

・
そ

の
結

果
，

研
修

の
参

加
者

数
・
小

学
校

と
就

学
前

施
設

の
交

流
数

が
共

に
増

加
し

ま
し

た
。

今
後

も
，

小
学

校
の

施
設

を
開

放
し

て
近

隣
の

就
学

前
施

設
間

の
交

流
に

つ
な

が
る

取
組

を
進

め
て

ま
い

り
ま

す
。

〇
4
-
1
-
2
 学

習
意

欲
の

向
上

と
学

力
の

定
着

を
図

る
指

導
の

充
実

で
は

・
小

学
校

の
英

語
学

習
の

教
科

化
に

む
け

，
検

討
委

員
会

を
開

催
し

Ａ
Ｌ

Ｔ
配

置
な

ど
の

環
境

整
備

を
行

い
，

小
学

校
の

英
語

学
習

で
，

「
こ

れ
か

ら
も

英
語

を
使

っ
て

み
た

い
」
と

答
え

た
児

童
の

割
合

も
高

水
準

で
推

移
し

て
い

ま
す

。
単

な
る

読
み

書
き

だ
け

で
な

く
，

児
童

生
徒

の
英

語
で

の
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
活

動
に

対
す

る
指

導
・
支

援
を

行
う

こ
と

も
重

要
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
さ

ら
な

る
教

職
員

の
指

導
力

向
上

の
た

め
の

研
修

を
計

画
的

に
実

施
し

て
ま

い
り

ま
す

。
・
生

涯
学

習
課

・
図

書
館

と
協

力
し

，
親

子
や

学
年

間
で

の
読

み
聞

か
せ

，
中

学
生

の
ビ

ブ
リ

オ
バ

ト
ル

，
小

学
校

で
の

ブ
ッ

ク
ト

ー
ク

の
出

前
講

座
な

ど
，

読
書

意
欲

を
高

め
る

取
組

を
行

い
，

小
学

生
・
中

学
生

と
も

に
図

書
貸

出
数

が
増

加
し

ま
し

た
。

引
き

続
き

，
関

係
機

関
と

の
連

携
を

深
め

，
市

立
図

書
館

と
学

校
図

書
館

等
の

読
書

環
境

の
整

備
を

進
め

ま
す

。
〇

4
-
1
-
3
 子

ど
も

た
ち

が
「
豊

か
な

心
」
と

「
健

や
か

な
体

」
を

身
に

つ
け

ら
れ

る
取

組
で

は
・
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

の
定

期
的

な
配

置
な

ど
に

よ
り

，
個

別
案

件
に

も
対

応
し

て
き

ま
し

た
が

，
中

学
生

の
不

登
校

生
徒

の
割

合
が

悪
化

し
て

お
り

，
更

な
る

取
組

が
必

要
で

あ
り

ま
す

。
・
ま

た
，

子
ど

も
の

体
力

向
上

に
取

り
組

み
で

は
，

小
学

校
ス

ポ
ー

ツ
交

流
会

の
実

施
種

目
が

全
て

の
小

学
校

の
体

育
学

習
で

広
ま

り
ま

し
た

。
H

2
9
年

度
か

ら
開

始
し

た
中

学
校

ス
ポ

ー
ツ

交
流

会
で

は
，

現
役

の
陸

上
選

手
に

よ
る

指
導

で
興

味
関

心
を

も
っ

て
運

動
に

取
り

組
む

姿
が

見
ら

れ
ま

し
た

。
・
今

後
は

，
各

学
校

で
の

取
組

の
充

実
を

目
指

し
，

子
ど

も
の

体
力

向
上

が
実

現
す

る
よ

う
取

り
組

み
を

進
め

て
ま

い
り

ま
す

。
〇

4
-
1
-
4
 教

職
員

の
専

門
性

，
指

導
力

の
向

上
で

は
・
新

学
習

指
導

要
領

の
内

容
，

英
語

指
導

力
，

道
徳

の
評

価
や

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
教

育
等

に
関

す
る

研
修

を
実

施
し

，
教

職
員

の
能

力
向

上
に

努
め

，
若

手
職

員
の

研
修

講
座

受
講

数
も

増
加

し
ま

し
た

。
〇

4
-
1
-
5
 心

や
す

ら
ぐ

充
実

し
た

教
育

環
境

の
整

備
で

は
・
山

手
中

学
校

な
ら

び
に

精
道

中
学

校
の

建
替

え
工

事
を

進
め

て
お

り
，

今
後

も
「
公

共
施

設
の

保
全

計
画

」
に

基
づ

き
，

順
次

教
育

環
境

を
整

備
し

て
い

き
ま

す
。

・
ＩＣ

Ｔ
環

境
は

，
小

中
学

校
の

学
習

用
タ

ブ
レ

ッ
ト

端
末

を
各

校
に

4
1
台

配
置

し
，

授
業

で
有

効
活

用
で

き
る

環
境

を
整

備
す

る
と

と
も

に
，

市
内

小
学

校
５

，
６

年
生

の
全

て
の

普
通

教
室

に
無

線
ア

ク
セ

ス
ポ

イ
ン

ト
を

設
置

し
ま

し
た

。
今

後
は

，
各

中
学

校
に

4
1
台

配
備

し
無

線
環

境
を

拡
充

さ
せ

，
学

習
環

境
の

整
備

に
努

め
て

ま
い

り
ま

す
。

ま
た

，
校

務
用

Ｐ
Ｃ

の
更

新
，

保
健

関
連

帳
簿

の
電

子
化

を
進

め
，

校
務

の
効

率
化

を
は

か
り

ま
し

た
。

総
括

コ
メ

ン
ト

展
開

状
況

傾
向

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

概
ね

達
成

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

概
ね

達
成

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

良
好

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

良
好

☆
×

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

て
い

る
が

，
進

捗
が

不
十

分
実

施
し

て
い

な
い

小
項

目
が

あ
り

，
進

捗
も

不
十

分

○
（

全
て

実
施

）
△

（
一

部
実

施
）

（
未

達
見

込
）

×

（
良

好
傾

向
）

△

（
達

成
見

込
）

○
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■
施

策
目

標
後

期
施

策
評

価
シ

ー
ト

目
標

施
策

目
標

【
後

期
基

本
計

画
の

施
策

評
価

】

(
1
)
 
前

提
条

件
の

変
化

(
2
)
 
関

連
計

画
の

策
定

状
況

(
3
)
 
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

（
R
1
.
5
実

施
）

肯
定

的
意

見
否

定
的

意
見

わ
か

ら
な

い
無

回
答

3
3
.
3
%

2
1
.
7
%

4
3
.
8
%

1
.
2
%

(
4
)
 
重

点
施

策
の

取
組

状
況

め
ざ

す
値

重
点

施
策

の
名

称
重

点
取

組
H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
2

将
来

の
夢

や
目

標
を

持
っ
て

い
る

児
童

生
徒
の

割
合

（
％

）

小
学

校
8
6
.
0

中
学

校
7
1
.
7

小
学

校
8
6
.
4

中
学

校
7
1
.
8

小
学

校
8
5
.
0

中
学

校
7
0
.
6

小
学

校
8
6
.
8

中
学

校
7
2
.
0

小
学

校
8
5
.
1

中
学

校
7
2
.
6

小
学

校
9
0
.
0

中
学

校
8
0
.
0

○

あ
し

や
キ

ッ
ズ

ス
ク

エ
ア
で

の
プ

ロ
グ

ラ
ム
実

施
回

数
（

回
／
年

）

－
1
8
6

5
2
2

7
8
0

8
6
6

9
2
0

○

指
標

の
推

移
傾

向

4
-
2
-
1

子
ど

も
・
若

者
が

将
来

の
夢

や
希

望
を

持
て

る
よ

う
支

援
し

ま
す

。

①
小

中
学

校
に

お
い

て
，

子
ど

も
た

ち
に

将
来

の
夢

や
希

望
を

育
む

指
導

，
望

ま
し

い
勤

労
観

や
職

業
観

等
，

社
会

的
・
職

業
的

自
立

の
た

め
に

必
要

な
資

質
や

能
力

を
育

て
る

教
育

を
充

実
し

ま
す

。
②

地
域

で
次

代
の

社
会

を
担

う
大

人
に

な
る

た
め

の
資

質
を

養
え

る
よ

う
，

自
然

学
校

，
*
ト

ラ
イ

や
る

・
ウ

ィ
ー

ク
，

キ
ャ

ン
プ

，
*
あ

し
や

キ
ッ

ズ
ス

ク
エ

ア
事

業
等

，
子

ど
も

た
ち

の
体

験
活

動
へ

の
参

加
機

会
を

提
供

し
ま

す
。

◇
ト

ラ
イ

や
る

・
ウ

ィ
ー

ク
に

参
加

す
る

生
徒

の
受

入
れ

①
夏

期
の

自
由

研
究

・
教

育
活

動
展

，
秋

期
の

中
学

校
総

合
文

化
祭

，
冬

期
の

造
形

教
育

展
と

一
年

を
通

し
て

文
化

に
親

し
む

教
育

活
動

に
取

り
組

ん
だ

。
①

全
小

中
学

校
に

キ
ャ

リ
ア

教
育

担
当

を
位

置
づ

け
，

小
中

学
校

で
の

発
達

段
階

に
応

じ
た

指
導

の
充

実
を

図
っ

た
。

①
兵

庫
県

教
育

委
員

会
が

発
行

し
て

い
る

，
小

学
校

の
キ

ャ
リ

ア
ノ

ー
ト

や
本

市
教

育
委

員
会

が
発

行
し

て
い

る
中

学
生

用
進

路
指

導
資

料
「
進

路
の

学
習

」
を

有
効

活
用

し
，

将
来

の
夢

や
希

望
の

実
現

に
向

け
た

指
導

を
行

っ
て

き
た

。
②

小
学

校
の

自
然

学
校

推
進

事
業

で
は

，
子

ど
も

た
ち

の
体

験
活

動
の

充
実

を
目

指
し

た
取

組
を

進
め

た
。

②
教

育
活

動
の

充
実

を
目

指
し

て
，

見
守

り
活

動
を

始
め

，
読

書
，

園
芸

な
ど

，
ゲ

ス
ト

テ
ィ

ー
チ

ャ
ー

と
し

て
地

域
の

力
を

活
用

し
た

支
援

を
受

け
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

な
取

組
を

進
め

た
。

②
中

学
校

の
ト

ラ
イ

や
る

・
ウ

ィ
ー

ク
で

は
，

市
内

で
生

徒
が

活
動

で
き

る
事

業
所

の
新

規
開

拓
も

図
り

，
全

員
が

市
内

の
事

業
所

や
地

域
で

学
ぶ

活
動

を
行

っ
た

。
②

「
特

別
の

教
科

道
徳

」
の

実
施

に
向

け
て

，
考

え
議

論
す

る
道

徳
の

研
修

を
実

施
。

（
H

2
9
,3

0
）

②
あ

し
や

キ
ッ

ズ
ス

ク
エ

ア
に

お
い

て
，

将
棋

教
室

・
走

り
方

教
室

等
の

地
域

の
方

に
よ

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
加

え
，

企
業

提
供

プ
ロ

グ
ラ

ム
（
全

国
展

開
企

業
８

社
協

力
・
プ

ロ
グ

ラ
ム

ミ
ン

グ
・
駄

菓
子

屋
経

営
な

ど
）
な

ど
多

様
な

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
実

施
や

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

イ
ヤ

ー
に

ち
な

ん
だ

遊
び

リ
ン

ピ
ッ

ク
な

ど
を

開
催

し
た

。
②

H
2
9
・
3
0
年

度
は

，
半

数
以

上
の

児
童

が
参

加
し

，
小

学
校

区
居

住
の

ス
タ

ッ
フ

，
近

隣
の

高
校

・
大

学
生

と
児

童
が

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

取
れ

る
関

係
を

築
い

た
。

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

参
加

は
，

H
2
8
年

4
8
6
名

・
H

2
9
年

1
,1

6
4
名

，
H

3
0

年
7
2
7
名

（
延

人
数

）
と

人
数

増
減

は
あ

る
が

，
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
自

主
企

画
等

質
の

向
上

が
み

ら
れ

る
。

地
域

の
ス

タ
ッ

フ
は

H
3
0
年

度
約

1
5
0
名

が
居

場
所

作
り

ス
タ

ッ
フ

と
し

て
参

画
し

，
こ

ど
も

と
地

域
の

人
の

か
か

わ
り

が
す

す
ん

で
い

る
。

②
昔

遊
び

・
手

作
り

お
も

ち
ゃ

教
室

（
小

学
生

低
学

年
対

象
）
，

小
学

生
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
キ

ャ
ン

プ
（
夏

休
み

）
を

開
催

し
た

。

○
（
全

て
実

施
）

後
期

５
年

の
重

点
施

策
市

民
主

体
に

よ
る

取
組

取
組

の
実

施
状

況
展

開
状

況
指

標
（

単
位
）

・
ス

マ
ホ

の
普

及
に

よ
る

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
利

用
環

境
の

目
ま

ぐ
る

し
い

変
化

・
兵

庫
県

青
少

年
愛

護
条

例
の

一
部

改
正

（
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
の

有
害

情
報

へ
の

対
応

の
強

化
，

児
童

ポ
ル

ノ
自

画
撮

り
勧

誘
行

為
の

禁
止

，
J
K
ビ

ジ
ネ

ス
に

対
す

る
規

制
）

・
若

者
の

就
職

環
境

の
改

善

ア
　

後
期

基
本

計
画

の
内

容
　

（
Ｐ

l
a
n
）

イ
　

取
組

の
実

施
状

況
　

（
Ｄ

ｏ
）

ウ
　

取
組

結
果

　
（

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
）

芦
屋

市
子

ど
も

・
若

者
計

画
（
H

2
7
～

H
3
1
）

芦
屋

市
教

育
振

興
基

本
計

画
（
H

2
8
～

H
3
2
）

４
－

２
　

青
少

年
が

社
会

で
自

立
す

る
た

め
の

力
を

身
に

つ
け

て
い

る

後
期

基
本

計
画

策
定

以
降

（
H
2
8
～

）
の

社
会

経
済

環
境

の
変

化
課

題
別

計
画

の
策

定
状
況

調
査

結
果

施
策

目
標

推
進

部
施

策
取

り
ま

と
め

課
社

会
教

育
部

青
少

年
育

成
課

４
　

　
　

子
ど

も
た

ち
が

社
会

へ
羽

ば
た

け
る

よ
う

た
く

ま
し

く
育

っ
て

い
る
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4
-
2
-
2

困
難

を
有

す
る

子
ど

も
・
若

者
を

支
援

し
ま

す
。

①
若

者
相

談
セ

ン
タ

ー
「
ア

サ
ガ

オ
」

に
お

い
て

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
，

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

（
訪

問
支

援
）
，

ピ
ア

サ
ポ

ー
ト

（
仲

間
同

士
の

支
え

あ
い

の
支

援
）
を

展
開

し
て

い
き

ま
す

。
②

医
療

機
関

な
ど

の
専

門
機

関
へ

の
つ

な
ぎ

を
充

実
さ

せ
，

ソ
ー

シ
ャ

ル
・

ワ
ー

ク
を

進
め

る
と

と
も

に
，

国
・
県

や
Ｎ

Ｐ
Ｏ

等
の

関
係

機
関

と
の

連
携

を
図

り
ま

す
。

○
（
全

て
実

施
）

若
者

相
談

セ
ン

タ
ー

「
ア

サ
ガ

オ
」

の
支

援
対

象
者

数
（
人

／
年

）

2
6

2
3

5
8

6
2

7
8

1
0
0

○

4
-
2
-
3

子
ど

も
・
若

者
の

健
や

か
な

育
成

に
努

め
ま

す
。

①
家

庭
や

地
域

社
会

で
，

子
ど

も
・
若

者
の

自
主

的
活

動
を

促
進

し
，

育
成

し
ま

す
。

②
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

や
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

の
急

速
な

進
展

に
対

応
し

て
，

保
護

者
，

青
少

年
関

係
者

の
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

（
活

用
能

力
）
や

情
報

モ
ラ

ル
が

向
上

す
る

よ
う

に
，

啓
発

活
動

，
講

演
会

，
講

習
会

等
を

効
果

的
に

実
施

し
ま

す
。

◇
青

少
年

を
育

成
す

る
活

動
へ

の
協

力

○
（
全

て
実

施
）

青
少

年
の

自
主

的
活

動
（
青

少
年

リ
ー

ダ
ー

及
び

青
少

年
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

）
者
数

（
人

／
年

）

1
7

2
6
3

4
8
6

1
,
1
6
4

7
2
7

1
,
8
7
0

△

○
（
全

て
実

施
）

○
(達

成
見

込
)

(
5
)
 
施

策
目

標
の

総
括

総
括

結
果

☆
☆

☆
☆

☆

総
括

コ
メ

ン
ト

〇
4
-
2
-
1
 子

ど
も

・
若

者
が

将
来

の
夢

や
希

望
を

持
つ

支
援

で
は

・
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

充
実

に
つ

い
て

は
，

夢
の

実
現

に
向

け
て

中
学

校
で

の
「
進

路
の

学
習

」
を

活
用

し
て

学
習

を
進

め
て

い
ま

す
が

，
小

学
校

の
「
キ

ャ
リ

ア
ノ

ー
ト

」
の

活
用

は
今

後
さ

ら
に

充
実

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

と
認

識
し

て
い

ま
す

。
・
地

域
社

会
を

担
う

大
人

へ
の

資
質

づ
く
り

に
つ

い
て

は
，

学
校

，
地

域
，

あ
し

や
キ

ッ
ズ

ス
ク

エ
ア

で
多

彩
な

体
験

活
動

の
参

加
機

会
を

提
供

し
，

特
に

，
住

民
に

よ
る

ゲ
ス

ト
テ

ィ
ー

チ
ャ

―
や

大
学

高
校

生
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ス
タ

ッ
フ

な
ど

と
の

関
わ

り
を

通
じ

た
，

児
童

生
徒

と
地

域
の

大
人

と
の

関
係

づ
く
り

を
重

視
し

て
実

施
し

て
き

ま
し

た
。

あ
し

や
キ

ッ
ズ

ス
ク

エ
ア

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

実
施

回
数

は
，

年
々

増
加

し
て

お
り

，
引

き
続

き
関

係
機

関
と

の
連

携
に

よ
り

，
一

層
魅

力
的

な
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
し

，
参

加
を

促
進

し
て

い
き

ま
す

。
〇

4
-
2
-
2
 困

難
を

有
す

る
子

ど
も

・
若

者
の

支
援

で
は

・
若

者
相

談
セ

ン
タ

ー
「
ア

サ
ガ

オ
」
で

は
，

受
付

体
制

を
拡

大
し

，
相

談
業

務
の

ほ
か

に
セ

ミ
ナ

ー
等

を
実

施
す

る
こ

と
で

認
知

度
が

上
が

り
，

相
談

件
数

が
増

加
し

ま
し

た
。

・
一

方
で

，
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
の

件
数

が
少

な
く
，

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

を
行

う
た

め
の

体
制

作
り

と
工

夫
が

課
題

と
な

っ
て

い
ま

す
。

ま
た

相
談

内
容

の
6
7
％

が
不

登
校

・
ひ

き
こ

も
り

で
，

潜
在

的
な

ニ
ー

ズ
は

も
っ

と
多

い
と

推
察

し
ま

す
が

，
そ

の
実

態
把

握
の

一
環

と
し

て
2
9
年

度
は

中
学

卒
業

生
の

進
路

追
跡

調
査

に
着

手
し

ま
し

た
。

今
後

は
こ

れ
を

ひ
と

つ
の

手
法

と
し

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

〇
4
-
2
-
3
 子

ど
も

・
若

者
の

健
や

か
な

育
成

で
は

・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

や
ス

マ
ホ

の
急

速
な

進
展

に
対

し
て

は
，

兵
庫

県
警

や
サ

イ
バ

ー
パ

ト
ロ

ー
ル

を
行

っ
て

い
る

方
に

よ
る

研
修

会
を

実
施

し
ま

し
た

。
・
あ

し
や

キ
ッ

ズ
ス

ク
エ

ア
事

業
で

は
，

青
少

年
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

活
躍

に
よ

り
，

児
童

に
と

っ
て

楽
し

い
居

場
所

と
な

っ
て

い
ま

す
。

ま
た

，
高

校
生

・
大

学
生

に
と

っ
て

も
社

会
活

動
を

提
供

で
き

る
よ

い
機

会
と

な
っ

て
い

る
た

め
，

引
き

続
き

学
校

等
と

の
連

携
を

深
め

持
続

可
能

性
を

さ
ら

に
高

め
て

い
き

ま
す

。

結
果

の
評

価
ま

と
め

取
組

の
評

価

①
若

者
相

談
セ

ン
タ

ー
「
ア

サ
ガ

オ
」
は

H
2
8
年

度
４

月
か

ら
開

室
日

を
そ

れ
ま

で
の

週
３

日
か

ら
５

日
に

拡
大

し
，

ま
た

相
談

員
を

１
人

増
員

し
て

週
２

日
は

２
人

体
制

で
対

応
し

て
い

る
。

そ
の

た
め

，
延

べ
相

談
件

数
が

7
7
0
件

と
前

年
度

比
約

2
.3

倍
の

伸
び

を
見

せ
た

。
（
H

2
7
年

度
3
2
6
件

）
　

こ
の

傾
向

は
H

2
9
年

度
に

お
い

て
も

続
き

，
２

月
末

現
在

で
延

べ
相

談
件

数
は

7
7
4
件

で
あ

る
。

（
H

2
8
年

度
は

6
9
9
件

）
　

ピ
ア

サ
ポ

ー
ト

と
し

て
困

難
を

有
す

る
者

同
士

の
交

流
の

場
と

し
て

毎
月

第
3

土
曜

日
に

「
キ

・
テ

・
ミ

・
ル

・
会

」
を

開
催

。
ま

た
H

2
9
年

８
月

か
ら

親
同

士
の

支
え

会
い

の
場

と
し

て
毎

月
第

１
日

曜
日

に
「
親

の
会

」
を

継
続

し
て

開
催

し
て

い
る

。
　

H
３

０
年

度
に

は
相

談
件

数
１

１
２

０
件

，
支

援
対

象
者

数
７

８
人

と
な

っ
た

。
ま

た
年

間
６

回
開

催
し

た
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

セ
ミ

ナ
ー

に
は

８
２

人
の

方
が

参
加

し
て

好
評

で
あ

っ
た

。
キ

・
テ

・
ミ

・
ル

・
会

は
年

１
４

回
開

催
，

参
加

人
数

は
４

５
人

で
あ

っ
た

。
「
親

の
会

」
は

６
１

人
の

参
加

が
あ

っ
た

。
②

毎
月

，
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
の

総
合

相
談

連
絡

会
議

に
出

席
し

情
報

交
換

を
行

う
と

と
も

に
，

内
容

に
応

じ
て

社
会

福
祉

協
議

会
に

連
絡

し
た

り
，

在
籍

学
校

の
教

師
等

の
面

談
も

行
っ

て
い

る
。

①
子

ど
も

会
の

育
成

及
び

あ
し

や
キ

ッ
ズ

ス
ク

エ
ア

で
の

青
少

年
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

育
成

①
成

人
式

企
画

チ
ー

ム
へ

の
支

援
に

よ
る

成
人

式
の

開
催

②
H

2
8
年

度
は

，
中

学
校

区
青

少
年

健
全

育
成

推
進

会
議

と
合

同
で

「
親

子
で

考
え

よ
う

ス
マ

ホ
と

ネ
ッ

ト
」
と

題
し

た
研

修
会

を
開

催
し

た
。

（
参

加
者

8
6

人
）

　
H

2
9
年

度
は

，
中

学
校

区
青

少
年

健
全

育
成

推
進

委
員

会
と

共
催

で
ス

マ
ホ

に
潜

む
危

険
性

に
つ

い
て

の
研

修
会

を
実

施
（
参

加
者

4
1
人

）
す

る
と

と
も

に
，

中
学

校
区

青
少

年
健

全
育

成
推

進
会

議
と

合
同

で
「
ス

マ
ホ

よ
り

親
子

の
会

話
を

」
と

題
し

た
研

修
会

を
実

施
（
参

加
者

6
3
人

）
。

ま
た

，
「
子

ど
も

向
け

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
ル

ー
ル

ガ
イ

ド
」
や

兵
庫

県
青

少
年

愛
護

条
例

の
改

正
点

な
ど

の
啓

発
資

料
を

，
青

少
年

育
成

愛
護

委
員

の
班

集
会

な
ど

折
に

触
れ

て
配

布
。

　
H

3
0
年

度
も

同
様

に
「
ス

マ
ホ

に
潜

む
危

険
性

を
理

解
し

ま
し

ょ
う

」
と

題
し

た
研

修
会

を
実

施
（
参

加
者

9
9
人

）
。

ネ
ッ

ト
上

の
様

々
な

危
険

性
を

具
体

的
に

ス
マ

ホ
を

使
い

な
が

ら
講

演
頂

い
た

。

展
開

状
況

傾
向

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

概
ね

達
成

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

概
ね

達
成

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

良
好

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

良
好

☆
×

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

て
い

る
が

，
進

捗
が

不
十

分
実

施
し

て
い

な
い

小
項

目
が

あ
り

，
進

捗
も

不
十

分

○
（

全
て

実
施

）
△

（
一

部
実

施
）

（
未

達
見

込
）

×

（
良

好
傾

向
）

△

（
達

成
見

込
）

○
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■
施

策
目

標
後

期
施

策
評

価
シ

ー
ト

目
標

施
策

目
標

【
後

期
基

本
計

画
の

施
策

評
価

】

(
1
)
 
前

提
条

件
の

変
化

(
2
)
 
関

連
計

画
の

策
定

状
況

(
3
)
 
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

（
R
1
.
5
実

施
）

肯
定

的
意

見
否

定
的

意
見

わ
か

ら
な

い
無

回
答

5
2
.
9
%

1
7
.
1
%

2
8
.
8
%

1
.
2
%

(
4
)
 
重

点
施

策
の

取
組

状
況

め
ざ

す
値

重
点

施
策

の
名

称
重

点
取

組
H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
2

学
校

支
援

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
グ

ル
ー

プ
の

活
動
実

施
日

数
（

日
／
年

）

4
0
7

3
8
0

4
4
3

8
2
6

6
9
7

5
0
6

○

教
育

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
活
動

人
数

（
人

／
年

）
5
5
4

5
8
4

4
5
3

7
9
0

5
8
8

5
7
0

○

子
育

て
異

世
代

交
流

会
な
ど

へ
の

参
加

者
数
（

人
／

年
）

9
5

1
2

4
2

7
2

3
5

1
9
0

×

4
-
3
-
2

地
域

と
連

携
し

た
子

ど
も

た
ち

の
居

場
所

づ
く
り

の
充

実
を

図
り

ま
す

。

①
子

ど
も

た
ち

が
放

課
後

な
ど

を
安

全
・
安

心
に

過
ご

せ
る

居
場

所
と

し
て

，
あ

し
や

キ
ッ

ズ
ス

ク
エ

ア
，

校
庭

開
放

，
子

ど
も

教
室

等
を

地
域

の
協

力
を

得
て

充
実

し
ま

す
。

○
（
全

て
実

施
）

あ
し

や
キ

ッ
ズ

ス
ク

エ
ア
，

校
庭

開
放

，
子
ど

も
教

室
の

開
催
日

数
（

日
／

年
）

1
,
0
6
0

1
,
7
1
6

1
,
5
6
0

1
,
7
6
6

1
,
9
4
4

1
,
9
2
0

○

4
-
3
-
3

地
域

と
連

携
し

て
子

ど
も

た
ち

の
安

全
確

保
を

図
り

ま
す

。

①
子

ど
も

が
安

全
に

登
下

校
で

き
る

よ
う

に
，

芦
屋

市
通

学
路

交
通

安
全

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

基
づ

き
，

通
学

路
合

同
点

検
を

地
域

と
共

に
実

施
し

，
関

係
機

関
と

連
携

し
て

危
険

箇
所

の
点

検
，

改
善

を
進

め
ま

す
。

②
南

芦
屋

浜
地

区
か

ら
の

子
ど

も
の

通
学

の
安

全
確

保
策

に
つ

い
て

は
，

保
護

者
や

地
域

と
の

協
議

を
重

ね
な

が
ら

有
効

な
対

策
を

実
施

し
ま

す
。

○
（
全

て
実

施
）

通
学

路
合

同
点

検
に

お
い
て

確
認

さ
れ

た
危
険

箇
所

（
市

が
実

施
主

体
と

な
る
箇

所
の

み
）

の
改

善
割

合
（

％
／
年

）

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

○

○
（
全

て
実

施
）

○
(達

成
見

込
)

ま
と

め
取

組
の

評
価

結
果

の
評

価

傾
向

4
-
3
-
1

学
校

園
・
家

庭
・
地

域
が

連
携

し
相

互
協

力
の

も
と

，
子

ど
も

た
ち

の
学

び
を

支
え

ま
す

。

①
保

護
者

や
地

域
住

民
に

よ
る

学
校

支
援

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
活

動
が

充
実

す
る

よ
う

に
，

支
援

者
間

の
連

絡
調

整
や

，
学

校
現

場
と

の
有

効
な

連
携

づ
く
り

を
進

め
ま

す
。

②
専

門
的

な
知

識
や

技
能

を
有

す
る

教
育

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
学

校
園

へ
招

聘
す

る
な

ど
，

地
域

の
教

育
力

を
教

育
活

動
に

生
か

し
，

特
色

あ
る

学
校

園
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

③
子

ど
も

た
ち

が
健

や
か

に
育

つ
家

庭
環

境
実

現
の

手
助

け
と

な
る

よ
う

，
学

校
支

援
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
グ

ル
ー

プ
な

ど
の

協
力

を
得

て
，

保
護

者
の

世
代

間
交

流
を

図
り

，
情

報
交

換
で

き
る

機
会

と
場

所
を

提
供

し
ま

す
。

◇
子

ど
も

た
ち

を
育

成
す

る
活

動
へ

の
協

力

①
学

校
支

援
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
連

絡
協

議
会

や
「
本

の
虫

ね
っ

と
」
連

絡
会

へ
出

席
し

，
各

学
校

園
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
方

々
の

活
動

の
充

実
を

図
る

た
め

必
要

に
応

じ
た

活
動

支
援

を
行

っ
た

。
①

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ス

ク
ー

ル
と

学
校

や
関

係
機

関
と

の
細

か
な

調
整

を
行

い
，

活
動

支
援

を
行

っ
た

。
②

教
育

活
動

の
充

実
を

目
指

し
て

，
見

守
り

活
動

を
始

め
，

読
書

，
園

芸
な

ど
，

ゲ
ス

ト
テ

ィ
ー

チ
ャ

ー
と

し
て

地
域

の
力

を
活

用
し

た
支

援
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
取

組
を

進
め

て
き

た
。

③
未

就
学

児
を

持
つ

保
護

者
を

対
象

と
し

た
ほ

っ
こ

り
マ

マ
サ

ロ
ン

事
業

を
実

施
し

，
そ

の
場

に
小

学
生

以
上

の
子

を
持

つ
保

護
者

も
先

輩
マ

マ
と

し
て

参
加

す
る

こ
と

で
，

保
護

者
同

士
に

て
世

代
間

交
流

を
図

り
，

子
育

て
に

関
す

る
悩

み
を

共
有

で
き

る
機

会
を

提
供

し
た

。

○
（
全

て
実

施
）

後
期

５
年

の
重

点
施

策
市

民
主

体
に

よ
る

取
組

取
組

の
実

施
状

況
展

開
状

況
指

標
（

単
位
）

指
標

の
推

移

①
市

内
の

全
小

学
校

に
お

い
て

，
校

庭
開

放
事

業
ま

た
は

子
ど

も
教

室
の

い
ず

れ
か

を
実

施
し

，
子

ど
も

の
居

場
所

づ
く
り

を
行

っ
た

。
①

あ
し

や
キ

ッ
ズ

ス
ク

エ
ア

を
H

2
8
年

度
は

宮
川

・
朝

日
ケ

丘
・
浜

風
，

H
2
9
年

度
は

打
出

浜
・
岩

園
の

各
小

学
校

で
開

設
し

，
市

内
小

学
校

全
校

で
実

施
し

た
。

H
3
0
年

度
か

ら
ト

ー
タ

ル
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
事

業
を

ス
タ

ー
ト

し
，

各
地

域
の

実
情

に
応

じ
た

取
り

組
み

を
進

め
た

。

①
H

2
8
年

度
は

潮
見

中
学

校
区

の
潮

見
小

学
校

，
浜

風
小

学
校

の
通

学
路

合
同

点
検

を
実

施
し

た
。

H
2
9
年

度
に

は
精

道
小

学
校

，
宮

川
小

学
校

，
打

出
浜

小
学

校
の

通
学

路
合

同
点

検
を

実
施

し
た

。
H

3
0
年

度
に

は
山

手
中

学
校

区
の

岩
園

小
学

校
，

山
手

小
学

校
，

朝
日

ケ
丘

小
学

校
の

通
学

路
合

同
点

検
を

実
施

し
た

。
関

係
機

関
，

学
校

関
係

者
，

Ｐ
Ｔ
Ａ

，
愛

護
委

員
，

自
治

会
等

と
一

緒
に

通
学

路
の

点
検

を
行

い
，

改
善

内
容

に
つ

い
て

報
告

を
し

た
。

②
南

芦
屋

浜
地

区
か

ら
の

通
学

路
と

し
て

，
保

護
者

や
地

域
と

の
協

議
を

重
ね

，
潮

風
大

橋
を

指
定

し
，

登
校

は
潮

風
大

橋
を

渡
り

，
下

校
は

防
犯

の
面

か
ら

あ
ゆ

み
橋

を
渡

っ
て

帰
宅

す
る

ル
ー

ト
で

，
安

全
面

の
確

保
を

図
っ

た
。

ア
　

後
期

基
本

計
画

の
内

容
　

（
Ｐ

l
a
n
）

イ
　

取
組

の
実

施
状

況
　

（
Ｄ

ｏ
）

ウ
　

取
組

結
果

　
（

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
）

・
芦

屋
市

次
世

代
育

成
支

援
対

策
推

進
行

動
計

画
(H

2
7
～

H
3
1
年

度
)

・
芦

屋
市

教
育

振
興

基
本

計
画

（
H

2
8
～

H
3
2
年

度
）

４
－

３
　

学
校

園
・

家
庭

・
地

域
が

連
携

し
て

，
子

ど
も

た
ち

の
育

成
を

支
え

て
い

る

後
期

基
本

計
画

策
定

以
降

（
H
2
8
～

）
の

社
会

経
済

環
境

の
変

化
課

題
別

計
画

の
策

定
状
況

調
査

結
果

施
策

目
標

推
進

部
施

策
取

り
ま

と
め

課
社

会
教

育
部

生
涯

学
習

課
４

　
　

　
子

ど
も

た
ち

が
社

会
へ

羽
ば

た
け

る
よ

う
た

く
ま

し
く

育
っ

て
い

る
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(
5
)
 
施

策
目

標
の

総
括

総
括

結
果

☆
☆

☆
☆

☆

総
括

コ
メ

ン
ト

〇
4
-
3
-
1
 学

校
園

・
家

庭
・
地

域
が

連
携

し
た

子
ど

も
の

学
び

で
は

・
各

学
校

園
の

学
校

支
援

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

や
読

書
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

方
々

の
活

動
の

充
実

を
図

る
た

め
，

連
絡

会
に

出
席

し
，

必
要

に
応

じ
た

活
動

支
援

を
行

っ
た

ほ
か

，
教

育
活

動
の

充
実

を
目

指
し

て
，

見
守

り
活

動
を

始
め

と
し

た
地

域
の

力
を

活
用

し
た

支
援

を
受

け
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

取
組

み
を

進
め

ま
し

た
。

・
ま

た
，

子
ど

も
が

健
や

か
に

育
つ

家
庭

環
境

の
実

現
の

た
め

，
保

護
者

同
士

に
て

世
代

間
交

流
を

図
り

，
子

育
て

に
関

す
る

悩
み

を
共

有
で

き
る

機
会

を
提

供
す

る
事

業
を

実
施

し
ま

し
た

。
子

育
て

異
世

代
交

流
会

な
ど

へ
の

参
加

者
数

は
減

少
傾

向
に

あ
り

，
事

業
内

容
を

工
夫

し
て

い
く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
〇

4
-
3
-
2
 子

ど
も

の
居

場
所

づ
く
り

の
充

実
で

は
・
校

庭
開

放
事

業
ま

た
は

子
ど

も
教

室
を

継
続

し
て

実
施

し
，

さ
ら

に
あ

し
や

キ
ッ

ズ
ス

ク
エ

ア
を

小
学

校
全

校
に

開
設

し
，

開
催

日
数

も
大

幅
に

増
加

し
ま

し
た

。
場

所
の

確
保

が
課

題
で

あ
り

，
引

き
続

き
，

地
域

の
協

力
を

得
て

子
ど

も
の

居
場

所
づ

く
り

を
行

っ
て

い
き

ま
す

。
〇

4
-
3
-
3
 地

域
と

連
携

し
た

子
ど

も
の

安
全

確
保

で
は

・
市

内
８

小
学

校
の

通
学

路
合

同
点

検
を

実
施

し
，

改
善

内
容

に
つ

い
て

報
告

を
行

っ
た

ほ
か

，
南

芦
屋

浜
地

区
か

ら
の

通
学

路
と

し
て

潮
風

大
橋

を
指

定
し

，
子

ど
も

た
ち

の
安

全
確

保
を

図
り

ま
し

た
。

前
回

よ
り

肯
定

的
意

見
の

比
率

が
上

が
り

，
各

事
業

と
も

良
好

に
実

施
で

き
て

い
ま

す
。

そ
れ

ぞ
れ

の
取

組
み

に
つ

い
て

，
安

定
・
継

続
し

た
実

施
が

で
き

る
よ

う
，

今
後

と
も

地
域

の
連

携
・
協

力
を

図
り

進
め

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
す

。
・
ま

た
，

子
育

て
世

代
の

関
心

が
高

い
施

策
目

標
で

は
あ

り
ま

す
が

，
地

域
と

の
連

携
・
協

力
を

進
め

て
い

く
た

め
に

，
6
0
歳

代
以

上
の

市
民

に
も

関
心

を
持

っ
て

も
ら

う
よ

う
進

め
て

い
く
必

要
が

あ
り

ま
す

。

展
開

状
況

傾
向

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

概
ね

達
成

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

概
ね

達
成

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

良
好

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

良
好

☆
×

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

て
い

る
が

，
進

捗
が

不
十

分
実

施
し

て
い

な
い

小
項

目
が

あ
り

，
進

捗
も

不
十

分

○
（

全
て

実
施

）
△

（
一

部
実

施
）

（
未

達
見

込
）

×

（
良

好
傾

向
）

△

（
達

成
見

込
）

○

32



■
施

策
目

標
後

期
施

策
評

価
シ

ー
ト

目
標

施
策

目
標

【
後

期
基

本
計

画
の

施
策

評
価

】

(
1
)
 
前

提
条

件
の

変
化

(
2
)
 
関

連
計

画
の

策
定

状
況

(
3
)
 
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

（
R
1
.
5
実

施
）

肯
定

的
意

見
否

定
的

意
見

わ
か

ら
な

い
無

回
答

3
3
.
1
%

3
0
.
5
%

3
4
.
9
%

1
.
5
%

(
4
)
 
重

点
施

策
の

取
組

状
況

め
ざ

す
値

重
点

施
策

の
名

称
重

点
取

組
H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
2

子
育

て
セ

ン
タ

ー
に

お
け
る

「
つ

ど
い

の
ひ
ろ

ば
」

な
ど

に
参
加

す
る

親
子

の
数
（

人
／

年
）

5
3
,
3
1
3

5
2
,
5
6
5

5
2
,
8
1
6

5
1
,
8
4
9

5
6
,
4
0
2

5
6
,
3
1
3

○

公
立

の
全

幼
稚

園
で

の
未
就

園
児

と
そ

の
保
護

者
に

対
す

る
施
設

開
放

実
施

回
数
（

回
／

年
）

2
3
4

3
0
7

4
4
0

5
2
6

6
7
4

3
2
0

○

保
健

セ
ン

タ
ー

で
の

母
子
健

康
相

談
の

人
数
（

人
／

年
）

2
,
5
9
8

2
,
1
4
1

2
,
6
3
1

3
,
0
2
4

3
,
5
2
9

2
,
7
5
0

○

子
育

て
セ

ン
タ

ー
で

の
子
育

て
相

談
の

人
数
（

人
／

年
）

1
,
7
7
6

1
,
9
0
9

2
,
2
6
5

2
,
5
3
5

3
,
1
0
3

2
,
3
7
6

○

5
-
1
-
2

妊
娠

・
出

産
期

か
ら

子
育

て
中

の
家

庭
に

お
け

る
切

れ
目

の
な

い
支

援
を

実
施

し
ま

す
。

①
安

心
し

て
出

産
，

子
育

て
に

臨
め

る
よ

う
に

，
妊

娠
中

の
健

康
診

査
及

び
健

康
教

育
・
相

談
等

の
母

子
保

健
相

談
支

援
を

充
実

し
ま

す
。

②
子

育
て

家
庭

が
自

信
を

持
っ

て
子

育
て

が
で

き
る

よ
う

に
，

子
育

て
セ

ン
タ

ー
な

ど
の

身
近

な
相

談
の

場
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
，

関
係

機
関

の
連

携
に

よ
る

支
援

体
制

を
推

進
し

ま
す

。

◇
母

子
健

康
手

帳
を

活
用

し
た

妊
娠

中
の

健
康

管
理

◇
妊

娠
出

産
や

子
育

て
に

関
す

る
積

極
的

な
情

報
の

入
手 ◇

妊
娠

出
産

や
子

育
て

に
関

す
る

知
識

習
得

，
不

安
を

解
消

す
る

た
め

の
専

門
的

な
窓

口
の

早
期

利
用

◇
乳

幼
児

健
康

診
査

の
受

診
◇

出
産

や
子

育
て

に
つ

い
て

家
族

で
の

話
し

合
い

①
広

報
・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
・
母

子
健

康
手

帳
ア

プ
リ

・
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
等

に
よ

り
各

種
教

室
や

健
診

・
相

談
の

周
知

を
積

極
的

に
行

っ
て

い
る

。
H

2
8
年

度
か

ら
は

母
子

健
康

手
帳

交
付

時
に

保
健

師
が

全
員

面
接

を
行

い
、

ま
た

希
望

者
全

員
に

個
別

の
食

事
診

断
を

実
施

し
個

々
の

状
態

に
応

じ
た

相
談

を
行

っ
て

い
る

。
・
出

産
後

か
ら

生
後

４
か

月
ま

で
に

全
戸

訪
問

を
行

い
支

援
の

充
実

を
図

っ
て

い
る

。
ま

た
，

よ
り

早
期

に
支

援
が

必
要

な
方

に
は

養
育

支
援

ネ
ッ

ト
を

通
じ

医
療

機
関

と
連

携
し

て
情

報
共

有
を

行
っ

て
い

る
。

・
妊

娠
・
出

産
・
子

育
て

に
関

す
る

知
識

習
得

，
不

安
を

解
消

す
る

た
め

，
育

児
・
妊

産
婦

相
談

，
栄

養
相

談
を

毎
月

実
施

す
る

と
と

も
に

，
個

別
相

談
も

随
時

行
っ

て
い

る
。

・
乳

幼
児

健
康

診
査

対
象

者
に

は
個

別
送

付
し

、
未

受
診

者
に

対
し

て
も

電
話

連
絡

や
訪

問
等

で
受

診
に

つ
な

げ
て

い
る

。
H

3
0
に

，
「
子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

」
を

開
設

(H
3
0
年

度
：
延

べ
　

1
3
1

件
対

応
)

ま
た

，
民

生
委

員
・
児

童
委

員
が

地
域

で
開

催
し

て
い

る
「
あ

い
あ

い
る

ー
む

」
に

保
健

師
が

出
向

き
，

こ
ど

も
の

身
体

計
測

並
び

に
保

護
者

の
相

談
に

対
応

し
た

。
(H

3
0
：
身

体
計

測
等

相
談

件
数

　
延

べ
　

4
5
0
件

)
母

子
健

康
手

帳
の

交
付

時
に

，
子

育
て

応
援

プ
ラ

ン
の

作
成

を
支

援
し

た
。

(H
3
0
：
プ

ラ
ン

作
成

件
数

　
6
1
8
件

)
②

子
育

て
セ

ン
タ

ー
で

は
，

子
ど

も
を

遊
ば

せ
な

が
ら

，
職

員
に

気
軽

に
相

談
す

る
こ

と
が

出
来

る
よ

う
に

し
て

い
る

。
ま

た
電

話
相

談
に

つ
い

て
も

，
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
を

子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
と

家
庭

児
童

相
談

室
に

設
け

て
い

ま
す

。
夜

間
・
休

日
に

つ
い

て
は

児
童

養
護

施
設

に
委

託
し

電
話

相
談

を
受

け
ら

れ
る

体
制

を
整

え
て

い
る

。

○
（
全

て
実

施
）

傾
向

5
-
1
-
1

地
域

で
子

育
て

に
つ

い
て

交
流

，
相

談
し

や
す

い
環

境
を

整
え

ま
す

。

①
子

育
て

家
庭

が
身

近
な

と
こ

ろ
で

交
流

し
や

す
い

よ
う

に
，

子
育

て
支

援
拠

点
な

ど
親

子
が

集
う

ひ
ろ

ば
の

充
実

を
目

指
し

ま
す

。
②

乳
幼

児
の

保
護

者
が

，
親

子
で

遊
び

に
行

け
，

育
児

に
つ

い
て

親
同

士
が

話
し

合
え

る
場

所
と

な
る

よ
う

に
，

幼
稚

園
で

園
庭

開
放

や
未

就
園

児
交

流
会

等
を

実
施

し
ま

す
。

◇
地

域
の

子
ど

も
の

成
長

に
関

心
を

持
つ

こ
と

と
，

必
要

に
応

じ
て

の
助

け
合

い ◇
子

ど
も

同
士

で
遊

ぶ
機

会
の

提
供

①
地

域
子

育
て

支
援

拠
点

で
は

，
H

2
9
年

度
新

た
に

山
手

圏
域

に
お

い
て

出
張

ひ
ろ

ば
を

１
か

所
開

設
。

H
3
0
年

度
新

た
に

開
園

す
る

認
定

こ
ど

も
園

２
園

お
い

て
地

域
子

育
て

支
援

拠
点

を
開

設
。

・
児

童
セ

ン
タ

ー
で

は
，

親
子

で
交

流
で

き
る

事
業

や
地

域
を

超
え

た
子

ど
も

た
ち

が
集

え
る

事
業

を
展

開
し

て
お

り
，

子
育

て
世

代
中

心
に

相
談

事
業

を
実

施
。

②
市

立
幼

稚
園

全
園

で
，

週
1
回

，
3
歳

児
と

そ
の

保
護

者
が

親
子

の
ふ

れ
あ

い
遊

び
や

，
子

ど
も

同
士

で
遊

ぶ
時

間
が

も
て

る
よ

う
親

子
広

場
を

開
催

。
ま

た
，

未
就

園
児

交
流

会
や

園
庭

開
放

を
実

施
。

○
（
全

て
実

施
）

後
期

５
年

の
重

点
施

策
市

民
主

体
に

よ
る

取
組

取
組

の
実

施
状

況
展

開
状

況
指

標
（

単
位
）

指
標

の
推

移

・
法

改
正

：
H

2
8
～

3
0
年

児
童

福
祉

法
，

児
童

虐
待

防
止

法
，

母
子

保
健

法
，

母
子

及
び

父
子

並
び

に
寡

婦
福

祉
法

等

ア
　

後
期

基
本

計
画

の
内

容
　

（
Ｐ

l
a
n
）

イ
　

取
組

の
実

施
状

況
　

（
Ｄ

ｏ
）

ウ
　

取
組

結
果

　
（

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
）

・
第

３
次

芦
屋

市
地

域
福

祉
計

画
（
H

2
9
～

H
3
3
）

・
第

２
期

芦
屋

市
教

育
振

興
基

本
計

画
（
H

2
8
～

H
3
2
）

・
芦

屋
市

子
ど

も
・
子

育
て

支
援

事
業

計
画

及
び

芦
屋

市
次

世
代

育
成

支
援

対
策

推
進

行
動

計
画

（
H

2
7
～

H
3
1
）

・
第

４
次

男
女

共
同

参
画

推
進

行
動

計
画

ウ
ィ

ザ
ス

・
プ

ラ
ン

（
H

3
0
～

H
3
4
）

・
第

３
次

芦
屋

市
健

康
増

進
・
食

育
推

進
計

画
（
H

3
0
～

H
3
4
）

５
－

１
　

世
代

を
超

え
た

多
様

な
つ

な
が

り
が

様
々

な
家

庭
の

子
育

て
を

支
え

て
い

る

後
期

基
本

計
画

策
定

以
降

（
H
2
8
～

）
の

社
会

経
済

環
境

の
変

化
課

題
別

計
画

の
策

定
状
況

調
査

結
果

施
策

目
標

推
進

部
施

策
取

り
ま

と
め

課
こ

ど
も

・
健

康
部

子
育

て
推

進
課

５
　

　
　

地
域

で
安

心
し

て
子

育
て

が
で

き
て

い
る
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母
子

・
父

子
自

立
支

援
プ
ロ

グ
ラ

ム
策

定
事
業

参
加

者
数

（
人
／

年
）

1
4

7
2

3
1

1
4

×

家
庭

児
童

相
談

の
件

数
（
件

／
年

）
4
0
9

4
8
1

4
4
1

2
9
2

2
8
0

5
8
6

×

民
生

委
員

・
児

童
委

員
へ
の

相
談

件
数

（
件
／

年
）

4
8
3

4
6
8

4
0
8

3
3
4

3
5
5

7
0
0

×

○
（
全

て
実

施
）

△
(良

好
傾

向
)

(
5
)
 
施

策
目

標
の

総
括

総
括

結
果

☆
☆

☆

ま
と

め
取

組
の

評
価

総
括

コ
メ

ン
ト

〇
5
-
1
-
1
 地

域
で

の
子

育
て

の
交

流
，

相
談

し
や

す
い

環
境

整
備

で
は

・
つ

ど
い

の
ひ

ろ
ば

へ
の

参
加

者
が

多
く
，

訪
問

・
来

所
・
電

話
等

様
々

な
手

段
に

よ
る

相
談

事
業

を
実

施
す

る
中

で
，

相
談

件
数

に
つ

い
て

は
増

加
傾

向
に

あ
り

ま
す

。
今

後
も

早
期

に
気

軽
に

相
談

で
き

る
場

を
拡

げ
る

た
め

更
に

体
制

を
整

備
し

て
ま

い
り

ま
す

。
・
支

援
す

る
関

係
機

関
の

連
携

で
は

，
要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
を

通
じ

て
関

係
機

関
と

の
連

携
強

化
に

努
め

，
支

援
す

る
側

と
支

援
さ

れ
る

側
を

含
め

た
子

育
て

に
関

す
る

講
演

，
講

座
に

つ
い

て
も

多
数

開
催

し
ま

し
た

。
毎

回
定

員
近

く
の

申
込

み
が

あ
り

関
心

が
高

い
為

，
今

後
も

継
続

し
て

実
施

し
て

ま
い

り
ま

す
。

〇
5
-
1
-
2
 妊

娠
・
出

産
期

か
ら

子
育

て
中

の
家

庭
に

お
け

る
切

れ
目

の
な

い
支

援
で

は
・
安

心
し

て
出

産
・
子

育
て

に
臨

め
る

よ
う

に
，

母
子

健
康

手
帳

ア
プ

リ
の

積
極

的
な

Ｐ
Ｒ

に
努

め
，

妊
婦

健
康

検
査

に
つ

い
て

は
，

助
成

券
等

の
健

診
費

助
成

を
実

施
す

る
な

ど
の

環
境

が
整

備
さ

れ
て

い
ま

す
。

ま
た

，
毎

月
の

育
児

相
談

者
数

も
増

加
し

て
お

り
，

乳
幼

児
健

診
の

受
診

率
は

９
割

以
上

と
な

っ
て

い
ま

す
。

・
児

童
セ

ン
タ

ー
で

は
，

就
学

，
未

就
学

を
問

わ
ず

子
ど

も
や

親
子

を
対

象
と

し
た

質
の

高
い

事
業

を
実

施
し

，
利

用
者

か
ら

高
く
評

価
さ

れ
て

い
ま

す
。

ま
た

H
3
0
に

子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
を

開
設

し
，

専
門

ス
タ

ッ
フ

が
情

報
提

供
や

関
係

機
関

と
連

絡
調

整
を

行
な

う
な

ど
，

妊
娠

期
か

ら
子

育
て

期
を

切
れ

目
な

く
サ

ポ
ー

ト
し

て
い

ま
す

。
〇

5
-
1
-
3
 ひ

と
り

親
家

庭
や

要
保

護
家

庭
の

自
立

支
援

で
は

・
経

済
的

な
自

立
の

た
め

に
，

各
種

手
当

支
給

，
職

業
訓

練
，

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

と
連

携
し

た
自

立
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

等
を

実
施

し
て

い
ま

す
が

，
事

業
へ

の
参

加
者

が
減

少
傾

向
に

あ
り

ま
す

。
・
ま

た
児

童
虐

待
の

未
然

防
止

の
た

め
，

関
係

機
関

と
連

携
し

た
会

議
や

情
報

共
有

を
行

う
と

も
に

，
さ

ら
に

警
察

・
医

療
機

関
等

と
の

早
期

情
報

提
供

制
度

の
運

用
を

開
始

し
て

い
ま

す
。

結
果

の
評

価

5
-
1
-
3

ひ
と

り
親

家
庭

や
要

保
護

家
庭

の
自

立
や

支
援

に
努

め
ま

す
。

①
ひ

と
り

親
家

庭
の

経
済

的
な

自
立

を
図

る
た

め
，

各
種

手
当

を
支

給
す

る
と

と
も

に
就

労
支

援
を

充
実

し
ま

す
。

②
家

庭
児

童
相

談
に

お
け

る
要

保
護

家
庭

や
要

保
護

児
童

に
つ

い
て

，
児

童
虐

待
防

止
と

早
期

発
見

及
び

適
切

な
対

応
が

で
き

る
よ

う
に

，
要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
に

お
い

て
関

係
機

関
と

の
連

携
を

行
い

，
支

援
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

③
困

難
な

状
況

の
子

育
て

家
庭

が
適

切
な

支
援

機
関

と
つ

な
が

る
よ

う
に

，
地

域
の

関
係

機
関

と
連

携
を

図
り

，
民

生
委

員
・
児

童
委

員
活

動
を

高
め

ま
す

。

◇
児

童
虐

待
の

相
談

，
通

告
①

・
児

童
扶

養
手

当
の

支
給

，
交

通
遺

児
就

学
激

励
金

の
支

給
，

教
育

訓
練

，
高

等
職

業
訓

練
等

の
事

業
を

実
施

。
・
母

子
，

父
子

自
立

支
援

員
の

設
置

に
よ

る
相

談
支

援
を

実
施

し
，

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

と
連

携
し

母
子

・
父

子
自

立
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
策

定
し

て
い

る
。

②
・
要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
に

お
い

て
は

，
代

表
者

会
議

，
実

務
者

会
議

，
個

別
ケ

ー
ス

会
議

を
開

催
し

，
関

係
機

関
と

の
情

報
の

共
有

，
支

援
方

針
を

虐
待

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

活
用

し
検

討
し

た
。

H
3
0
年

度
に

は
警

察
，

医
療

機
関

等
と

児
童

虐
待

事
案

早
期

情
報

提
供

制
度

の
運

用
を

開
始

し
た

。
③

・
H

2
8
年

1
2
月

の
一

斉
改

選
時

に
，

主
任

児
童

委
員

を
増

員
し

た
。

年
に

５
～

６
回

主
任

児
童

委
員

連
絡

会
を

実
施

し
，

見
守

り
が

必
要

な
案

件
に

つ
い

て
，

学
校

，
家

庭
児

童
相

談
員

等
の

関
係

機
関

と
の

情
報

共
有

を
行

っ
て

い
る

。

○
（
全

て
実

施
）

展
開

状
況

傾
向

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

概
ね

達
成

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

概
ね

達
成

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

良
好

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

良
好

☆
×

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

て
い

る
が

，
進

捗
が

不
十

分
実

施
し

て
い

な
い

小
項

目
が

あ
り

，
進

捗
も

不
十

分

○
（

全
て

実
施

）
△

（
一

部
実

施
）

（
未

達
見

込
）

×

（
良

好
傾

向
）

△

（
達

成
見

込
）

○
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■
施

策
目

標
後

期
施

策
評

価
シ

ー
ト

目
標

施
策

目
標

【
後

期
基

本
計

画
の

施
策

評
価

】

(
1
)
 
前

提
条

件
の

変
化

(
2
)
 
関

連
計

画
の

策
定

状
況

(
3
)
 
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

（
R
1
.
5
実

施
）

肯
定

的
意

見
否

定
的

意
見

わ
か

ら
な

い
無

回
答

3
0
.
0
%

3
1
.
3
%

3
7
.
5
%

1
.
2
%

(
4
)
 
重

点
施

策
の

取
組

状
況

め
ざ

す
値

重
点

施
策

の
名

称
重

点
取

組
H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
2

待
機

児
童

数
（

人
）

1
3
1

1
2
8

1
0
9

1
3
9

1
6
3

0
×

病
児

・
病

後
児

保
育

実
施
箇

所
数

（
か

所
）

1
1

1
1

1
2

×

放
課

後
児

童
健

全
育

成
事
業

の
待

機
児

童
数
（

人
）

0
0

2
2

3
0

4
9

0
×傾
向

5
-
2
-
1

必
要

と
す

る
と

き
に

適
切

で
良

質
な

保
育

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
し

ま
す

。

①
待

機
児

童
が

生
じ

な
い

よ
う

に
，

「
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

事
業

計
画

」
に

基
づ

き
，

小
規

模
保

育
事

業
所

や
認

定
こ

ど
も

園
等

の
整

備
を

計
画

的
に

進
め

ま
す

。
②

病
児

・
病

後
児

保
育

を
利

用
し

や
す

く
す

る
た

め
に

，
実

施
施

設
の

増
設

や
広

域
的

な
利

用
な

ど
に

よ
り

提
供

体
制

の
確

保
を

図
り

ま
す

。
③

放
課

後
児

童
健

全
育

成
事

業
の

高
学

年
の

受
入

れ
に

つ
い

て
，

提
供

体
制

を
整

備
し

ま
す

。

①
「
市

立
幼

稚
園

・
保

育
所

の
あ

り
方

」
を

公
表

し
，

保
護

者
や

住
民

へ
の

説
明

会
を

4
4
回

開
催

，
広

報
臨

時
号

の
発

行
（
H

2
9
年

5
月

1
日

号
）
を

行
う

な
ど

，
周

知
に

努
め

た
。

（
H

2
8
,2

9
年

度
）

　
あ

り
方

の
取

組
と

し
て

　
・
潮

見
圏

域
に

お
け

る
私

立
認

定
こ

ど
も

園
２

園
の

整
備

に
取

り
組

み
，

開
園

し
た

。
（
H

2
8
～

3
0
年

度
）

　
・
分

庁
舎

に
お

け
る

小
規

模
保

育
事

業
所

及
び

ハ
ー

ト
フ

ル
福

祉
公

社
敷

地
に

お
け

る
認

可
保

育
所

の
事

業
者

を
決

定
し

，
分

庁
舎

に
小

規
模

保
育

事
業

所
を

開
所

（
H

3
1
年

1
月

）
す

る
と

と
も

に
，

ハ
ー

ト
フ

ル
福

祉
公

社
敷

地
に

お
け

る
認

可
保

育
所

の
整

備
に

取
り

組
ん

だ
（
H

3
0
年

度
）

　
・
朝

日
ケ

丘
幼

稚
園

敷
地

に
お

け
る

私
立

認
定

こ
ど

も
園

整
備

に
つ

い
て

，
課

題
を

解
決

の
上

，
事

業
者

を
決

定
す

る
と

と
も

に
，

翠
ケ

丘
町

仮
設

園
舎

を
活

用
し

た
保

育
施

設
の

整
備

に
取

り
組

ん
だ

(H
2
9
，

3
0
年

度
）
。

　
・
市

立
認

定
こ

ど
も

園
の

整
備

に
つ

い
て

，
市

職
員

に
よ

る
専

門
部

会
を

開
催

し
検

討
を

行
い

，
新

園
舎

の
基

本
設

計
，

定
員

・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

策
定

等
具

体
的

な
作

業
に

取
り

組
み

（
H

2
9
年

度
)，

市
立

精
道

こ
ど

も
園

開
園

に
向

け
，

市
立

精
道

幼
稚

園
と

市
立

精
道

保
育

所
で

保
育

や
行

事
内

容
等

に
つ

い
て

検
討

等
を

行
っ

た
（
H

3
0
年

度
）
。

　
・
０

歳
児

か
ら

２
歳

児
の

待
機

児
童

で
認

可
外

保
育

施
設

利
用

者
に

対
し

て
，

補
助

事
業

を
実

施
（
H

3
0
年

度
か

ら
実

施
）
。

　
・
次

期
計

画
の

策
定

に
向

け
，

平
成

3
0
年

度
に

「
子

育
て

支
援

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
」
を

実
施

し
た

。
②

芦
屋

病
院

で
実

施
し

て
い

る
病

児
保

育
事

業
（
病

児
・
病

後
児

対
応

型
）
の

当
日

受
付

を
実

施
（
H

3
0
年

度
～

）
。

③
留

守
家

庭
児

童
会

の
対

象
学

年
を

H
2
8
年

度
に

４
年

生
ま

で
，

H
3
1
年

度
に

６
年

生
ま

で
拡

大
し

た
。

③
留

守
家

庭
児

童
会

の
入

会
基

準
を

定
め

た
（
H

2
8
年

度
）
。

③
留

守
家

庭
児

童
会

の
待

機
児

童
対

策
と

し
て

，
夏

休
み

の
み

精
道

幼
稚

園
で

学
級

を
開

設
し

，
待

機
児

童
を

受
け

入
れ

た
。

（
H

2
9
年

度
）

③
留

守
家

庭
児

童
会

の
待

機
児

童
対

策
と

し
て

，
山

手
圏

域
の

待
機

児
童

を
対

象
に

年
間

を
通

じ
て

，
朝

日
ケ

丘
幼

稚
園

で
学

級
を

開
設

し
た

。
夏

休
み

は
全

市
域

の
待

機
児

童
を

対
象

に
同

幼
稚

園
で

受
け

入
れ

た
。

（
H

3
0
年

度
）

○
（
全

て
実

施
）

後
期

５
年

の
重

点
施

策
市

民
主

体
に

よ
る

取
組

取
組

の
実

施
状

況
展

開
状

況
指

標
（

単
位
）

指
標

の
推

移

・
　

「
待

機
児

童
解

消
加

速
化

プ
ラ

ン
」
に

引
き

続
き

，
「
子

育
て

安
心

プ
ラ

ン
」
に

よ
り

待
機

児
童

解
消

対
策

を
強

化
（
H

2
9
)

・
　

本
市

の
取

組
で

あ
る

「
市

立
幼

稚
園

・
保

育
所

の
あ

り
方

」
を

公
表

し
，

待
機

児
童

解
消

対
策

へ
の

取
組

の
全

体
を

明
確

化
し

，
促

進
を

図
る

。
・
　

「
女

性
の

職
業

生
活

に
お

け
る

活
躍

の
推

進
に

関
す

る
法

律
」
完

全
施

行
・
　

「
女

性
活

躍
加

速
の

た
め

の
重

点
方

針
2
0
1
6
」
策

定
・
　

「
女

性
の

活
躍

推
進

の
た

め
の

開
発

戦
略

」
策

定
・
　

「
育

児
・
介

護
休

業
法

」
及

び
「
男

女
雇

用
機

会
均

等
法

」
等

の
改

正
・
　

「
女

性
活

躍
加

速
の

た
め

の
重

点
方

針
2
0
1
7
」
策

定

ア
　

後
期

基
本

計
画

の
内

容
　

（
Ｐ

l
a
n
）

イ
　

取
組

の
実

施
状

況
　

（
Ｄ

ｏ
）

ウ
　

取
組

結
果

　
（

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
）

・
　

芦
屋

市
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

事
業

計
画

（
子

育
て

未
来

応
援

プ
ラ

ン
「
あ

し
や

」
）
（
H

2
7
～

H
3
1
）

・
　

「
市

立
幼

稚
園

・
保

育
所

の
あ

り
方

」
(H

2
9
/
2
公

表
)

・
　

第
３

次
芦

屋
市

男
女

共
同

参
画

行
動

計
画

ウ
ィ

ザ
ス

・
プ

ラ
ン

（
芦

屋
市

女
性

活
躍

推
進

計
画

を
含

む
）
（
H

2
5
～

H
2
9
）

・
　

芦
屋

市
配

偶
者

等
か

ら
の

暴
力

対
策

基
本

計
画

（
H

2
3
～

H
2
9
）

５
－

２
　

子
育

て
と

仕
事

の
両

立
を

可
能

に
す

る
環

境
が

整
っ

て
い

る

後
期

基
本

計
画

策
定

以
降

（
H
2
8
～

）
の

社
会

経
済

環
境

の
変

化
課

題
別

計
画

の
策

定
状
況

調
査

結
果

施
策

目
標

推
進

部
施

策
取

り
ま

と
め

課
こ

ど
も

・
健

康
部

子
育

て
推

進
課

５
　

　
　

地
域

で
安

心
し

て
子

育
て

が
で

き
て

い
る
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仕
事

と
生

活
の

両
立

が
で
き

て
い

る
市

民
の
割

合
（

％
）

7
8
.
5

－
－

8
2
.
9

8
1
.
1

8
4
.
5

△

男
女

共
同

参
画

セ
ン

タ
ー
の

土
日

開
催

事
業
（

イ
ク

メ
ン

講
座
な

ど
）

の
男

性
の
参

加
者

数
（

人
／
年

）

5
1

4
1

1
9

2
2

7
8

8
0

○

○
（
全

て
実

施
）

×
(未

達
見

込
)

(
5
)
 
施

策
目

標
の

総
括

総
括

結
果

☆

結
果

の
評

価

総
括

コ
メ

ン
ト

〇
5
-
2
-
1
 適

切
で

良
質

な
保

育
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

で
は

・
喫

緊
課

題
で

あ
る

待
機

児
童

解
消

お
よ

び
市

立
幼

稚
園

の
利

用
者

の
減

少
そ

の
他

の
課

題
も

含
め

，
市

全
体

で
課

題
を

解
決

す
る

た
め

「
市

立
幼

稚
園

・
保

育
所

の
あ

り
方

」
を

公
表

し
，

説
明

会
等

を
開

催
し

周
知

に
努

め
ま

し
た

。
「
あ

り
方

」
に

基
づ

き
，

私
立

認
定

こ
ど

も
園

（
2
園

）
，

小
規

模
保

育
事

業
所

（
2

園
）
，

認
可

保
育

所
等

の
整

備
を

行
っ

た
ほ

か
，

新
た

な
施

設
整

備
に

向
け

た
取

組
を

進
め

て
い

ま
す

。
・
次

期
計

画
策

定
に

向
け

て
「
子

育
て

支
援

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
」
を

実
施

し
て

お
り

，
今

後
も

保
護

者
等

の
ニ

ー
ズ

を
的

確
に

把
握

し
な

が
ら

，
受

入
体

制
の

整
備

を
進

め
て

ま
い

り
ま

す
。

・
病

児
保

育
事

業
（
病

児
・
病

後
児

対
応

型
）
に

つ
い

て
，

引
き

続
き

受
け

入
れ

箇
所

の
増

設
等

に
取

り
組

み
ま

す
。

・
放

課
後

児
童

健
全

育
成

事
業

は
，

一
部

民
間

事
業

者
の

運
営

に
よ

る
事

業
を

実
施

し
て

き
ま

し
た

が
，

民
間

事
業

者
の

市
内

で
の

運
営

状
況

を
検

証
し

，
安

定
的

で
持

続
可

能
な

運
営

の
た

め
の

方
策

を
検

討
し

，
学

校
内

の
運

営
を

基
本

と
し

な
が

ら
，

拠
点

校
方

式
も

取
り

入
れ

る
こ

と
に

よ
り

待
機

児
童

ゼ
ロ

を
目

指
し

ま
す

。
〇

5
-
2
-
2
 子

育
て

と
仕

事
を

両
立

し
や

す
い

社
会

環
境

づ
く
り

で
は

・
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
（
仕

事
と

生
活

の
調

和
）
の

普
及

啓
発

の
取

組
み

で
，

土
日

開
催

事
業

の
イ

ク
メ

ン
（
育

児
を

積
極

的
に

取
り

組
む

男
性

）
講

座
と

し
て

男
性

の
家

事
参

加
の

向
上

に
向

け
た

「
パ

パ
の

パ
エ

リ
ア

を
家

族
で

食
べ

よ
う

」
講

座
を

開
催

し
，

参
加

者
数

が
年

々
増

加
し

て
き

ま
し

た
。

・
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
の

実
現

に
は

家
事

・
育

児
の

家
庭

で
の

分
担

は
必

須
で

あ
り

，
今

回
の

講
座

の
申

込
み

が
定

員
を

上
回

っ
た

こ
と

か
ら

男
性

の
家

事
参

加
へ

の
ニ

ー
ズ

も
一

定
存

在
す

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

，
今

後
も

引
き

続
き

啓
発

講
座

を
実

施
す

る
必

要
が

あ
る

と
考

え
ま

す
。

・
ま

た
，

講
座

参
加

者
に

啓
発

チ
ラ

シ
を

配
布

す
る

と
と

も
に

，
男

女
共

同
参

画
フ

ェ
ス

タ
や

男
女

共
同

参
画

セ
ン

タ
ー

通
信

「
ウ

ィ
ザ

ス
」
の

定
期

発
行

等
に

よ
り

啓
発

を
行

い
ま

し
た

。

ま
と

め
取

組
の

評
価

5
-
2
-
2

子
育

て
と

仕
事

を
両

立
し

や
す

い
社

会
環

境
づ

く
り

に
努

め
ま

す
。

①
育

児
休

業
の

取
得

促
進

な
ど

働
き

方
を

見
直

す
き

っ
か

け
を

つ
く
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
，

セ
ン

タ
ー

通
信

「
ウ

ィ
ザ

ス
」
な

ど
で

の
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
に

関
す

る
周

知
，

啓
発

を
充

実
し

ま
す

。
②

女
性

だ
け

で
な

く
男

性
の

家
事

や
育

児
参

加
の

意
識

を
高

め
る

啓
発

講
座

な
ど

を
開

催
し

ま
す

。

◇
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

正
し

い
理

解

①
男

女
共

同
参

画
セ

ン
タ

ー
通

信
「
ウ

ィ
ザ

ス
」
の

定
期

発
行

（
年

4
回

）
及

び
広

報
あ

し
や

等
に

よ
る

啓
発

①
働

き
方

の
見

直
し

に
向

け
た

啓
発

と
し

て
土

日
開

催
事

業
の

企
画

・
実

施
②

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
に

つ
い

て
考

え
る

た
め

の
講

座
を

開
催

②
男

性
の

家
事

・
育

児
参

加
の

向
上

を
目

的
と

し
て

土
日

開
催

事
業

等
を

企
画

・
実

施
○

（
全

て
実

施
）

展
開

状
況

傾
向

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

概
ね

達
成

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

概
ね

達
成

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

良
好

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

良
好

☆
×

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

て
い

る
が

，
進

捗
が

不
十

分
実

施
し

て
い

な
い

小
項

目
が

あ
り

，
進

捗
も

不
十

分

○
（

全
て

実
施

）
△

（
一

部
実

施
）

（
未

達
見

込
）

×

（
良

好
傾

向
）

△

（
達

成
見

込
）

○
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■
施

策
目

標
後

期
施

策
評

価
シ

ー
ト

目
標

施
策

目
標

【
後

期
基

本
計

画
の

施
策

評
価

】

(
1
)
 
前

提
条

件
の

変
化

(
2
)
 
関

連
計

画
の

策
定

状
況

(
3
)
 
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

（
R
1
.
5
実

施
）

肯
定

的
意

見
否

定
的

意
見

わ
か

ら
な

い
無

回
答

6
0
.
1
%

1
2
.
8
%

2
6
.
3
%

0
.
9
%

(
4
)
 
重

点
施

策
の

取
組

状
況

め
ざ

す
値

重
点

施
策

の
名

称
重

点
取

組
H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
2

国
民

健
康

保
険

特
定

健
診
の

受
診

率
（

％
／
年

）
3
8
.
8

3
8
.
8

3
9
.
4

3
9
.
6

3
9
.
4

6
0
.
0

×

大
腸

が
ん

検
診

の
受

診
率
（

％
／

年
）

3
0
.
4

3
1
.
8

1
3
.
8

1
3
.
6

1
3
.
4

5
0
.
0

×

麻
し

ん
及

び
風

し
ん

定
期
予

防
接

種
（

２
期
）

の
接

種
率

（
％
／

年
）

9
0
.
4

8
9
.
2

8
9
.
6

8
8
.
3

1
0
0
.
4

1
0
0
.
0

○

6
-
1
-
2

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
に

応
じ

た
正

し
い

食
習

慣
を

身
に

つ
け

ら
れ

る
よ

う
啓

発
し

ま
す

。

①
「
妊

娠
・
出

産
期

」
か

ら
は

じ
ま

る
各

々
の

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
に

応
じ

た
相

談
，

教
室

等
に

よ
る

情
報

提
供

や
，

学
校

，
保

育
所

に
お

け
る

給
食

な
ど

を
通

じ
て

食
に

関
す

る
指

導
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

○
（
全

て
実

施
）

食
育

関
係

講
座

な
ど

の
参
加

者
数

（
人

／
年

）
6
9
9

6
2
4

6
8
2

6
2
7

5
3
9

9
0
0

×

①
広

報
・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
・
母

子
健

康
手

帳
ア

プ
リ

・
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
等

に
よ

り
食

育
教

室
や

相
談

の
周

知
を

積
極

的
に

行
っ

て
い

る
。

H
2
7
年

度
か

ら
は

母
子

健
康

手
帳

交
付

時
に

希
望

者
全

員
に

個
別

の
食

事
診

断
を

実
施

す
る

と
と

も
に

，
個

々
の

状
態

に
応

じ
た

食
習

慣
の

ア
ド

バ
イ

ス
を

行
い

，
充

実
を

図
っ

て
い

る
。

小
学

校
に

お
い

て
は

栄
養

教
諭

が
中

心
と

な
り

「
芦

屋
の

給
食

」
本

の
刊

行
を

行
な

い
，

保
護

者
向

け
に

「
料

理
セ

ミ
ナ

ー
」
を

開
催

。

傾
向

6
-
1
-
1

定
期

的
な

健
診

の
受

診
や

予
防

接
種

を
促

進
し

ま
す

。

①
芦

屋
市

国
民

健
康

保
険

加
入

者
の

特
定

健
診

の
普

及
啓

発
と

未
受

診
者

対
策

に
努

め
，

受
診

率
向

上
を

目
指

し
ま

す
。

②
が

ん
検

診
の

個
別

勧
奨

に
よ

る
未

受
診

者
勧

奨
に

努
め

，
受

診
率

向
上

を
目

指
し

ま
す

。
③

定
期

予
防

接
種

の
個

別
接

種
勧

奨
に

努
め

，
接

種
率

向
上

を
目

指
し

ま
す

。

◇
定

期
的

な
健

康
診

査
や

が
ん

検
診

の
受

診
◇

予
防

接
種

を
受

け
る

こ
と

◇
健

診
後

の
積

極
的

な
自

己
ケ

ア

①
受

診
率

向
上

の
た

め
，

集
団

健
診

の
受

診
枠

を
継

続
し

て
確

保
す

る
と

と
も

に
未

受
診

者
の

個
別

勧
奨

を
３

回
行

い
，

特
定

健
診

受
診

率
の

向
上

に
努

め
た

。
ま

た
，

個
別

健
診

で
の

受
診

率
向

上
を

図
る

た
め

，
実

施
医

療
機

関
に

啓
発

ポ
ス

タ
ー

を
掲

示
し

て
も

ら
う

な
ど

医
師

会
と

も
連

携
し

特
定

健
診

の
啓

発
を

図
っ

た
。

②
広

報
・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
・
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
等

に
よ

り
受

診
勧

奨
を

実
施

。
H

2
8
年

度
か

ら
は

大
腸

が
ん

検
診

の
料

金
に

つ
い

て
コ

ン
ビ

ニ
エ

ン
ス

ス
ト

ア
や

金
融

機
関

で
の

払
込

を
開

始
し

，
よ

り
受

診
し

や
す

い
環

境
づ

く
り

に
努

め
て

い
る

。
　

「
乳

が
ん

検
診

（
マ

ン
モ

グ
ラ

フ
ィ

）
」
を

潮
芦

屋
交

流
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
実

施
(受

診
者

：
２

７
人

)
が

ん
検

診
受

診
率

5
0
％

達
成

に
向

け
た

集
中

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

月
間

に
合

わ
せ

て
，

「
広

報
あ

し
や

」
に

お
い

て
「
が

ん
検

診
」
の

周
知

・
啓

発
を

実
施

③
「
広

報
あ

し
や

」
に

は
年

６
回

の
掲

載
を

行
い

，
予

防
接

種
対

象
者

や
予

防
接

種
未

接
種

者
に

は
個

別
通

知
を

行
っ

て
い

る
。

市
内

公
立

幼
稚

園
・
保

育
園

に
は

年
２

回
，

「
予

防
接

種
の

お
知

ら
せ

」
に

つ
い

て
保

護
者

へ
配

布
を

依
頼

し
，

就
学

前
健

診
・
乳

幼
児

健
診

時
に

は
個

別
に

接
種

状
況

を
確

認
し

勧
奨

を
行

っ
て

い
る

。

○
（
全

て
実

施
）

後
期

５
年

の
重

点
施

策
市

民
主

体
に

よ
る

取
組

取
組

の
実

施
状

況
展

開
状

況
指

標
（

単
位
）

指
標

の
推

移

国
民

健
康

保
険

制
度

の
県

単
位

化
（
平

成
3
0
年

４
月

よ
り

）

ア
　

後
期

基
本

計
画

の
内

容
　

（
Ｐ

l
a
n
）

イ
　

取
組

の
実

施
状

況
　

（
Ｄ

ｏ
）

ウ
　

取
組

結
果

　
（

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
）

・
第

２
次

芦
屋

市
健

康
増

進
・
食

育
推

進
計

画
（
H

2
5
～

2
9
）

・
第

３
次

芦
屋

市
健

康
増

進
・
食

育
推

進
計

画
(H

3
0
～

3
4
)

・
第

１
期

芦
屋

市
国

民
健

康
保

険
保

健
事

業
実

施
計

画
（
デ

ー
タ

ヘ
ル

ス
計

画
）
（
Ｈ

2
8
～

2
9
）

・
第

２
期

芦
屋

市
特

定
健

康
診

査
・
特

定
保

健
指

導
実

施
計

画
（
Ｈ

2
5
～

2
9
）

・
芦

屋
市

デ
ー

タ
ヘ

ル
ス

計
画

（
第

２
期

芦
屋

市
国

民
健

康
保

険
保

健
事

業
実

施
計

画
・
第

３
期

芦
屋

市
特

定
健

康
診

査
・
特

定
保

健
指

導
実

施
計

画
）
（
Ｈ

3
0
～

3
5
）

６
－

１
　

市
民

が
健

康
づ

く
り

に
取

り
組

ん
で

い
る

後
期

基
本

計
画

策
定

以
降

（
H
2
8
～

）
の

社
会

経
済

環
境

の
変

化
課

題
別

計
画

の
策

定
状
況

調
査

結
果

施
策

目
標

推
進

部
施

策
取

り
ま

と
め

課
こ

ど
も

・
健

康
部

健
康

課
６

　
　

　
市

民
が

心
身

の
良

好
な

状
態

を
維

持
し

て
過

ご
し

て
い

る
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6
-
1
-
3

こ
こ

ろ
の

健
康

に
つ

い
て

，
関

係
機

関
と

連
携

し
支

援
し

ま
す

。

①
「
こ

こ
ろ

の
体

温
計

」
の

周
知

を
図

る
な

ど
，

相
談

窓
口

や
ス

ト
レ

ス
解

消
等

の
情

報
提

供
を

進
め

ま
す

。
②

各
関

係
機

関
と

の
連

携
を

深
め

，
相

談
か

ら
支

援
ま

で
相

談
窓

口
の

連
携

が
図

れ
る

よ
う

，
自

殺
予

防
対

策
を

進
め

ま
す

。

◇
十

分
な

睡
眠

な
ど

に
よ

る
心

身
の

休
息 ◇

ス
ト

レ
ス

や
こ

こ
ろ

の
健

康
に

関
す

る
正

し
い

知
識

の
習

得 ◇
自

分
に

あ
っ

た
ス

ト
レ

ス
解

消
法

の
習

得 ◇
職

場
や

地
域

に
お

い
て

悩
み

を
相

談
で

き
る

仲
間

づ
く

り

○
（
全

て
実

施
）

ス
ト

レ
ス

を
感

じ
た

と
き
の

相
談

相
手

が
い
る

人
の

割
合

（
％
）

9
3
.
7

（
H
2
4
）

－
－

9
1
.
5

－
1
0
0
.
0

×

○
（
全

て
実

施
）

×
(未

達
見

込
)

(
5
)
 
施

策
目

標
の

総
括

総
括

結
果

☆

〇
6
-
1
-
1
 定

期
的

な
健

診
の

受
診

や
予

防
接

種
の

促
進

で
は

・
周

知
・
啓

発
に

努
め

る
と

と
も

に
検

査
の

受
付

方
法

の
工

夫
(大

腸
が

ん
検

診
の

郵
送

受
付

を
実

施
)を

行
い

受
診

者
の

増
加

に
努

め
ま

し
た

が
，

国
の

方
針

に
よ

り
が

ん
検

診
に

つ
い

て
は

，
受

診
対

象
者

基
準

が
変

更
と

な
っ

た
た

め
，

数
値

が
大

幅
に

減
少

し
，

大
腸

が
ん

検
診

の
受

診
率

は
低

下
し

て
い

ま
す

。
今

後
も

，
周

知
・
啓

発
の

工
夫

を
図

り
，

受
診

率
向

上
に

努
め

ま
す

。
・
予

防
接

種
に

つ
い

て
は

，
「
麻

し
ん

」
，

「
風

し
ん

」
の

流
行

を
背

景
に

，
麻

し
ん

及
び

風
し

ん
定

期
予

防
接

種
（
２

期
）
の

接
種

率
は

向
上

し
ま

し
た

が
，

今
後

も
引

き
続

き
接

種
率

の
向

上
に

努
め

る
と

と
も

に
，

感
染

症
の

予
防

に
取

り
組

み
ま

す
。

○
6
-
1
-
2
 正

し
い

食
習

慣
を

身
に

つ
け

ら
れ

る
啓

発
で

は
・
広

報
や

Ｈ
Ｐ

等
を

活
用

し
た

食
育

教
室

や
相

談
の

周
知

を
図

り
，

希
望

者
へ

の
個

別
食

事
診

断
と

ア
ド

バ
イ

ス
に

よ
り

内
容

を
充

実
さ

せ
て

い
っ

た
が

，
講

座
へ

の
参

加
者

数
は

少
し

悪
化

し
て

い
る

。
引

き
続

き
，

内
容

を
充

実
さ

せ
な

が
ら

多
く
の

か
た

に
講

座
等

を
参

加
い

た
だ

け
る

よ
う

周
知

に
努

め
ま

す
。

〇
6
-
1
-
3
 妊

娠
期

か
ら

出
産

・
育

児
期

に
お

け
る

相
談

や
「
こ

こ
ろ

の
健

康
」
等

で
は

，
・
保

健
師

・
管

理
栄

養
士

等
専

門
職

が
相

談
業

務
を

担
当

し
，

相
談

内
容

に
応

じ
て

関
係

機
関

と
連

携
・
継

続
し

て
支

援
を

行
う

な
ど

，
丁

寧
で

き
め

細
や

か
な

対
応

を
行

っ
て

い
ま

す
。

今
後

も
引

き
続

き
，

関
係

機
関

と
の

連
携

を
強

化
し

，
丁

寧
な

対
応

を
行

い
，

妊
娠

期
か

ら
子

育
て

期
の

切
れ

目
の

な
い

支
援

を
推

進
し

ま
す

。

ま
と

め
取

組
の

評
価

結
果

の
評

価

総
括

コ
メ

ン
ト

①
母

子
健

康
手

帳
交

付
時

に
保

健
師

が
妊

婦
の

全
員

面
接

を
行

い
，

医
療

・
福

祉
の

サ
ポ

ー
ト

が
必

要
な

方
に

つ
い

て
は

，
他

部
署

並
び

に
関

係
機

関
と

の
連

携
を

図
り

対
応

し
て

い
る

。
「
こ

こ
ろ

の
体

温
計

」
に

つ
い

て
，

相
談

窓
口

一
覧

表
を

掲
載

し
た

チ
ラ

シ
を

作
成

し
，

配
布

し
周

知
を

行
っ

て
い

る
。

②
芦

屋
市

自
殺

予
防

対
策

庁
内

連
絡

会
を

開
催

し
自

殺
に

関
し

て
の

情
報

共
有

と
庁

内
連

携
を

す
す

め
，

「
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
を

作
成

し
，

周
知

を
図

っ
た

。
③

「
自

殺
対

策
計

画
」
を

含
め

，
「
芦

屋
市

健
康

増
進

・
食

育
推

進
計

画
」
の

評
価

・
推

進
す

る
仕

組
み

づ
く
り

の
準

備
を

進
め

た
。

展
開

状
況

傾
向

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

概
ね

達
成

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

概
ね

達
成

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

良
好

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

良
好

☆
×

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

て
い

る
が

，
進

捗
が

不
十

分
実

施
し

て
い

な
い

小
項

目
が

あ
り

，
進

捗
も

不
十

分

○
（

全
て

実
施

）
△

（
一

部
実

施
）

（
未

達
見

込
）

×

（
良

好
傾

向
）

△

（
達

成
見

込
）

○
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■
施

策
目

標
後

期
施

策
評

価
シ

ー
ト

目
標

施
策

目
標

【
後

期
基

本
計

画
の

施
策

評
価

】

(
1
)
 
前

提
条

件
の

変
化

(
2
)
 
関

連
計

画
の

策
定

状
況

(
3
)
 
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

（
R
1
.
5
実

施
）

肯
定

的
意

見
否

定
的

意
見

わ
か

ら
な

い
無

回
答

8
2
.
2
%

8
.
7
%

7
.
7
%

1
.
4
%

(
4
)
 
重

点
施

策
の

取
組

状
況

め
ざ

す
値

重
点

施
策

の
名

称
重

点
取

組
H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
2

市
立

芦
屋

病
院

の
病

床
（
1
9
9
床

）
稼

働
率

（
％

）
8
5
.
0

8
3
.
8

8
7
.
0

8
6
.
1

9
0
.
9

9
3
.
1

○

紹
介

率
（

他
の

医
療

機
関
か

ら
市

立
芦

屋
病
院

に
紹

介
さ

れ
た
患

者
の

割
合

）
（
％

）

3
7
.
0

4
0
.
4

4
1
.
0

4
1
.
6

4
0
.
6

5
0
.
0

×

逆
紹

介
率

（
市

立
芦

屋
病
院

か
ら

他
の

医
療
機

関
に

紹
介

し
た
患

者
の

割
合

）
（
％

）

6
4
.
9

6
3
.
9

5
5
.
1

7
6
.
9

7
9
.
6

7
0
.
0

○

救
急

救
命

士
の

救
急

業
務
活

動
従

事
者

数
（
人

）
2
4

2
3

2
5

2
6

2
7

2
9

△

認
定

救
急

救
命

士
の

救
急
業

務
活

動
従

事
者
数

（
人

）
1
7

1
8

2
2

2
3

2
6

2
9

○

軽
症

者
数

／
救

急
搬

送
人
員

（
％

）
5
4
.
0

4
8
.
5

4
7
.
8

4
7
.
2

4
7
.
9

5
0
.
0

○

市
内

救
急

搬
送

者
数

／
搬
送

人
員

（
％

）
6
1
.
4

5
6
.
6

5
8
.
0

6
1
.
2

5
8
.
1

6
4
.
0

×

ア
　

後
期

基
本

計
画

の
内

容
　

（
Ｐ

l
a
n
）

傾
向

展
開

状
況

後
期

５
年

の
重

点
施

策

ウ
　

取
組

結
果

　
（

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
）

○
（
全

て
実

施
）

①
地

域
の

医
療

機
関

と
の

連
携

強
化

，
紹

介
率

及
び

逆
紹

介
率

の
向

上
に

向
け

て
，

ＩＣ
Ｔ
シ

ス
テ

ム
の

積
極

的
な

活
用

，
近

隣
開

業
医

を
紹

介
す

る
「
か

か
り

つ
け

医
カ

ー
ド

」
の

拡
充

，
返

書
チ

ェ
ッ

ク
の

強
化

に
力

を
入

れ
て

取
り

組
ん

む
と

と
も

に
，

「
病

診
連

携
ス

テ
ッ

カ
ー

」
を

作
成

し
，

医
療

機
関

，
介

護
施

設
等

の
訪

問
を

行
っ

た
。

①
「
在

宅
医

療
推

進
協

議
会

」
に

参
加

し
，

地
域

の
特

性
に

応
じ

た
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

構
築

へ
向

け
て

取
り

組
ん

だ
。

ま
た

，
退

院
後

に
必

要
な

介
護

サ
ー

ビ
ス

が
切

れ
目

な
く
受

け
ら

れ
る

よ
う

，
西

宮
市

・
芦

屋
市

の
「
退

院
調

整
ル

ー
ル

」
に

参
加

し
，

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

と
の

連
携

強
化

に
取

り
組

ん
だ

。
①

平
成

3
0
年

４
月

か
ら

外
科

系
救

急
の

実
施

日
を

拡
大

し
，

７
月

か
ら

2
4
時

間
3
6
5
日

体
制

に
よ

る
救

急
診

療
を

開
始

し
た

。
①

急
増

す
る

認
知

症
疾

患
や

神
経

変
性

疾
患

，
成

人
て

ん
か

ん
の

診
療

に
対

応
す

る
た

め
，

平
成

3
0
年

４
月

か
ら

脳
神

経
セ

ン
タ

ー
（
脳

疾
患

予
防

外
来

）
を

開
設

し
た

。
①

平
成

3
0
年

７
月

に
近

隣
の

医
療

従
事

者
を

対
象

と
し

た
緩

和
ケ

ア
研

修
会

を
開

催
し

た
。

ま
た

，
地

域
の

医
療

者
と

の
交

流
を

図
り

，
更

な
る

緩
和

ケ
ア

普
及

，
在

宅
医

療
の

推
進

を
目

的
に

，
芦

屋
市

医
師

会
と

「
芦

屋
緩

和
医

療
連

絡
協

議
会

」
を

設
立

し
た

。

①
市

民
の

信
頼

を
得

て
，

安
心

で
き

る
地

域
医

療
を

提
供

で
き

る
よ

う
に

，
市

立
芦

屋
病

院
と

地
域

の
医

療
機

関
の

連
携

を
強

化
し

ま
す

。

6
-
2
-
1

市
立

芦
屋

病
院

と
地

域
の

医
療

機
関

が
連

携
し

て
，

安
心

で
き

る
地

域
医

療
を

提
供

し
ま

す
。

○
（
全

て
実

施
）

6
-
2
-
2
　

救
急

救
命

活
動

の
充

実
を

図
り

，
市

民
が

適
切

な
診

療
を

受
け

ら
れ

る
体

制
を

構
築

し
ま

す
。

①
救

急
車

に
救

急
救

命
士

２
名

乗
務

の
体

制
を

め
ざ

し
て

，
兵

庫
県

救
急

救
命

士
養

成
所

に
職

員
を

派
遣

し
，

救
急

救
命

士
の

新
規

養
成

に
努

め
た

。
②

現
任

の
救

急
救

命
士

を
，

近
隣

の
三

次
医

療
機

関
に

派
遣

し
，

気
管

挿
管

や
薬

剤
投

与
な

ど
の

高
度

な
救

命
処

置
が

行
え

る
認

定
救

急
救

命
士

の
資

格
を

取
得

さ
せ

た
。

③
市

民
に

対
し

て
，

1
1
9
番

通
報

と
救

急
車

の
適

正
利

用
に

ご
協

力
を

求
め

る
た

め
，

警
防

課
通

信
係

と
救

急
課

が
連

携
し

，
広

報
あ

し
や

，
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

活
用

し
た

啓
発

活
動

に
努

め
た

。
④

市
内

二
次

救
急

病
院

と
定

期
的

に
連

絡
会

議
を

開
催

し
て

，
市

内
搬

送
者

数
の

増
加

に
努

め
た

。

◇
か

か
り

つ
け

医
を

持
つ

こ
と

◇
正

し
い

応
急

手
当

の
習

得

①
病

院
前

救
護

の
質

を
高

め
る

た
め

に
，

救
急

救
命

士
養

成
所

へ
の

派
遣

促
進

な
ど

救
急

救
命

士
の

育
成

を
進

め
ま

す
。

②
一

刻
も

早
い

救
命

措
置

を
行

え
る

よ
う

，
気

管
挿

管
や

薬
剤

投
与

な
ど

，
よ

り
高

度
な

救
命

処
置

が
で

き
る

*
認

定
救

急
救

命
士

を
計

画
的

に
養

成
し

ま
す

。
③

真
に

救
急

車
を

必
要

と
す

る
傷

病
者

に
迅

速
な

対
応

が
で

き
る

よ
う

，
市

民
へ

の
周

知
，

啓
発

に
取

り
組

み
，

救
急

車
の

適
正

利
用

を
促

進
し

ま
す

。
④

適
切

な
医

療
機

関
に

迅
速

に
搬

送
で

き
る

よ
う

，
定

期
的

に
情

報
交

換
の

場
を

設
け

る
な

ど
，

地
域

医
療

機
関

と
の

連
携

を
図

り
ま

す
。

施
策

取
り

ま
と

め
課

総
務

課
芦

屋
病

院
事

務
局

施
策

目
標

推
進

部

６
　

　
　

市
民

が
心

身
の

良
好

な
状

態
を

維
持

し
て

過
ご

し
て

い
る

６
－

２
　

市
民

が
適

切
な

診
療

を
受

け
ら

れ
る

指
標

（
単

位
）

市
民

主
体

に
よ

る
取

組

課
題

別
計

画
の

策
定

状
況

調
査

結
果

指
標

の
推

移

後
期

基
本

計
画

策
定

以
降

（
H
2
8
～

）
の

社
会

経
済

環
境

の
変

化
・
国

民
健

康
保

険
制

度
の

県
単

位
化

（
平

成
3
0
年

４
月

よ
り

）

イ
　

取
組

の
実

施
状

況
　

（
Ｄ

ｏ
）

取
組

の
実

施
状

況
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6
-
2
-
3

安
定

的
持

続
可

能
な

国
民

健
康

保
険

制
度

の
運

営
に

努
め

ま
す

。

①
医

療
費

の
適

正
化

の
推

進
を

図
る

た
め

，
レ

セ
プ

ト
デ

ー
タ

を
活

用
し

た
個

別
受

診
勧

奨
を

実
施

す
る

と
と

も
に

市
民

へ
の

啓
発

に
取

り
組

み
な

が
ら

，
特

定
健

診
の

受
診

率
や

*
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
医

薬
品

の
使

用
率

の
向

上
を

図
り

ま
す

。

○
（
全

て
実

施
）

ジ
ェ

ネ
リ

ッ
ク

医
薬

品
の
使

用
率

（
％

）
5
4
.
5

5
8
.
2

6
0
.
9

6
3
.
9

6
8
.
8

6
0

○

○
（
全

て
実

施
）

△
(良

好
傾

向
)

(
5
)
 
施

策
目

標
の

総
括

総
括

結
果

☆
☆

☆

取
組

の
評

価

①
薬

剤
費

削
減

効
果

の
高

い
対

象
者

を
抽

出
し

，
後

発
医

薬
品

使
用

促
進

通
知

を
年

２
回

送
付

し
た

。
保

険
証

年
次

更
新

時
に

適
正

な
受

診
行

動
を

促
す

た
め

医
療

費
適

正
化

に
関

す
る

啓
発

ち
ら

し
を

同
封

す
る

と
と

も
に

，
後

発
医

薬
品

希
望

を
よ

り
表

示
し

や
す

く
す

る
た

め
希

望
カ

ー
ド

か
ら

保
険

証
ケ

ー
ス

に
切

替
え

を
配

布
し

た
。

〇
6
-
2
-
1
 市

立
芦

屋
病

院
と

地
域

の
医

療
機

関
の

連
携

し
た

地
域

医
療

の
提

供
で

は
・
IC

T
の

活
用

や
協

議
会

の
設

立
な

ど
に

よ
り

，
地

域
の

医
療

機
関

と
の

連
携

強
化

に
努

め
，

市
立

芦
屋

病
院

の
稼

働
率

・
紹

介
率

・
逆

紹
介

率
の

増
加

へ
と

つ
な

が
っ

た
。

・
今

後
も

，
ま

す
ま

す
高

齢
化

が
進

む
こ

と
を

見
据

え
，

地
域

の
医

療
機

関
と

の
連

携
を

一
層

強
化

し
て

い
く
と

と
も

に
，

地
域

で
市

民
が

安
心

し
て

生
活

を
続

け
ら

れ
る

よ
う

，
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

構
築

を
図

っ
て

い
く
こ

と
が

必
要

で
す

。
〇

6
-
2
-
2
 救

急
救

命
活

動
の

充
実

で
は

・
救

急
救

命
活

動
を

充
実

さ
せ

る
べ

く
，

救
急

救
命

士
や

認
定

救
急

救
命

士
の

養
成

に
取

り
組

み
，

救
急

救
命

士
・
認

定
救

急
救

命
士

の
従

事
者

数
の

増
加

へ
と

つ
な

が
っ

た
。

市
内

搬
送

数
は

横
ば

い
傾

向
で

あ
り

，
引

き
続

き
市

内
二

次
救

急
病

院
と

の
連

絡
会

議
に

よ
り

，
増

加
に

努
め

ま
す

。
〇

6
-
2
-
3
 安

定
的

持
続

可
能

な
国

民
健

康
保

険
制

度
の

運
営

で
は

・
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
医

薬
品

の
使

用
率

に
つ

い
て

は
，

計
画

策
定

時
の

数
値

目
標

は
達

成
で

き
て

い
る

も
の

の
，

全
国

平
均

，
兵

庫
県

平
均

よ
り

低
い

状
況

で
あ

り
，

国
の

目
標

値
も

2
0
1
8
年

度
か

ら
2
0
2
0
年

度
末

ま
で

の
間

の
な

る
べ

く
早

い
時

期
に

８
０

％
以

上
と

す
る

と
し

て
い

る
こ

と
か

ら
，

今
後

は
国

の
目

標
値

を
目

指
し

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。

総
括

コ
メ

ン
ト

結
果

の
評

価
ま

と
め

展
開

状
況

傾
向

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

概
ね

達
成

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

概
ね

達
成

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

良
好

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

良
好

☆
×

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

て
い

る
が

，
進

捗
が

不
十

分
実

施
し

て
い

な
い

小
項

目
が

あ
り

，
進

捗
も

不
十

分

○
（

全
て

実
施

）
△

（
一

部
実

施
）

（
未

達
見

込
）

×

（
良

好
傾

向
）

△

（
達

成
見

込
）

○
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■
施

策
目

標
後

期
施

策
評

価
シ

ー
ト

目
標

施
策

目
標

【
後

期
基

本
計

画
の

施
策

評
価

】

(
1
)
 
前

提
条

件
の

変
化

(
2
)
 
関

連
計

画
の

策
定

状
況

(
3
)
 
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

（
R
1
.
5
実

施
）

肯
定

的
意

見
否

定
的

意
見

わ
か

ら
な

い
無

回
答

5
8
.
0
%

1
5
.
1
%

2
5
.
3
%

1
.
6
%

(
4
)
 
重

点
施

策
の

取
組

状
況

め
ざ

す
値

重
点

施
策

の
名

称
重

点
取

組
H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
2

地
域

発
信

型
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

会
議

参
加

者
数
（

人
／

年
）

6
5
7

4
6
0

4
7
3

1
,
1
2
6

4
3
5

8
3
8

×

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

の
総

合
相

談
窓

口
の
相

談
件

数
（

件
／
年

）

3
0
2

6
6
2

5
2
7

3
6
7

3
2
2

6
0
0

×

高
齢

者
生

活
支

援
セ

ン
タ
ー

の
新

規
相

談
者
数

（
人

／
年

）

1
,
2
0
1

1
,
0
8
7

1
,
1
9
6

9
7
5

1
,
0
8
3

1
,
2
8
0

×

施
策

目
標

推
進

部
施

策
取

り
ま

と
め

課
福

祉
部

地
域

福
祉

課
７

　
　

　
高

齢
者

や
障

が
い

の
あ

る
人

が
い

き
い

き
と

安
心

し
て

住
み

続
け

ら
れ

る
、

ま
ち

ぐ
る

み
の

支
え

合
い

・
助

け
合

い
が

７
－

１
　

地
域

に
お

け
る

保
健

・
医

療
・

福
祉

の
連

携
体

制
が

確
立

し
て

い
る

後
期

基
本

計
画

策
定

以
降

（
H
2
8
～

）
の

社
会

経
済

環
境

の
変

化
課

題
別

計
画

の
策

定
状
況

調
査

結
果

「
成

年
後

見
制

度
の

利
用

の
促

進
に

関
す

る
法

律
」
(H

2
8
)施

行
「
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

強
化

の
た

め
の

介
護

保
険

法
等

の
一

部
を

改
正

す
る

法
律

」
（
H

3
0
）
施

行 「
8
0
5
0
」
問

題
(8

0
歳

代
の

高
齢

者
と

5
0
歳

代
の

こ
ど

も
の

世
帯

)

ア
　

後
期

基
本

計
画

の
内

容
　

（
Ｐ

l
a
n
）

イ
　

取
組

の
実

施
状

況
　

（
Ｄ

ｏ
）

ウ
　

取
組

結
果

　
（

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
）

第
3
次

芦
屋

市
地

域
福

祉
計

画
(H

2
9
～

H
3
3
)

第
７

次
芦

屋
す

こ
や

か
長

寿
プ

ラ
ン

２
１

の
策

定
(H

2
7
～

H
2
9
）

第
８

次
芦

屋
す

こ
や

か
長

寿
プ

ラ
ン

２
１

の
策

定
(H

3
0
～

H
3
2
）

傾
向

7
-
1
-
1

地
域

の
住

民
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

，
自

治
会

，
民

生
委

員
・
児

童
委

員
，

福
祉

推
進

委
員

等
と

保
健

・
医

療
・
福

祉
と

の
連

携
を

充
実

さ
せ

ま
す

。

①
地

域
の

福
祉

課
題

に
つ

い
て

考
え

，
解

決
に

向
け

て
取

り
組

む
市

民
が

増
え

る
よ

う
に

，
地

域
発

信
型

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

会
議

参
加

を
地

域
活

動
に

参
加

し
て

い
な

い
市

民
に

も
広

く
呼

び
か

け
ま

す
。

②
保

健
福

祉
に

関
す

る
相

談
か

ら
支

援
ま

で
を

，
窓

口
間

が
連

携
し

支
援

で
き

る
よ

う
に

，
住

民
，

専
門

機
関

，
行

政
が

一
体

と
な

っ
た

支
援

の
仕

組
み

を
つ

く
る

な
ど

，
機

関
間

の
連

携
強

化
を

図
り

ま
す

。
③

支
援

が
必

要
な

高
齢

者
の

課
題

解
決

が
図

ら
れ

る
よ

う
に

，
*
地

域
発

信
型

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
位

置
付

け
ら

れ
て

い
る

会
議

な
ど

を
活

用
し

，
保

健
・
医

療
・
福

祉
に

関
す

る
情

報
や

相
談

窓
口

の
ほ

か
，

課
題

解
決

に
向

け
て

取
り

組
ん

で
い

る
地

域
な

ど
の

情
報

の
周

知
に

取
り

組
み

ま
す

。

◇
自

治
会

，
民

生
委

員
・
児

童
委

員
，

福
祉

推
進

委
員

な
ど

へ
の

協
力

・
理

解
と

積
極

的
な

参
加

◇
地

域
の

活
動

へ
の

積
極

的
な

参
加

な
ど

，
地

域
発

信
型

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
つ

な
が

る
場

へ
の

参
加

①
第

3
次

芦
屋

市
地

域
福

祉
計

画
を

策
定

(H
2
8
)し

，
地

域
福

祉
の

推
進

を
図

っ
た

。
　

「
地

域
発

信
型

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

」
の

取
組

に
つ

い
て

，
「
地

域
力

強
化

推
進

事
業

」
の

補
助

金
を

活
用

し
，

大
学

と
と

も
に

現
状

分
析

を
行

っ
た

。
　

「
地

域
発

信
型

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

」
に

お
い

て
，

1
0
地

区
5
3
町

の
「
地

域
白

書
」
を

市
民

，
関

係
機

関
，

行
政

が
協

力
し

て
作

成
し

た
。

（
H

2
9
）

　
「
地

域
発

信
型

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

」
の

小
地

域
福

祉
ブ

ロ
ッ

ク
会

議
開

催
前

に
地

域
住

民
を

交
え

た
協

議
を

行
い

，
地

域
の

課
題

が
よ

り
明

確
化

さ
れ

，
取

組
を

活
性

化
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

（
H

3
0
）

　
各

地
区

高
齢

者
生

活
支

援
セ

ン
タ

ー
他

(５
か

所
)に

地
域

支
え

合
い

推
進

員
を

配
置

し
，

社
会

資
源

の
把

握
，

住
民

主
体

の
活

動
の

把
握

・
支

援
を

行
っ

た
。

（
H

2
8
・
H

2
9
）

　
広

報
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
活

用
し

，
地

域
支

え
合

い
推

進
員

の
活

動
，

通
い

の
場

の
助

成
事

業
等

の
周

知
を

行
っ

た
。

（
H

3
0
）

　
「
地

域
の

居
場

所
」
周

知
及

び
活

動
者

の
活

動
意

欲
向

上
に

向
け

，
把

握
し

た
社

会
資

源
を

ま
と

め
た

冊
子

を
作

成
し

配
布

し
た

。
（
H

3
0
）

②
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
の

総
合

相
談

窓
口

に
お

い
て

，
「
生

活
困

窮
者

自
立

支
援

制
度

」
に

基
づ

く
「
生

活
困

窮
者

自
立

相
談

支
援

事
業

」
の

機
能

を
付

与
し

た
こ

と
か

ら
，

対
象

者
へ

の
対

応
は

，
庁

内
の

関
係

部
署

並
び

に
社

会
福

祉
協

議
会

や
高

齢
者

生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

，
障

が
い

者
相

談
支

援
事

業
な

ど
様

々
な

関
係

機
関

が
連

携
を

図
り

，
包

括
的

な
支

援
体

制
の

整
備

が
進

ん
だ

。
　

地
域

の
医

療
機

関
と

在
宅

サ
ー

ビ
ス

の
連

携
を

図
る

た
め

に
在

宅
医

療
・
介

護
連

携
支

援
セ

ン
タ

ー
を

設
置

し
，

医
療

と
介

護
の

連
携

が
進

ん
だ

。
（
H

2
8
）

③
「
地

域
発

信
型

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

」
を

活
用

し
，

市
民

主
体

の
地

域
活

動
を

含
め

，
保

健
・
医

療
・
福

祉
に

関
す

る
情

報
提

供
を

行
っ

た
。

　
支

援
が

必
要

な
高

齢
者

が
適

切
な

相
談

窓
口

へ
と

繋
が

る
よ

う
，

高
齢

者
生

活
支

援
セ

ン
タ

ー
等

が
中

心
と

な
っ

て
，

地
域

へ
の

窓
口

の
周

知
を

行
っ

た
。

　
「
地

域
発

信
型

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

」
に

位
置

付
け

て
い

る
附

属
機

関
等

の
所

管
課

間
で

課
題

を
共

有
し

，
今

後
の

課
題

解
決

に
向

け
た

検
討

を
行

っ
た

。
（
H

3
0
）

○
（
全

て
実

施
）

後
期

５
年

の
重

点
施

策
市

民
主

体
に

よ
る

取
組

取
組

の
実

施
状

況
展

開
状

況
指

標
（

単
位
）

指
標

の
推

移
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地
域

発
信

型
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

会
議

参
加

者
数
（

人
／

年
）

6
5
7

4
6
0

4
7
3

1
,
1
2
6

4
3
5

8
3
8

×

視
覚

に
障

が
い

の
あ

る
人
に

お
け

る
点

字
・
声

の
広

報
登

録
者
割

合
（

％
）

1
5
.
5

1
7
.
9

1
3
.
8

1
3
.
8

1
7
.
2

2
0
.
5

×

手
話

通
訳

者
な

ど
の

派
遣
回

数
（

回
／

年
）

2
0
1

2
4
7

3
0
4

2
4
3

2
9
3

2
3
4

○

高
齢

者
生

活
支

援
セ

ン
タ
ー

が
主

と
な

り
開
催

し
た

多
職

種
（
保

健
・

医
療

・
福
祉

）
が

参
加

で
き
る

研
修

会
，

会
議

等
の

参
加

者
数
（

人
／

年
）

3
3
9

5
0
2

6
2
2

5
2
2

3
7
8

1
,
0
0
0

×

権
利

擁
護

支
援

セ
ン

タ
ー
の

新
規

相
談

者
数
（

人
／

年
）

1
2
7

1
4
8

1
6
3

1
6
0

1
7
6

1
7
0

○

生
活

困
窮

者
自

立
支

援
相
談

の
利

用
者

数
（
人

／
年

）
－

1
0
0

6
2

5
2

1
0
8

5
0
0

×

生
活

困
窮

者
自

立
支

援
プ
ラ

ン
作

成
者

の
割
合

（
％

）
－

1
5
.
0

4
3
.
5

2
8
.
8

1
3
.
9

5
0
.
0

×

生
活

向
上

に
よ

る
生

活
保
護

廃
止

件
数

（
世
帯

／
年

）
1
7

1
3

1
8

1
7

1
4

2
0

×

○
（
全

て
実

施
）

×
(未

達
見

込
)

7
-
1
-
3

様
々

な
制

度
や

サ
ー

ビ
ス

を
連

携
さ

せ
て

，
生

活
困

窮
者

の
自

立
を

支
援

す
る

と
と

も
に

，
地

域
か

ら
の

孤
立

を
予

防
し

ま
す

。

①
地

域
か

ら
孤

立
し

が
ち

な
人

の
権

利
が

守
ら

れ
，

地
域

で
安

心
し

て
暮

ら
す

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
，

支
援

が
必

要
な

人
を

早
期

発
見

し
，

適
切

な
機

関
に

つ
な

ぎ
ま

す
。

②
経

済
的

に
困

窮
し

支
援

を
必

要
と

し
て

い
る

人
な

ど
が

，
地

域
で

安
心

し
て

暮
ら

し
続

け
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
，

様
々

な
方

法
に

よ
り

相
談

機
関

の
周

知
を

行
い

ま
す

。
③

経
済

的
に

困
窮

し
支

援
を

必
要

と
し

て
い

る
人

な
ど

に
必

要
な

サ
ー

ビ
ス

が
円

滑
に

提
供

さ
れ

る
よ

う
に

，
機

関
間

の
連

携
に

よ
る

個
別

支
援

を
行

い
ま

す
。

①
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
の

総
合

相
談

窓
口

に
お

い
て

，
「
生

活
困

窮
者

自
立

支
援

制
度

」
に

基
づ

く
「
生

活
困

窮
者

自
立

相
談

支
援

事
業

」
の

機
能

を
付

与
し

た
こ

と
か

ら
，

対
象

者
へ

の
対

応
は

，
庁

内
の

関
係

部
署

並
び

に
様

々
な

関
係

機
関

が
連

携
を

図
り

，
包

括
的

な
支

援
体

制
の

整
備

が
進

ん
だ

。
②

生
活

困
窮

世
帯

が
抱

え
る

「
滞

納
」
の

課
題

に
つ

い
て

，
庁

内
の

関
係

部
署

と
連

携
を

図
り

，
窓

口
の

周
知

・
啓

発
を

行
っ

た
。

③
「
生

活
困

窮
者

自
立

支
援

制
度

」
に

つ
い

て
，

庁
内

の
関

係
部

署
の

職
員

及
び

関
係

機
関

の
新

任
職

員
等

に
対

し
て

研
修

会
を

開
催

す
る

と
と

も
に

，
「
ケ

ー
ス

検
討

会
」
を

開
催

し
，

制
度

の
理

解
を

深
め

，
支

援
方

法
に

つ
い

て
共

有
を

図
っ

た
。

ま
た

，
フ

ー
ド

バ
ン

ク
関

西
等

と
の

連
携

に
よ

り
必

要
な

支
援

の
提

供
を

行
っ

た
。

　
関

係
課

で
定

期
的

な
連

絡
会

を
実

施
し

，
制

度
理

解
を

深
め

連
携

の
推

進
を

図
っ

た
。

（
H

3
0
）

○
（
全

て
実

施
）

7
-
1
-
2

保
健

・
医

療
・
福

祉
に

関
す

る
情

報
を

分
か

り
や

す
く
提

供
し

ま
す

。

①
保

健
・
医

療
・
福

祉
に

関
す

る
必

要
な

情
報

を
手

に
入

れ
ら

れ
る

よ
う

に
，

地
域

発
信

型
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

通
じ

て
発

信
し

ま
す

。
②

視
覚

や
聴

覚
に

障
が

い
の

あ
る

人
が

必
要

な
情

報
を

よ
り

多
く
入

手
で

き
る

よ
う

に
，

点
字

や
声

の
広

報
に

つ
い

て
，

障
が

い
者

手
帳

交
付

時
で

の
直

接
的

な
案

内
な

ど
の

周
知

，
登

録
勧

奨
を

充
実

さ
せ

る
ほ

か
，

手
話

通
訳

者
の

派
遣

な
ど

を
行

い
ま

す
。

③
高

齢
者

生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

の
機

能
を

強
化

し
，

保
健

・
医

療
・
福

祉
が

連
携

し
た

取
組

に
よ

り
情

報
の

共
有

を
推

進
し

ま
す

。

◇
地

区
集

会
所

や
介

護
保

険
施

設
の

地
域

交
流

ス
ペ

ー
ス

等
の

身
近

な
施

設
の

利
用

①
「
地

域
発

信
型

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

」
を

活
用

し
，

市
民

主
体

の
地

域
活

動
を

含
め

，
保

健
・
医

療
・
福

祉
に

関
す

る
情

報
提

供
を

行
っ

た
。

全
世

代
を

対
象

と
し

た
包

括
支

援
を

実
現

す
る

た
め

の
機

能
を

備
え

た
，

新
た

な
福

祉
の

拠
点

と
な

る
社

会
福

祉
複

合
施

設
を

整
備

す
る

た
め

，
事

業
者

を
公

募
し

た
（
H

2
8
)。

整
備

に
あ

た
り

全
世

代
交

流
の

場
の

活
用

や
各

機
能

の
あ

り
方

に
つ

い
て

事
業

者
と

協
議

を
進

め
，

H
3
0
年

1
2
月

に
社

会
福

祉
複

合
施

設
「
高

浜
町

ラ
イ

フ
サ

ポ
ー

ト
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
」
が

開
設

さ
れ

た
。

（
H

2
9
，

H
3
0
）

②
視

覚
や

聴
覚

に
障

が
い

の
あ

る
人

が
必

要
な

情
報

を
よ

り
多

く
入

手
で

き
る

よ
う

に
，

点
字

や
声

の
広

報
に

つ
い

て
，

障
が

い
者

手
帳

交
付

時
に

周
知

，
登

録
勧

奨
を

し
た

。
ま

た
，

視
覚

に
障

が
い

の
あ

る
人

が
，

よ
り

多
く
の

情
報

を
入

手
で

き
る

よ
う

，
障

害
福

祉
課

で
音

声
コ

ー
ド

作
成

ソ
フ

ト
を

導
入

す
る

と
と

も
に

読
み

書
き

支
援

員
養

成
研

修
を

実
施

し
た

。
聴

覚
に

障
が

い
の

あ
る

人
に

つ
い

て
は

，
H

2
9
年

度
４

月
に

「
芦

屋
市

心
が

つ
な

が
る

手
話

言
語

条
例

」
を

施
行

し
，

手
話

の
啓

発
・
普

及
に

努
め

る
と

と
も

に
，

引
き

続
き

市
の

行
事

等
に

手
話

通
訳

者
・
要

約
筆

記
者

を
派

遣
。

ま
た

，
主

に
職

員
を

対
象

に
し

た
「
心

の
つ

な
が

る
手

話
教

室
」
を

開
講

し
，

職
員

側
の

啓
発

事
業

も
実

施
し

た
。

③
高

齢
者

生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

が
主

と
な

っ
て

，
対

人
援

助
の

各
種

研
修

及
び

地
域

ケ
ア

会
議

等
を

開
催

す
る

こ
と

に
よ

り
多

職
種

（
保

健
・
医

療
・
福

祉
）

の
連

携
強

化
を

図
っ

た
。

　
リ

ハ
ビ

リ
職

（
理

学
療

法
士

，
作

業
療

法
士

，
言

語
聴

覚
士

）
と

の
連

携
の

在
り

方
を

検
討

す
る

た
め

，
市

内
医

療
機

関
，

介
護

サ
ー

ビ
ス

提
供

事
業

所
に

対
し

て
実

態
把

握
の

た
め

の
調

査
を

実
施

し
た

。
（
H

3
0
）

○
（
全

て
実

施
）

ま
と

め
取

組
の

評
価

結
果

の
評

価

42



(
5
)
 
施

策
目

標
の

総
括

総
括

結
果

☆

総
括

コ
メ

ン
ト

〇
7
-
1
-
1
 地

域
の

住
民

・
各

主
体

と
保

健
・
医

療
・
福

祉
と

の
連

携
に

つ
い

て
は

・
第

3
次

芦
屋

市
地

域
福

祉
計

画
の

策
定

を
踏

ま
え

，
「
地

域
発

信
型

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

」
に

お
い

て
，

市
民

，
専

門
職

，
行

政
が

協
働

に
よ

り
「
地

域
白

書
」
を

作
成

し
，

改
め

て
わ

が
ま

ち
を

見
直

し
，

地
域

の
社

会
資

源
の

活
用

，
開

発
等

に
取

り
組

み
，

支
援

が
必

要
な

市
民

を
包

括
的

に
支

え
る

体
制

整
備

に
取

り
組

み
ま

し
た

。
さ

ら
に

地
域

住
民

を
交

え
た

協
議

を
行

う
こ

と
に

よ
り

，
地

域
課

題
の

明
確

化
と

取
組

の
活

性
化

が
進

み
ま

し
た

が
，

地
域

発
信

型
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
会

議
全

体
の

参
加

者
数

は
減

少
と

な
り

ま
し

た
。

引
き

続
き

，
市

民
，

専
門

職
，

行
政

が
協

働
に

よ
り

取
組

な
が

ら
多

く
の

地
域

住
民

に
参

加
い

た
だ

け
る

よ
う

取
り

組
ん

で
ま

い
り

ま
す

。
・
在

宅
医

療
・
介

護
連

携
支

援
セ

ン
タ

ー
を

設
置

し
，

医
療

と
介

護
の

連
携

が
進

み
,高

齢
者

生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

や
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
の

総
合

相
談

窓
口

を
周

知
す

る
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
や

啓
発

グ
ッ

ズ
を

作
成

し
ま

し
た

が
，

新
規

相
談

者
数

の
増

加
に

は
つ

な
が

り
ま

せ
ん

で
し

た
。

引
き

続
き

啓
発

に
努

め
て

ま
い

り
ま

す
。

〇
7
-
1
-
2
 保

健
・
医

療
・
福

祉
に

関
す

る
情

報
の

分
か

り
や

す
い

提
供

で
は

・
全

世
代

を
対

象
と

し
た

包
括

的
支

援
の

実
現

を
目

指
し

て
，

新
た

な
福

祉
の

拠
点

と
な

る
社

会
福

祉
総

合
施

設
「
高

浜
町

ラ
イ

フ
サ

ポ
ー

ト
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
」

を
開

設
し

ま
し

た
。

・
視

覚
や

聴
覚

に
障

が
い

の
あ

る
人

に
向

け
て

，
障

が
い

者
手

帳
交

付
時

に
点

字
や

声
の

広
報

を
周

知
，

登
録

勧
奨

す
る

と
と

も
に

，
視

覚
に

障
が

い
の

あ
る

人
の

情
報

取
得

が
よ

り
円

滑
に

進
む

よ
う

，
障

害
福

祉
課

で
は

音
声

コ
ー

ド
作

成
ソ

フ
ト

の
導

入
や

読
み

書
き

支
援

員
養

成
研

修
に

取
り

組
み

ま
し

た
。

・
ま

た
「
手

話
言

語
条

例
」
に

基
づ

き
，

手
話

の
啓

発
・
普

及
に

努
め

，
点

字
・
声

の
広

報
登

録
者

割
合

や
手

話
通

訳
者

な
ど

の
派

遣
回

数
の

増
加

に
つ

な
が

り
ま

し
た

。
市

の
行

事
等

へ
の

手
話

通
訳

者
・
要

約
筆

記
者

の
派

遣
や

市
職

員
対

象
の

手
話

教
室

の
実

施
な

ど
，

引
き

続
き

啓
発

に
努

め
て

ま
り

ま
す

。
〇

7
-
1
-
3
 生

活
困

窮
者

の
自

立
支

援
と

地
域

か
ら

の
孤

立
予

防
で

は
・
生

活
困

窮
者

自
立

支
援

制
度

に
基

づ
く
相

談
に

様
々

な
関

係
機

関
が

連
携

し
て

解
決

を
図

る
体

制
作

り
を

進
め

て
ま

い
り

ま
し

た
が

，
窓

口
利

用
者

が
横

ば
い

と
な

っ
て

お
り

，
普

及
啓

発
に

つ
い

て
，

工
夫

が
必

要
で

あ
る

と
共

に
，

相
談

者
に

対
す

る
支

援
プ

ラ
ン

の
作

成
に

お
い

て
は

相
談

支
援

員
に

よ
る

積
極

的
な

働
き

か
け

が
必

要
で

あ
る

と
認

識
し

て
い

ま
す

。

展
開

状
況

傾
向

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

概
ね

達
成

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

概
ね

達
成

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

良
好

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

良
好

☆
×

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

て
い

る
が

，
進

捗
が

不
十

分
実

施
し

て
い

な
い

小
項

目
が

あ
り

，
進

捗
も

不
十

分

○
（

全
て

実
施

）
△

（
一

部
実

施
）

（
未

達
見

込
）

×

（
良

好
傾

向
）

△

（
達

成
見

込
）

○
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■
施

策
目

標
後

期
施

策
評

価
シ

ー
ト

目
標

施
策

目
標

【
後

期
基

本
計

画
の

施
策

評
価

】

(
1
)
 
前

提
条

件
の

変
化

(
2
)
 
関

連
計

画
の

策
定

状
況

(
3
)
 
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

（
R
1
.
5
実

施
）

肯
定

的
意

見
否

定
的

意
見

わ
か

ら
な

い
無

回
答

5
8
.
9
%

1
6
.
0
%

2
3
.
5
%

1
.
5
%

(
4
)
 
重

点
施

策
の

取
組

状
況

め
ざ

す
値

重
点

施
策

の
名

称
重

点
取

組
H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
2

地
域

見
ま

も
り

ネ
ッ

ト
事

業
の

加
入

事
業
者

数
（

件
／

年
）

6
3

1
3
2

1
3
9

1
2
6

1
3
8

1
0
0

○

高
齢

者
生

活
支

援
セ

ン
タ
ー

の
新

規
相

談
者
数

（
人

／
年

）

1
,
2
0
1

1
,
0
8
7

1
,
1
9
6

9
7
5

1
,
0
8
3

1
,
2
8
0

×

地
域

ケ
ア

会
議

の
開

催
数
（

回
／

年
）

5
1
8

6
1
2

1
4

2
5

△

地
域

発
信

型
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

会
議

を
通

じ
た
地

域
活

動
の

実
践
件

数
（

件
／

年
）

4
6

1
3

2
0

1
8

1
0

○

施
策

目
標

推
進

部
施

策
取

り
ま

と
め

課
福

祉
部

高
齢

介
護

課
７

　
　

　
高

齢
者

や
障

が
い

の
あ

る
人

が
い

き
い

き
と

安
心

し
て

住
み

続
け

ら
れ

る
、

ま
ち

ぐ
る

み
の

支
え

合
い

・
助

け
合

い
が

７
－

２
　

高
齢

者
が

い
つ

ま
で

も
い

き
い

き
と

安
心

し
て

暮
ら

せ
て

い
る

後
期

基
本

計
画

策
定

以
降

（
H
2
8
～

）
の

社
会

経
済

環
境

の
変

化
課

題
別

計
画

の
策

定
状
況

調
査

結
果

「
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

強
化

の
た

め
の

介
護

保
険

法
等

の
一

部
を

改
正

す
る

法
律

」
（
H

3
0
）
施

行 「
成

年
後

見
制

度
の

利
用

の
促

進
に

関
す

る
法

律
」
(H

2
8
)施

行

ア
　

後
期

基
本

計
画

の
内

容
　

（
Ｐ

l
a
n
）

イ
　

取
組

の
実

施
状

況
　

（
Ｄ

ｏ
）

ウ
　

取
組

結
果

　
（

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
）

第
７

次
芦

屋
す

こ
や

か
長

寿
プ

ラ
ン

２
１

の
策

定
(H

2
7
～

H
2
9
）

第
８

次
芦

屋
す

こ
や

か
長

寿
プ

ラ
ン

２
１

の
策

定
(H

3
0
～

H
3
2
）

第
3
次

芦
屋

市
地

域
福

祉
計

画
の

策
定

(H
2
9
～

H
3
3
)

傾
向

7
-
2
-
1

高
齢

者
を

地
域

と
と

も
に

支
援

で
き

る
体

制
づ

く
り

を
行

い
ま

す
。

①
ま

ち
ぐ

る
み

で
高

齢
者

を
支

え
る

地
域

づ
く
り

の
た

め
に

，
地

域
見

ま
も

り
ネ

ッ
ト

事
業

を
推

進
し

，
各

圏
域

に
お

け
る

高
齢

者
生

活
支

援
セ

ン
タ

ー
を

強
化

す
る

と
と

も
に

，
医

療
機

関
な

ど
と

の
連

携
を

図
り

ま
す

。
②

高
齢

者
の

支
援

に
つ

い
て

考
え

，
地

域
で

支
え

る
仕

組
み

づ
く
り

を
実

践
す

る
市

民
を

増
や

す
た

め
，

地
域

発
信

型
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
会

議
や

地
域

ケ
ア

会
議

を
開

催
し

ま
す

。
③

地
域

活
動

な
ど

へ
の

参
加

や
関

心
を

持
つ

市
民

を
増

や
し

，
ま

た
，

地
域

活
動

に
関

わ
る

市
民

を
育

て
る

た
め

に
，

活
動

団
体

の
Ｐ

Ｒ
や

地
域

活
動

の
実

践
報

告
の

場
を

提
供

し
ま

す
。

④
地

域
密

着
型

サ
ー

ビ
ス

（
定

期
巡

回
・
随

時
対

応
型

訪
問

介
護

看
護

な
ど

）
を

含
め

た
福

祉
施

設
の

整
備

を
進

め
ま

す
。

◇
地

域
ケ

ア
会

議
へ

の
積

極
的

な
参

加 ◇
地

域
密

着
型

サ
ー

ビ
ス

運
営

推
進

会
議

へ
の

参
加

①
社

会
福

祉
協

議
会

が
市

内
の

商
店

街
等

を
回

り
，

普
及

活
動

を
行

っ
た

。
ま

た
，

認
知

症
高

齢
者

の
見

守
り

・
Ｓ

Ｏ
Ｓ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

事
業

を
実

施
し

，
地

域
見

ま
も

り
ネ

ッ
ト

登
録

事
業

者
に

協
力

員
へ

の
登

録
を

依
頼

し
た

。
認

知
症

に
よ

る
行

方
不

明
高

齢
者

等
を

早
期

に
発

見
す

る
た

め
「
認

知
症

高
齢

者
見

守
り

シ
ス

テ
ム

利
用

助
成

事
業

を
開

始
。

（
H

3
0
）

②
高

齢
者

生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

を
周

知
す

る
た

め
，

郵
便

局
や

新
聞

配
達

店
舗

で
の

チ
ラ

シ
の

設
置

や
出

前
講

座
，

認
知

症
サ

ポ
ー

タ
ー

養
成

講
座

，
福

祉
フ

ェ
ア

な
ど

の
イ

ベ
ン

ト
時

に
周

知
し

た
。

ま
た

，
高

齢
者

生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

に
よ

る
出

張
相

談
会

も
実

施
し

た
。

　
「
地

域
発

信
型

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

」
で

は
，

市
民

，
専

門
職

，
行

政
が

協
働

し
て

，
わ

が
町

を
再

発
見

す
る

取
組

と
し

て
，

「
地

域
白

書
」
を

作
成

。
各

町
の

社
会

資
源

の
発

見
と

共
有

，
新

た
な

社
会

資
源

の
開

発
等

に
向

け
て

，
民

生
委

員
・

児
童

委
員

，
福

祉
推

進
委

員
，

自
治

会
・
老

人
会

会
員

等
で

協
議

を
行

っ
た

。
「
地

域
発

信
型

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

」
の

小
地

域
福

祉
ブ

ロ
ッ

ク
会

議
開

催
前

に
地

域
住

民
を

交
え

た
協

議
を

行
い

，
地

域
の

課
題

が
よ

り
明

確
化

さ
れ

，
取

組
を

活
性

化
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

（
H

3
0
）

③
高

齢
者

生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

に
よ

る
自

立
支

援
型

地
域

ケ
ア

会
議

な
ど

に
多

職
種

が
新

た
に

連
携

し
て

取
り

組
ん

だ
。

　
「
地

域
の

居
場

所
」
の

周
知

及
び

活
動

者
の

活
動

意
欲

向
上

に
向

け
，

把
握

し
た

社
会

資
源

を
ま

と
め

た
冊

子
を

作
成

し
配

布
し

た
。

（
H

3
0
）

　
地

域
福

祉
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ロ

グ
ラ

ム
推

進
協

議
会

と
し

て
地

域
交

流
イ

ベ
ン

ト
に

出
展

す
る

ほ
か

，
保

健
福

祉
フ

ェ
ア

に
お

い
て

地
域

活
動

に
積

極
的

に
取

り
組

ん
で

い
る

団
体

に
活

動
報

告
を

し
て

も
ら

い
，

表
彰

を
行

っ
た

。
④

高
浜

町
に

新
た

に
整

備
さ

れ
た

社
会

福
祉

複
合

施
設

「
ラ

イ
フ

サ
ポ

ー
ト

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

」
に

お
い

て
，

地
域

密
着

型
サ

ー
ビ

ス
（
定

期
巡

回
・
随

時
対

応
型

訪
問

介
護

看
護

及
び

地
域

密
着

型
通

所
介

護
）
の

整
備

を
行

っ
た

。
（
H

3
0
）

○
（
全

て
実

施
）

後
期

５
年

の
重

点
施

策
市

民
主

体
に

よ
る

取
組

取
組

の
実

施
状

況
展

開
状

況
指

標
（

単
位
）

指
標

の
推

移

45



認
知

症
サ

ポ
ー

タ
ー

養
成

講
座

受
講

者
数
（

人
／

年
）

1
,
2
8
5

1
,
1
1
9

1
,
2
8
1

7
6
9

7
8
3

1
,
5
0
0

×

権
利

擁
護

支
援

者
養

成
研
修

参
加

者
に

お
け
る

人
材

バ
ン

ク
登
録

者
の

割
合

（
％
）

5
7
.
8

4
2
.
9

6
6
.
7

8
7
.
0

8
9
.
5

7
5
.
0

○

シ
ル

バ
ー

人
材

セ
ン

タ
ー
の

会
員

数
（

人
／
年

）
1
,
0
0
4

1
,
0
5
4

1
,
0
9
2

1
,
1
0
9

1
,
1
2
1

1
,
3
0
0

△

老
人

福
祉

会
館

の
利

用
者
数

（
人

／
年

）
2
8
,
8
5
9

2
8
,
5
5
4

2
7
,
1
0
0

2
6
,
0
8
6

2
4
,
6
8
1

3
5
,
0
0
0

×

老
人

ク
ラ

ブ
の

会
員

数
（
人

／
年

）
3
,
0
1
5

2
,
9
7
5

3
,
0
4
2

3
,
0
1
3

2
,
9
5
3

3
,
1
0
0

×

介
護

予
防

事
業

（
介

護
予

防
セ

ン
タ

ー
）
の

参
加

者
数

（
人
／

年
）

2
6
,
4
9
2

2
7
,
5
0
3

2
8
,
5
2
9

2
6
,
7
5
6

2
8
,
3
7
8

2
9
,
0
0
0

○

○
（
全

て
実

施
）

△
(良

好
傾

向
)

○
（
全

て
実

施
）

7
-
2
-
3

高
齢

者
の

社
会

参
加

と
就

労
の

機
会

を
拡

充
し

，
生

き
が

い
活

動
を

推
進

し
ま

す
。

①
高

齢
者

の
経

験
と

技
術

を
活

用
で

き
る

機
会

を
増

や
す

た
め

の
仕

組
み

を
つ

く
る

た
め

，
シ

ル
バ

ー
人

材
セ

ン
タ

ー
を

支
援

し
ま

す
。

②
高

齢
者

が
社

会
参

加
で

き
る

場
所

を
増

や
す

た
め

に
，

老
人

福
祉

会
館

で
の

文
化

，
教

養
，

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

活
動

を
促

進
し

ま
す

。
ま

た
，

家
に

と
じ

こ
も

り
に

な
ら

な
い

よ
う

に
身

近
な

と
こ

ろ
で

趣
味

・
創

作
活

動
が

で
き

る
，

生
き

が
い

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

事
業

を
充

実
し

ま
す

。
③

地
域

の
老

人
ク

ラ
ブ

の
活

性
化

を
図

る
た

め
に

，
老

人
ク

ラ
ブ

連
合

会
と

連
携

し
て

地
域

発
信

型
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

位
置

付
け

ら
れ

て
い

る
会

議
な

ど
に

お
い

て
，

機
会

あ
る

ご
と

に
老

人
ク

ラ
ブ

の
活

動
を

広
く
周

知
し

ま
す

。
④

「
介

護
予

防
」
の

意
識

を
持

ち
な

が
ら

社
会

参
加

を
続

け
る

高
齢

者
が

増
え

る
よ

う
に

，
地

域
発

信
型

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
位

置
付

け
ら

れ
て

い
る

会
議

な
ど

に
お

い
て

，
機

会
あ

る
ご

と
に

介
護

予
防

事
業

の
周

知
，

啓
発

を
図

る
と

と
も

に
，

す
で

に
介

護
予

防
事

業
に

参
加

し
て

い
る

高
齢

者
の

意
識

が
向

上
す

る
よ

う
取

り
組

み
ま

す
。

◇
福

祉
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
へ

の
理

解
と

参
加

◇
自

主
的

な
介

護
予

防
事

業
の

取
組

①
9
月

の
高

齢
者

月
間

に
併

せ
て

，
市

役
所

北
館

展
示

コ
ー

ナ
ー

に
お

い
て

，
高

齢
者

の
就

業
機

会
の

確
保

及
び

会
員

増
強

の
た

め
，

シ
ル

バ
ー

人
材

セ
ン

タ
ー

の
事

業
紹

介
を

行
っ

た
。

ま
た

，
シ

ル
バ

ー
人

材
セ

ン
タ

ー
に

生
活

支
援

型
訪

問
サ

ー
ビ

ス
従

事
者

研
修

の
実

施
を

委
託

し
，

高
齢

者
の

経
験

と
技

術
を

活
用

で
き

る
機

会
の

創
出

を
支

援
し

た
。

②
生

き
が

い
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
事

業
に

つ
い

て
，

周
知

啓
発

に
努

め
る

と
と

も
に

，
実

施
場

所
や

回
数

の
充

実
を

図
り

，
利

用
者

数
の

増
加

に
つ

な
げ

た
。

③
老

人
ク

ラ
ブ

に
よ

る
高

齢
者

ス
ポ

ー
ツ

大
会

や
演

芸
発

表
会

な
ど

の
活

動
及

び
は

ぴ
ね

す
カ

ー
ド

事
業

の
実

施
を

支
援

し
た

。
ま

た
，

9
月

の
高

齢
者

月
間

に
併

せ
て

，
市

役
所

北
館

展
示

コ
ー

ナ
ー

な
ど

に
お

い
て

，
会

員
増

強
の

た
め

老
人

ク
ラ

ブ
の

活
動

紹
介

を
行

っ
た

。
④

高
齢

者
生

活
支

援
セ

ン
タ

ー
が

中
心

と
な

っ
て

介
護

予
防

に
関

す
る

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

の
作

成
や

配
布

，
講

演
会

の
開

催
，

介
護

予
防

教
室

開
催

等
の

介
護

予
防

事
業

を
継

続
実

施
し

た
。

　
高

齢
者

の
介

護
予

防
を

目
的

と
し

た
「
さ

わ
や

か
教

室
」
を

体
操

，
口

腔
ケ

ア
・
栄

養
指

導
，

音
楽

リ
ズ

ム
教

室
，

水
中

ス
ト

レ
ッ

チ
と

多
岐

に
渡

る
内

容
で

実
施

し
た

。
ま

た
地

域
で

活
動

す
る

介
護

予
防

の
自

主
グ

ル
ー

プ
の

立
ち

上
げ

を
支

援
す

る
た

め
，

ト
レ

ー
ナ

ー
派

遣
事

業
に

つ
い

て
新

た
に

チ
ラ

シ
を

作
成

し
，

周
知

を
行

っ
た

。
　

保
健

福
祉

フ
ェ

ア
で

は
，

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

内
の

介
護

予
防

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

，
自

主
グ

ル
ー

プ
で

出
来

る
よ

う
な

体
操

の
紹

介
・
体

験
を

実
施

し
，

介
護

予
防

セ
ン

タ
ー

自
身

の
自

主
的

な
介

護
予

防
へ

の
取

り
組

み
を

発
信

す
る

拠
点

と
し

て
の

周
知

も
図

っ
た

。
（
H

2
8
～

H
3
0
）

　
9
月

発
行

の
あ

し
や

広
報

高
齢

者
特

集
号

で
は

，
「
さ

わ
や

か
教

室
」
や

「
ト

レ
ー

ナ
ー

派
遣

事
業

」
，

高
齢

者
生

活
支

援
セ

ン
タ

ー
が

開
催

す
る

「
さ

わ
や

か
教

室
」
及

び
他

の
「
介

護
予

防
教

室
」
等

に
つ

い
て

も
掲

載
し

た
。

ま
た

，
C

A
T
V

に
お

い
て

も
，

「
さ

わ
や

か
教

室
」
と

「
ト

レ
ー

ナ
ー

派
遣

事
業

」
を

紹
介

し
，

参
加

を
呼

び
か

け
た

。
（
H

2
8
～

H
3
0
）

　
「
介

護
予

防
・
通

い
の

場
づ

く
り

事
業

」
の

啓
発

チ
ラ

シ
を

作
成

し
，

高
齢

者
が

多
く
集

う
イ

ベ
ン

ト
で

配
架

し
周

知
に

努
め

た
。

（
H

3
0
）

○
（
全

て
実

施
）

7
-
2
-
2

高
齢

者
の

参
加

が
推

進
さ

れ
，

担
い

手
と

し
て

活
躍

で
き

る
仕

組
み

づ
く
り

を
行

い
ま

す
。

①
認

知
症

対
応

に
取

り
組

む
地

域
が

増
え

る
よ

う
に

，
「
認

知
症

の
正

し
い

理
解

」
や

適
切

な
対

応
を

普
及

す
る

認
知

症
サ

ポ
ー

タ
ー

養
成

講
座

を
実

施
し

ま
す

。
②

地
域

に
お

け
る

「
権

利
擁

護
」
の

意
識

を
高

め
る

た
め

に
，

権
利

擁
護

の
研

修
や

広
報

に
よ

る
周

知
活

動
を

行
い

ま
す

。
③

支
援

が
必

要
な

高
齢

者
を

把
握

す
る

た
め

に
，

地
域

に
働

き
か

け
ま

す
。

ま
た

，
支

援
体

制
の

整
備

を
進

め
る

た
め

に
，

介
護

保
険

事
業

で
新

た
に

創
設

さ
れ

る
「
介

護
予

防
・
日

常
生

活
支

援
総

合
事

業
」
の

検
討

，
準

備
を

行
い

，
実

施
し

ま
す

。

◇
認

知
症

の
予

防
啓

発
や

高
齢

者
を

守
る

た
め

の
自

発
的

な
事

業
の

実
施

①
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
養

成
講

座
を

実
施

し
，

認
知

症
の

正
し

い
理

解
の

普
及

及
び

認
知

症
サ

ポ
ー

タ
ー

の
養

成
に

努
め

た
。

認
知

症
の

支
援

に
資

す
る

「
あ

し
や

認
知

症
ほ

っ
と

ナ
ビ

」
を

作
成

し
配

布
し

た
。

（
H

3
0
）

　
下

記
③

の
「
ひ

と
り

一
役

活
動

推
進

事
業

」
に

お
い

て
，

認
知

症
へ

の
対

応
知

識
を

活
か

し
た

活
動

を
展

開
で

き
る

よ
う

，
「
ひ

と
り

一
役

ワ
ー

カ
ー

」
に

対
し

認
知

症
サ

ポ
ー

タ
ー

養
成

講
座

を
開

催
し

た
。

（
H

3
0
）

②
「
介

護
相

談
員

派
遣

事
業

」
に

つ
い

て
，

「
広

報
あ

し
や

」
，

「
広

報
チ

ャ
ン

ネ
ル

」
を

活
用

し
て

周
知

・
啓

発
を

行
い

，
「
権

利
擁

護
支

援
者

養
成

研
修

」
の

受
講

者
数

が
増

加
し

た
。

　
小

地
域

単
位

で
の

権
利

擁
護

セ
ミ

ナ
ー

を
実

施
し

，
地

域
に

お
け

る
権

利
擁

護
意

識
の

醸
成

に
努

め
た

。
（
H

3
0
）

　
地

域
に

お
け

る
権

利
擁

護
の

担
い

手
と

し
て

，
市

民
後

見
人

の
推

薦
を

行
い

選
任

さ
れ

た
。

（
H

3
0
）

　
「
介

護
相

談
員

派
遣

事
業

」
を

ベ
ー

ス
と

し
た

本
市

の
独

自
事

業
と

し
て

，
「
障

が
い

者
福

祉
施

設
等

相
談

員
派

遣
事

業
」
を

試
行

実
施

。
（
H

3
0
）

③
「
ひ

と
り

一
役

活
動

推
進

事
業

」
を

開
始

(H
2
9
～

)
2
0
歳

以
上

の
方

が
，

「
ひ

と
り

一
役

ワ
ー

カ
ー

」
と

し
て

登
録

，
市

内
の

高
齢

者
施

設
並

び
に

高
齢

者
宅

を
訪

問
し

，
「
で

き
る

こ
と

・
し

た
い

こ
と

」
を

実
現

で
き

る
仕

組
み

を
構

築
し

た
。

　
「
ひ

と
り

一
役

ワ
ー

カ
ー

」
の

活
動

を
推

進
す

る
た

め
，

ワ
ー

カ
ー

通
信

の
発

行
，

ワ
ー

カ
ー

と
受

け
入

れ
事

業
所

と
の

交
流

会
を

実
施

し
た

。
（
H

2
9
・
3
0
）

民
生

委
員

・
児

童
委

員
等

の
活

動
を

通
じ

て
高

齢
者

を
は

じ
め

と
し

た
支

援
を

必
要

と
す

る
人

の
把

握
に

努
め

た
。

ま
と

め
取

組
の

評
価

結
果

の
評

価
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(
5
)
 
施

策
目

標
の

総
括

総
括

結
果

☆
☆

☆

総
括

コ
メ

ン
ト

〇
7
-
2
-
1
 高

齢
者

を
地

域
と

と
も

に
支

援
で

き
る

体
制

づ
く
り

で
は

・
認

知
症

高
齢

者
の

見
守

り
・
Ｓ

Ｏ
Ｓ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

事
業

の
実

施
や

認
知

症
高

齢
者

見
守

り
シ

ス
テ

ム
利

用
助

成
事

業
の

開
始

な
ど

に
取

り
組

み
，

地
域

見
ま

も
り

ネ
ッ

ト
事

業
の

加
入

事
業

者
数

が
順

調
に

増
加

す
る

な
ど

，
地

域
で

の
支

援
体

制
が

進
ん

で
き

て
い

ま
す

。
今

後
も

地
域

と
一

体
と

な
っ

て
，

高
齢

者
を

支
え

る
取

り
組

み
を

進
め

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
〇

7
-
2
-
2
 高

齢
者

の
参

加
と

担
い

手
と

し
て

活
躍

で
き

る
仕

組
み

づ
く
り

で
は

・
広

報
あ

し
や

及
び

広
報

チ
ャ

ン
ネ

ル
で

「
介

護
相

談
員

派
遣

事
業

」
の

周
知

・
啓

発
を

行
い

，
「
権

利
擁

護
支

援
者

養
成

研
修

」
受

講
者

数
増

加
に

結
び

付
き

ま
し

た
。

さ
ら

に
本

事
業

を
ベ

ー
ス

と
し

た
本

市
の

独
自

事
業

と
し

て
「
障

が
い

者
福

祉
施

設
等

相
談

員
派

遣
事

業
」
を

試
行

実
施

し
ま

し
た

。
ま

た
，

「
ひ

と
り

一
役

活
動

推
進

事
業

」
を

開
始

し
，

「
で

き
る

こ
と

・
し

た
い

こ
と

」
を

実
現

で
き

る
仕

組
み

を
構

築
し

ま
し

た
。

引
き

続
き

，
認

知
症

に
関

す
る

理
解

が
よ

り
広

ま
り

，
深

ま
る

よ
う

に
地

域
に

働
き

か
け

る
と

と
も

に
，

講
座

を
受

講
し

た
サ

ポ
ー

タ
ー

の
活

躍
の

場
の

開
発

や
関

連
施

策
と

の
効

果
的

な
連

携
を

検
討

し
て

い
く
必

要
が

あ
り

ま
す

〇
7
-
2
-
3
 高

齢
者

の
社

会
参

加
と

就
労

機
会

の
拡

充
，

生
き

が
い

活
動

の
推

進
で

は
・
介

護
予

防
・
日

常
生

活
支

援
総

合
事

業
に

お
け

る
生

活
支

援
型

訪
問

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
事

業
所

と
し

て
指

定
を

受
け

る
た

め
の

支
援

を
行

う
と

と
も

に
，

シ
ル

バ
ー

人
材

セ
ン

タ
ー

に
生

活
支

援
型

訪
問

サ
ー

ビ
ス

従
事

者
研

修
事

業
を

委
託

す
る

な
ど

，
高

齢
者

の
経

験
と

技
術

を
活

用
で

き
る

機
会

の
創

出
に

向
け

支
援

を
行

い
ま

し
た

。
老

人
福

祉
会

館
の

利
用

者
数

は
減

っ
て

い
る

も
の

の
，

介
護

予
防

事
業

の
参

加
者

数
や

シ
ル

バ
ー

人
材

セ
ン

タ
ー

の
会

員
数

は
堅

調
な

数
字

を
示

す
な

ど
，

一
定

程
度

の
高

齢
者

の
社

会
参

加
は

図
ら

れ
て

い
ま

す
が

，
今

後
ま

す
ま

す
高

齢
化

す
る

社
会

に
向

け
て

，
更

な
る

高
齢

者
の

社
会

参
加

と
生

き
が

い
活

動
を

推
進

し
て

い
く
必

要
が

あ
り

ま
す

。

展
開

状
況

傾
向

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

概
ね

達
成

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

概
ね

達
成

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

良
好

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

良
好

☆
×

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

て
い

る
が

，
進

捗
が

不
十

分
実

施
し

て
い

な
い

小
項

目
が

あ
り

，
進

捗
も

不
十

分

○
（

全
て

実
施

）
△

（
一

部
実

施
）

（
未

達
見

込
）

×

（
良

好
傾

向
）

△

（
達

成
見

込
）

○
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■
施

策
目

標
後

期
施

策
評

価
シ

ー
ト

目
標

施
策

目
標

【
後

期
基

本
計

画
の

施
策

評
価

】

(
1
)
 
前

提
条

件
の

変
化

(
2
)
 
関

連
計

画
の

策
定

状
況

(
3
)
 
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

（
R
1
.
5
実

施
）

肯
定

的
意

見
否

定
的

意
見

わ
か

ら
な

い
無

回
答

3
0
.
4
%

1
8
.
3
%

4
9
.
7
%

1
.
6
%

(
4
)
 
重

点
施

策
の

取
組

状
況

め
ざ

す
値

重
点

施
策

の
名

称
重

点
取

組
H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
2

障
が

い
の

あ
る

人
に

対
す
る

地
域

の
理

解
度
（

％
）

2
2
.
9

（
H
2
5
）

－
1
8
.
1

－
－

3
0
.
9

×

サ
ポ

ー
ト

フ
ァ

イ
ル

の
配
布

部
数

（
累

計
冊

数
）

1
3
3

1
8
1

2
1
1

2
3
0

2
6
3

3
0
6

○

「
相

談
相

手
」

が
障

が
い
者

相
談

支
援

事
業
と

回
答

し
た

割
合
（

％
）

1
0
.
0

（
H
2
5
）

－
1
3
.
4

－
－

1
5
.
0

△

障
が

い
の

あ
る

人
の

権
利
擁

護
支

援
セ

ン
タ
ー

で
の

相
談

件
数
（

件
／

年
）

7
6
0

6
7
5

6
0
5

5
9
1

5
5
4

9
0
4

×

施
策

目
標

推
進

部
施

策
取

り
ま

と
め

課
福

祉
部

障
害

福
祉

課
７

　
　

　
高

齢
者

や
障

が
い

の
あ

る
人

が
い

き
い

き
と

安
心

し
て

住
み

続
け

ら
れ

る
、

ま
ち

ぐ
る

み
の

支
え

合
い

・
助

け
合

い
が

７
－

３
　

障
が

い
の

あ
る

人
の

権
利

が
尊

重
さ

れ
、

持
て

る
能

力
を

最
大

限
に

発
揮

で
き

る

後
期

基
本

計
画

策
定

以
降

（
H
2
8
～

）
の

社
会

経
済

環
境

の
変

化
課

題
別

計
画

の
策

定
状
況

調
査

結
果

・
「
障

害
者

の
日

常
生

活
及

び
社

会
生

活
を

総
合

的
に

支
援

す
る

た
め

の
法

律
」
（
障

害
者

総
合

支
援

法
）
の

一
部

改
正

・
「
障

害
を

理
由

と
す

る
差

別
の

解
消

の
推

進
に

関
す

る
法

律
」
（
障

害
者

差
別

解
消

法
）
の

施
行

・
「
障

害
者

の
雇

用
の

促
進

等
に

関
す

る
法

律
」
（
障

害
者

雇
用

促
進

法
）
の

一
部

改
正

・
「
成

年
後

見
制

度
の

利
用

の
促

進
に

関
す

る
法

律
」
（
成

年
後

見
制

度
利

用
促

進
法

）
の

施
行

・
「
芦

屋
市

心
が

つ
な

が
る

手
話

言
語

条
例

」
の

施
行

ア
　

後
期

基
本

計
画

の
内

容
　

（
Ｐ

l
a
n
）

イ
　

取
組

の
実

施
状

況
　

（
Ｄ

ｏ
）

ウ
　

取
組

結
果

　
（

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
）

・
芦

屋
市

障
害

者
（
児

）
福

祉
計

画
第

６
次

中
期

計
画

（
H

2
7
～

H
3
2
）

・
芦

屋
市

第
５

期
障

害
福

祉
計

画
・
芦

屋
市

第
１

期
障

害
児

福
祉

計
画

（
H

3
0
～

H
3
2
）

傾
向

7
-
3
-
1

障
が

い
へ

の
理

解
を

深
め

る
た

め
，

普
及

，
啓

発
活

動
を

行
い

ま
す

。

①
障

が
い

へ
の

正
し

い
理

解
が

広
が

る
よ

う
に

，
障

が
い

理
解

の
た

め
の

学
習

機
会

の
増

加
，

交
流

活
動

の
場

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
②

支
援

を
必

要
と

す
る

人
が

，
途

切
れ

の
な

い
支

援
を

受
け

ら
れ

る
よ

う
に

，
サ

ポ
ー

ト
フ

ァ
イ

ル
の

周
知

，
有

効
活

用
に

向
け

た
研

修
会

等
を

開
催

し
，

サ
ポ

ー
ト

フ
ァ

イ
ル

の
普

及
，

啓
発

に
努

め
ま

す
。

◇
障

が
い

の
あ

る
人

へ
の

正
し

い
理

解
，

見
守

り
，

声
か

け ◇
福

祉
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
へ

の
理

解
と

参
加

①
広

報
臨

時
号

「
障

が
い

福
祉

特
集

号
」
の

紙
面

を
刷

新
し

，
見

や
す

く
す

る
と

と
も

に
，

福
祉

マ
ッ

プ
「
お

し
え

て
！

芦
屋

っ
ぷ

」
を

改
訂

し
，

障
が

い
福

祉
情

報
を

発
信

し
た

。
障

が
い

へ
の

理
解

を
深

め
る

た
め

の
啓

発
冊

子
を

改
訂

し
，

各
小

学
校

に
配

布
し

，
福

祉
学

習
で

の
活

用
を

働
き

か
け

た
。

学
習

の
機

会
と

し
て

，
出

前
講

座
の

メ
ニ

ュ
ー

に
「
手

話
入

門
」
を

加
え

る
と

と
も

に
，

保
健

福
祉

フ
ェ

ア
に

お
い

て
，

発
達

障
が

い
の

あ
る

人
の

感
じ

方
の

体
験

「
き

て
み

て
さ

わ
っ

て
感

じ
て

み
よ

う
」
を

実
施

し
，

普
及

啓
発

を
行

っ
た

。
②

サ
ポ

ー
ト

フ
ァ

イ
ル

の
普

及
啓

発
に

つ
い

て
は

，
学

校
園

長
会

議
に

お
い

て
，

サ
ポ

ー
ト

フ
ァ

イ
ル

の
紹

介
を

行
っ

た
。

○
（
全

て
実

施
）

後
期

５
年

の
重

点
施

策
市

民
主

体
に

よ
る

取
組

取
組

の
実

施
状

況
展

開
状

況
指

標
（

単
位
）

指
標

の
推

移

7
-
3
-
2

相
談

窓
口

体
制

や
相

談
拠

点
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

①
障

が
い

の
あ

る
人

が
安

心
し

て
相

談
支

援
が

受
け

ら
れ

る
よ

う
に

，
障

が
い

者
基

幹
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
を

は
じ

め
と

し
た

各
相

談
事

業
者

の
人

材
育

成
な

ど
，

相
談

支
援

事
業

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
②

障
が

い
の

あ
る

人
一

人
一

人
の

権
利

が
尊

重
さ

れ
安

心
し

て
暮

ら
す

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
，

権
利

擁
護

支
援

セ
ン

タ
ー

機
能

を
充

実
し

，
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

し
ま

す
。

③
障

害
者

差
別

解
消

支
援

地
域

協
議

会
を

設
置

し
，

障
が

い
を

理
由

と
す

る
差

別
に

関
す

る
相

談
や

紛
争

の
防

止
，

解
決

等
を

推
進

す
る

た
め

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

し
ま

す
。

①
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
総

合
相

談
の

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

機
能

を
生

か
す

た
め

，
関

係
機

関
と

情
報

共
有

を
行

い
適

切
な

支
援

へ
つ

な
げ

る
と

と
も

に
，

各
相

談
事

業
所

の
代

表
者

で
構

成
す

る
「
管

理
者

会
議

」
を

開
催

し
，

人
材

育
成

・
確

保
な

ど
の

相
談

支
援

事
業

の
充

実
を

図
っ

た
。

ま
た

，
保

健
福

祉
フ

ェ
ア

に
お

い
て

，
相

談
事

業
を

は
じ

め
と

す
る

障
が

い
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

周
知

を
図

っ
た

。
②

障
が

い
の

あ
る

人
の

一
人

一
人

の
権

利
が

守
ら

れ
る

よ
う

，
権

利
擁

護
支

援
セ

ン
タ

ー
で

は
，

司
法

職
と

福
祉

職
が

協
働

し
て

，
相

談
支

援
を

行
っ

て
お

り
，

ま
た

，
虐

待
対

応
等

に
つ

い
て

は
，

関
係

機
関

と
連

携
を

図
り

な
が

ら
，

重
層

的
な

支
援

を
行

う
と

と
も

に
，

個
別

支
援

を
通

じ
た

，
障

が
い

の
あ

る
人

の
支

援
の

た
め

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

に
努

め
て

い
る

。
ま

た
，

障
が

い
者

虐
待

の
防

止
及

び
通

報
・
相

談
窓

口
に

関
し

て
，

広
報

紙
，

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

，
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
配

布
に

よ
り

周
知

し
て

い
る

。
養

護
者

に
よ

る
虐

待
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
見

直
し

，
改

訂
版

を
作

成
す

る
と

と
も

に
，

障
が

い
者

施
設

職
員

向
け

の
「
虐

待
防

止
研

修
」
を

実
施

し
た

。
　

介
護

保
険

制
度

に
お

け
る

「
介

護
相

談
員

派
遣

事
業

」
を

ベ
ー

ス
と

し
た

本
市

の
独

自
事

業
と

し
て

，
「
障

が
い

者
福

祉
施

設
等

相
談

員
派

遣
事

業
」
を

試
行

実
施

。
（
H

3
0
）

③
「
障

が
い

者
差

別
解

消
支

援
地

域
協

議
会

」
を

設
置

し
，

福
祉

関
係

機
関

に
と

ど
ま

ら
ず

，
司

法
・
商

工
・
労

働
関

係
等

の
地

域
の

様
々

な
関

係
機

関
で

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
し

，
障

が
い

を
理

由
と

す
る

差
別

の
解

消
を

図
る

た
め

の
会

議
を

開
催

し
た

。
ま

た
，

令
和

元
年

度
に

「
障

害
者

差
別

解
消

に
関

す
る

条
例

」
の

制
定

に
向

け
て

作
業

部
会

を
設

置
し

た
。

○
（
全

て
実

施
）
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計
画

相
談

支
援

事
業

利
用
者

数
（

人
／

年
）

1
,
6
0
8

1
,
4
8
8

1
,
4
5
2

1
,
5
4
8

1
,
5
1
2

8
,
3
3
1

×

療
育

支
援

相
談

件
数

（
件
／

年
）

1
4
9

2
1
0

2
3
5

2
0
1

2
1
7

1
7
6

○

障
が

い
の

あ
る

人
の

一
般
就

労
移

行
者

数
（
人

／
年

）
1
0

1
0

6
1
0

1
2

2
0

×

障
が

い
の

あ
る

人
の

短
期
雇

用
（

チ
ャ
レ

ン
ジ

ド
雇

用
）
任

用
延

月
数

（
月
／

年
）

8
1
2

1
0

7
5

2
4

×

芦
屋

市
障

害
者

雇
用

奨
励
金

の
交

付
者

数
（
人

／
年

）
0

0
5

9
7

3
○

○
（
全

て
実

施
）

×
(未

達
見

込
)

(
5
)
 
施

策
目

標
の

総
括

総
括

結
果

☆

○
（
全

て
実

施
）

7
-
3
-
3

障
が

い
福

祉
サ

ー
ビ

ス
な

ど
の

提
供

基
盤

の
整

備
を

進
め

ま
す

。

①
障

が
い

の
あ

る
人

が
必

要
な

サ
ー

ビ
ス

な
ど

を
利

用
で

き
る

よ
う

に
，

計
画

相
談

支
援

事
業

を
実

施
し

ま
す

。
②

地
域

生
活

支
援

拠
点

等
の

機
能

を
持

つ
福

祉
施

設
の

整
備

を
進

め
ま

す
。

③
障

が
い

児
が

，
適

切
な

療
育

，
訓

練
を

早
期

に
受

け
ら

れ
る

よ
う

に
，

保
健

・
医

療
・
福

祉
・
教

育
の

関
係

機
関

と
連

携
し

た
療

育
支

援
体

制
の

整
備

を
推

進
し

ま
す

。

①
計

画
相

談
支

援
事

業
に

つ
い

て
は

，
障

が
い

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
計

画
的

な
提

供
を

行
う

「
サ

ー
ビ

ス
等

利
用

計
画

」
の

利
用

率
を

1
0
0
％

と
し

た
。

②
全

世
代

を
対

象
と

し
た

包
括

支
援

を
実

現
す

る
た

め
の

機
能

を
備

え
た

，
新

た
な

福
祉

の
拠

点
と

な
る

社
会

福
祉

複
合

施
設

を
整

備
す

る
た

め
，

事
業

者
を

公
募

し
た

（
H

2
8
）
。

整
備

に
あ

た
り

全
世

代
交

流
の

場
の

活
用

や
各

機
能

の
あ

り
方

に
つ

い
て

事
業

者
と

協
議

を
進

め
，

H
3
0
年

1
2
月

に
地

域
生

活
支

援
拠

点
等

の
機

能
も

持
つ

，
社

会
福

祉
複

合
施

設
「
高

浜
町

ラ
イ

フ
サ

ポ
ー

ト
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
」
が

開
設

さ
れ

た
（
H

2
9
，

H
3
0
）
。

③
療

育
支

援
体

制
に

つ
い

て
は

，
H

3
0
年

度
に

高
浜

社
会

福
祉

複
合

施
設

に
児

童
発

達
支

援
セ

ン
タ

ー
が

開
設

し
，

毎
月

事
業

者
と

庁
内

外
の

関
係

者
に

よ
る

定
例

会
議

を
開

催
し

，
運

営
体

制
に

つ
い

て
の

報
告

，
助

言
等

を
行

っ
た

。
ま

た
，

芦
屋

市
民

が
利

用
す

る
障

害
児

通
所

支
援

事
業

所
の

サ
ー

ビ
ス

の
質

の
向

上
を

図
る

為
，

兵
庫

県
と

協
力

し
集

団
指

導
を

実
施

し
た

。
今

後
，

福
祉

と
教

育
の

連
携

の
た

め
関

係
課

が
連

携
し

て
課

題
・
情

報
共

有
の

会
議

を
行

い
，

市
の

療
育

体
制

の
見

直
し

に
つ

い
て

引
き

続
き

協
議

し
て

い
く
。

○
（
全

て
実

施
）

7
-
3
-
4

障
が

い
の

あ
る

人
の

就
労

支
援

を
行

い
ま

す
。

①
障

が
い

の
あ

る
人

が
持

て
る

能
力

を
発

揮
し

て
就

労
で

き
る

よ
う

に
，

就
労

支
援

関
係

機
関

と
の

連
携

強
化

な
ど

就
労

支
援

を
充

実
し

ま
す

。
②

障
が

い
の

あ
る

人
の

市
役

所
に

お
け

る
短

期
雇

用
（
チ

ャ
レ

ン
ジ

ド
雇

用
）

を
推

進
し

，
雇

用
の

場
を

拡
充

し
ま

す
。

③
障

が
い

の
あ

る
人

が
継

続
し

て
企

業
で

雇
用

さ
れ

る
よ

う
に

，
芦

屋
市

障
害

者
雇

用
奨

励
金

の
交

付
な

ど
，

継
続

雇
用

の
支

援
を

行
い

ま
す

。

①
障

が
い

の
あ

る
人

の
就

労
に

つ
い

て
は

，
阪

神
南

障
害

者
雇

用
・
就

業
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
会

議
に

参
加

し
，

就
労

支
援

関
係

機
関

と
の

連
携

を
強

化
し

た
。

②
チ

ャ
レ

ン
ジ

ド
雇

用
に

つ
い

て
は

，
障

害
福

祉
課

で
雇

用
し

，
障

害
福

祉
課

以
外

の
職

場
で

就
労

で
き

る
よ

う
雇

用
の

場
の

拡
充

を
検

討
し

た
。

③
障

害
者

雇
用

奨
励

金
は

新
規

の
申

請
者

も
あ

っ
た

。
イ

ベ
ン

ト
参

加
を

促
し

た
A

型
作

業
所

で
は

販
路

拡
大

に
つ

な
が

り
，

雇
用

の
継

続
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

ま
と

め
取

組
の

評
価

結
果

の
評

価

総
括

コ
メ

ン
ト

〇
7
-
3
-
1
 障

が
い

へ
の

理
解

を
深

め
る

た
め

の
普

及
，

啓
発

活
動

で
は

・
広

報
臨

時
号

「
障

が
い

福
祉

特
集

号
」
な

ど
に

よ
る

啓
発

や
出

前
講

座
を

開
催

し
ま

し
た

。
ア

ン
ケ

ー
ト

等
に

よ
り

障
が

い
へ

の
理

解
は

深
ま

っ
て

い
る

も
の

の
，

今
後

も
継

続
し

て
教

育
の

場
や

交
流

活
動

を
通

じ
て

，
障

が
い

理
解

へ
の

一
層

の
普

及
・
啓

発
に

取
り

組
ん

で
ま

い
り

ま
す

。
〇

7
-
3
-
2
 相

談
窓

口
体

制
や

相
談

拠
点

の
充

実
で

は
・
基

幹
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
を

中
心

に
相

談
体

制
強

化
に

努
め

て
い

る
と

こ
ろ

で
す

。
現

在
，

障
が

い
の

一
般

相
談

・
基

幹
相

談
・
計

画
相

談
を

４
法

人
に

委
託

し
て

お
り

ま
す

が
，

委
託

法
人

の
合

併
及

び
新

規
法

人
事

業
所

開
設

に
伴

い
，

役
割

分
担

を
見

直
し

ま
す

。
ま

た
，

障
が

い
を

理
由

と
す

る
差

別
の

解
消

に
取

り
組

む
た

め
に

「
障

が
い

者
差

別
解

消
支

援
地

域
協

議
会

」
を

開
催

し
ま

し
た

が
，

さ
ら

に
「
障

害
者

差
別

解
消

に
関

す
る

条
例

」
の

制
定

を
は

じ
め

と
し

て
継

続
し

て
取

り
組

み
ま

す
。

〇
7
-
3
-
3
 障

が
い

福
祉

サ
ー

ビ
ス

な
ど

の
提

供
基

盤
の

整
備

で
は

・
「
サ

ー
ビ

ス
等

利
用

計
画

」
利

用
率

1
0
0
％

を
達

成
し

ま
し

た
。

ま
た

，
地

域
生

活
支

援
拠

点
等

の
機

能
を

持
つ

「
高

浜
町

ラ
イ

フ
サ

ポ
ー

ト
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
」
が

開
設

さ
れ

，
当

該
施

設
内

に
療

育
支

援
を

担
う

児
童

発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

が
あ

わ
せ

て
整

備
さ

れ
ま

し
た

。
今

後
も

，
こ

れ
ら

の
施

設
と

県
や

関
係

課
が

連
携

し
，

取
り

組
み

ま
す

。
〇

7
-
3
-
4
 障

が
い

の
あ

る
人

の
就

労
支

援
で

は
・
就

労
支

援
関

係
機

関
と

の
連

携
強

化
や

，
福

祉
サ

ー
ビ

ス
か

ら
一

般
就

労
へ

の
移

行
促

進
，

チ
ャ

レ
ン

ジ
ド

雇
用

の
拡

充
を

進
め

て
い

ま
す

が
，

実
績

は
横

ば
い

と
な

っ
て

い
ま

す
。

一
方

，
障

害
者

雇
用

奨
励

金
の

利
用

は
拡

充
し

て
お

り
，

イ
ベ

ン
ト

に
参

加
し

た
作

業
所

の
販

路
が

拡
大

す
る

な
ど

，
継

続
雇

用
の

下
支

え
に

つ
な

が
っ

て
い

る
と

考
え

ら
れ

ま
す

。
今

後
も

，
就

労
支

援
連

絡
会

の
開

催
な

ど
時

機
を

捉
え

た
支

援
を

行
い

ま
す

。

展
開

状
況

傾
向

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

概
ね

達
成

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

概
ね

達
成

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

良
好

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

良
好

☆
×

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

て
い

る
が

，
進

捗
が

不
十

分
実

施
し

て
い

な
い

小
項

目
が

あ
り

，
進

捗
も

不
十

分

○
（

全
て

実
施

）
△

（
一

部
実

施
）

（
未

達
見

込
）

×

（
良

好
傾

向
）

△

（
達

成
見

込
）

○
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■
施

策
目

標
後

期
施

策
評

価
シ

ー
ト

目
標

施
策

目
標

【
後

期
基

本
計

画
の

施
策

評
価

】

(
1
)
 
前

提
条

件
の

変
化

(
2
)
 
関

連
計

画
の

策
定

状
況

(
3
)
 
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

（
R
1
.
5
実

施
）

肯
定

的
意

見
否

定
的

意
見

わ
か

ら
な

い
無

回
答

6
0
.
4
%

1
2
.
9
%

2
5
.
1
%

1
.
7
%

(
4
)
 
重

点
施

策
の

取
組

状
況

め
ざ

す
値

重
点

施
策

の
名

称
重

点
取

組
H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
2

街
頭

犯
罪

・
侵

入
犯

罪
の
認

知
件

数
（

件
／
年

）
4
4
5

4
0
6

3
9
2

3
3
4

2
9
0

2
3
0

○

犯
罪

被
害

者
等

に
対

す
る
支

援
制

度
に

関
す
る

研
修

へ
の

参
加
者

数
（

人
／

年
）

－
－

－
1
5
1

7
1

1
6
0

△

消
費

生
活

フ
ェ

ア
参

加
者
数

（
人

／
年

）
3
4
1

2
1
8

5
2
0

1
,
1
8
1

8
8
9

4
0
0

○

消
費

生
活

に
関

す
る

講
座
の

参
加

者
数 （

人
／
年

）

3
0
6

3
2
7

3
2
8

4
9
9

6
5
7

3
5
9

○

○
（
全

て
実

施
）

○
(達

成
見

込
)

施
策

目
標

推
進

部
施

策
取

り
ま

と
め

課
市

民
生

活
部

地
域

経
済

振
興

課
８

　
　

　
一

人
一

人
の

意
識

や
ま

ち
の

雰
囲

気
が

暮
ら

し
の

安
全

を
支

え
て

い
る

８
－

１
　

市
民

一
人

一
人

の
暮

ら
し

の
安

全
・

安
心

へ
の

意
識

が
高

ま
っ

て
い

る

後
期

基
本

計
画

策
定

以
降

（
H
2
8
～

）
の

社
会

経
済

環
境

の
変

化
課

題
別

計
画

の
策

定
状
況

調
査

結
果

ア
　

後
期

基
本

計
画

の
内

容
　

（
Ｐ

l
a
n
）

イ
　

取
組

の
実

施
状

況
　

（
Ｄ

ｏ
）

ウ
　

取
組

結
果

　
（

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
）

消
費

者
教

育
推

進
計

画

傾
向

8
-
1
-
1

犯
罪

か
ら

身
を

守
る

方
法

の
周

知
，

啓
発

に
努

め
ま

す
。

①
　

市
民

の
防

犯
意

識
の

高
揚

及
び

安
全

を
確

保
す

る
た

め
，

不
審

者
情

報
，

犯
罪

発
生

情
報

，
危

険
箇

所
に

関
す

る
情

報
等

を
発

信
し

，
各

種
防

犯
活

動
の

連
携

強
化

と
啓

発
に

取
り

組
み

ま
す

。
②

　
犯

罪
被

害
者

等
の

置
か

れ
た

現
状

の
理

解
を

広
め

る
た

め
の

啓
発

活
動

や
，

県
，

関
係

機
関

，
民

間
団

体
と

連
携

し
て

，
犯

罪
被

害
者

等
の

権
利

利
益

の
保

護
と

適
切

な
支

援
に

取
り

組
み

ま
す

。

◇
身

近
な

犯
罪

情
報

を
知

る
こ

と

後
期

５
年

の
重

点
施

策
市

民
主

体
に

よ
る

取
組

取
組

の
実

施
状

況
展

開
状

況
指

標
（

単
位
）

①
生

活
安

全
推

進
連

絡
会

等
を

開
催

し
，

情
報

を
周

知
す

る
と

と
も

に
各

団
体

の
活

動
や

問
題

点
を

共
有

す
る

こ
と

で
連

携
を

図
り

，
地

域
防

犯
活

動
の

支
援

を
行

っ
た

。
②

公
益

社
団

法
人

ひ
ょ

う
ご

被
害

者
支

援
セ

ン
タ

ー
に

協
力

を
仰

ぎ
，

犯
罪

被
害

者
に

つ
い

て
の

研
修

を
開

催
し

,広
報

等
で

の
啓

発
を

行
っ

た
。

兵
庫

県
弁

護
士

会
が

開
催

す
る

研
修

に
参

加
し

た
。

○
（
全

て
実

施
）

指
標

の
推

移

○
（
全

て
実

施
）

ま
と

め
取

組
の

評
価

結
果

の
評

価

8
-
1
-
2

消
費

生
活

に
関

す
る

情
報

提
供

，
相

談
，

教
育

の
充

実
を

図
り

ま
す

。

①
　

振
り

込
め

詐
欺

や
ネ

ッ
ト

犯
罪

な
ど

の
最

新
の

事
案

に
対

応
し

た
情

報
提

供
，

相
談

体
制

の
充

実
と

と
も

に
，

被
害

の
救

済
へ

つ
な

げ
て

い
く
た

め
の

関
係

機
関

と
の

連
携

体
制

を
充

実
し

ま
す

。
②

　
様

々
な

消
費

者
問

題
に

つ
い

て
市

民
自

ら
的

確
な

判
断

と
行

動
が

で
き

る
よ

う
に

，
必

要
な

情
報

や
知

識
を

十
分

に
得

ら
れ

る
た

め
の

教
材

提
供

や
情

報
提

供
を

行
い

ま
す

。
③

　
学

校
に

お
い

て
，

子
ど

も
た

ち
が

必
要

な
知

識
や

適
切

な
判

断
力

を
身

に
付

け
る

た
め

の
学

習
を

計
画

的
に

実
施

し
ま

す
。

④
　

自
ら

を
被

害
か

ら
守

る
だ

け
で

は
な

く
，

未
然

に
防

ぐ
こ

と
が

で
き

る
知

識
を

持
っ

た
消

費
者

市
民

と
し

て
活

躍
す

る
人

材
を

育
成

す
る

た
め

，
「
（
仮

称
）
芦

屋
市

消
費

者
教

育
基

本
計

画
」
を

策
定

し
，

身
近

な
と

こ
ろ

で
知

識
を

学
ぶ

機
会

を
確

保
す

る
な

ど
，

消
費

者
教

育
を

推
進

し
ま

す
。

①
生

活
安

全
推

進
連

絡
会

に
オ

ブ
ザ

ー
バ

ー
参

加
，

新
た

に
養

成
し

た
消

費
生

活
サ

ポ
ー

タ
ー

に
つ

い
て

周
知

を
行

い
，

連
携

体
制

を
充

実
し

た
。

西
山

手
高

齢
者

支
援

セ
ン

タ
ー

か
ら

の
依

頼
に

よ
り

，
西

山
郵

便
局

に
「
送

り
つ

け
商

法
」
に

関
す

る
啓

発
ポ

ス
タ

ー
を

掲
示

し
た

。
②

こ
れ

ま
で

の
チ

ラ
シ

等
に

加
え

ツ
イ

ッ
タ

ー
に

よ
る

情
報

提
供

を
開

始
し

た
。

市
営

住
宅

の
大

規
模

集
約

化
に

合
わ

せ
，

引
っ

越
し

に
関

す
る

消
費

生
活

ト
ラ

ブ
ル

の
啓

発
を

，
旧

居
住

地
，

高
浜

集
会

所
の

両
方

で
実

施
し

た
。

③
夏

休
み

期
間

に
子

供
向

け
金

融
講

座
を

実
施

し
た

。
中

学
校

の
社

会
で

は
，

身
近

な
消

費
生

活
を

中
心

に
経

済
活

動
の

意
義

を
理

解
さ

せ
る

と
い

う
内

容
で

学
習

を
進

め
て

い
る

。
ま

た
家

庭
科

で
は

，
自

分
や

家
族

の
消

費
生

活
に

関
心

を
持

ち
，

消
費

者
の

基
本

的
な

権
利

と
責

任
に

つ
い

て
理

解
す

る
学

習
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

こ
ど

も
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

で
の

子
ど

も
向

け
啓

発
を

参
加

型
の

も
の

に
発

展
さ

せ
た

。
④

消
費

者
の

環
境

や
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

に
応

じ
た

体
系

的
な

消
費

者
教

育
を

推
進

す
る

と
と

も
に

，
参

画
と

協
働

に
よ

る
消

費
者

教
育

の
推

進
と

相
互

連
携

に
よ

る
地

域
全

体
の

消
費

者
力

向
上

を
実

現
す

る
た

め
，

H
2
9
年

度
か

ら
３

か
年

を
計

画
期

間
と

す
る

消
費

者
教

育
推

進
計

画
を

策
定

し
推

進
し

て
い

る
。
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(
5
)
 
施

策
目

標
の

総
括

総
括

結
果

☆
☆

☆
☆

☆

〇
8
-
1
-
1
 犯

罪
か

ら
身

を
守

る
方

法
の

周
知

，
啓

発
で

は
・
防

犯
，

消
費

生
活

に
関

す
る

情
報

を
タ

イ
ム

リ
ー

に
届

け
る

た
め

の
S
N

S
に

よ
る

情
報

発
信

を
開

始
し

，
こ

れ
ま

で
情

報
が

届
き

に
く
か

っ
た

層
に

も
必

要
な

情
報

を
提

供
で

き
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。
街

頭
犯

罪
・
侵

入
犯

罪
の

認
知

件
数

は
順

調
に

減
少

し
て

い
る

も
の

の
，

め
ざ

す
値

に
は

到
達

し
て

お
ら

ず
，

団
体

間
の

連
携

を
一

層
図

る
と

と
も

に
，

犯
罪

被
害

者
の

支
援

に
つ

い
て

は
，

警
察

や
民

間
団

体
と

連
携

し
，

周
知

や
研

修
を

行
っ

て
ま

い
り

ま
す

。
〇

8
-
1
-
2
 消

費
生

活
に

関
す

る
情

報
提

供
，

相
談

，
教

育
の

充
実

で
は

・
ツ

イ
ッ

タ
ー

で
の

情
報

提
供

な
ど

，
多

様
な

方
法

で
消

費
生

活
に

関
す

る
情

報
提

供
を

行
い

，
子

ど
も

向
け

金
融

講
座

な
ど

も
実

施
し

な
が

ら
，

消
費

者
教

育
推

進
計

画
を

進
め

ま
し

た
。

セ
ミ

ナ
ー

等
の

参
加

者
層

は
増

加
傾

向
に

な
っ

て
お

り
，

徐
々

に
市

民
の

意
識

も
高

ま
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
，

継
続

し
て

取
り

組
み

ま
す

。

総
括

コ
メ

ン
ト

展
開

状
況

傾
向

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

概
ね

達
成

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

概
ね

達
成

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

良
好

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

良
好

☆
×

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

て
い

る
が

，
進

捗
が

不
十

分
実

施
し

て
い

な
い

小
項

目
が

あ
り

，
進

捗
も

不
十

分

○
（

全
て

実
施

）
△

（
一

部
実

施
）

（
未

達
見

込
）

×

（
良

好
傾

向
）

△

（
達

成
見

込
）

○
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■
施

策
目

標
後

期
施

策
評

価
シ

ー
ト

目
標

施
策

目
標

【
後

期
基

本
計

画
の

施
策

評
価

】

(
1
)
 
前

提
条

件
の

変
化

(
2
)
 
関

連
計

画
の

策
定

状
況

(
3
)
 
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

（
R
1
.
5
実

施
）

肯
定

的
意

見
否

定
的

意
見

わ
か

ら
な

い
無

回
答

6
7
.
8
%

1
3
.
3
%

1
7
.
8
%

1
.
2
%

(
4
)
 
重

点
施

策
の

取
組

状
況

め
ざ

す
値

重
点

施
策

の
名

称
重

点
取

組
H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
2

街
頭

犯
罪

・
侵

入
犯

罪
の
認

知
件

数
（

件
／
年

）
4
4
5

4
0
6

3
9
2

3
3
4

2
9
0

2
3
0

○

市
が

管
理

す
る

街
灯

の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化

率
（

％
）

7
.
7

1
7
.
4

3
0
.
9

3
8
.
1

4
9
.
7

4
1
.
8

○

△
（
一

部
実

施
）

○
(達

成
見

込
)

(
5
)
 
施

策
目

標
の

総
括

総
括

結
果

☆
☆

☆
☆

結
果

の
評

価

〇
8
-
2
-
1
 犯

罪
が

起
き

に
く
い

環
境

の
整

備
で

は
・
青

少
年

育
成

愛
護

委
員

や
ま

ち
づ

く
り

防
犯

グ
ル

ー
プ

に
よ

る
地

域
の

子
ど

も
だ

ち
の

見
守

り
，

安
全

安
心

に
関

す
る

団
体

の
連

絡
協

議
会

開
催

な
ど

に
よ

り
犯

罪
の

起
き

に
く
い

環
境

づ
く
り

を
推

進
し

て
い

ま
す

。
市

に
お

い
て

は
青

色
回

転
灯

付
パ

ト
ロ

ー
ル

車
に

よ
る

子
ど

も
の

下
校

時
見

守
り

や
防

犯
カ

メ
ラ

の
設

置
な

ど
に

取
り

組
み

，
街

頭
犯

罪
。

侵
入

犯
罪

の
認

知
件

数
は

減
少

し
て

い
ま

す
が

，
目

指
す

値
に

は
到

達
し

て
い

ま
せ

ん
。

今
後

，
地

域
活

動
グ

ル
ー

プ
の

高
齢

化
に

よ
る

後
継

者
不

足
が

問
題

と
な

る
中

で
，

さ
ら

に
い

ろ
い

ろ
な

団
体

と
の

連
携

を
行

い
，

活
動

の
活

性
化

に
つ

な
げ

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
す

。

総
括

コ
メ

ン
ト

ま
と

め
取

組
の

評
価

①
青

少
年

育
成

愛
護

委
員

の
巡

視
活

動
で

は
年

々
拡

大
の

傾
向

に
あ

り
，

活
動

に
伴

う
広

報
活

動
（
愛

護
班

通
信

／
毎

月
発

行
や

１
年

を
振

り
返

っ
て

の
ま

と
め

の
冊

子
「
愛

の
み

ま
も

り
」
な

ど
）
を

実
施

し
て

い
る

。
　

ま
ち

づ
く
り

防
犯

グ
ル

ー
プ

連
絡

協
議

会
を

開
催

し
，

活
動

や
問

題
点

を
有

す
る

こ
と

で
，

地
域

防
犯

活
動

の
支

援
を

行
っ

た
（
３

回
／

年
）
。

生
活

安
全

推
進

連
絡

会
及

び
分

科
会

を
開

催
し

，
生

活
安

全
に

関
わ

る
団

体
の

連
携

と
活

動
の

活
性

化
を

支
援

し
た

。
　

ケ
ー

ブ
ル

テ
レ

ビ
（
あ

し
や

ト
ラ

イ
ア

ン
グ

ル
）
で

子
ど

も
の

見
守

り
を

行
っ

て
い

る
様

々
な

団
体

を
紹

介
し

た
。

②
有

害
環

境
の

浄
化

活
動

と
し

て
白

ポ
ス

ト
の

取
り

組
み

や
青

少
年

へ
の

相
談

・
指

導
を

行
い

，
青

色
回

転
灯

付
パ

ト
ロ

ー
ル

車
に

よ
る

下
校

時
の

子
ど

も
見

守
り

巡
視

を
行

っ
て

い
る

。
　

地
域

の
方

々
の

意
見

を
聞

き
な

が
ら

，
通

学
路

を
中

心
に

防
犯

カ
メ

ラ
1
2
0

台
を

設
置

し
た

。
　

社
会

を
明

る
く
す

る
運

動
の

一
環

と
し

て
，

毎
年

，
ル

ナ
・
ホ

ー
ル

に
て

関
係

団
体

に
よ

る
市

民
の

集
い

を
開

催
し

，
犯

罪
防

止
や

犯
罪

を
犯

し
た

人
の

立
ち

直
り

を
助

け
る

啓
発

を
行

っ
て

い
る

。
そ

の
ほ

か
，

地
域

で
犯

罪
の

な
い

ま
ち

づ
く
り

を
協

議
す

る
場

と
し

て
，

社
明

学
習

会
（
ビ

デ
オ

鑑
賞

や
講

演
）
や

公
開

ケ
ー

ス
研

究
会

を
開

催
し

た
。

③
H

2
8
年

度
に

水
銀

灯
を

3
3
4
灯

，
ナ

ト
リ

ウ
ム

灯
を

1
1
灯

，
メ

タ
ル

ハ
ラ

イ
ド

灯
を

１
灯

の
L
E
D

化
を

実
施

。
H

2
9
年

度
に

水
銀

灯
2
0
2
灯

，
ナ

ト
リ

ウ
ム

灯
を

7
3
灯

，
メ

タ
ル

ハ
ラ

イ
ド

灯
を

1
3
灯

の
L
E
D

化
を

実
施

。
H

3
0
年

度
に

水
銀

灯
2
7
9
灯

，
ナ

ト
リ

ウ
ム

灯
を

9
5
灯

，
メ

タ
ル

ハ
ラ

イ
ド

灯
を

1
6
灯

の
L
E
D

化
を

実
施

。

刑
法

犯
認

知
件

数
が

戦
後

以
来

最
少

と
な

っ
た

防
犯

カ
メ

ラ
や

ド
ラ

イ
ブ

レ
コ

ー
ダ

ー
の

需
要

が
高

ま
っ

て
い

る
。

「
再

犯
の

防
止

等
の

推
進

に
関

す
る

法
律

」
施

行
（
H

2
8
）

地
域

の
中

の
連

携
が

求
め

ら
れ

て
い

る

ア
　

後
期

基
本

計
画

の
内

容
　

（
Ｐ

l
a
n
）

イ
　

取
組

の
実

施
状

況
　

（
Ｄ

ｏ
）

ウ
　

取
組

結
果

　
（

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
）

傾
向

8
-
2
-
1

見
守

り
活

動
や

情
報

提
供

の
充

実
に

よ
り

，
犯

罪
が

起
き

に
く
い

環
境

を
整

え
ま

す
。

①
　

街
頭

犯
罪

・
侵

入
犯

罪
認

知
件

数
の

更
な

る
減

少
を

目
指

し
，

ま
ち

づ
く
り

防
犯

グ
ル

ー
プ

な
ど

へ
の

若
い

世
代

の
参

加
な

ど
の

活
性

化
を

図
り

，
見

守
り

，
見

回
り

活
動

が
充

実
で

き
る

よ
う

支
援

し
ま

す
。

②
　

警
察

な
ど

の
関

係
機

関
と

も
情

報
を

共
有

し
，

市
民

へ
の

情
報

発
信

を
充

実
さ

せ
る

ほ
か

，
市

で
行

え
る

対
策

を
講

じ
ま

す
。

③
　

照
度

調
査

な
ど

を
行

い
，

街
灯

の
新

設
，

補
修

等
照

度
の

向
上

を
図

る
と

と
も

に
，

Ｌ
Ｅ

Ｄ
灯

へ
の

更
新

に
よ

り
球

切
れ

に
よ

る
消

灯
を

減
少

さ
せ

ま
す

。

◇
地

域
を

自
分

た
ち

で
守

っ
て

い
く
活

動
へ

の
参

加
◇

通
り

を
暗

く
し

な
い

た
め

の
集

合
住

宅
の

外
灯

や
戸

建
住

宅
の

門
灯

な
ど

の
点

灯
活

動

後
期

５
年

の
重

点
施

策
市

民
主

体
に

よ
る

取
組

取
組

の
実

施
状

況
展

開
状

況
指

標
（

単
位
）

△
（
一

部
実

施
）

指
標

の
推

移

８
－

２
　

犯
罪

が
起

き
に

く
い

ま
ち

に
な

っ
て

い
る

後
期

基
本

計
画

策
定

以
降

（
H
2
8
～

）
の

社
会

経
済

環
境

の
変

化
課

題
別

計
画

の
策

定
状
況

調
査

結
果

施
策

目
標

推
進

部
施

策
取

り
ま

と
め

課
都

市
建

設
部

建
設

総
務

課
８

　
　

　
一

人
一

人
の

意
識

や
ま

ち
の

雰
囲

気
が

暮
ら

し
の

安
全

を
支

え
て

い
る

展
開

状
況

傾
向

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

概
ね

達
成

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

概
ね

達
成

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

良
好

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

良
好

☆
×

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

て
い

る
が

，
進

捗
が

不
十

分
実

施
し

て
い

な
い

小
項

目
が

あ
り

，
進

捗
も

不
十

分

○
（

全
て

実
施

）
△

（
一

部
実

施
）

（
未

達
見

込
）

×

（
良

好
傾

向
）

△

（
達

成
見

込
）

○
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■
施

策
目

標
後

期
施

策
評

価
シ

ー
ト

目
標

施
策

目
標

【
後

期
基

本
計

画
の

施
策

評
価

】

(
1
)
 
前

提
条

件
の

変
化

(
2
)
 
関

連
計

画
の

策
定

状
況

(
3
)
 
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

（
R
1
.
5
実

施
）

肯
定

的
意

見
否

定
的

意
見

わ
か

ら
な

い
無

回
答

5
5
.
8
%

1
8
.
7
%

2
4
.
0
%

1
.
5
%

(
4
)
 
重

点
施

策
の

取
組

状
況

め
ざ

す
値

重
点

施
策

の
名

称
重

点
取

組
H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
2

自
主

防
災

会
な

ど
に

よ
る
訓

練
参

加
者

（
人
／

年
）

1
,
1
1
6

2
,
7
5
3

2
,
9
6
1

3
,
9
2
0

3
,
2
2
6

3
,
0
0
0

○

土
砂

災
害

警
戒

区
域

及
び
津

波
浸

水
想

定
区
域

で
の

地
区

防
災
計

画
の

策
定

割
合
（

％
）

0
.
0

0
.
0

0
.
0

5
.
0

5
.
0

1
0
0
.
0

×

個
別

避
難

支
援

計
画

策
定
数

（
件

）
1
,
3
8
0

2
,
1
8
6

2
,
2
8
9

2
,
1
3
6

2
,
2
5
4

3
,
3
0
0

△

避
難

訓
練

に
参

加
し

た
要
援

護
者

数
（

人
／
年

）
－

0
0

6
0

6
6
0

×

９
－

１
　

家
庭

や
地

域
，

行
政

の
防

災
力

が
向

上
し

て
い

る

後
期

基
本

計
画

策
定

以
降

（
H
2
8
～

）
の

社
会

経
済

環
境

の
変

化
課

題
別

計
画

の
策

定
状
況

調
査

結
果

施
策

目
標

推
進

部
施

策
取

り
ま

と
め

課
都

市
建

設
部

防
災

安
全

課
９

　
　

　
ま

ち
の

防
災

力
が

向
上

し
，

災
害

時
に

的
確

に
行

動
で

き
る

よ
う

備
え

て
い

る

・
熊

本
地

震
の

発
生

。

ア
　

後
期

基
本

計
画

の
内

容
　

（
Ｐ

l
a
n
）

イ
　

取
組

の
実

施
状

況
　

（
Ｄ

ｏ
）

ウ
　

取
組

結
果

　
（

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
）

・
芦

屋
市

地
域

防
災

計
画

・
水

防
計

画
（
毎

年
更

新
）

・
芦

屋
市

強
靱

化
計

画
（
H

2
9
～

H
3
3
)

傾
向

9
-
1
-
1

災
害

時
に

地
域

の
人

た
ち

が
主

体
と

な
っ

て
防

災
活

動
が

行
え

る
基

盤
作

り
を

進
め

ま
す

。

①
　

市
民

の
防

災
意

識
を

高
め

る
た

め
，

集
中

豪
雨

や
土

砂
災

害
等

の
災

害
に

備
え

，
集

会
所

単
位

な
ど

で
の

説
明

会
を

行
う

な
ど

，
効

果
的

な
周

知
，

啓
発

活
動

に
取

り
組

み
ま

す
。

②
　

災
害

時
に

地
域

住
民

間
で

協
力

し
合

え
る

体
制

を
構

築
す

る
た

め
，

津
波

浸
水

被
害

や
土

砂
災

害
の

恐
れ

が
あ

る
地

区
か

ら
優

先
し

て
地

区
防

災
計

画
の

策
定

を
支

援
し

ま
す

。
③

　
災

害
時

に
要

援
護

者
が

安
全

に
避

難
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

，
要

援
護

者
の

「
個

別
避

難
支

援
計

画
」
を

策
定

し
ま

す
。

④
　

個
別

避
難

支
援

計
画

に
基

づ
く

地
域

住
民

が
主

体
と

な
っ

た
避

難
訓

練
の

実
施

や
，

日
頃

か
ら

の
地

域
で

の
見

守
り

を
進

め
る

等
，

共
助

の
地

域
づ

く
り

を
支

援
し

ま
す

。
⑤

　
災

害
時

に
情

報
入

手
手

段
を

持
た

な
い

災
害

時
要

援
護

者
な

ど
へ

の
情

報
伝

達
手

段
の

追
加

導
入

を
検

討
し

ま
す

。

◇
災

害
時

に
近

く
で

気
が

付
い

た
危

険
情

報
を

行
政

へ
連

絡 ◇
防

災
訓

練
な

ど
地

域
に

お
け

る
防

災
活

動
へ

の
積

極
的

な
参

加

後
期

５
年

の
重

点
施

策
市

民
主

体
に

よ
る

取
組

取
組

の
実

施
状

況
展

開
状

況
指

標
（

単
位
）

①
市

民
の

防
災

意
識

の
向

上
を

図
る

た
め

，
出

前
講

座
や

防
災

講
習

会
な

ど
を

実
施

。
　

自
助

，
共

助
を

推
進

す
る

た
め

，
市

内
全

戸
に

防
災

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

を
配

布
。

（
H

2
9
年

度
）

　
自

治
会

等
を

対
象

に
地

区
防

災
マ

ッ
プ

作
成

の
取

組
を

推
進

。
②

地
域

に
お

け
る

住
民

主
体

の
防

災
・
減

災
の

取
り

組
み

を
促

進
す

る
た

め
，

各
自

治
会

等
に

地
区

防
災

計
画

の
説

明
会

を
実

施
。

ま
た

，
地

域
の

特
性

に
応

じ
た

計
画

を
策

定
す

る
た

め
，

地
区

防
災

マ
ッ

プ
づ

く
り

の
支

援
を

実
施

。
③

要
配

慮
者

支
援

の
重

要
性

を
周

知
す

る
た

め
，

自
治

会
等

に
対

し
て

災
害

時
要

配
慮

者
名

簿
の

説
明

会
を

実
施

。
名

簿
受

領
団

体
は

3
0
団

体
と

な
っ

た
。

　
「
緊

急
・
災

害
時

要
援

護
者

台
帳

」
の

登
録

や
更

新
を

進
め

る
た

め
，

福
祉

部
と

防
災

安
全

課
が

連
携

し
，

未
登

録
者

に
案

内
文

書
を

送
付

し
た

。
　

H
2
9
年

度
に

災
害

時
に

迅
速

な
避

難
支

援
等

や
，

日
頃

か
ら

の
地

域
で

の
見

守
り

を
進

め
る

た
め

，
関

係
課

と
連

携
し

，
緊

急
・
災

害
時

要
援

護
者

台
帳

シ
ス

テ
ム

を
導

入
し

た
こ

と
に

よ
り

，
登

録
者

の
情

報
を

デ
ジ

タ
ル

管
理

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
④

地
域

で
の

自
主

防
災

訓
練

に
お

い
て

要
配

慮
者

支
援

の
取

組
を

推
進

。
　

「
広

報
あ

し
や

」
障

が
い

特
集

号
で

要
援

護
者

台
帳

に
つ

い
て

の
啓

発
及

び
登

録
者

へ
の

情
報

更
新

に
つ

い
て

案
内

し
た

。
　

西
日

本
豪

雨
被

害
や

大
阪

北
部

地
震

発
生

時
に

，
要

配
慮

者
名

簿
が

活
用

状
況

に
つ

い
て

民
生

委
員

や
自

治
会

に
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

た
。

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
を

参
考

に
，

よ
り

現
実

的
な

支
援

の
方

法
に

つ
い

て
関

係
課

と
協

議
し

，
個

別
避

難
支

援
計

画
に

つ
い

て
研

究
す

る
こ

と
と

な
っ

た
。

　
地

域
密

着
型

介
護

老
人

福
祉

施
設

（
ア

ラ
ベ

ラ
の

家
）
に

お
い

て
，

福
祉

避
難

所
と

し
て

の
訓

練
を

行
っ

た
。

（
H

2
9
）

⑤
防

災
情

報
入

手
手

段
と

し
て

，
緊

急
告

知
ラ

ジ
オ

や
Ｊ
：
Ｃ

Ｏ
Ｍ

の
防

災
受

信
端

末
に

よ
る

防
災

行
政

無
線

の
放

送
を

開
始

。
（
H

2
8
）

　
防

災
情

報
入

手
手

段
と

し
て

，
S
N

S
（
フ

ェ
イ

ス
ブ

ッ
ク

，
ツ

イ
ッ

タ
ー

）
を

導
入

。
（
H

2
8
）

○
（
全

て
実

施
）

指
標

の
推

移
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1
1
9
番

通
報

受
信

か
ら

出
場
ま

で
の

時
間

（
平
均

時
間

）
2
分

3
2
秒

2
分

2
7
秒

2
分

2
1
秒

1
分

4
3
秒

1
分

5
2
秒

2
分

2
9
秒

○

緊
急

性
の

な
い

1
1
9

番
受

信
件

数
（

件
／

年
）

3
,
0
7
9

3
,
1
5
1

2
,
7
0
2

1
,
9
4
0

1
,
9
4
5

2
,
5
0
0

○

は
し

ご
車

架
梯

・
接

近
状
況

可
否

（
接

着
可

能
棟

の
割

合
）
（

％
）

5
5
.
0

5
5
.
4

5
5
.
6

5
5
.
8

5
5
.
9

5
7
.
0

△

消
防

団
員

数
（

人
）

9
8

1
0
0

9
9

9
8

1
1
1

1
1
0

○

民
間

事
業

者
と

の
災

害
時
に

お
け

る
応

援
協
定

締
結

数
（

件
）

2
0

2
2

2
6

3
4

4
5

3
8

○

防
災

リ
ー

ダ
ー

養
成

講
座
受

講
者

数
（

人
／
年

）
4

3
2

0
3

4
×

マ
ン

ホ
ー

ル
ト

イ
レ

及
び
井

戸
を

設
置

し
た
学

校
の

割
合

（
％
）

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

5
4
.
5

×

災
害

時
協

力
井

戸
の

登
録
件

数
（

件
）

0
0

0
0

3
6

△

防
災

士
資

格
を

取
得

し
た
職

員
割

合
（

％
）

1
0
.
0

2
0
.
0

1
8
.
9

1
8
.
1

2
0
.
4

2
5
.
0

△

○
（
全

て
実

施
）

△
(良

好
傾

向
)

結
果

の
評

価

9
-
1
-
3

想
定

さ
れ

る
様

々
な

大
規

模
災

害
に

対
応

で
き

る
防

災
・

減
災

体
制

を
充

実
さ

せ
ま

す
。

①
　

市
民

の
生

命
，

身
体

及
び

財
産

並
び

に
市

域
を

災
害

か
ら

保
護

す
る

た
め

，
新

た
な

知
見

に
基

づ
き

な
が

ら
「
地

域
防

災
計

画
」
を

更
新

し
，

災
害

発
生

時
に

備
え

た
訓

練
を

実
施

し
ま

す
。

②
　

災
害

発
生

時
に

民
間

事
業

者
な

ど
の

専
門

的
な

ノ
ウ

ハ
ウ

，
物

資
，

資
機

材
の

提
供

等
の

支
援

が
円

滑
に

行
え

る
よ

う
に

す
る

た
め

，
災

害
時

に
お

け
る

応
援

協
定

を
指

定
管

理
者

や
福

祉
施

設
（
福

祉
避

難
所

）
と

締
結

し
ま

す
。

ま
た

，
物

資
集

配
セ

ン
タ

ー
の

施
設

な
ど

を
見

直
し

ま
す

。
③

　
災

害
発

生
時

に
円

滑
に

被
災

者
支

援
が

で
き

る
体

制
と

す
る

た
め

，
職

員
及

び
市

民
を

対
象

と
し

た
防

災
リ

ー
ダ

ー
を

育
成

し
ま

す
。

④
　

避
難

所
の

防
災

機
能

を
強

化
す

る
た

め
に

，
長

期
に

わ
た

り
避

難
生

活
が

行
え

る
よ

う
，

学
校

園
な

ど
に

，
マ

ン
ホ

ー
ル

の
上

に
簡

易
な

ト
イ

レ
設

備
が

設
置

で
き

る
対

策
と

断
水

時
に

お
け

る
生

活
用

水
対

策
を

行
い

ま
す

。
⑤

　
災

害
時

協
力

井
戸

制
度

を
創

設
す

る
こ

と
に

よ
り

，
井

戸
の

所
有

者
又

は
管

理
者

に
協

力
を

求
め

ま
す

。
⑥

　
市

職
員

間
で

災
害

対
応

の
経

験
・
教

訓
の

継
承

を
は

じ
め

，
知

見
等

の
共

有
に

取
り

組
み

ま
す

。

ま
と

め
取

組
の

評
価

①
国

や
県

の
防

災
計

画
と

の
整

合
を

図
り

，
地

域
防

災
計

画
の

改
定

を
実

施
（
H

2
8
～

）
　

H
2
9
年

度
に

土
砂

災
害

，
H

2
8
年

度
及

び
H

3
0
年

度
に

津
波

災
害

を
想

定
し

た
芦

屋
市

防
災

総
合

訓
練

を
実

施
。

②
災

害
発

生
時

に
一

般
避

難
所

で
の

生
活

が
困

難
な

要
配

慮
者

に
対

し
て

，
安

心
し

て
生

活
で

き
る

環
境

を
提

供
す

る
た

め
，

H
2
8
年

度
に

高
齢

者
福

祉
施

設
，

H
3
0
年

度
に

県
立

芦
屋

特
別

支
援

学
校

と
福

祉
避

難
所

の
協

定
を

締
結

。
③

地
域

防
災

力
の

向
上

を
図

る
た

め
，

防
災

士
育

成
事

業
補

助
金

の
交

付
に

よ
り

，
４

名
（
市

民
）
が

防
災

士
資

格
を

取
得

。
（
H

3
0
）

　
H

3
0
年

度
に

市
民

及
び

職
員

を
対

象
に

し
た

防
災

士
養

成
講

座
を

開
講

し
，

3
4
人

が
防

災
士

の
資

格
を

取
得

。
④

井
戸

設
置

に
つ

い
て

は
，

井
戸

設
置

可
能

箇
所

の
確

認
の

た
め

，
水

質
及

び
地

下
水

位
の

現
地

調
査

，
近

隣
公

共
施

設
の

状
況

調
査

を
実

施
。

R
１

年
度

に
お

い
て

，
断

水
時

の
生

活
用

水
対

策
等

の
た

め
，

岩
園

小
学

校
に

井
戸

を
設

置
予

定
。

ま
た

，
拠

点
避

難
所

の
防

災
機

能
強

化
に

向
け

，
学

校
園

の
大

規
模

改
修

時
に

あ
わ

せ
た

整
備

に
つ

い
て

協
議

し
，

H
2
9
年

度
に

岩
園

小
学

校
，

H
3
0
年

度
に

浜
風

小
学

校
に

マ
ン

ホ
ー

ル
ト

イ
レ

を
整

備
。

R
２

年
度

に
山

手
中

学
校

に
マ

ン
ホ

ー
ル

ト
イ

レ
を

整
備

予
定

。
⑤

災
害

時
協

力
井

戸
の

制
度

を
制

定
し

，
井

戸
の

所
有

者
及

び
管

理
者

に
対

し
て

防
災

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

や
広

報
紙

に
て

周
知

を
図

り
，

H
3
0
年

度
に

お
い

て
3

件
の

登
録

が
あ

っ
た

。
⑥

災
害

対
応

力
向

上
の

た
め

，
H

2
8
年

度
に

お
い

て
発

災
時

を
想

定
し

た
統

括
部

（
参

加
人

数
2
0
名

）
の

図
上

訓
練

を
実

施
。

○
（
全

て
実

施
）

9
-
1
-
2

火
災

や
交

通
事

故
な

ど
の

日
常

的
な

災
害

に
迅

速
に

対
応

で
き

る
体

制
を

充
実

さ
せ

ま
す

。

①
　

通
報

場
所

や
内

容
を

早
期

に
確

定
さ

せ
る

た
め

，
日

々
進

化
す

る
通

信
機

器
に

対
応

し
た

1
1
9
番

受
信

体
制

を
確

立
し

ま
す

。
②

　
消

防
車

な
ど

の
適

正
利

用
の

た
め

，
1
1
9
番

通
報

の
正

し
い

理
解

に
向

け
て

，
分

か
り

や
す

い
広

報
物

を
作

成
し

，
啓

発
に

取
り

組
み

ま
す

。
③

　
中

高
層

建
築

物
の

事
前

活
動

計
画

を
策

定
す

る
た

め
，

は
し

ご
車

架
梯

状
況

調
査

を
行

う
と

と
も

に
，

は
し

ご
車

が
接

着
で

き
る

対
象

物
を

増
や

す
手

法
を

検
討

し
ま

す
。

④
　

地
域

防
災

力
の

強
化

の
た

め
，

消
防

団
員

を
効

果
的

に
募

集
し

，
入

団
促

進
を

行
い

ま
す

。

◇
住

宅
用

火
災

警
報

器
の

設
置

◇
的

確
な

1
1
9
 番

通
報

◇
消

防
団

へ
の

入
団

①
固

定
電

話
か

ら
の

1
1
9
番

通
報

の
位

置
を

通
知

（
指

令
台

に
表

示
）
す

る
「
新

発
信

地
表

示
シ

ス
テ

ム
」
と

携
帯

・
ＩＰ

電
話

か
ら

の
1
1
9
番

通
報

の
位

置
を

通
知

（
指

令
台

に
表

示
）
す

る
「
位

置
情

報
通

知
シ

ス
テ

ム
」
を

統
合

し
た

「
統

合
型

発
信

地
表

示
シ

ス
テ

ム
」
の

利
用

に
関

す
る

契
約

を
更

新
す

る
と

と
も

に
，

出
場

指
令

を
制

御
す

る
装

置
（
指

令
制

御
装

置
）
を

新
た

に
設

け
，

通
報

場
所

や
内

容
を

早
期

に
確

定
さ

せ
る

体
制

を
継

続
さ

せ
て

い
る

。
聴

覚
・
言

語
等

に
障

が
い

の
あ

る
方

か
ら

緊
急

通
報

を
受

信
す

る
た

め
に

，
Ｎ

ｅ
ｔ１

１
９

シ
ス

テ
ム

を
導

入
す

る
。

（
Ｒ

１
.1

0
運

用
開

始
予

定
）

②
広

報
紙

，
Ｃ

Ａ
Ｔ
Ｖ

，
市

民
課

窓
口

番
号

案
内

シ
ス

テ
ム

及
び

芦
屋

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

お
い

て
，

限
ら

れ
た

ス
ペ

ー
ス

・
放

映
時

間
の

中
で

イ
ラ

ス
ト

を
活

用
し

「
1
1
9
番

通
報

と
救

急
車

の
適

正
利

用
に

つ
い

て
発

信
を

行
っ

て
い

る
。

さ
ら

に
，

市
内

を
走

行
し

て
い

る
阪

急
バ

ス
車

内
ア

ナ
ウ

ン
ス

で
も

，
救

急
車

の
適

正
利

用
に

つ
い

て
周

知
を

行
っ

た
。

（
平

成
3
0
年

度
終

了
）

③
４

階
建

て
以

上
の

中
高

層
建

築
物

が
完

成
後

，
は

し
ご

車
架

梯
状

況
調

査
を

行
う

と
と

も
に

一
定

以
上

の
開

発
で

は
計

画
段

階
か

ら
，

は
し

ご
車

が
対

象
物

に
架

梯
す

る
た

め
の

活
動

空
地

の
確

保
を

指
導

し
て

い
る

。
④

広
報

あ
し

や
，

各
種

イ
ベ

ン
ト

開
催

時
の

募
集

コ
ー

ナ
ー

，
Ｓ

Ｎ
Ｓ

（
T
w

it
te

r）
を

利
用

し
募

集
を

開
始

。
ま

た
，

商
店

街
等

人
の

集
ま

る
各

所
に

お
い

て
募

集
広

報
活

動
を

実
施

す
る

。
実

績
と

し
て

，
H

3
0
年

３
月

3
1
日

の
消

防
団

員
数

1
0
6
名

で
，

平
成

3
0
年

度
1
2
名

入
団

（
う

ち
２

名
は

Ｓ
Ｎ

Ｓ
か

ら
申

込
み

）
７

名
退

団
で

あ
っ

た
。

H
3
1
年

３
月

3
1
日

の
消

防
団

員
数

は
1
1
1
名

で
計

５
名

の
増

加
と

な
っ

た
。

○
（
全

て
実

施
）
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(
5
)
 
施

策
目

標
の

総
括

総
括

結
果

☆
☆

☆

総
括

コ
メ

ン
ト

○
9
-
1
-
1
 地

域
の

人
た

ち
の

主
体

的
な

防
災

活
動

の
た

め
の

基
盤

づ
く
り

で
は

・
災

害
時

の
自

助
・
共

助
を

推
進

す
る

た
め

，
啓

発
活

動
を

行
う

と
と

も
に

，
地

域
へ

の
支

援
を

実
施

し
ま

し
た

が
，

地
区

防
災

計
画

の
策

定
数

や
要

配
慮

者
の

防
災

訓
練

へ
の

参
加

率
が

伸
び

悩
み

，
目

指
す

値
に

は
届

い
て

い
ま

せ
ん

。
改

め
て

災
害

時
に

は
公

助
で

は
な

く
，

自
助

・
共

助
が

中
心

と
な

る
こ

と
を

情
報

発
信

し
，

地
域

に
よ

る
主

体
的

な
防

災
活

動
を

支
援

し
ま

す
。

○
9
-
1
-
2
 火

災
な

交
通

事
故

な
ど

日
常

的
な

災
害

へ
の

体
制

で
は

・
聴

覚
・
言

語
等

の
障

が
い

者
か

ら
の

緊
急

通
報

受
信

シ
ス

テ
ム

の
導

入
な

ど
，

1
1
9
番

受
信

体
制

の
充

実
に

取
り

組
み

，
ま

た
，

各
種

広
報

活
動

を
通

じ
て

緊
急

性
の

な
い

1
1
9
番

受
信

件
数

の
削

減
を

進
め

ま
し

た
。

さ
ら

に
地

域
防

災
力

強
化

の
た

め
消

防
団

員
の

入
団

促
進

に
努

め
ま

し
た

。
指

標
も

堅
調

に
推

移
し

て
お

り
，

日
常

生
活

に
お

け
る

災
害

に
対

応
す

る
体

制
づ

く
り

と
情

報
発

信
を

進
め

ま
す

。
○

9
-
1
-
3
 大

規
模

災
害

に
対

応
で

き
る

防
災

・
減

災
体

制
の

充
実

で
は

・
高

齢
者

福
祉

施
設

と
の

協
定

締
結

に
よ

り
，

災
害

時
に

お
け

る
要

配
慮

者
の

避
難

施
設

を
確

保
し

ま
し

た
。

一
方

で
，

マ
ン

ホ
ー

ル
ト

イ
レ

及
び

井
戸

が
兼

ね
備

え
ら

れ
た

学
校

は
あ

り
ま

せ
ん

。
災

害
時

協
力

井
戸

の
登

録
周

知
を

進
め

，
避

難
所

の
防

災
機

能
強

化
に

つ
い

て
は

，
施

設
の

改
修

工
事

等
と

調
整

の
う

え
，

効
果

的
な

手
法

を
計

画
的

に
実

施
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。

展
開

状
況

傾
向

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

概
ね

達
成

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

概
ね

達
成

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

良
好

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

良
好

☆
×

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

て
い

る
が

，
進

捗
が

不
十

分
実

施
し

て
い

な
い

小
項

目
が

あ
り

，
進

捗
も

不
十

分

○
（

全
て

実
施

）
△

（
一

部
実

施
）

（
未

達
見

込
）

×

（
良

好
傾

向
）

△

（
達

成
見

込
）

○
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■
施

策
目

標
後

期
施

策
評

価
シ

ー
ト

目
標

施
策

目
標

【
後

期
基

本
計

画
の

施
策

評
価

】

(
1
)
 
前

提
条

件
の

変
化

(
2
)
 
関

連
計

画
の

策
定

状
況

(
3
)
 
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

（
R
1
.
5
実

施
）

肯
定

的
意

見
否

定
的

意
見

わ
か

ら
な

い
無

回
答

4
5
.
0
%

2
6
.
3
%

2
7
.
3
%

1
.
5
%

(
4
)
 
重

点
施

策
の

取
組

状
況

め
ざ

す
値

重
点

施
策

の
名

称
重

点
取

組
H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
2

9
-
2
-
1

民
間

建
築

物
の

防
災

・
減

災
機

能
の

向
上

を
促

進
し

ま
す

。

①
　

旧
耐

震
基

準
の

一
戸

建
て

住
宅

の
耐

震
改

修
，

建
替

え
そ

の
他

の
耐

震
化

を
推

進
す

る
た

め
，

案
内

文
書

な
ど

の
送

付
及

び
セ

ミ
ナ

ー
等

の
実

施
な

ど
周

知
，

啓
発

に
取

り
組

み
ま

す
。

②
　

旧
耐

震
基

準
の

マ
ン

シ
ョ

ン
の

耐
震

改
修

を
更

に
推

進
す

る
た

め
，

管
理

組
合

な
ど

に
対

す
る

意
向

調
査

や
耐

震
化

に
関

す
る

情
報

発
信

を
行

い
ま

す
。

◇
建

築
物

の
耐

震
診

断
や

耐
震

改
修

○
（
全

て
実

施
）

住
宅

の
耐

震
化

率
（

％
）

9
3
.
3

(
H
2
5
)

－
－

－
－

9
6
.
0

9
-
2
-
2

公
共

建
築

物
の

防
災

・
減

災
機

能
の

向
上

を
図

り
，

災
害

に
強

い
ま

ち
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

①
　

小
規

模
な

施
設

も
含

め
た

旧
耐

震
基

準
の

公
共

建
築

物
の

耐
震

改
修

又
は

建
替

え
等

と
と

も
に

，
非

構
造

部
材

も
含

め
た

耐
震

改
修

を
行

い
ま

す
。

○
（
全

て
実

施
）

公
共

建
築

物
の

耐
震

化
率
（

5
0
㎡

未
満

及
び
居

室
の

無
い

建
築
物

を
除

く
。

）
（

％
）

9
0
.
0

9
5
.
4

9
5
.
3

9
6
.
2

9
7
.
1

1
0
0
.
0

○

下
水

道
管

耐
震

化
率

（
耐
震

化
延

長
／

管
路
総

延
長

）
（

％
）

2
1
.
8

2
2
.
1

2
2
.
4

2
2
.
6

2
2
.
8

2
3
.
2

○

水
道

管
耐

震
化

率
（

耐
震
化

延
長

／
管

路
総
延

長
）

（
％

）

3
7
.
2

3
7
.
6

3
8
.
8

3
9
.
8

4
0
.
4

4
5
.
7

△

○
（
全

て
実

施
）

○
(達

成
見

込
)

ま
と

め
取

組
の

評
価

結
果

の
評

価

傾
向

①
広

報
あ

し
や

，
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
，

あ
し

や
防

災
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
及

び
窓

口
相

談
に

よ
り

耐
震

診
断

等
の

周
知

・
啓

発
を

行
っ

た
。

　
危

険
ブ

ロ
ッ

ク
塀

等
撤

去
支

援
事

業
を

創
設

（
H

3
0
～

）
②

マ
ン

シ
ョ

ン
耐

震
化

セ
ミ

ナ
ー

の
実

施
，

マ
ン

シ
ョ

ン
耐

震
化

ニ
ュ

ー
ス

の
発

行
に

よ
る

情
報

発
信

，
旧

耐
震

マ
ン

シ
ョ

ン
の

管
理

組
合

に
対

す
る

意
向

調
査

を
行

っ
た

。

①
旧

耐
震

基
準

で
建

築
さ

れ
て

い
た

旧
分

庁
舎

と
宮

塚
町

住
宅

１
号

棟
の

解
体

（
H

2
9
）
及

び
旧

宮
塚

町
住

宅
２

号
棟

と
朝

日
ケ

丘
公

園
水

泳
プ

ー
ル

管
理

棟
の

耐
震

改
修

（
H

3
0
）
を

実
施

。
ル

ナ
・
ホ

ー
ル

（
H

2
8
，

2
9
）
と

図
書

館
（
H

3
0
）
の

天
井

材
等

の
耐

震
化

を
実

施
。

9
-
2
-
3

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

な
ど

の
防

災
・
減

災
機

能
の

向
上

を
図

り
，

災
害

に
強

い
ま

ち
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

①
　

災
害

な
ど

に
よ

る
下

水
道

施
設

の
被

害
の

軽
減

を
図

る
た

め
，

新
た

に
耐

震
診

断
を

行
い

，
施

設
の

老
朽

化
の

状
況

も
踏

ま
え

，
計

画
的

に
耐

震
化

を
行

い
ま

す
。

②
　

災
害

な
ど

に
よ

る
水

道
施

設
の

被
害

の
軽

減
を

図
る

た
め

，
緊

急
施

設
に

通
ず

る
水

道
施

設
や

，
基

幹
水

道
施

設
を

優
先

し
て

耐
震

化
を

進
め

る
と

と
も

に
，

配
水

池
の

耐
震

化
を

計
画

的
に

行
い

ま
す

。
ま

た
，

緊
急

相
互

連
絡

管
の

増
設

な
ど

に
よ

る
，

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

機
能

等
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

◇
フ

ェ
ニ

ッ
ク

ス
共

済
へ

の
加

入

後
期

５
年

の
重

点
施

策
市

民
主

体
に

よ
る

取
組

取
組

の
実

施
状

況
展

開
状

況
指

標
（

単
位
）

①
下

水
道

長
寿

命
化

計
画

に
基

づ
く
老

朽
下

水
道

管
の

改
築

・
更

新
に

合
わ

せ
耐

震
化

を
実

施
し

た
。

②
管

路
更

新
に

つ
い

て
は

，
全

て
耐

震
管

で
行

い
，

管
路

総
延

長
2
5
1
.3

5
ｋ
ｍ

に
対

し
，

耐
震

化
延

長
9
9
.9

6
ｋ
ｍ

の
水

道
管

耐
震

化
を

行
っ

て
い

る
。

H
2
8
年

度
よ

り
配

水
池

の
耐

震
化

に
着

手
し

た
。

災
害

時
を

想
定

し
た

近
隣

市
と

の
緊

急
連

絡
管

や
耐

震
性

貯
水

槽
の

保
守

点
検

並
び

に
操

作
訓

練
を

実
施

し
た

。
ま

た
，

緊
急

時
に

早
期

復
旧

を
行

う
た

め
緊

急
補

修
材

料
及

び
人

的
応

援
に

関
す

る
協

定
を

民
間

企
業

と
締

結
し

た
。

○
（
全

て
実

施
）

指
標

の
推

移

な
し

ア
　

後
期

基
本

計
画

の
内

容
　

（
Ｐ

l
a
n
）

イ
　

取
組

の
実

施
状

況
　

（
Ｄ

ｏ
）

ウ
　

取
組

結
果

　
（

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
）

・
芦

屋
市

耐
震

改
修

促
進

計
画

（
H

2
0
～

H
3
7
）

・
芦

屋
市

強
靭

化
計

画
（
H

2
8
）

・
下

水
道

長
寿

命
化

計
画

（
芦

屋
処

理
区

（
H

2
5
～

H
2
9
）
，

旧
奥

山
処

理
区

（
H

2
6
～

H
3
0
）
）

・
下

水
道

ス
ト

ッ
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

計
画

（
改

築
実

施
計

画
（
H

3
0
～

H
3
4
）
)

・
芦

屋
市

水
道

ビ
ジ

ョ
ン

（
H

3
0
～

H
4
1
）

９
－

２
　

災
害

に
強

い
安

全
な

ま
ち

づ
く

り
が

進
ん

で
い

る

後
期

基
本

計
画

策
定

以
降

（
H
2
8
～

）
の

社
会

経
済

環
境

の
変

化
課

題
別

計
画

の
策

定
状
況

調
査

結
果

施
策

目
標

推
進

部
施

策
取

り
ま

と
め

課

都
市

建
設

部
（

都
市

計
画

・
開

発
事

業
担

当
）

建
築

指
導

課

９
　

　
　

ま
ち

の
防

災
力

が
向

上
し

，
災

害
時

に
的

確
に

行
動

で
き

る
よ

う
備

え
て

い
る
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(
5
)
 
施

策
目

標
の

総
括

総
括

結
果

☆
☆

☆
☆

☆

総
括

コ
メ

ン
ト

○
9
-
2
-
1
 民

間
建

築
物

の
防

災
・
減

災
機

能
の

向
上

促
進

で
は

・
住

宅
の

耐
震

化
を

促
進

す
る

た
め

，
耐

震
診

断
や

耐
震

改
修

等
の

周
知

・
啓

発
を

継
続

す
る

と
と

も
に

，
危

険
ブ

ロ
ッ

ク
塀

等
撤

去
支

援
事

業
を

実
施

し
ま

し
た

。
今

後
は

，
引

き
続

き
芦

屋
市

耐
震

改
修

促
進

事
業

等
に

よ
る

補
助

制
度

を
活

用
す

る
こ

と
で

1
戸

で
も

多
く
の

住
宅

に
つ

い
て

耐
震

化
を

促
進

し
ま

す
。

・
ま

た
，

マ
ン

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
は

，
マ

ン
シ

ョ
ン

耐
震

化
セ

ミ
ナ

ー
の

実
施

な
ど

情
報

発
信

を
行

い
ま

し
た

。
市

内
の

住
宅

総
数

に
対

す
る

マ
ン

シ
ョ

ン
の

割
合

が
半

数
を

超
え

て
い

る
状

況
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
マ

ン
シ

ョ
ン

管
理

組
合

等
に

対
し

て
改

修
等

に
関

す
る

有
効

な
情

報
提

供
を

行
う

こ
と

で
よ

り
一

層
耐

震
化

を
促

進
す

る
必

要
が

あ
る

と
考

え
ま

す
。

○
9
-
2
-
2
 公

共
建

築
物

の
防

災
・
減

災
機

能
の

向
上

で
は

・
施

設
の

耐
震

改
修

を
順

次
行

っ
て

お
り

，
耐

震
化

率
は

順
調

に
向

上
し

て
い

ま
す

。
今

後
も

，
効

率
的

な
改

修
を

行
い

，
耐

震
化

率
1
0
0
％

を
目

指
し

ま
す

。
○

9
-
2
-
3
 ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
な

ど
の

防
災

・
減

災
機

能
の

向
上

で
は

・
下

水
道

施
設

に
関

し
て

は
，

H
2
9
年

度
ま

で
は

不
明

水
の

多
い

地
域

に
限

定
し

た
下

水
道

長
寿

命
化

計
画

に
基

づ
く
改

築
・
更

新
に

合
わ

せ
耐

震
化

を
実

施
し

て
き

ま
し

た
が

，
H

3
0
年

度
以

降
は

，
芦

屋
市

全
域

を
対

象
と

し
た

リ
ス

ク
評

価
の

上
，

優
先

順
位

付
け

を
行

い
策

定
し

た
下

水
道

ス
ト

ッ
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

計
画

に
基

づ
き

順
次

改
築

・
更

新
及

び
耐

震
化

の
必

要
が

あ
る

と
考

え
ま

す
。

・
水

道
施

設
に

関
し

て
は

，
順

次
管

路
の

耐
震

化
の

整
備

を
継

続
し

て
い

る
と

こ
ろ

で
す

が
，

芦
屋

市
水

道
ビ

ジ
ョ

ン
に

お
け

る
水

道
施

設
整

備
計

画
に

基
づ

き
順

次
，

水
道

施
設

の
改

築
・
更

新
及

び
耐

震
化

を
行

っ
て

い
く
必

要
が

あ
る

と
考

え
ま

す
。

展
開

状
況

傾
向

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

概
ね

達
成

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

概
ね

達
成

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

良
好

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

良
好

☆
×

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

て
い

る
が

，
進

捗
が

不
十

分
実

施
し

て
い

な
い

小
項

目
が

あ
り

，
進

捗
も

不
十

分

○
（

全
て

実
施

）
△

（
一

部
実

施
）

（
未

達
見

込
）

×

（
良

好
傾

向
）

△

（
達

成
見

込
）

○
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■
施

策
目

標
後

期
施

策
評

価
シ

ー
ト

目
標

施
策

目
標

【
後

期
基

本
計

画
の

施
策

評
価

】

(
1
)
 
前

提
条

件
の

変
化

(
2
)
 
関

連
計

画
の

策
定

状
況

(
3
)
 
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

（
R
1
.
5
実

施
）

肯
定

的
意

見
否

定
的

意
見

わ
か

ら
な

い
無

回
答

8
1
.
6
%

7
.
3
%

1
0
.
0
%

1
.
1
%

(
4
)
 
重

点
施

策
の

取
組

状
況

め
ざ

す
値

重
点

施
策

の
名

称
重

点
取

組
H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
2

オ
ー

プ
ン

ガ
ー

デ
ン

参
加
者

数
（

人
／

年
）

8
1

1
0
7

1
2
1

1
2
7

1
3
3

1
2
5

○

花
壇

活
動

参
加

団
体

数
（
団

体
／

年
）

7
5

7
4

7
3

7
5

7
2

9
9

×

市
街

地
（

奥
池

地
区

除
く
）

緑
被

率
（

％
）

2
2
.
0

（
H
1
7
）

2
5
.
7

－
－

－
2
8
.
0

△

1
0
-
1
-
2

芦
屋

の
自

然
環

境
の

保
全

へ
向

け
た

取
組

を
推

進
し

ま
す

。

①
　

生
き

も
の

の
生

息
環

境
に

関
す

る
情

報
を

把
握

し
，

市
民

へ
向

け
た

情
報

や
自

然
を

学
び

触
れ

合
う

機
会

の
提

供
の

充
実

を
図

る
な

ど
，

自
然

環
境

を
守

る
意

識
の

向
上

へ
の

啓
発

を
推

進
す

る
と

と
も

に
，

そ
の

保
全

，
維

持
に

努
め

ま
す

。

◇
保

護
樹

，
保

護
樹

林
指

定
へ

の
協

力
○

（
全

て
実

施
）

自
然

や
生

き
物

と
親

し
む
機

会
を

作
っ

て
い

る
人

の
割

合
（
％

）

6
0
.
0

－
－

6
4
.
4

6
7
.
2

7
0
.
0

○

△
（
一

部
実

施
）

△
(良

好
傾

向
)

施
策

目
標

推
進

部
施

策
取

り
ま

と
め

課
都

市
建

設
部

公
園

緑
地

課
１

０
　

　
　

花
と

緑
に

彩
ら

れ
た

美
し

い
ま

ち
な

み
が

自
然

と
調

和
し

て
い

る
１

０
－

１
　

自
然

と
緑

を
守

り
，

創
り

，
育

て
る

文
化

を
継

承
し

て
い

る

後
期

基
本

計
画

策
定

以
降

（
H
2
8
～

）
の

社
会

経
済

環
境

の
変

化
課

題
別

計
画

の
策

定
状
況

調
査

結
果

都
市

公
園

法
の

改
正 ア
　

後
期

基
本

計
画

の
内

容
　

（
Ｐ

l
a
n
）

イ
　

取
組

の
実

施
状

況
　

（
Ｄ

ｏ
）

ウ
　

取
組

結
果

　
（

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
）

・
芦

屋
市

緑
の

基
本

計
画

（
H

1
7
～

H
3
2
）

・
第

３
次

芦
屋

市
環

境
計

画
（
H

2
7
～

H
3
6
）

傾
向

1
0
-
1
-
1

ま
ち

な
か

を
花

と
緑

で
彩

り
，

市
民

と
と

も
に

緑
を

守
り

育
て

ま
す

。

①
　

オ
ー

プ
ン

ガ
ー

デ
ン

の
参

加
者

や
，

緑
化

な
ど

の
活

動
団

体
を

増
や

す
取

組
を

進
め

，
市

民
に

よ
る

市
内

を
花

と
緑

で
い

っ
ぱ

い
に

す
る

活
動

を
促

進
し

ま
す

。
②

　
街

路
樹

，
公

園
，

緑
地

等
，

公
共

空
間

の
花

と
緑

を
守

り
育

て
る

た
め

に
，

市
民

と
の

協
働

を
図

り
な

が
ら

適
切

に
維

持
管

理
を

行
う

と
と

も
に

，
市

街
地

に
お

け
る

公
園

，
緑

道
，

街
路

樹
等

に
よ

り
緑

が
連

続
的

に
つ

な
が

る
よ

う
な

公
園

配
置

を
検

討
し

ま
す

。
③

　
市

街
地

に
お

け
る

面
的

な
緑

化
の

推
進

と
既

存
緑

地
の

保
全

の
た

め
，

緑
の

保
全

地
区

に
お

け
る

規
制

内
容

の
周

知
と

徹
底

，
景

観
重

要
樹

木
や

保
護

樹
の

指
定

を
検

討
し

ま
す

。

◇
オ

ー
プ

ン
ガ

ー
デ

ン
へ

の
参

加
◇

花
と

緑
の

コ
ン

ク
ー

ル
へ

の
応

募
◇

地
域

で
の

花
壇

活
動

へ
の

参
加

後
期

５
年

の
重

点
施

策
市

民
主

体
に

よ
る

取
組

取
組

の
実

施
状

況
展

開
状

況
指

標
（

単
位
）

①
オ

ー
プ

ン
ガ

ー
デ

ン
に

お
い

て
，

H
2
8
年

度
か

ら
「
オ

ー
プ

ン
ガ

ー
デ

ン
実

行
委

員
会

」
を

設
け

参
加

市
民

と
共

に
開

催
す

る
意

識
付

け
を

行
っ

て
い

る
。

H
2
9
年

度
に

は
，

例
年

５
月

の
み

で
あ

っ
た

オ
ー

プ
ン

ガ
ー

デ
ン

を
４

月
に

も
開

催
出

来
る

よ
う

調
整

し
，

H
3
0
年

度
か

ら
は

４
月

と
５

月
の

２
回

開
催

を
実

施
。

参
加

者
も

年
々

増
加

し
て

い
る

。
（
H

2
8
年

度
1
2
1
件

，
H

2
9
年

度
1
2
7
件

，
H

3
0

年
度

1
3
3
件

）
。

②
芦

屋
市

住
民

緑
化

団
体

育
成

事
業

に
係

る
助

成
制

度
に

つ
い

て
，

H
2
8
年

度
か

ら
助

成
金

を
全

体
枠

を
3
,4

0
0
千

円
か

ら
3
,9

0
0
千

円
に

拡
充

し
た

。
し

か
し

な
が

ら
，

緑
化

活
動

団
体

メ
ン

バ
ー

の
高

齢
化

な
ど

に
よ

り
参

加
団

体
は

横
ば

い
と

な
っ

て
い

る
。

現
在

は
参

加
団

体
増

に
向

け
促

進
中

で
あ

る
。

③
緑

の
保

全
と

緑
化

の
推

進
の

た
め

，
緑

の
保

全
地

区
に

係
る

届
出

書
の

受
付

処
理

を
行

っ
た

。
(H

2
8
年

度
　

2
9
件

，
H

2
9
年

度
　

3
7
件

，
H

3
0
年

度
　

2
2

件
）

ま
た

，
風

致
地

区
に

お
け

る
許

可
申

請
の

審
査

を
行

っ
た

。
(H

2
8
年

度
1
0
6

件
，

H
2
9
年

度
　

8
5
件

，
H

3
0
年

度
　

9
2
件

）

△
（
一

部
実

施
）

指
標

の
推

移

①
福

祉
フ

ェ
ア

に
お

い
て

，
ア

カ
ミ

ミ
ガ

メ
等

の
展

示
を

行
い

，
外

来
生

物
対

策
の

啓
発

を
行

っ
た

。
（
H

2
8
年

度
）

　
第

３
次

芦
屋

市
環

境
計

画
に

基
づ

く
本

市
内

に
生

息
す

る
生

物
の

実
態

調
査

の
た

め
い

も
り

池
及

び
い

も
り

池
周

辺
の

調
査

を
実

施
し

た
。

（
H

2
9
年

度
）

　
市

内
で

活
動

す
る

環
境

団
体

に
よ

る
活

動
発

表
や

芦
屋

市
の

環
境

の
移

り
変

わ
り

に
つ

い
て

の
講

演
会

を
行

う
こ

と
に

よ
り

市
民

の
自

然
環

境
へ

の
関

心
を

深
め

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
，

「
第

1
回

環
境

団
体

報
告

会
」
を

開
催

し
た

。
（
H

2
9
年

度
）

ま
と

め
取

組
の

評
価

結
果

の
評

価
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(
5
)
 
施

策
目

標
の

総
括

総
括

結
果

☆
☆

○
1
0
-
1
-
1
 ま

ち
な

か
を

花
と

緑
で

彩
り

市
民

と
と

も
に

緑
を

守
り

育
て

る
取

組
で

は
・
行

政
だ

け
で

な
く
広

く
市

民
に

参
加

や
意

識
向

上
に

向
け

た
取

組
が

必
要

と
考

え
，

広
報

や
フ

ェ
ア

な
ど

を
通

じ
て

情
報

発
信

や
啓

発
な

ど
に

努
め

ま
し

た
。

ま
た

，
芦

屋
市

商
工

会
な

ど
を

通
じ

て
積

極
的

に
情

報
発

信
を

行
っ

た
こ

と
も

あ
り

，
オ

ー
プ

ン
ガ

ー
デ

ン
の

参
加

箇
所

数
は

増
加

傾
向

で
，

ア
ン

ケ
ー

ト
で

も
高

い
評

価
を

得
て

い
ま

す
。

一
方

，
住

民
緑

化
団

体
な

ど
は

高
齢

化
傾

向
も

あ
り

横
ば

い
状

態
と

な
っ

て
お

り
，

後
継

者
の

確
保

や
新

た
な

担
い

手
の

発
掘

が
課

題
と

な
っ

て
い

ま
す

。
○

1
0
-
1
-
2
 自

然
環

境
の

保
全

へ
向

け
た

取
組

で
は

・
各

種
計

画
を

実
施

し
，

自
然

や
生

き
物

と
親

し
む

機
会

を
作

っ
て

い
る

人
の

割
合

も
堅

調
に

推
移

し
て

い
ま

す
が

，
近

年
は

少
子

高
齢

化
が

進
み

，
花

と
緑

や
自

然
環

境
を

大
事

に
す

る
市

民
団

体
な

ど
参

加
者

の
高

齢
化

や
市

民
ニ

ー
ズ

の
多

様
化

な
ど

に
よ

り
，

後
継

者
問

題
な

ど
参

加
者

の
課

題
も

あ
る

中
で

，
よ

り
効

果
的

な
情

報
発

信
や

P
R

方
法

な
ど

課
題

整
理

を
進

め
て

い
く
こ

と
が

重
要

と
考

え
て

お
り

ま
す

。

総
括

コ
メ

ン
ト

展
開

状
況

傾
向

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

概
ね

達
成

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

概
ね

達
成

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

良
好

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

良
好

☆
×

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

て
い

る
が

，
進

捗
が

不
十

分
実

施
し

て
い

な
い

小
項

目
が

あ
り

，
進

捗
も

不
十

分

○
（

全
て

実
施

）
△

（
一

部
実

施
）

（
未

達
見

込
）

×

（
良

好
傾

向
）

△

（
達

成
見

込
）

○
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■
施

策
目

標
後

期
施

策
評

価
シ

ー
ト

目
標

施
策

目
標

【
後

期
基

本
計

画
の

施
策

評
価

】

(
1
)
 
前

提
条

件
の

変
化

(
2
)
 
関

連
計

画
の

策
定

状
況

(
3
)
 
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

（
R
1
.
5
実

施
）

肯
定

的
意

見
否

定
的

意
見

わ
か

ら
な

い
無

回
答

7
8
.
6
%

1
1
.
8
%

8
.
2
%

1
.
3
%

(
4
)
 
重

点
施

策
の

取
組

状
況

め
ざ

す
値

重
点

施
策

の
名

称
重

点
取

組
H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
2

地
域

に
お

け
る

ま
ち

な
み
な

ど
の

景
観

の
美
し

さ
に

関
し

て
「
か

な
り

良
い

」
又
は

「
や

や
良

い
」
と

回
答

し
た

市
民
の

割
合

（
％

）

8
4
.
7

－
－

8
4
.
5

8
3
.
0

9
0
.
0

×

芦
屋

市
屋

外
広

告
物

条
例
（

H
2
8
.
7
施

行
予

定
）

の
規

制
内

容
に
適

合
す

る
屋

外
広
告

物
の

割
合

（
％
）

6
2
.
4

（
見

込
数

）
－

－
6
9
.
0

7
4
.
8

8
2
.
5

△

無
電

柱
化

率
（

％
）

1
2
.
4

1
2
.
4

1
2
.
4

1
2
.
4

1
4
.
0

1
4
.
1

○

ま
ち

づ
く

り
協

定
の

数
（
地

区
）

3
5

5
6

6
6

○

△
（
一

部
実

施
）

△
(良

好
傾

向
)

ま
と

め
取

組
の

評
価

結
果

の
評

価

傾
向

1
0
-
2
-
1

芦
屋

ら
し

い
美

し
い

景
観

を
ま

も
る

・
つ

く
る

・
そ

だ
て

る
た

め
，

景
観

誘
導

施
策

を
更

に
進

め
ま

す
。

①
　

南
芦

屋
浜

地
区

に
お

い
て

良
好

な
景

観
の

形
成

を
進

め
る

た
め

，
景

観
地

区
の

指
定

を
含

む
取

組
を

検
討

し
ま

す
。

②
　

芦
屋

ら
し

い
広

告
景

観
を

形
成

す
る

た
め

，
独

自
条

例
の

周
知

，
徹

底
や

市
民

参
画

に
よ

る
運

用
を

推
進

し
ま

す
。

③
　

美
し

い
景

観
形

成
と

道
路

の
防

災
性

能
向

上
の

た
め

，
「
第

７
次

電
線

類
地

中
化

計
画

」
に

基
づ

き
，

芦
屋

川
両

岸
な

ど
の

無
電

柱
化

の
整

備
を

行
う

と
と

も
に

，
景

観
計

画
及

び
防

災
面

を
考

慮
し

た
無

電
柱

化
整

備
計

画
を

検
討

し
ま

す
。

④
　

住
み

や
す

く
良

好
な

住
環

境
の

保
全

又
は

形
成

を
市

民
参

画
に

よ
り

進
め

る
た

め
，

地
区

計
画

及
び

ま
ち

づ
く
り

協
定

の
周

知
や

策
定

支
援

に
取

り
組

み
，

地
域

の
特

性
に

応
じ

た
規

制
や

ル
ー

ル
づ

く
り

に
よ

る
環

境
整

備
を

推
進

し
ま

す
。

◇
景

観
地

区
に

つ
い

て
の

理
解

と
協

力
◇

住
宅

な
ど

の
生

垣
や

石
積

み
の

保
全 ◇

住
宅

な
ど

の
道

路
と

の
敷

き
際

へ
の

花
木

の
植

栽
◇

ま
ち

づ
く
り

協
定

の
策

定

後
期

５
年

の
重

点
施

策
市

民
主

体
に

よ
る

取
組

取
組

の
実

施
状

況
展

開
状

況
指

標
（

単
位
）

②
H

2
8
年

７
月

か
ら

芦
屋

市
屋

外
広

告
物

条
例

を
施

行
し

，
広

告
主

等
へ

の
条

例
の

周
知

を
行

う
と

と
も

に
，

基
準

に
適

合
さ

せ
る

改
修

又
は

撤
去

に
係

る
費

用
に

つ
い

て
補

助
金

の
交

付
を

行
っ

た
。

(H
2
8
年

度
(H

2
8
年

７
月

以
降

）
６

件
　

補
助

額
　

1
,5

3
5
,0

0
0
円

，
H

2
9
年

度
　

3
7
件

　
補

助
額

　
1
3
,3

4
6
,0

0
0

円
，

H
3
0
年

度
　

9
1
件

　
補

助
額

　
3
3
,9

6
7
,0

0
0
円

）
ま

た
，

改
修

・
撤

去
を

促
進

す
る

た
め

，
H

2
9
年

1
0
月

１
日

か
ら

補
助

制
度

を
拡

充
（
限

度
額

の
引

上
げ

）
し

た
。

③
さ

く
ら

参
道

及
び

芦
屋

川
両

岸
の

電
線

共
同

溝
整

備
に

向
け

た
詳

細
設

計
業

務
委

託
を

実
施

。
（
H

2
8
)

さ
く
ら

参
道

の
一

部
（
北

側
約

2
5
0
ｍ

）
に

お
い

て
，

電
線

共
同

溝
整

備
工

事
に

着
手

。
無

電
柱

化
推

進
計

画
策

定
に

向
け

て
，

芦
屋

市
無

電
柱

化
推

進
計

画
策

定
委

員
会

を
設

立
し

，
２

回
の

委
員

会
を

開
催

。
（
H

2
9
）

さ
く
ら

参
道

の
残

区
間

（
南

側
約

3
2
0
ｍ

）
に

お
い

て
，

電
線

共
同

溝
整

備
工

事
を

実
施

。
芦

屋
市

無
電

柱
化

推
進

条
例

の
制

定
，

芦
屋

市
無

電
柱

化
推

進
計

画
の

策
定

及
び

公
表

。
（
H

3
0
）

④
ま

ち
づ

く
り

協
定

の
策

定
に

取
組

ん
だ

活
動

団
体

に
対

し
，

活
動

助
成

等
の

支
援

及
び

認
定

に
係

る
手

続
等

を
行

っ
た

。
（
H

2
9
年

度
　

西
山

町
ま

ち
づ

く
り

協
定

）
地

区
計

画
策

定
地

域
に

お
い

て
，

風
俗

営
業

等
の

規
制

及
び

業
務

の
適

正
化

等
に

関
す

る
法

律
の

改
正

に
伴

う
，

建
築

物
等

に
関

す
る

情
報

提
供

を
行

う
と

と
も

に
，

地
域

の
意

向
に

基
づ

き
地

区
計

画
の

変
更

手
続

き
を

進
め

た
。

(大
原

町
，

月
若

町
）

△
（
一

部
実

施
）

指
標

の
推

移

昨
今

の
自

然
災

害
に

よ
り

電
柱

倒
壊

が
多

数
起

こ
り

，
避

難
や

救
助

活
動

に
支

障
が

生
じ

て
い

る
こ

と
か

ら
，

無
電

柱
化

に
よ

る
防

災
機

能
の

強
化

が
必

要
で

あ
る

と
の

認
識

が
高

ま
っ

て
い

る
。

こ
の

よ
う

な
気

運
を

受
け

，
H

2
8
年

1
2
月

に
「
無

電
柱

化
の

推
進

に
関

す
る

法
律

」
が

制
定

さ
れ

，
無

電
柱

化
を

求
め

る
気

運
は

年
々

高
ま

っ
て

い
る

。

ア
　

後
期

基
本

計
画

の
内

容
　

（
Ｐ

l
a
n
）

イ
　

取
組

の
実

施
状

況
　

（
Ｄ

ｏ
）

ウ
　

取
組

結
果

　
（

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
）

・
芦

屋
市

景
観

形
成

基
本

計
画

（
H

8
）

・
芦

屋
市

景
観

計
画

（
H

2
6
)

・
芦

屋
市

都
市

計
画

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
（
H

2
4
～

H
3
2
）

・
芦

屋
市

無
電

柱
化

推
進

計
画

（
H

3
0
）

１
０

－
２

　
建

物
な

ど
が

地
域

ご
と

の
緑

ゆ
た

か
な

景
観

と
調

和
し

て
い

る

後
期

基
本

計
画

策
定

以
降

（
H
2
8
～

）
の

社
会

経
済

環
境

の
変

化
課

題
別

計
画

の
策

定
状
況

調
査

結
果

施
策

目
標

推
進

部
施

策
取

り
ま

と
め

課

都
市

建
設

部
（

都
市

計
画

・
開

発
事

業
担

当
）

都
市

計
画

課

１
０

　
　

　
花

と
緑

に
彩

ら
れ

た
美

し
い

ま
ち

な
み

が
自

然
と

調
和

し
て

い
る
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(
5
)
 
施

策
目

標
の

総
括

総
括

結
果

☆
☆

総
括

コ
メ

ン
ト

②
H

2
8
年

７
月

に
芦

屋
市

屋
外

広
告

物
条

例
を

施
行

す
る

と
と

も
に

，
芦

屋
市

無
電

柱
化

推
進

条
例

の
制

定
，

芦
屋

市
無

電
柱

化
推

進
計

画
の

策
定

及
び

公
表

な
ど

に
よ

り
無

電
柱

化
を

進
め

，
美

し
い

景
観

形
成

に
向

け
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。

ま
た

，
ま

ち
づ

く
り

協
定

の
数

も
増

加
し

，
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

で
も

建
物

の
景

観
へ

の
調

和
に

つ
い

て
は

，
高

い
評

価
を

得
て

い
ま

す
。

一
方

，
無

電
柱

化
事

業
で

は
，

経
費

が
多

額
に

な
る

こ
と

や
関

係
者

と
の

調
整

が
必

要
で

あ
る

こ
と

か
ら

芦
屋

川
で

の
実

施
に

は
至

っ
て

お
ら

ず
，

今
後

の
整

備
に

向
け

て
検

討
を

進
め

て
い

る
と

こ
ろ

で
す

。

展
開

状
況

傾
向

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

概
ね

達
成

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

概
ね

達
成

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

良
好

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

良
好

☆
×

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

て
い

る
が

，
進

捗
が

不
十

分
実

施
し

て
い

な
い

小
項

目
が

あ
り

，
進

捗
も

不
十

分

○
（

全
て

実
施

）
△

（
一

部
実

施
）

（
未

達
見

込
）

×

（
良

好
傾

向
）

△

（
達

成
見

込
）

○
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■
施

策
目

標
後

期
施

策
評

価
シ

ー
ト

目
標

施
策

目
標

【
後

期
基

本
計

画
の

施
策

評
価

】

(
1
)
 
前

提
条

件
の

変
化

(
2
)
 
関

連
計

画
の

策
定

状
況

(
3
)
 
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

（
R
1
.
5
実

施
）

肯
定

的
意

見
否

定
的

意
見

わ
か

ら
な

い
無

回
答

7
0
.
5
%

1
2
.
9
%

1
5
.
3
%

1
.
4
%

(
4
)
 
重

点
施

策
の

取
組

状
況

め
ざ

す
値

重
点

施
策

の
名

称
重

点
取

組
H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
2

日
頃

の
暮

ら
し

の
中

で
省
エ

ネ
や

エ
コ

バ
ッ
ク

，
ご

み
の

分
別
等

環
境

に
配

慮
し
た

行
動

を
実

践
し
て

い
る

市
民

の
割
合

（
％

）

5
3
.
5

－
－

5
2
.
3

5
0
.
2

6
0
.
0

×

市
民

か
ら

出
さ

れ
る

燃
や
す

ご
み

の
量

（
k
g
／

人
・

年
）

家
庭

系
2
1
0
.
8

事
業

系
1
0
0
.
5

計
3
1
1
.
3

家
庭

系
2
0
7
.
7

事
業

系
9
6
.
1

計
3
0
3
.
8

家
庭

系
2
0
3
.
0

事
業

系
9
7
.
7

計
3
0
0
.
7

家
庭

系
1
9
9
.
8

事
業

系
1
0
0
.
0

計
2
9
9
.
8

家
庭

系
2
0
1
.
9

事
業

系
9
7
.
4

計
2
9
9
.
3

家
庭

系
1
8
7
.
6

事
業

系
8
9
.
5

計
2
7
7
.
1

△

再
資

源
化

物
の

リ
サ

イ
ク
ル

率
（

％
）

1
6
.
9

1
7
.
1

1
6
.
6

1
6
.
4

1
6
.
3

1
9
.
6

×傾
向

1
1
-
1
-
1

市
民

，
事

業
者

に
よ

る
環

境
負

荷
の

低
減

へ
向

け
た

取
組

を
促

進
し

ま
す

。

①
　

市
民

と
行

政
が

一
体

と
な

っ
た

取
組

が
推

進
で

き
る

よ
う

に
，

環
境

問
題

や
エ

ネ
ル

ギ
ー

に
関

す
る

情
報

を
把

握
し

，
情

報
提

供
や

学
習

機
会

を
充

実
し

ま
す

。
②

　
市

民
，

事
業

者
が

協
働

し
て

取
り

組
め

る
よ

う
に

，
環

境
に

配
慮

し
た

設
備

導
入

へ
の

補
助

制
度

の
見

直
し

や
，

環
境

づ
く
り

推
進

会
議

と
協

力
し

な
が

ら
情

報
交

換
で

き
る

機
会

の
提

供
に

取
り

組
み

ま
す

。
③

　
ご

み
の

減
量

化
，

再
資

源
化

事
業

を
促

進
す

る
た

め
に

，
持

ち
込

み
ご

み
予

約
制

や
持

ち
去

り
防

止
パ

ト
ロ

ー
ル

の
実

施
の

効
果

を
検

証
し

，
適

正
な

料
金

体
系

や
新

た
な

再
資

源
化

の
促

進
策

な
ど

を
検

討
し

ま
す

。
④

　
事

業
系

ご
み

の
適

正
処

理
を

推
進

す
る

た
め

，
持

ち
込

み
ご

み
予

約
に

よ
り

事
業

系
ご

み
が

持
ち

込
ま

れ
る

状
況

を
把

握
し

，
不

適
正

排
出

を
行

う
事

業
所

に
注

意
喚

起
な

ど
を

行
い

ま
す

。
⑤

　
事

業
系

ご
み

の
減

量
化

を
推

進
す

る
た

め
，

簡
易

包
装

な
ど

に
取

り
組

む
店

舗
な

ど
を

「
ス

リ
ム

・
リ

サ
イ

ク
ル

宣
言

の
店

」
に

指
定

す
る

事
業

を
，

今
後

一
層

推
進

し
て

い
き

ま
す

。

◇
省

エ
ネ

意
識

を
も

っ
た

生
活

◇
環

境
負

荷
の

少
な

い
設

備
の

設
置

◇
環

境
負

荷
の

少
な

い
製

品
の

購
入

，
利

用
◇

建
物

の
新

築
・
増

改
築

時
に

お
け

る
雨

水
浸

透
施

設
の

設
置

◇
ご

み
の

分
別

排
出

の
徹

底
◇

生
ご

み
の

水
切

り ◇
食

材
や

日
用

品
の

最
後

ま
で

の
使

い
切

り

①
地

球
温

暖
化

防
止

啓
発

を
目

的
と

し
た

，
市

内
小

学
校

等
で

の
打

ち
水

大
作

戦
の

実
施

や
，

あ
し

や
秋

ま
つ

り
で

の
啓

発
ブ

ー
ス

の
出

店
（
H

2
8
,H

2
9
）
を

行
っ

た
。

ま
た

，
啓

発
イ

ベ
ン

ト
と

し
て

「
エ

コ
ク

ッ
キ

ン
グ

」
を

実
施

し
た

。
（
H

2
9
，

H
3
0
）

　
大

気
環

境
の

保
全

や
節

電
の

大
切

さ
の

啓
発

を
目

的
と

し
た

，
星

空
観

察
会

の
実

施
（
夏

と
冬

　
年

２
回

）
　

「
地

球
温

暖
化

」
に

関
す

る
講

義
・
実

験
を

行
い

，
温

暖
化

に
対

す
る

意
識

を
高

め
，

知
識

を
つ

け
て

も
ら

う
た

め
に

，
「
子

ど
も

体
験

学
習

会
＆

太
陽

観
察

会
」
を

実
施

し
た

。
（
H

2
9
）

　
市

内
の

小
学

生
を

対
象

に
「
子

ど
も

環
境

作
文

コ
ン

ク
ー

ル
」
を

実
施

し
た

。
（
H

2
9
，

H
3
0
）

　
毎

年
開

催
し

て
い

る
ポ

ス
タ

ー
展

の
啓

発
を

か
ね

て
，

中
学

生
を

対
象

と
し

た
イ

ラ
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

教
室

を
開

催
し

，
環

境
問

題
を

考
え

る
機

会
を

創
出

し
た

。
（
H

3
0
.8

）
②

低
公

害
車

の
普

及
を

目
的

と
し

た
，

市
内

の
事

業
者

を
対

象
に

低
公

害
車

普
及

促
進

助
成

制
度

の
実

施
　

家
庭

に
お

け
る

新
エ

ネ
ル

ギ
ー

活
用

の
促

進
を

図
り

，
も

っ
て

低
炭

素
社

会
の

実
現

に
寄

与
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

，
家

庭
用

燃
料

電
池

コ
ー

ジ
ェ

ネ
レ

ー
シ

ョ
ン

シ
ス

テ
ム

設
置

に
係

る
経

費
の

一
部

を
補

助
す

る
，

芦
屋

市
エ

コ
・
エ

ネ
ル

ギ
ー

シ
ス

テ
ム

設
置

費
補

助
制

度
の

実
施

　
市

内
で

活
動

す
る

環
境

団
体

の
発

表
の

場
や

団
体

同
士

の
交

流
の

場
を

提
供

す
る

こ
と

，
市

民
の

自
然

環
境

へ
の

関
心

を
深

め
る

こ
と

を
目

的
と

し
，

「
第

1
回

環
境

団
体

報
告

会
」
を

開
催

し
た

。
（
H

3
0
.2

）
　

「
第

２
回

環
境

活
動

報
告

会
」
の

開
催

と
あ

わ
せ

て
，

「
環

境
フ

ェ
ス

タ
」
と

題
し

て
，

自
然

素
材

を
使

っ
た

工
作

を
す

る
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

や
化

石
の

展
示

，
「
芦

屋
の

環
境

」
に

関
す

る
講

演
を

実
施

し
た

。
（
H

3
1
.2

）
③

持
込

み
ご

み
予

約
制

及
び

持
ち

去
り

防
止

パ
ト

ロ
ー

ル
は

効
果

を
挙

げ
て

い
る

た
め

，
継

続
し

て
取

り
組

ん
で

い
る

。
ま

た
，

再
資

源
化

の
促

進
策

な
ど

を
平

成
2
9
年

3
月

に
策

定
し

た
一

般
廃

棄
物

処
理

基
本

計
画

（
ご

み
処

理
基

本
計

画
）
の

中
で

検
討

し
た

。
（
H

2
8
,H

2
9
）

④
従

来
の

広
報

に
加

え
，

新
た

に
「
事

業
系

ご
み

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

」
を

作
成

し
，

市
内

の
事

業
所

に
配

布
し

て
啓

発
を

強
化

し
た

。
（
H

2
9
，

H
3
0
）

⑤
市

内
の

事
業

所
に

個
別

の
案

内
を

行
っ

た
こ

と
で

，
「
ス

リ
ム

・
リ

サ
イ

ク
ル

宣
言

の
店

」
が

大
幅

に
増

加
し

た
。

（
H

2
8
実

施
。

H
2
8
年

1
0
月

末
時

点
で

4
4
店

舗
か

ら
8
0
店

舗
に

増
加

）

○
（
全

て
実

施
）

後
期

５
年

の
重

点
施

策
市

民
主

体
に

よ
る

取
組

取
組

の
実

施
状

況
展

開
状

況
指

標
（

単
位
）

指
標

の
推

移

・
H

2
8
年

６
月

1
5
日

芦
屋

市
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
の

改
定

・
H

2
8
年

1
0
月

に
，

芦
屋

市
電

力
の

調
達

に
係

る
環

境
配

慮
指

針
の

策
定

・
H

2
8
年

1
1
月

に
，

政
府

は
地

球
温

暖
化

対
策

の
国

際
的

枠
組

み
「
パ

リ
協

定
」
を

批
准

・
H

2
9
年

1
1
月

ド
イ

ツ
の

ボ
ン

で
「
C

O
P
2
3
」
が

開
催

さ
れ

，
2
0
2
0
年

以
降

の
温

室
効

果
ガ

ス
削

減
目

標
を

世
界

規
模

で
達

成
す

る
た

め
の

ル
ー

ル
作

り
な

ど
を

焦
点

に
議

論
さ

れ
た

。

ア
　

後
期

基
本

計
画

の
内

容
　

（
Ｐ

l
a
n
）

イ
　

取
組

の
実

施
状

況
　

（
Ｄ

ｏ
）

ウ
　

取
組

結
果

　
（

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
）

・
第

３
次

芦
屋

市
環

境
計

画
（
H

2
7
～

H
3
6
）

・
第

４
次

芦
屋

市
環

境
保

全
率

先
実

行
計

画
（
H

2
8
～

H
3
2
）

・
芦

屋
市

一
般

廃
棄

物
処

理
基

本
計

画
（
H

2
9
～

H
3
8
）

１
１

－
１

　
環

境
に

配
慮

し
た

暮
ら

し
や

ま
ち

づ
く

り
が

進
ん

で
い

る

後
期

基
本

計
画

策
定

以
降

（
H
2
8
～

）
の

社
会

経
済

環
境

の
変

化
課

題
別

計
画

の
策

定
状
況

調
査

結
果

施
策

目
標

推
進

部
施

策
取

り
ま

と
め

課
市

民
生

活
部

環
境

課
１

１
　

　
　

環
境

に
や

さ
し

い
清

潔
な

ま
ち

で
の

暮
ら

し
が

広
が

っ
て

い
る
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1
1
-
1
-
2

行
政

の
事

業
に

係
る

環
境

負
荷

を
低

減
し

ま
す

。

①
　

「
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
（
Ｅ

Ｍ
Ｓ

）
」
及

び
「
環

境
保

全
率

先
実

行
計

画
」
等

に
基

づ
き

，
全

庁
的

な
温

室
効

果
ガ

ス
削

減
へ

の
取

組
を

推
進

し
ま

す
。

②
　

公
共

施
設

の
保

全
計

画
と

省
エ

ネ
診

断
と

の
連

動
に

よ
り

，
公

共
施

設
に

お
け

る
効

率
的

，
効

果
的

な
省

エ
ネ

機
器

の
導

入
や

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

利
用

を
図

り
ま

す
。

○
（
全

て
実

施
）

行
政

の
事

業
に

お
け

る
温
室

効
果

ガ
ス

排
出
量

（
ｔ

-
C
O

２
／

年
）

1
9
,
8
0
6

1
9
,
2
8
1

1
8
,
4
0
4

1
8
,
6
0
6

1
7
,
0
0
6

1
8
,
8
1
6

○

○
（
全

て
実

施
）

×
(未

達
見

込
)

(
5
)
 
施

策
目

標
の

総
括

総
括

結
果

☆

○
1
1
-
1
-
1
 市

民
，

事
業

者
に

よ
る

環
境

負
荷

低
減

へ
向

け
た

取
組

の
促

進
で

は
・
情

報
提

供
や

学
習

機
会

を
充

実
す

る
た

め
，

啓
発

イ
ベ

ン
ト

を
多

数
実

施
し

，
ま

た
，

各
種

助
成

制
度

を
実

施
し

ま
し

た
。

ご
み

に
関

し
て

は
，

新
た

に
「
事

業
系

ご
み

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

」
の

作
成

を
行

っ
て

市
内

の
事

業
所

に
配

布
し

た
こ

と
や

，
ご

み
の

減
量

化
に

関
す

る
案

内
を

個
別

に
行

っ
た

こ
と

に
よ

り
，

事
業

系
ご

み
の

適
正

処
理

や
減

量
化

に
つ

い
て

啓
発

を
強

化
し

，
「
ス

リ
ム

・
リ

サ
イ

ク
ル

宣
言

の
店

」
を

大
幅

に
増

加
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
し

か
し

な
が

ら
，

リ
サ

イ
ク

ル
率

が
低

下
す

る
な

ど
，

目
指

す
値

に
は

届
い

て
い

な
い

た
め

，
各

市
民

団
体

や
事

業
者

と
も

連
携

し
，

情
報

提
供

の
充

実
を

図
る

な
ど

，
環

境
負

荷
低

減
に

向
け

た
更

な
る

取
組

が
求

め
ら

れ
ま

す
。

○
1
1
-
1
-
2
 行

政
事

業
に

係
る

環
境

負
荷

の
低

減
で

は
・
第

4
次

芦
屋

市
環

境
保

全
率

先
実

行
計

画
の

策
定

な
ら

び
に

環
境

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

の
全

面
見

直
し

を
行

い
，

環
境

負
荷

の
低

減
に

取
り

組
ん

で
い

る
と

こ
ろ

で
す

。
ま

た
，

大
規

模
省

エ
ネ

診
断

を
実

施
し

，
施

設
・
機

器
の

整
備

，
運

用
へ

反
映

を
行

っ
て

い
ま

す
。

さ
ら

に
，

地
球

温
暖

化
防

止
の

た
め

に
温

室
効

果
ガ

ス
排

出
が

少
な

い
社

会
構

造
の

実
現

を
目

指
す

必
要

が
あ

る
こ

と
か

ら
，

市
民

・
事

業
者

と
一

体
と

な
っ

た
取

組
を

展
開

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

ま
と

め
取

組
の

評
価

結
果

の
評

価

総
括

コ
メ

ン
ト

①
H

2
8
年

度
か

ら
第

４
次

芦
屋

市
環

境
保

全
率

先
実

行
計

画
を

策
定

。
目

標
を

温
室

効
果

ガ
ス

排
出

量
削

減
と

エ
ネ

ル
ギ

ー
使

用
量

の
削

減
の

２
項

目
に

し
ぼ

り
，

温
室

効
果

ガ
ス

排
出

量
削

減
に

重
点

的
に

取
組

む
。

　
温

室
効

果
ガ

ス
の

削
減

目
標

を
達

成
す

る
た

め
，

H
2
8
年

６
月

に
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
を

全
面

的
に

見
直

し
し

，
第

４
次

率
先

実
行

計
画

の
進

捗
管

理
を

行
う

ツ
ー

ル
と

し
て

定
義

し
，

ま
た

，
市

の
施

設
に

お
い

て
環

境
に

配
慮

し
た

電
力

調
達

な
ど

の
取

組
を

推
進

し
て

い
る

。
　

新
人

研
修

で
E
M

S
を

周
知

す
る

た
め

研
修

を
実

施
し

た
。

（
H

3
0
）

②
H

2
9
年

度
に

国
の

「
地

方
公

共
団

体
カ

ー
ボ

ン
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
強

化
事

業
」
の

補
助

を
活

用
し

，
6
施

設
を

対
象

に
大

規
模

省
エ

ネ
診

断
を

実
施

，
イ

ン
バ

ー
タ

機
器

等
の

導
入

を
推

奨
し

た
。

（
H

2
9
）

　
H

2
9
年

度
に

実
施

し
た

省
エ

ネ
診

断
結

果
を

，
対

象
施

設
の

担
当

課
に

説
明

す
る

説
明

会
を

実
施

し
た

。
（
H

3
0
）

　
本

庁
舎

の
節

電
の

た
め

，
地

下
駐

車
場

の
フ

ァ
ン

が
停

止
で

き
る

条
件

を
，

二
酸

化
炭

素
濃

度
や

湿
度

を
様

々
な

条
件

下
で

測
定

す
る

こ
と

で
設

定
し

た
。

（
H

3
0
）

展
開

状
況

傾
向

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

概
ね

達
成

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

概
ね

達
成

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

良
好

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

良
好

☆
×

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

て
い

る
が

，
進

捗
が

不
十

分
実

施
し

て
い

な
い

小
項

目
が

あ
り

，
進

捗
も

不
十

分

○
（

全
て

実
施

）
△

（
一

部
実

施
）

（
未

達
見

込
）

×

（
良

好
傾

向
）

△

（
達

成
見

込
）

○
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■
施

策
目

標
後

期
施

策
評

価
シ

ー
ト

目
標

施
策

目
標

【
後

期
基

本
計

画
の

施
策

評
価

】

(
1
)
 
前

提
条

件
の

変
化

(
2
)
 
関

連
計

画
の

策
定

状
況

(
3
)
 
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

（
R
1
.
5
実

施
）

肯
定

的
意

見
否

定
的

意
見

わ
か

ら
な

い
無

回
答

8
4
.
9
%

7
.
8
%

6
.
1
%

1
.
2
%

(
4
)
 
重

点
施

策
の

取
組

状
況

め
ざ

す
値

重
点

施
策

の
名

称
重

点
取

組
H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
2

市
民

マ
ナ

ー
条

例
の

内
容
ま

で
知

っ
て

い
る
市

民
の

割
合

（
％
）

7
2
.
0

－
－

6
6
.
9

6
5
.
9

8
0
.
0

×

地
域

の
清

掃
な

ど
普

段
か
ら

清
潔

な
ま

ち
を
守

る
行

動
を

行
っ
て

い
る

市
民

の
割
合

（
％

）

6
3
.
3

－
－

6
6
.
7

6
6
.
0

7
0
.
0

△

○
（
全

て
実

施
）

×
(未

達
見

込
)

施
策

目
標

推
進

部
施

策
取

り
ま

と
め

課
市

民
生

活
部

環
境

課
１

１
　

　
　

環
境

に
や

さ
し

い
清

潔
な

ま
ち

で
の

暮
ら

し
が

広
が

っ
て

い
る

１
１

－
２

　
清

潔
な

ま
ち

づ
く

り
が

進
ん

で
い

る

後
期

基
本

計
画

策
定

以
降

（
H
2
8
～

）
の

社
会

経
済

環
境

の
変

化
・
公

共
の

場
で

の
禁

煙
・
分

煙
が

一
層

進
ん

で
い

る
。

・
健

康
増

進
法

の
一

部
改

正
（
H

3
0
年

7
月

改
正

，
R

2
年

4
月

全
面

施
行

）
・
兵

庫
県

「
受

動
喫

煙
の

防
止

等
に

関
す

る
条

例
」
（
R

1
年

3
月

改
正

，
R

2
年

4
月

全
面

施
行

）

ア
　

後
期

基
本

計
画

の
内

容
　

（
Ｐ

l
a
n
）

イ
　

取
組

の
実

施
状

況
　

（
Ｄ

ｏ
）

1
1
-
2
-
1

市
民

と
行

政
が

一
体

と
な

っ
た

清
潔

で
安

全
・
快

適
な

ま
ち

づ
く
り

へ
の

取
組

を
推

進
し

ま
す

。

①
　

市
民

マ
ナ

ー
条

例
推

進
連

絡
会

や
美

化
推

進
員

と
協

力
し

な
が

ら
，

地
域

の
情

報
交

換
や

合
同

の
街

頭
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
，

パ
ト

ロ
ー

ル
等

，
協

働
に

よ
る

活
動

を
推

進
し

ま
す

。
②

　
市

外
か

ら
の

来
訪

者
に

も
市

民
マ

ナ
ー

条
例

を
守

っ
て

も
ら

え
る

よ
う

に
，

交
通

事
業

者
な

ど
の

関
係

機
関

と
の

連
携

や
官

学
協

働
等

，
様

々
な

手
段

に
よ

り
，

市
の

内
外

に
向

け
た

市
民

マ
ナ

ー
条

例
の

周
知

，
啓

発
活

動
を

強
化

し
ま

す
。

③
　

良
好

な
生

活
環

境
の

確
保

へ
向

け
て

地
域

が
主

体
と

な
っ

た
取

組
が

行
え

る
よ

う
に

，
美

化
活

動
へ

の
支

援
や

ご
み

出
し

ル
ー

ル
に

つ
い

て
の

啓
発

な
ど

を
推

進
し

ま
す

。

◇
地

域
の

マ
ナ

ー
は

地
域

で
守

る
と

の
視

点
に

立
っ

た
行

動
や

周
囲

へ
の

啓
発

後
期

５
年

の
重

点
施

策
市

民
主

体
に

よ
る

取
組

取
組

の
実

施
状

況

○
（
全

て
実

施
）

ま
と

め
取

組
の

評
価

結
果

の
評

価

・
芦

屋
市

市
民

マ
ナ

ー
条

例
推

進
計

画
（
H

2
6
～

H
3
0
）

・
第

２
次

芦
屋

市
市

民
マ

ナ
ー

条
例

推
進

計
画

（
H

3
1
～

H
3
5
）

課
題

別
計

画
の

策
定

状
況

調
査

結
果

指
標

の
推

移

①
芦

屋
市

市
民

マ
ナ

ー
条

例
推

進
計

画
の

進
捗

状
況

を
把

握
す

る
た

め
，

中
間

検
証

を
実

施
し

（
H

2
8
）
，

計
画

改
定

に
向

け
て

，
市

民
・
美

化
推

進
員

へ
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
実

施
し

た
。

（
H

2
9
）
ま

た
，

美
化

推
進

員
と

さ
く
ら

祭
り

や
サ

マ
ー

カ
ー

ニ
バ

ル
で

啓
発

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

を
協

働
で

行
っ

た
。

（
H

2
8
～

H
3
0
)

第
１

次
計

画
の

取
組

み
状

況
等

を
踏

ま
え

，
第

２
次

芦
屋

市
市

民
マ

ナ
ー

条
例

推
進

計
画

を
策

定
し

た
。

（
H

3
0
）

②
複

数
市

町
共

同
研

究
事

業
を

活
用

し
，

阪
神

6
市

（
尼

崎
・
芦

屋
・
伊

丹
・
宝

塚
・
川

西
・
三

田
市

）
で

，
先

進
市

視
察

を
実

施
し

た
。

（
H

2
8
）
　

ま
た

，
市

外
か

ら
の

来
訪

者
等

へ
の

周
知

・
啓

発
の

た
め

，
合

同
で

街
頭

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

を
実

施
し

た
。

（
H

2
9
）
さ

ら
に

，
「
健

康
増

進
法

」
・
「
受

動
喫

煙
の

防
止

等
に

関
す

る
条

例
」
の

改
正

内
容

に
つ

い
て

勉
強

会
を

実
施

し
た

。
（
H

3
0
）

②
英

語
版

広
報

紙
「
ア

シ
ヤ

ニ
ュ

ー
ズ

レ
タ

ー
」
の

発
行

を
は

じ
め

，
外

国
人

向
け

の
チ

ラ
シ

を
作

成
し

周
知

・
啓

発
を

実
施

し
た

。
（
H

2
9
,H

3
0
）

②
官

学
協

働
に

よ
る

啓
発

ま
ん

が
や

う
ち

わ
の

製
作

・
配

布
を

実
施

し
，

広
報

紙
で

も
特

集
を

掲
載

し
た

。
ま

た
，

「
犬

の
お

散
歩

マ
ナ

ー
向

上
モ

デ
ル

ロ
ー

ド
」
を

指
定

し
，

オ
リ

ジ
ナ

ル
路

面
タ

イ
ル

・
看

板
の

設
置

と
お

披
露

目
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

を
行

っ
た

。
（
H

2
8
～

H
3
0
）
な

お
，

お
披

露
目

イ
ベ

ン
ト

や
市

民
マ

ナ
ー

条
例

に
つ

い
て

，
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
（
新

聞
・
雑

誌
）
に

取
り

上
げ

ら
れ

，
大

変
効

果
的

な
周

知
に

繋
が

っ
た

。
（
H

3
0
）

②
市

内
バ

ス
で

の
ア

ナ
ウ

ン
ス

放
送

や
電

照
広

告
を

利
用

し
た

周
知

・
啓

発
業

務
，

指
導

員
の

巡
回

・
啓

発
区

域
の

見
直

し
を

行
っ

た
。

（
H

2
8
～

H
3
0
）

②
③

感
染

症
媒

介
蚊

対
策

や
ク

リ
ー

ン
作

戦
に

お
け

る
清

掃
場

所
の

見
直

し
と

市
民

マ
ナ

ー
条

例
の

同
時

啓
発

を
実

施
し

た
。

（
H

2
8
～

H
3
0
）
ま

た
，

外
来

種
で

あ
る

ヒ
ア

リ
に

つ
い

て
，

環
境

衛
生

協
会

主
催

に
よ

る
講

習
会

を
実

施
し

た
。

（
H

3
0
）

③
ご

み
出

し
ル

ー
ル

の
徹

底
や

カ
ラ

ス
被

害
減

少
へ

の
取

組
み

と
し

て
，

広
報

紙
に

よ
る

発
信

，
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

Ｑ
＆

Ａ
の

改
善

や
広

報
番

組
の

制
作

の
ほ

か
，

個
々

の
家

庭
ご

み
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
毎

の
啓

発
パ

ネ
ル

の
掲

示
や

加
工

用
テ

ン
プ

レ
ー

ト
の

提
供

に
加

え
て

，
収

集
作

業
時

の
簡

易
清

掃
に

努
め

，
市

民
や

自
治

会
等

に
よ

る
家

庭
ご

み
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

美
化

活
動

へ
の

支
援

を
実

施
し

た
。

展
開

状
況

指
標
（

単
位

）

ウ
　

取
組

結
果

　
（

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
）

傾
向
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(
5
)
 
施

策
目

標
の

総
括

総
括

結
果

☆

○
1
1
-
2
-
1
 市

民
と

行
政

が
一

体
と

な
っ

た
清

潔
で

安
全

・
快

適
な

ま
ち

づ
く
り

へ
の

取
組

で
は

・
市

民
マ

ナ
ー

条
例

の
周

知
・
啓

発
に

関
し

て
，

官
学

協
働

に
よ

り
，

工
夫

を
こ

ら
し

た
様

々
な

啓
発

と
広

報
活

動
を

実
施

し
，

さ
ら

に
，

外
国

人
向

け
の

刊
行

物
を

作
成

し
た

他
，

市
外

か
ら

の
来

訪
者

へ
向

け
て

，
阪

神
間

で
合

同
取

組
を

行
う

等
，

新
た

な
情

報
発

信
の

試
み

を
実

施
し

て
い

ま
す

。
し

か
し

な
が

ら
，

市
外

か
ら

の
来

訪
者

に
よ

る
駅

周
辺

で
の

喫
煙

に
つ

い
て

は
，

依
然

と
し

て
違

反
割

合
が

高
く
，

今
後

は
よ

り
広

範
囲

で
，

多
く
の

人
に

条
例

を
理

解
し

て
い

た
だ

く
必

要
が

あ
る

と
考

え
ま

す
。

ま
た

，
飼

い
犬

の
ふ

ん
の

放
置

等
に

関
す

る
苦

情
等

も
ま

だ
ま

だ
件

数
が

多
い

た
め

，
メ

デ
ィ

ア
に

取
り

上
げ

て
も

ら
え

る
様

な
，

趣
向

を
凝

ら
し

た
手

法
を

用
い

た
啓

発
を

行
っ

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
こ

れ
ら

の
課

題
や

第
1
次

計
画

の
取

組
状

況
を

踏
ま

え
，

第
2
次

芦
屋

市
市

民
マ

ナ
ー

条
例

推
進

計
画

を
策

定
し

，
取

組
を

進
め

て
い

ま
す

。
今

後
は

，
違

反
行

為
自

体
を

し
難

い
環

境
を

作
る

た
め

，
地

域
と

一
体

と
な

っ
た

取
り

組
み

や
，

子
ど

も
の

頃
か

ら
の

マ
ナ

ー
教

育
を

推
進

し
，

市
民

・
事

業
者

・
関

係
機

関
と

の
連

携
強

化
を

図
り

な
が

ら
，

経
費

削
減

の
た

め
に

，
業

務
の

再
検

討
と

常
に

手
法

の
見

直
し

を
行

っ
て

ま
い

り
ま

す
。

総
括

コ
メ

ン
ト

展
開

状
況

傾
向

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

概
ね

達
成

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

概
ね

達
成

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

良
好

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

良
好

☆
×

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

て
い

る
が

，
進

捗
が

不
十

分
実

施
し

て
い

な
い

小
項

目
が

あ
り

，
進

捗
も

不
十

分

○
（

全
て

実
施

）
△

（
一

部
実

施
）

（
未

達
見

込
）

×

（
良

好
傾

向
）

△

（
達

成
見

込
）

○
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■
施

策
目

標
後

期
施

策
評

価
シ

ー
ト

目
標

施
策

目
標

【
後

期
基

本
計

画
の

施
策

評
価

】

(
1
)
 
前

提
条

件
の

変
化

(
2
)
 
関

連
計

画
の

策
定

状
況

(
3
)
 
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

（
R
1
.
5
実

施
）

肯
定

的
意

見
否

定
的

意
見

わ
か

ら
な

い
無

回
答

5
0
.
8
%

3
1
.
8
%

1
6
.
1
%

1
.
3
%

(
4
)
 
重

点
施

策
の

取
組

状
況

め
ざ

す
値

重
点

施
策

の
名

称
重

点
取

組
H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
2

市
内

交
通

事
故

に
よ

る
高
齢

者
の

死
傷

者
数
（

人
／

年
）

5
5

6
3

7
2

7
6

8
1

4
9

×

市
内

交
通

事
故

に
よ

る
子
ど

も
の

死
傷

者
数
（

人
／

年
）

3
0

2
0

3
0

2
5

1
6

1
8

○

市
内

の
自

転
車

が
関

わ
る
事

故
件

数
8
7

8
7

1
0
3

1
1
4

1
0
1

6
5

×

自
転

車
利

用
者

賠
償

責
任
保

険
加

入
者

割
合
（

％
）

2
9
.
3

(
H
2
5
)

－
6
7
.
0

7
6
.
1

7
6
.
3

1
0
0
.
0

△

○
（
全

て
実

施
）

×
(未

達
見

込
)

(
5
)
 
施

策
目

標
の

総
括

総
括

結
果

☆

ま
と

め
結

果
の

評
価

総
括

コ
メ

ン
ト

○
1
2
-
1
-
1
 交

通
に

関
す

る
ル

ー
ル

，
マ

ナ
ー

の
周

知
，

啓
発

で
は

・
警

察
等

の
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

，
交

通
安

全
の

啓
発

を
進

め
ま

し
た

が
，

交
通

事
故

に
関

し
て

悪
化

し
て

い
る

指
標

も
あ

り
ま

す
。

今
後

，
高

齢
者

人
口

が
増

加
す

る
中

で
，

事
故

全
体

に
お

け
る

高
齢

者
の

事
故

の
割

合
は

さ
ら

に
増

加
す

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
た

め
，

警
察

等
の

関
係

機
関

と
連

携
し

，
啓

発
を

続
け

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
す

。
加

え
て

，
自

転
車

の
高

機
能

化
，

自
転

車
道

の
整

備
な

ど
，

自
転

車
を

取
り

巻
く
環

境
が

変
化

し
て

い
く
中

で
，

自
転

車
利

用
の

ル
ー

ル
に

つ
い

て
も

安
全

教
育

の
実

施
が

必
要

で
す

。
ま

た
，

交
通

ル
ー

ル
に

つ
い

て
は

子
ど

も
こ

ろ
か

ら
発

達
段

階
に

応
じ

て
繰

り
返

し
教

育
し

て
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
地

域
の

特
徴

も
と

ら
え

，
イ

ベ
ン

ト
等

も
利

用
し

，
交

通
安

全
思

想
の

周
知

に
取

り
組

ん
で

い
き

ま
す

。

傾
向

1
2
-
1
-
1

交
通

に
関

す
る

ル
ー

ル
と

マ
ナ

ー
の

周
知

，
啓

発
に

努
め

ま
す

。

①
　

子
ど

も
や

高
齢

者
の

交
通

事
故

を
減

少
さ

せ
る

た
め

に
，

街
頭

啓
発

，
交

通
安

全
教

室
，

地
域

の
集

会
の

場
等

を
活

用
し

，
周

知
，

啓
発

を
更

に
強

化
し

ま
す

。
②

　
子

ど
も

に
対

す
る

交
通

安
全

教
室

の
内

容
を

見
直

し
，

地
域

の
特

徴
に

あ
わ

せ
て

改
善

す
る

と
と

も
に

，
自

転
車

の
正

し
い

乗
り

方
に

つ
い

て
発

達
に

応
じ

た
啓

発
活

動
を

推
進

し
ま

す
。

③
　

自
転

車
が

関
わ

る
交

通
事

故
を

減
ら

す
た

め
に

，
自

転
車

利
用

者
へ

の
交

通
ル

ー
ル

の
周

知
と

安
全

教
育

の
推

進
を

進
め

ま
す

。
④

　
自

転
車

事
故

の
際

の
危

機
管

理
と

し
て

，
賠

償
責

任
保

険
の

加
入

促
進

な
ど

の
普

及
，

啓
発

に
取

り
組

み
，

自
転

車
の

安
全

利
用

の
定

着
を

図
り

ま
す

。

◇
道

路
を

利
用

す
る

全
て

の
人

が
交

通
ル

ー
ル

を
守

り
，

気
持

ち
よ

く
利

用
で

き
る

よ
う

お
互

い
に

配
慮

し
た

思
い

や
り

◇
お

互
い

に
交

通
ル

ー
ル

や
マ

ナ
ー

違
反

に
つ

い
て

の
注

意
呼

び
か

け
◇

自
動

車
や

自
転

車
な

ど
に

乗
る

人
は

常
に

歩
行

者
を

優
先 ◇

自
転

車
事

故
に

関
す

る
賠

償
責

任
保

険
の

加
入

後
期

５
年

の
重

点
施

策
市

民
主

体
に

よ
る

取
組

取
組

の
実

施
状

況
展

開
状

況
指

標
（

単
位
）

①
警

察
な

ど
の

関
係

機
関

と
連

携
し

，
集

会
所

等
を

利
用

し
た

高
齢

者
交

通
安

全
教

室
（
１

回
）
を

開
催

し
た

。
高

齢
運

転
者

の
問

題
を

受
け

，
高

齢
者

運
転

免
許

自
主

返
納

サ
ポ

ー
ト

協
議

会
に

加
盟

し
た

。
②

地
域

の
特

徴
に

沿
っ

た
交

通
安

全
教

室
と

な
る

よ
う

，
保

育
所

（
園

）
周

辺
で

歩
行

訓
練

を
含

め
た

教
育

（
4
3
回

）
や

，
小

学
校

の
登

下
校

指
導

（
3
4
回

）
を

行
い

，
小

学
校

３
，

４
年

生
を

対
象

と
す

る
自

転
車

交
通

安
全

教
室

（
８

回
）
を

開
催

し
た

。
③

自
転

車
運

転
免

許
証

等
を

発
行

す
る

自
転

車
教

室
を

開
催

し
た

他
，

警
察

な
ど

の
関

係
機

関
と

連
携

し
高

校
生

が
自

ら
啓

発
を

行
う

自
転

車
の

マ
ナ

ー
ア

ッ
プ

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

や
ス

タ
ン

ト
マ

ン
を

活
用

し
た

自
転

車
講

習
会

を
（
各

１
回

）
を

行
っ

た
。

④
交

通
安

全
教

室
な

ど
で

，
自

転
車

側
が

加
害

者
に

な
る

と
高

額
な

賠
償

と
な

る
事

例
が

発
生

し
て

い
る

こ
と

を
周

知
し

，
自

転
車

駐
車

場
等

に
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

設
置

し
啓

発
を

図
っ

た
。

○
（
全

て
実

施
）

指
標

の
推

移

・
交

通
事

故
件

数
お

よ
び

死
傷

者
数

は
減

少
傾

向
か

ら
横

ば
い

に
変

化
し

，
高

齢
者

人
口

の
増

加
に

伴
い

，
交

通
事

故
全

体
に

占
め

る
高

齢
者

の
割

合
が

増
加

し
て

い
る

。
・
自

転
車

を
取

り
巻

く
状

況
の

変
化

か
ら

，
自

転
車

と
歩

行
者

の
交

通
事

故
の

割
合

は
増

加
傾

向
に

あ
り

，
自

転
車

側
が

加
害

者
に

な
る

と
高

額
な

賠
償

と
な

る
事

例
が

発
生

し
て

い
る

。

ア
　

後
期

基
本

計
画

の
内

容
　

（
Ｐ

l
a
n
）

イ
　

取
組

の
実

施
状

況
　

（
Ｄ

ｏ
）

ウ
　

取
組

結
果

　
（

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
）

・
第

1
0
次

芦
屋

市
交

通
安

全
計

画
（
H

2
8
～

H
3
2
）

１
２

－
１

　
交

通
ル

ー
ル

や
マ

ナ
ー

に
関

す
る

意
識

が
高

ま
っ

て
い

る

後
期

基
本

計
画

策
定

以
降

（
H
2
8
～

）
の

社
会

経
済

環
境

の
変

化
課

題
別

計
画

の
策

定
状
況

調
査

結
果

施
策

目
標

推
進

部
施

策
取

り
ま

と
め

課
都

市
建

設
部

建
設

総
務

課
１

２
　

　
　

交
通

マ
ナ

ー
と

思
い

や
り

が
ま

ち
に

行
き

渡
り

，
市

内
が

安
全

に
安

心
し

て
移

動
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

展
開

状
況

傾
向

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

概
ね

達
成

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

概
ね

達
成

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

良
好

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

良
好

☆
×

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

て
い

る
が

，
進

捗
が

不
十

分
実

施
し

て
い

な
い

小
項

目
が

あ
り

，
進

捗
も

不
十

分

○
（

全
て

実
施

）
△

（
一

部
実

施
）

（
未

達
見

込
）

×

（
良

好
傾

向
）

△

（
達

成
見

込
）

○
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■
施

策
目

標
後

期
施

策
評

価
シ

ー
ト

目
標

施
策

目
標

【
後

期
基

本
計

画
の

施
策

評
価

】

(
1
)
 
前

提
条

件
の

変
化

(
2
)
 
関

連
計

画
の

策
定

状
況

(
3
)
 
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

（
R
1
.
5
実

施
）

肯
定

的
意

見
否

定
的

意
見

わ
か

ら
な

い
無

回
答

5
4
.
9
%

2
0
.
3
%

2
3
.
5
%

1
.
3
%

(
4
)
 
重

点
施

策
の

取
組

状
況

め
ざ

す
値

重
点

施
策

の
名

称
重

点
取

組
H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
2

歩
道

切
下

げ
部

の
バ

リ
ア
フ

リ
ー

化
率

（
％
）

3
4
.
5

3
5
.
9

3
8
.
1

3
9
.
1

4
0
.
2

4
6
.
7

△

公
園

施
設

の
バ

リ
ア

フ
リ
ー

化
率

（
施

設
誘

導
園

路
，

多
目

的
ト

イ
レ

等
の
施

設
整

備
状

況
）
（

％
）

1
6
.
9

1
8
.
8

2
0
.
7

2
2
.
6

2
6
.
4

5
6
.
6

×

公
共

建
築

物
の

バ
リ

ア
フ
リ

ー
化

率
（

多
目
的

ト
イ

レ
の

整
備
状

況
）

（
％

）

7
5
.
0

7
6
.
3

8
0
.
3

8
1
.
7

8
3
.
3

7
9
.
0

○

○
（
全

て
実

施
）

△
(良

好
傾

向
)

(
5
)
 
施

策
目

標
の

総
括

総
括

結
果

☆
☆

☆

施
策

目
標

推
進

部
施

策
取

り
ま

と
め

課
都

市
建

設
部

道
路

課
１

２
　

　
　

交
通

マ
ナ

ー
と

思
い

や
り

が
ま

ち
に

行
き

渡
り

，
市

内
が

安
全

に
安

心
し

て
移

動
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

１
２

－
２

　
公

共
施

設
な

ど
の

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
が

進
ん

で
い

る

後
期

基
本

計
画

策
定

以
降

（
H
2
8
～

）
の

社
会

経
済

環
境

の
変

化
課

題
別

計
画

の
策

定
状
況

調
査

結
果

地
方

分
権

の
進

展
に

よ
り

都
市

・
地

域
の

特
性

を
活

か
し

た
ま

ち
づ

く
り

が
重

要
視

さ
れ

て
お

り
，

ま
ち

な
み

景
観

に
与

え
る

影
響

が
大

き
い

公
共

サ
イ

ン
の

重
要

性
は

年
々

高
ま

っ
て

い
る

。

ア
　

後
期

基
本

計
画

の
内

容
　

（
Ｐ

l
a
n
）

イ
　

取
組

の
実

施
状

況
　

（
Ｄ

ｏ
）

ウ
　

取
組

結
果

　
（

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
）

芦
屋

市
公

共
サ

イ
ン

計
画

(H
2
8
)

芦
屋

市
交

通
バ

リ
ア

フ
リ

ー
基

本
構

想
（
H

1
9
～

）
芦

屋
市

総
合

交
通

戦
略

（
H

3
0
～

4
0
）

傾
向

1
2
-
2
-
1

道
路

や
公

園
な

ど
の

公
共

空
間

や
様

々
な

人
が

利
用

す
る

建
物

の
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

を
進

め
ま

す
。

①
　

全
て

の
人

に
や

さ
し

い
歩

行
者

空
間

の
確

保
に

努
め

る
と

と
も

に
，

歩
道

の
平

坦
性

を
確

保
す

る
な

ど
歩

道
設

置
路

線
の

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
を

進
め

ま
す

。
②

　
安

全
か

つ
ス

ム
ー

ズ
に

目
的

地
に

行
く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
，

景
観

に
配

慮
し

た
分

か
り

や
す

く
統

一
的

な
サ

イ
ン

計
画

に
見

直
し

ま
す

。
③

　
長

寿
命

化
改

修
に

併
せ

て
，

公
園

施
設

の
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

を
進

め
ま

す
。

④
　

公
共

建
築

物
の

建
替

え
や

大
規

模
改

修
時

に
は

，
関

係
団

体
な

ど
か

ら
の

ア
ド

バ
イ

ス
を

参
考

に
し

な
が

ら
，

利
用

者
の

視
点

を
考

慮
し

た
施

設
整

備
を

行
い

ま
す

。
ま

た
，

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
に

係
る

整
備

マ
ニ

ュ
ア

ル
も

作
成

し
，

建
替

え
な

ど
の

計
画

に
活

用
し

ま
す

。
⑤

　
円

滑
に

市
街

地
を

移
動

で
き

る
よ

う
，

現
地

調
査

な
ど

を
行

い
な

が
ら

新
た

な
バ

リ
ア

フ
リ

ー
基

本
構

想
（
重

点
整

備
地

区
）
を

検
討

し
ま

す
。

◇
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
な

ど
の

バ
リ

ア
フ

リ
ー

設
備

の
使

用
を

妨
げ

な
い

よ
う

，
物

な
ど

を
置

か
な

い
こ

と

後
期

５
年

の
重

点
施

策
市

民
主

体
に

よ
る

取
組

取
組

の
実

施
状

況
展

開
状

況
指

標
（

単
位
）

①
歩

道
切

下
げ

部
の

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
工

事
を

H
2
8
に

4
4
箇

所
，

H
2
9
に

2
2
箇

所
，

H
3
0
に

2
5
箇

所
実

施
し

た
。

②
H

2
8
に

芦
屋

市
公

共
サ

イ
ン

計
画

を
策

定
し

，
H

2
9
に

阪
神

芦
屋

駅
周

辺
，

H
3
0
に

J
R

芦
屋

駅
周

辺
に

案
内

誘
導

サ
イ

ン
を

設
置

し
た

。
③

公
園

施
設

（
園

路
及

び
ト

イ
レ

）
の

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
を

４
公

園
６

施
設

に
お

い
て

行
っ

た
。

（
H

2
8
～

H
3
0
）

④
山

手
中

学
校

（
H

2
8
）
，

新
分

庁
舎

（
H

2
9
）
，

精
道

中
学

校
，

精
道

こ
ど

も
園

及
び

（
仮

称
）
西

蔵
認

定
こ

ど
も

園
（
H

3
0
）
の

新
築

計
画

時
に

，
福

祉
関

係
団

体
の

意
見

聴
取

及
び

福
祉

の
ま

ち
づ

く
り

条
例

に
基

づ
く
チ

ェ
ッ

ク
＆

ア
ド

バ
イ

ス
制

度
を

活
用

し
利

用
者

目
線

の
助

言
を

聴
取

し
た

。
（
各

２
回

)
④

既
存

施
設

の
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

(多
目

的
ト

イ
レ

の
設

置
・
段

差
解

消
等

)に
つ

い
て

は
，

H
2
8
は

５
施

設
，

H
2
9
は

２
施

設
，

H
3
0
は

２
施

設
実

施
し

た
。

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
に

関
す

る
基

準
を

定
め

，
工

事
を

実
施

し
た

。
⑤

安
全

・
安

心
で

快
適

に
移

動
で

き
る

ま
ち

づ
く
り

を
進

め
る

た
め

「
芦

屋
市

総
合

交
通

戦
略

」
を

H
3
0
年

３
月

に
策

定
し

，
歩

道
の

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
に

つ
い

て
，

重
点

施
策

と
し

て
掲

げ
た

。

○
（
全

て
実

施
）

指
標

の
推

移

○
1
2
-
2
-
1
 公

共
空

間
や

様
々

な
人

が
利

用
す

る
建

物
の

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
で

は
・
公

共
施

設
や

道
路

等
に

お
い

て
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

工
事

を
実

施
す

る
と

と
も

に
，

回
遊

性
向

上
と

優
良

な
都

市
景

観
づ

く
り

の
た

め
芦

屋
市

公
共

サ
イ

ン
計

画
を

策
定

し
，

阪
神

芦
屋

駅
周

辺
，

Ｊ
Ｒ

芦
屋

駅
周

辺
に

案
内

誘
導

サ
イ

ン
を

設
置

し
ま

し
た

。
ま

た
，

公
共

建
物

の
改

修
・
建

築
に

際
し

て
，

福
祉

団
体

か
ら

も
意

見
聴

取
す

る
な

ど
，

利
用

者
の

視
点

を
考

慮
す

る
よ

う
努

め
ま

し
た

。
未

だ
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

で
き

て
い

な
い

箇
所

が
存

在
す

る
こ

と
か

ら
，

今
後

も
公

共
空

間
の

バ
リ

ア
フ

リ
ー

工
事

や
芦

屋
市

公
共

サ
イ

ン
計

画
に

基
づ

く
サ

イ
ン

整
備

を
進

め
ま

す
。

ま
と

め
取

組
の

評
価

結
果

の
評

価

総
括

コ
メ

ン
ト

展
開

状
況

傾
向

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

概
ね

達
成

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

概
ね

達
成

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

良
好

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

良
好

☆
×

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

て
い

る
が

，
進

捗
が

不
十

分
実

施
し

て
い

な
い

小
項

目
が

あ
り

，
進

捗
も

不
十

分

○
（

全
て

実
施

）
△

（
一

部
実

施
）

（
未

達
見

込
）

×

（
良

好
傾

向
）

△

（
達

成
見

込
）

○

70



■
施

策
目

標
後

期
施

策
評

価
シ

ー
ト

目
標

施
策

目
標

【
後

期
基

本
計

画
の

施
策

評
価

】

(
1
)
 
前

提
条

件
の

変
化

(
2
)
 
関

連
計

画
の

策
定

状
況

(
3
)
 
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

（
R
1
.
5
実

施
）

肯
定

的
意

見
否

定
的

意
見

わ
か

ら
な

い
無

回
答

6
4
.
1
%

2
4
.
3
%

1
0
.
4
%

1
.
2
%

(
4
)
 
重

点
施

策
の

取
組

状
況

め
ざ

す
値

重
点

施
策

の
名

称
重

点
取

組
H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
2

防
護

柵
の

改
修

率
（

％
）

7
5
.
3

7
9
.
0

8
2
.
0

8
2
.
6

8
2
.
8

8
9
.
7

△

道
路

上
で

の
人

身
事

故
の
件

数
（

件
／

年
）

3
4
7

3
0
8

3
1
7

3
5
1

3
1
9

2
0
3

×

1
2
-
3
-
2

Ｊ
Ｒ

芦
屋

駅
周

辺
の

交
通

結
節

機
能

を
高

め
る

取
組

を
進

め
ま

す
。

①
　

安
全

か
つ

快
適

に
移

動
で

き
利

便
性

が
向

上
す

る
よ

う
に

，
Ｊ
Ｒ

芦
屋

駅
南

側
の

駅
前

広
場

及
び

周
辺

道
路

を
整

備
し

ま
す

。
②

　
Ｊ
Ｒ

芦
屋

駅
南

側
に

お
い

て
分

散
化

さ
れ

た
既

存
の

駐
輪

場
を

集
約

，
整

備
し

ま
す

。
③

　
バ

ス
を

利
用

し
や

す
く
な

る
よ

う
に

，
Ｊ
Ｒ

芦
屋

駅
の

南
北

バ
ス

停
の

再
配

置
に

伴
う

路
線

再
編

に
向

け
て

関
係

機
関

と
協

議
し

ま
す

。

○
（
全

て
実

施
）

○
（
全

て
実

施
）

×
(未

達
見

込
)

施
策

目
標

推
進

部
施

策
取

り
ま

と
め

課
都

市
建

設
部

道
路

課
１

２
　

　
　

交
通

マ
ナ

ー
と

思
い

や
り

が
ま

ち
に

行
き

渡
り

，
市

内
が

安
全

に
安

心
し

て
移

動
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

１
２

－
３

　
市

内
を

安
全

か
つ

快
適

に
移

動
で

き
る

後
期

基
本

計
画

策
定

以
降

（
H
2
8
～

）
の

社
会

経
済

環
境

の
変

化 ①
，

③
安

全
・
安

心
で

快
適

に
移

動
で

き
る

ま
ち

づ
く
り

を
進

め
る

た
め

「
芦

屋
市

総
合

交
通

戦
略

」
を

H
3
0
年

３
月

に
策

定
し

，
Ｊ
Ｒ

芦
屋

駅
周

辺
の

施
設

整
備

及
び

バ
ス

路
線

の
再

編
・
利

便
性

の
向

上
に

つ
い

て
，

重
点

施
策

と
し

て
掲

げ
た

。
①

②
③

駅
前

広
場

及
び

道
路

等
の

公
共

施
設

と
合

わ
せ

て
，

良
好

な
住

宅
・

商
業

・
公

益
機

能
を

備
え

た
施

設
を

一
体

的
に

整
備

す
る

た
め

，
「
第

二
種

市
街

地
再

開
発

事
業

」
の

都
市

計
画

，
事

業
計

画
を

決
定

し
た

。
（
H

2
9
.3

 都
市

計
画

決
定

，
H

3
0
.5

 事
業

計
画

決
定

）
②

市
街

地
再

開
発

事
業

の
進

捗
に

併
せ

て
，

分
散

し
て

い
る

駐
輪

場
の

集
約

化
を

行
い

，
利

便
性

の
向

上
を

図
る

た
め

，
駅

前
広

場
の

地
下

空
間

の
活

用
に

つ
い

て
施

設
計

画
を

検
討

中
③

市
街

地
再

開
発

事
業

の
進

捗
に

併
せ

て
，

バ
ス

路
線

の
再

編
に

向
け

て
関

係
機

関
と

協
議

中
①

バ
ス

の
実

地
走

行
に

よ
る

交
通

広
場

形
状

の
確

認
を

行
っ

た
。

(H
3
0
.1

2
)

①
Ｊ
Ｒ

芦
屋

駅
の

利
便

性
向

上
を

図
る

た
め

，
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

及
び

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

の
設

置
等

に
つ

い
て

，
Ｊ
Ｒ

西
日

本
と

「
Ｊ
Ｒ

芦
屋

駅
改

良
工

事
等

の
施

行
に

関
す

る
協

定
書

」
を

締
結

し
た

。
（
H

3
0
.6

）

H
2
8
年

7
月

「
安

全
で

快
適

な
自

転
車

利
用

環
境

創
出

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
の

改
定

に
よ

り
，

「
自

転
車

歩
行

者
道

」
の

原
則

不
採

用
が

示
さ

れ
，

自
転

車
の

車
道

走
行

の
方

針
が

よ
り

強
固

な
も

の
と

な
っ

た
。

ア
　

後
期

基
本

計
画

の
内

容
　

（
Ｐ

l
a
n
）

イ
　

取
組

の
実

施
状

況
　

（
Ｄ

ｏ
）

1
2
-
3
-
1

道
路

や
交

通
安

全
施

設
の

整
備

，
維

持
管

理
を

適
切

に
行

い
ま

す
。

①
　

橋
り

ょ
う

を
安

全
に

通
行

で
き

る
よ

う
に

，
老

朽
化

し
た

橋
り

ょ
う

を
定

期
的

に
点

検
し

，
修

繕
，

架
け

替
え

等
を

行
い

ま
す

。
②

　
道

路
を

安
全

に
通

行
で

き
る

よ
う

に
，

芦
屋

川
沿

い
の

防
護

柵
の

改
修

の
実

施
な

ど
歩

行
者

の
安

全
対

策
を

行
い

ま
す

。
③

　
道

路
を

安
全

に
通

行
で

き
る

よ
う

に
，

歩
行

者
，

自
転

車
，

自
動

車
の

共
存

が
図

れ
る

よ
う

様
々

な
工

夫
を

図
り

ま
す

。

◇
駐

車
場

や
駐

輪
場

の
利

用

後
期

５
年

の
重

点
施

策
市

民
主

体
に

よ
る

取
組

取
組

の
実

施
状

況

ま
と

め
取

組
の

評
価

結
果

の
評

価

芦
屋

市
道

路
橋

長
寿

命
化

修
繕

計
画

（
H

2
7
～

3
6
）

芦
屋

市
自

転
車

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

計
画

（
H

3
0
）

芦
屋

市
都

市
計

画
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

（
H

2
4
～

H
3
2
）

芦
屋

市
総

合
交

通
戦

略
（
H

3
0
～

H
4
0
）

課
題

別
計

画
の

策
定

状
況

調
査

結
果

指
標

の
推

移

○
（
全

て
実

施
）

①
開

森
橋

の
架

け
替

え
工

事
を

実
施

。
（
H

2
8
）

鵺
塚

橋
，

打
出

浜
歩

道
橋

，
朝

日
ケ

丘
第

５
橋

，
月

若
橋

，
公

光
橋

の
修

繕
工

事
を

実
施

。
道

路
橋

7
2
橋

，
横

断
歩

道
橋

9
橋

の
定

期
点

検
を

実
施

。
（
H

2
9
）

芦
屋

浜
線

歩
道

橋
の

架
け

替
え

工
事

に
着

手
。

跨
線

橋
4
橋

の
定

期
点

検
を

実
施

。
（
H

3
0
）

②
芦

屋
川

転
落

防
止

柵
改

修
検

討
業

務
を

実
施

。
（
H

2
8
）

奥
池

南
町

外
に

お
い

て
，

防
護

柵
の

改
修

1
,2

0
2
ｍ

を
実

施
。

（
H

2
8
）

親
王

塚
町

外
に

お
い

て
，

防
護

柵
の

改
修

3
9
7
ｍ

を
実

施
。

（
H

2
9
）

陽
光

町
外

に
お

い
て

，
防

護
柵

の
改

修
1
0
8
ｍ

を
実

施
（
H

3
0
）

③
自

転
車

等
放

置
禁

止
区

域
に

お
い

て
，

違
法

駐
輪

自
転

車
の

移
送

を
年

間
7
2
回

実
施

。
（
H

2
8
.H

2
9
）

自
転

車
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
計

画
の

策
定

開
始

(H
2
9
)

自
転

車
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
計

画
の

策
定

及
び

公
表

（
H

3
0
）

③
第

1
0
次

芦
屋

市
交

通
安

全
計

画
に

基
づ

き
警

察
な

ど
の

関
係

機
関

と
連

携
し

，
交

通
安

全
教

室
・
啓

発
を

実
施

し
た

。
③

駐
輪

場
の

大
規

模
改

修
計

画
に

基
づ

き
，

既
存

ラ
ッ

ク
を

改
修

し
，

利
便

性
の

向
上

を
図

っ
た

。
③

阪
神

打
出

駅
周

辺
の

自
転

車
需

要
に

対
応

す
る

た
め

阪
神

打
出

駅
南

自
転

車
駐

車
場

を
新

た
に

整
備

し
た

。

展
開

状
況

指
標
（

単
位

）

ウ
　

取
組

結
果

　
（

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
）

傾
向
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(
5
)
 
施

策
目

標
の

総
括

総
括

結
果

☆

○
1
2
-
3
-
1
 道

路
や

交
通

安
全

施
設

の
整

備
，

維
持

管
理

で
は

・
橋

梁
，

芦
屋

川
転

落
防

護
柵

等
の

整
備

・
維

持
管

理
を

行
い

ま
し

た
。

ま
た

，
阪

神
打

出
駅

南
自

転
車

駐
車

場
整

備
や

違
法

駐
輪

自
転

車
の

移
送

な
ど

に
よ

り
，

道
路

を
通

行
す

る
歩

行
者

・
自

転
車

に
と

っ
て

も
，

安
全

，
便

利
か

つ
快

適
に

移
動

で
き

る
環

境
の

向
上

に
努

め
ま

し
た

。
一

方
，

平
成

2
8
年

7
月

改
定

の
「
安

全
で

快
適

な
自

転
車

利
用

環
境

創
出

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
に

よ
り

，
自

転
車

の
車

道
走

行
の

方
針

が
強

固
に

な
る

な
ど

，
道

路
の

通
行

環
境

に
関

す
る

見
直

し
も

必
要

に
な

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

，
「
芦

屋
市

総
合

交
通

戦
略

」
な

ら
び

に
「
芦

屋
市

自
転

車
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
計

画
」
を

策
定

し
ま

し
た

。
今

後
は

，
こ

れ
を

踏
ま

え
，

市
内

を
安

全
か

つ
快

適
に

移
動

で
き

る
環

境
整

備
を

図
っ

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
す

。
○

1
2
-
3
-
2
 Ｊ

Ｒ
芦

屋
駅

周
辺

の
交

通
結

節
機

能
の

向
上

で
は

・
「
芦

屋
市

総
合

交
通

戦
略

」
を

策
定

し
，

Ｊ
Ｒ

芦
屋

駅
周

辺
の

施
設

整
備

及
び

バ
ス

路
線

の
再

編
・
利

便
性

向
上

に
つ

い
て

重
点

施
策

と
し

て
掲

げ
る

と
と

も
に

，
駅

周
辺

地
区

の
「
第

二
種

市
街

地
再

開
発

事
業

」
の

都
市

計
画

・
事

業
計

画
決

定
を

行
い

ま
し

た
。

こ
れ

を
踏

ま
え

，
駐

輪
場

の
集

約
化

，
駅

前
広

場
地

下
空

間
の

活
用

，
バ

ス
路

線
の

再
編

等
に

向
け

た
取

組
に

着
手

し
て

い
ま

す
。

総
括

コ
メ

ン
ト

展
開

状
況

傾
向

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

概
ね

達
成

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

概
ね

達
成

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

良
好

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

良
好

☆
×

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

て
い

る
が

，
進

捗
が

不
十

分
実

施
し

て
い

な
い

小
項

目
が

あ
り

，
進

捗
も

不
十

分

○
（

全
て

実
施

）
△

（
一

部
実

施
）

（
未

達
見

込
）

×

（
良

好
傾

向
）

△

（
達

成
見

込
）

○
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■
施

策
目

標
後

期
施

策
評

価
シ

ー
ト

目
標

施
策

目
標

【
後

期
基

本
計

画
の

施
策

評
価

】

(
1
)
 
前

提
条

件
の

変
化

(
2
)
 
関

連
計

画
の

策
定

状
況

(
3
)
 
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

（
R
1
.
5
実

施
）

肯
定

的
意

見
否

定
的

意
見

わ
か

ら
な

い
無

回
答

6
4
.
6
%

1
1
.
7
%

2
2
.
4
%

1
.
2
%

(
4
)
 
重

点
施

策
の

取
組

状
況

め
ざ

す
値

重
点

施
策

の
名

称
重

点
取

組
H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
2

1
3
-
1
-
1

質
の

高
い

魅
力

あ
る

住
ま

い
づ

く
り

を
促

進
し

ま
す

。

①
　

良
好

な
住

環
境

の
維

持
，

誘
導

の
た

め
，

新
築

住
宅

の
整

備
に

あ
た

っ
て

，
「
景

観
計

画
」
又

は
「
住

み
よ

い
ま

ち
づ

く
り

条
例

」
等

の
適

切
な

運
用

を
図

り
ま

す
。

②
　

長
期

に
わ

た
っ

て
使

用
可

能
な

質
の

高
い

新
築

住
宅

を
供

給
す

る
た

め
，

長
期

優
良

住
宅

の
認

定
取

得
の

普
及

を
図

り
ま

す
。

◇
良

好
な

住
環

境
の

形
成

へ
の

理
解

と
協

力

○
（
全

て
実

施
）

「
芦

屋
市

マ
ン

シ
ョ

ン
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
会

議
」

へ
の

登
録
件

数
割

合
（

％
）

4
.
4

5
.
4

5
.
4

5
.
4

6
.
9

7
.
6

○

分
譲

共
同

住
宅

共
用

部
分
及

び
戸

建
住

宅
の
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化
助

成
件

数
（

件
／
年

）

4
1
9

4
2
1

4
3
2

4
4
3

4
5
1

4
3
0

○

施
策

目
標

推
進

部
施

策
取

り
ま

と
め

課

都
市

建
設

部
（

都
市

計
画

・
開

発
事

業
担

当
）

住
宅

課

１
３

　
　

　
充

実
し

た
住

宅
都

市
の

機
能

が
快

適
な

暮
ら

し
を

支
え

て
い

る
１

３
－

１
　

良
質

な
す

ま
い

づ
く

り
が

進
ん

で
い

る

後
期

基
本

計
画

策
定

以
降

（
H
2
8
～

）
の

社
会

経
済

環
境

の
変

化
課

題
別

計
画

の
策

定
状
況

調
査

結
果

・
住

生
活

基
本

計
画

の
改

定
　

・
兵

庫
県

住
生

活
基

本
計

画
の

改
定

・
芦

屋
市

屋
外

広
告

物
条

例
の

施
行

　
・
全

国
的

に
住

宅
ス

ト
ッ

ク
の

有
効

活
用

の
考

え
方

が
普

及
し

た

ア
　

後
期

基
本

計
画

の
内

容
　

（
Ｐ

l
a
n
）

イ
　

取
組

の
実

施
状

況
　

（
Ｄ

ｏ
）

ウ
　

取
組

結
果

　
（

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
）

・
芦

屋
市

緑
の

基
本

計
画

（
H

1
7
～

H
3
2
）

・
芦

屋
市

景
観

形
成

基
本

計
画

（
H

8
)

・
芦

屋
市

景
観

計
画

（
H

2
6
)

・
芦

屋
市

耐
震

改
修

促
進

計
画

（
H

2
0
～

H
2
7
)

・
芦

屋
市

住
宅

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
（
H

3
0
～

H
3
9
）

・
芦

屋
市

市
営

住
宅

等
ス

ト
ッ

ク
総

合
活

用
計

画
（
H

2
2
～

H
4
1
）

傾
向

①
ま

ち
づ

く
り

協
定

が
策

定
さ

れ
た

地
域

に
お

い
て

，
建

築
等

を
行

お
う

と
す

る
事

業
主

又
は

，
建

築
主

に
対

し
，

ま
ち

づ
く
り

活
動

団
体

と
の

協
議

な
ど

を
要

請
す

る
こ

と
に

よ
り

，
良

好
な

住
環

境
の

形
成

等
，

地
域

ニ
ー

ズ
へ

の
対

応
を

図
っ

た
。

ま
た

，
住

み
よ

い
ま

ち
づ

く
り

条
例

に
基

づ
く
開

発
や

建
築

に
関

す
る

審
査

・
指

導
を

行
っ

て
い

る
。

②
窓

口
で

の
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
配

布
や

H
P
に

よ
る

周
知

を
図

り
，

長
期

優
良

住
宅

の
認

定
取

得
を

推
進

し
て

い
る

。

1
3
-
1
-
2

良
質

な
住

宅
ス

ト
ッ

ク
形

成
へ

の
対

策
を

進
め

ま
す

。

①
　

住
宅

に
関

す
る

課
題

解
決

が
図

ら
れ

る
よ

う
に

，
市

内
マ

ン
シ

ョ
ン

管
理

組
合

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
会

議
も

活
用

し
な

が
ら

，
マ

ン
シ

ョ
ン

の
長

期
修

繕
計

画
の

策
定

な
ど

を
は

じ
め

と
し

た
住

宅
相

談
を

拡
充

し
ま

す
。

②
　

マ
ン

シ
ョ

ン
の

共
用

部
や

，
高

齢
者

や
障

が
い

者
世

帯
の

居
住

住
宅

の
改

善
が

進
む

よ
う

，
バ

リ
ア

フ
リ

ー
改

造
助

成
の

周
知

，
啓

発
に

取
り

組
み

ま
す

。
③

　
良

質
な

住
宅

維
持

を
促

進
す

る
た

め
，

中
古

住
宅

流
通

に
携

わ
る

関
係

団
体

と
の

調
整

を
行

う
な

ど
，

中
古

住
宅

の
リ

フ
ォ

ー
ム

改
修

の
促

進
を

図
り

ま
す

。
④

　
空

き
家

（
戸

建
，

集
合

）
の

現
状

を
把

握
し

，
課

題
な

ど
を

整
理

す
る

た
め

の
取

組
と

し
て

，
分

譲
マ

ン
シ

ョ
ン

の
利

用
状

況
調

査
を

実
施

し
，

今
後

の
取

組
を

検
討

し
ま

す
。

◇
マ

ン
シ

ョ
ン

管
理

組
合

の
理

解
と

協
力

後
期

５
年

の
重

点
施

策
市

民
主

体
に

よ
る

取
組

取
組

の
実

施
状

況
展

開
状

況
指

標
（

単
位
）

①
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
会

議
に

お
い

て
，

委
員

の
合

議
体

を
作

り
，

市
内

マ
ン

シ
ョ

ン
管

理
組

合
の

委
員

で
も

あ
る

メ
ン

バ
ー

主
体

に
よ

る
テ

ー
マ

の
選

定
，

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
拡

大
の

た
め

の
手

法
を

検
討

し
た

。
ま

た
，

会
議

で
は

，
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
会

議
実

行
委

員
に

よ
る

マ
ン

シ
ョ

ン
管

理
に

係
る

実
体

験
や

具
体

例
を

参
考

と
し

て
議

論
し

あ
う

こ
と

に
よ

り
，

課
題

の
共

有
へ

の
呼

び
か

け
を

行
い

，
参

加
者

を
増

加
さ

せ
る

取
り

組
み

を
行

っ
た

。
②

マ
ン

シ
ョ

ン
共

用
部

に
つ

い
て

は
引

き
続

き
補

助
を

実
施

し
，

バ
リ

ア
フ

リ
ー

の
改

善
へ

の
取

り
組

み
を

行
っ

た
。

ま
た

，
市

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

お
い

て
そ

の
周

知
，

啓
発

を
行

っ
た

。
③

中
古

住
宅

の
流

通
を

促
進

す
る

た
め

，
宅

建
業

協
会

と
協

力
し

，
空

き
家

相
談

窓
口

の
実

施
を

行
っ

た
。

④
空

き
家

に
関

し
て

，
市

民
か

ら
の

通
報

に
よ

り
，

管
理

が
必

要
な

空
き

家
の

現
状

を
把

握
し

，
情

報
収

集
を

行
っ

た
。

空
き

家
活

用
支

援
事

業
を

H
3
0
年

8
月

か
ら

開
始

し
，

申
請

を
促

す
た

め
，

広
報

や
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

情
報

を
掲

載
し

，
周

知
，

啓
発

を
行

っ
た

。

○
（
全

て
実

施
）

指
標

の
推

移
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1
3
-
1
-
3

市
営

住
宅

の
大

規
模

集
約

事
業

を
円

滑
に

実
施

し
ま

す
。

①
　

市
営

住
宅

大
規

模
集

約
事

業
に

お
い

て
，

良
好

な
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

形
成

に
配

慮
し

た
住

宅
を

建
設

し
，

新
規

住
宅

へ
の

ス
ム

ー
ズ

な
転

居
を

図
り

ま
す

。

◇
市

営
住

宅
の

建
替

な
ど

に
つ

い
て

の
入

居
者

の
理

解
と

協
力

○
（
全

て
実

施
）

○
（
全

て
実

施
）

○
(達

成
見

込
)

(
5
)
 
施

策
目

標
の

総
括

総
括

結
果

☆
☆

☆
☆

☆

①
H

3
0
年

1
0
月

か
ら

移
転

を
開

始
し

，
1
2
月

末
に

全
員

の
移

転
が

完
了

し
た

。
1
1
月

2
4
日

に
「
ま

ち
び

ら
き

」
を

潮
見

高
齢

者
生

活
支

援
セ

ン
タ

ー
，

老
人

ク
ラ

ブ
連

合
会

，
社

会
福

祉
協

議
会

，
地

域
福

祉
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ロ

グ
ラ

ム
推

進
協

議
会

，
赤

十
字

奉
仕

団
，

消
防

団
，

高
浜

分
署

等
と

と
も

に
実

施
し

た
。

入
居

者
自

身
に

よ
る

炊
き

出
し

，
災

害
時

の
対

応
方

法
の

説
明

な
ど

を
行

い
，

良
好

な
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

形
成

が
促

さ
れ

る
よ

う
イ

ベ
ン

ト
を

実
施

し
た

。
大

規
模

集
約

対
象

住
宅

の
管

理
人

と
連

携
し

，
高

浜
町

１
番

住
宅

自
治

会
を

立
ち

上
げ

る
た

め
，

定
期

的
に

会
合

を
持

ち
，

課
題

点
の

整
理

を
お

こ
な

っ
た

。

○
1
3
-
1
-
1
 質

の
高

い
魅

力
あ

る
住

ま
い

づ
く
り

の
促

進
で

は
・
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

で
も

良
質

な
住

ま
い

づ
く
り

の
満

足
度

は
高

く
，

住
宅

都
市

で
あ

る
本

市
に

と
っ

て
重

要
な

施
策

で
あ

る
た

め
，

引
き

続
き

良
質

な
住

宅
供

給
を

促
進

し
ま

す
。

○
1
3
-
1
-
2
 良

質
な

住
宅

ス
ト

ッ
ク

形
成

へ
の

対
策

で
は

・
管

理
が

必
要

な
空

き
家

の
現

状
情

報
の

収
集

な
ど

に
新

た
に

取
り

組
み

ま
し

た
。

今
後

は
新

築
さ

れ
る

住
宅

等
へ

の
規

制
と

同
時

に
，

既
存

の
住

宅
ス

ト
ッ

ク
に

関
し

て
も

良
質

な
状

態
で

維
持

・
再

生
さ

れ
て

い
く
必

要
が

あ
り

，
住

宅
相

談
の

充
実

や
中

古
住

宅
の

流
通

促
進

な
ど

に
取

り
組

ん
で

い
く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
，

マ
ン

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
は

，
市

内
マ

ン
シ

ョ
ン

管
理

組
合

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

会
議

の
参

加
者

拡
大

や
マ

ン
シ

ョ
ン

管
理

体
験

情
報

の
共

有
化

等
の

取
組

を
行

っ
た

が
，

特
に

高
経

年
マ

ン
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

は
，

改
修

や
建

替
え

を
検

討
し

て
い

く
管

理
組

合
等

と
の

関
わ

り
を

深
め

て
い

く
こ

と
で

，
良

好
な

住
宅

ス
ト

ッ
ク

を
維

持
す

る
た

め
に

最
善

の
方

向
へ

誘
導

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

と
考

え
ま

す
。

○
市

営
住

宅
大

規
模

集
約

事
業

の
円

滑
な

実
施

で
は

・
高

浜
町

1
番

住
宅

へ
の

集
約

事
業

は
H

3
0
年

1
2
月

末
に

は
住

民
の

移
転

が
完

了
し

ま
し

た
。

「
ま

ち
び

ら
き

」
を

通
じ

て
イ

ベ
ン

ト
の

実
施

や
自

治
会

立
ち

上
げ

に
向

け
た

取
組

を
行

な
っ

て
お

り
，

良
好

な
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
形

成
促

進
を

目
指

し
ま

す
。

ま
と

め
取

組
の

評
価

結
果

の
評

価

総
括

コ
メ

ン
ト

展
開

状
況

傾
向

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

概
ね

達
成

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

概
ね

達
成

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

良
好

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

良
好

☆
×

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

て
い

る
が

，
進

捗
が

不
十

分
実

施
し

て
い

な
い

小
項

目
が

あ
り

，
進

捗
も

不
十

分

○
（

全
て

実
施

）
△

（
一

部
実

施
）

（
未

達
見

込
）

×

（
良

好
傾

向
）

△

（
達

成
見

込
）

○
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■
施

策
目

標
後

期
施

策
評

価
シ

ー
ト

目
標

施
策

目
標

【
後

期
基

本
計

画
の

施
策

評
価

】

(
1
)
 
前

提
条

件
の

変
化

(
2
)
 
関

連
計

画
の

策
定

状
況

(
3
)
 
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

（
R
1
.
5
実

施
）

肯
定

的
意

見
否

定
的

意
見

わ
か

ら
な

い
無

回
答

6
1
.
7
%

1
6
.
6
%

2
0
.
1
%

1
.
7
%

(
4
)
 
重

点
施

策
の

取
組

状
況

め
ざ

す
値

重
点

施
策

の
名

称
重

点
取

組
H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
2

公
共

建
築

物
の

保
全

計
画
策

定
率

（
処

理
場

等
プ

ラ
ン

ト
施
設

は
除

く
）

（
％

）

7
9
.
8

7
9
.
8

7
9
.
8

7
9
.
8

7
9
.
8

8
4
.
6

×

全
管

路
延

長
に

占
め

る
各
年

度
に

施
工

す
る
上

水
道

更
新

管
路
延

長
の

割
合

（
年
度

毎
の

更
新

管
路
延

長
／

管
路

総
延
長

）
（

％
）

1
.
5

0
.
5

0
.
9

0
.
6

0
.
7

1
.
5

×

全
管

路
延

長
に

占
め

る
各
年

度
に

施
工

す
る
下

水
道

更
新

管
路
延

長
の

割
合

（
年
度

毎
の

更
新

管
路
延

長
／

管
路

総
延
長

）
（

％
）

0
.
2

0
.
3

0
.
3

0
.
2

0
.
2

0
.
2

○

公
園

施
設

更
新

率
（

公
園
施

設
更

新
数

〔
箇
所

〕
／

更
新

対
象
施

設
数

（
休

養
，

遊
具

，
管

理
施
設

等
）

〔
箇

所
〕

）
（

％
）

1
6
.
3

2
0
.
2

2
3
.
7

2
9
.
1

3
3
.
9

5
0
.
0

△

施
策

目
標

推
進

部
施

策
取

り
ま

と
め

課

都
市

建
設

部
（

都
市

計
画

・
開

発
事

業
担

当
）

建
築

課

１
３

　
　

　
充

実
し

た
住

宅
都

市
の

機
能

が
快

適
な

暮
ら

し
を

支
え

て
い

る
１

３
－

２
　

住
宅

都
市

と
し

て
の

機
能

が
充

実
し

て
い

る

後
期

基
本

計
画

策
定

以
降

（
H
2
8
～

）
の

社
会

経
済

環
境

の
変

化
課

題
別

計
画

の
策

定
状
況

調
査

結
果

・
国

の
「
イ

ン
フ

ラ
長

寿
命

化
基

本
計

画
」
に

よ
り

，
「
個

別
施

設
毎

の
長

寿
命

化
計

画
（
個

別
施

設
計

画
）
」
を

H
3
2
年

度
ま

で
に

策
定

す
る

よ
う

要
請

が
あ

る
。

・
個

別
施

設
計

画
に

お
い

て
は

，
各

イ
ン

フ
ラ

施
設

を
管

理
・
所

管
し

て
い

る
者

が
把

握
し

て
い

る
施

設
の

状
況

等
を

踏
ま

え
，

維
持

管
理

更
新

に
係

る
計

画
を

策
定

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
・
下

水
道

長
寿

命
化

支
援

制
度

は
段

階
的

に
廃

止
さ

れ
下

水
道

ス
ト

ッ
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

支
援

制
度

へ
移

行
し

た
。

ア
　

後
期

基
本

計
画

の
内

容
　

（
Ｐ

l
a
n
）

イ
　

取
組

の
実

施
状

況
　

（
Ｄ

ｏ
）

ウ
　

取
組

結
果

　
（

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
）

・
芦

屋
市

公
共

施
設

等
総

合
管

理
計

画
（
H

2
9
～

H
4
8
）

・
芦

屋
市

都
市

計
画

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
（
H

2
4
～

H
3
2
）

・
芦

屋
市

総
合

交
通

戦
略

（
H

3
0
～

H
4
0
）

・
芦

屋
市

水
道

ビ
ジ

ョ
ン

（
H

3
0
～

H
4
1
）

・
芦

屋
市

水
道

経
営

戦
略

（
H

3
0
～

H
3
9
）

・
下

水
道

長
寿

命
化

計
画

（
芦

屋
処

理
区

（
H

2
5
～

H
2
9
）
，

旧
奥

山
処

理
区

（
H

2
6
～

H
3
0
）
完

了
）

・
下

水
道

ス
ト

ッ
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

計
画

（
改

築
実

施
計

画
（
H

3
0
～

H
3
4
）
）

・
芦

屋
市

公
園

施
設

長
寿

命
化

計
画

（
H

2
8
～

3
7
）

傾
向

1
3
-
2
-
1

公
共

施
設

等
の

保
全

計
画

に
基

づ
き

効
率

的
か

つ
適

切
な

改
修

や
維

持
管

理
を

行
い

ま
す

。

①
　

公
共

建
築

物
の

定
期

点
検

な
ど

に
よ

り
施

設
の

問
題

を
把

握
し

，
適

切
な

改
修

や
維

持
管

理
を

行
う

と
と

も
に

，
未

策
定

と
な

っ
て

い
る

小
規

模
施

設
の

保
全

計
画

を
策

定
し

ま
す

。
ま

た
，

施
設

の
効

果
的

な
活

用
な

ど
も

検
討

し
ま

す
。

②
　

上
水

道
施

設
を

安
全

で
安

心
し

て
利

用
で

き
る

よ
う

，
「
施

設
整

備
計

画
」
に

基
づ

き
，

計
画

的
に

改
築

，
更

新
を

行
い

ま
す

。
③

　
快

適
な

下
水

道
施

設
を

維
持

し
て

い
く
た

め
，

「
下

水
道

長
寿

命
化

計
画

」
を

策
定

し
下

水
道

施
設

の
改

築
，

更
新

を
行

い
ま

す
。

④
　

公
園

を
安

全
に

利
用

で
き

る
よ

う
，

「
公

園
施

設
長

寿
命

化
計

画
」
に

基
づ

き
，

公
園

ご
と

の
特

性
に

あ
わ

せ
て

公
園

施
設

の
更

新
を

進
め

ま
す

。

後
期

５
年

の
重

点
施

策
市

民
主

体
に

よ
る

取
組

取
組

の
実

施
状

況
展

開
状

況
指

標
（

単
位
）

①
建

築
基

準
法

第
1
2
条

第
２

項
に

基
づ

く
公

共
施

設
の

定
期

点
検

を
実

施
し

た
。

　
日

常
点

検
等

に
よ

る
所

管
課

の
適

切
な

維
持

管
理

の
推

進
の

た
め

，
維

持
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
改

訂
し

た
。

（
H

2
9
）

　
「
個

別
施

設
毎

の
長

寿
命

化
計

画
（
個

別
施

設
計

画
）
」
に

つ
い

て
各

施
設

の
所

管
課

と
協

議
・
調

整
を

実
施

し
た

。
(H

2
9
～

H
3
2
）

②
水

道
ビ

ジ
ョ

ン
に

基
づ

い
た

，
水

道
施

設
の

耐
震

化
や

水
道

管
の

老
朽

管
を

更
新

し
た

。
Ｈ

２
７

年
度

か
ら

高
耐

久
性

の
水

道
管

を
導

入
し

て
お

り
長

寿
命

化
を

図
っ

た
。

③
下

水
道

長
寿

命
化

計
画

に
基

づ
き

管
路

を
更

新
し

た
。

　
老

朽
化

管
路

の
効

率
的

な
更

新
の

た
め

下
水

道
ス

ト
ッ

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
計

画
に

よ
り

実
施

し
た

。
④

1
0
公

園
6
5
施

設
に

つ
い

て
，

長
寿

命
化

計
画

に
基

づ
き

施
設

を
更

新
し

た
。

（
H

2
8
～

H
3
0
）

△
（
一

部
実

施
）

指
標

の
推

移

75



1
3
-
2
-
2

環
境

関
連

施
設

を
適

切
か

つ
計

画
的

に
整

備
，

運
営

し
ま

す
。

①
　

霊
園

施
設

に
つ

い
て

は
，

新
た

な
納

骨
方

法
を

検
討

し
，

必
要

な
施

設
を

整
備

す
る

な
ど

修
景

に
配

慮
し

た
公

園
墓

地
と

し
て

再
整

備
に

取
り

組
み

ま
す

。
②

　
環

境
処

理
セ

ン
タ

ー
内

の
ご

み
焼

却
施

設
及

び
パ

イ
プ

ラ
イ

ン
施

設
等

に
つ

い
て

，
社

会
環

境
の

変
化

及
び

施
設

の
老

朽
化

に
対

応
し

た
適

切
な

ご
み

処
理

を
行

う
た

め
，

施
設

の
運

営
方

針
を

定
め

，
計

画
的

に
事

業
を

進
め

ま
す

。

○
（
全

て
実

施
）

1
3
-
2
-
3

住
宅

都
市

に
必

要
な

都
市

施
設

を
計

画
的

に
整

備
し

て
い

く
た

め
の

検
討

を
行

い
ま

す
。

①
　

Ｊ
Ｒ

芦
屋

駅
南

地
区

に
お

い
て

，
本

市
の

玄
関

口
と

し
て

ふ
さ

わ
し

い
，

住
宅

・
商

業
・
公

益
・
交

通
の

各
機

能
を

備
え

た
魅

力
あ

る
ま

ち
づ

く
り

を
推

進
し

ま
す

。
②

　
南

芦
屋

浜
地

区
の

ま
ち

づ
く
り

に
つ

い
て

は
，

地
元

と
の

調
整

も
図

り
な

が
ら

完
成

に
向

け
て

取
組

を
進

め
ま

す
。

③
　

都
市

計
画

道
路

な
ど

の
都

市
施

設
，

市
街

地
開

発
等

を
効

率
的

に
整

備
す

る
た

め
，

交
通

機
能

，
防

災
機

能
等

の
様

々
な

視
点

を
踏

ま
え

，
都

市
施

設
等

の
整

備
に

関
す

る
基

本
方

針
な

ど
を

検
討

し
ま

す
。

△
（
一

部
実

施
）

△
（
一

部
実

施
）

×
(未

達
見

込
)

(
5
)
 
施

策
目

標
の

総
括

総
括

結
果

×

①
H

2
8
年

度
に

実
施

し
た

「
お

墓
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

」
を

踏
ま

え
，

合
葬

式
墓

地
を

導
入

す
る

こ
と

と
し

，
H

2
9
年

度
に

「
合

葬
式

墓
地

」
等

の
基

本
設

計
，

H
3
0
年

度
に

「
実

施
設

計
」
を

行
っ

た
。

（
R

1
.2

年
度

 工
事

，
R

3
年

度
 開

設
）

②
環

境
処

理
セ

ン
タ

ー
内

の
ご

み
焼

却
施

設
と

資
源

化
施

設
は

，
西

宮
市

と
広

域
処

理
の

協
議

を
行

い
，

資
源

化
施

設
の

広
域

処
理

は
，

将
来

的
な

課
題

と
し

て
，

芦
屋

市
と

西
宮

市
が

そ
れ

ぞ
れ

で
単

独
処

理
す

る
こ

と
と

し
，

ご
み

焼
却

施
設

は
，

広
域

処
理

を
目

指
し

て
引

き
続

き
協

議
を

進
め

て
い

る
。

　
パ

イ
プ

ラ
イ

ン
施

設
は

，
利

用
者

と
の

協
議

を
重

ね
，

H
3
0
年

1
2
月

に
運

用
期

間
を

条
例

で
定

め
た

。
利

用
者

と
の

協
議

は
引

き
続

き
継

続
す

る
。

①
駅

前
広

場
及

び
道

路
等

の
公

共
施

設
と

合
わ

せ
て

，
良

好
な

住
宅

・
商

業
・

公
益

機
能

を
備

え
た

施
設

を
一

体
的

に
整

備
す

る
た

め
，

「
第

二
種

市
街

地
再

開
発

事
業

」
の

都
市

計
画

，
事

業
計

画
を

決
定

し
た

。
（
H

2
9
.3

 都
市

計
画

決
定

，
H

3
0
.5

 事
業

計
画

決
定

）
②

市
民

活
用

枠
を

設
定

し
，

南
芦

屋
浜

地
区

教
育

施
設

用
地

の
活

用
事

業
者

を
選

定
し

た
。

　
南

芦
屋

浜
地

区
に

お
け

る
教

育
施

設
用

地
に

つ
い

て
，

施
設

の
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
に

伴
い

，
フ

ッ
ト

サ
ル

コ
ー

ト
等

に
「
市

民
対

象
事

業
枠

」
と

し
て

市
民

が
無

料
で

利
用

可
能

な
時

間
を

設
け

た
こ

と
に

加
え

，
図

書
コ

－
ナ

ー
を

新
設

し
，

「
子

ど
も

に
読

ま
せ

た
い

図
書

リ
ス

ト
4
0
0
選

」
を

配
架

す
る

な
ど

，
健

康
増

進
及

び
地

域
交

流
に

資
す

る
施

設
と

し
て

機
能

を
高

め
た

。
ま

た
，

土
地

利
用

が
未

定
の

区
域

に
つ

い
て

は
，

早
期

に
整

備
が

進
め

ら
れ

る
よ

う
，

県
企

業
庁

と
協

議
・
調

整
を

図
っ

た
。

③
都

市
計

画
道

路
な

ど
の

都
市

施
設

，
市

街
地

開
発

等
を

効
率

的
に

整
備

す
る

た
め

，
都

市
施

設
等

の
整

備
に

関
す

る
基

本
方

針
の

検
討

を
行

っ
た

。
（
H

3
0
）

ま
と

め
取

組
の

評
価

結
果

の
評

価

総
括

コ
メ

ン
ト

○
1
3
-
2
-
1
 公

共
施

設
等

の
効

率
的

か
つ

適
切

な
改

修
や

維
持

管
理

の
取

組
で

は
・
各

都
市

施
設

の
適

切
な

維
持

管
理

と
と

も
に

長
寿

命
化

を
進

め
て

お
り

，
ま

た
，

包
括

管
理

業
務

委
託

の
導

入
も

行
い

ま
し

た
。

今
後

も
公

共
施

設
等

の
更

新
に

多
額

の
費

用
を

要
す

る
こ

と
が

見
込

ま
れ

る
こ

と
か

ら
，

全
市

的
な

視
点

を
持

っ
て

効
率

的
な

維
持

管
理

を
進

め
ま

す
。

・
水

道
更

新
管

路
割

合
に

つ
い

て
は

，
Ｈ

３
０

に
水

道
ビ

ジ
ョ

ン
及

び
経

営
戦

略
を

策
定

し
，

そ
れ

に
基

づ
き

更
新

し
て

い
る

為
，

基
準

年
度

（
Ｈ

２
６

）
に

比
べ

更
新

割
合

は
下

が
っ

て
い

る
が

，
着

実
に

耐
震

適
合

率
は

上
昇

し
て

い
る

。
○

1
3
-
2
-
2
 環

境
関

連
施

設
の

適
切

か
つ

計
画

的
な

整
備

，
運

営
で

は
・
芦

屋
霊

園
に

お
け

る
「
合

葬
式

墓
地

」
等

の
設

計
を

進
め

，
環

境
処

理
セ

ン
タ

ー
内

の
施

設
に

つ
い

て
は

，
西

宮
市

と
の

広
域

処
理

の
検

討
を

進
め

て
い

ま
す

。
ま

た
，

パ
イ

プ
ラ

イ
ン

施
設

に
つ

い
て

は
，

一
定

の
方

針
を

整
理

し
ま

し
た

。
引

き
続

き
効

果
的

・
効

率
的

な
手

法
を

検
討

し
，

取
り

組
み

ま
す

。
○

1
3
-
2
-
3
 住

宅
都

市
に

必
要

な
都

市
施

設
の

計
画

的
な

整
備

で
は

・
Ｊ
Ｒ

芦
屋

駅
南

地
区

に
関

し
て

，
「
第

二
種

市
街

地
再

開
発

事
業

」
の

都
市

計
画

，
事

業
計

画
決

定
な

ど
を

行
い

ま
し

た
。

今
後

も
市

民
の

意
見

等
を

聞
き

な
が

ら
，

住
宅

都
市

に
求

め
ら

れ
る

機
能

や
ニ

ー
ズ

の
把

握
を

行
い

，
さ

ま
ざ

ま
な

事
業

を
計

画
的

に
推

進
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

と
認

識
し

て
い

ま
す

。

展
開

状
況

傾
向

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

概
ね

達
成

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

概
ね

達
成

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

良
好

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

良
好

☆
×

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

て
い

る
が

，
進

捗
が

不
十

分
実

施
し

て
い

な
い

小
項

目
が

あ
り

，
進

捗
も

不
十

分

○
（

全
て

実
施

）
△

（
一

部
実

施
）

（
未

達
見

込
）

×

（
良

好
傾

向
）

△

（
達

成
見

込
）

○
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■
施

策
目

標
後

期
施

策
評

価
シ

ー
ト

目
標

施
策

目
標

【
後

期
基

本
計

画
の

施
策

評
価

】

(
1
)
 
前

提
条

件
の

変
化

(
2
)
 
関

連
計

画
の

策
定

状
況

(
3
)
 
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

（
R
1
.
5
実

施
）

肯
定

的
意

見
否

定
的

意
見

わ
か

ら
な

い
無

回
答

3
7
.
7
%

4
2
.
4
%

1
8
.
4
%

1
.
5
%

(
4
)
 
重

点
施

策
の

取
組

状
況

め
ざ

す
値

重
点

施
策

の
名

称
重

点
取

組
H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
2

新
規

起
業

の
た

め
の

創
業
塾

受
講

者
数

（
人
／

年
）

3
1

4
6

5
0

3
6

4
0

6
0

×

ふ
る

さ
と

寄
附

金
商

品
件
数

（
件

／
年

）
－

3
4

6
3

1
4
3

1
4
1

3
5

○

1
3
-
3
-
2

Ｊ
Ｒ

芦
屋

駅
南

地
区

ま
ち

づ
く
り

に
お

い
て

，
生

活
利

便
性

を
向

上
さ

せ
る

取
組

を
進

め
ま

す
。

①
　

Ｊ
Ｒ

芦
屋

駅
南

地
区

の
商

業
に

つ
い

て
，

ま
ち

づ
く
り

計
画

と
十

分
な

調
整

を
図

り
な

が
ら

，
芦

屋
市

商
工

会
や

芦
屋

市
商

業
活

性
化

対
策

協
議

会
と

協
議

し
，

取
組

を
進

め
ま

す
。

②
　

Ｊ
Ｒ

芦
屋

駅
南

地
区

と
他

の
商

業
地

域
と

が
つ

な
が

り
，

様
々

な
相

乗
効

果
が

得
ら

れ
る

よ
う

に
，

商
業

・
業

務
施

設
の

立
地

を
誘

導
し

ま
す

。

○
（
全

て
実

施
）

○
（
全

て
実

施
）

△
(良

好
傾

向
)

(
5
)
 
施

策
目

標
の

総
括

総
括

結
果

☆
☆

☆

施
策

目
標

推
進

部
施

策
取

り
ま

と
め

課
市

民
生

活
部

地
域

経
済

振
興

課
１

３
　

　
　

充
実

し
た

住
宅

都
市

の
機

能
が

快
適

な
暮

ら
し

を
支

え
て

い
る

１
３

－
３

　
市

内
の

商
業

が
活

性
化

し
，

市
民

の
利

便
性

も
向

上
し

て
い

る

後
期

基
本

計
画

策
定

以
降

（
H
2
8
～

）
の

社
会

経
済

環
境

の
変

化 ①
公

共
利

用
ス

ペ
ー

ス
の

活
用

に
つ

い
て

，
商

工
振

興
の

観
点

か
ら

検
討

し
た

。
②

市
街

地
再

開
発

事
業

に
お

い
て

整
備

す
る

施
設

建
築

物
の

計
画

等
に

つ
い

て
，

本
市

に
対

し
て

適
切

な
助

言
・
提

案
を

行
う

事
業

協
力

者
を

選
定

し
た

。
事

業
協

力
者

の
役

割
と

し
て

，
商

業
・
業

務
施

設
の

管
理

運
営

に
関

す
る

助
言

・
提

案
を

盛
り

込
ん

だ
「
事

業
協

力
に

関
す

る
協

定
書

」
を

締
結

し
た

。
（
協

定
締

結
：
Ｈ

2
9
.1

1
）

　
Ｊ
Ｒ

駅
周

辺
の

事
業

者
に

対
し

，
中

小
企

業
・
小

規
模

企
業

振
興

基
本

計
画

策
定

を
視

野
に

置
い

た
意

見
聴

取
の

た
め

の
，

説
明

を
開

始
し

た
。

①
中

小
企

業
・
企

業
振

興
基

本
条

例
を

制
定

し
た

。
創

業
・
経

営
継

続
支

援
の

拠
点

と
な

る
コ

ワ
ー

キ
ン

グ
ス

ペ
ー

ス
新

設
に

対
し

補
助

を
行

い
，

セ
ミ

ナ
ー

等
の

事
業

を
委

託
し

た
。

②
阪

神
間

連
携

ブ
ラ

ン
ド

発
信

を
通

じ
市

内
商

工
振

興
を

図
っ

た
。

東
京

で
の

マ
ル

シ
ェ

出
展

を
は

じ
め

，
伊

丹
空

港
，

大
阪

商
業

地
域

に
お

い
て

，
事

業
者

と
と

も
に

調
査

を
兼

ね
た

市
内

商
品

販
売

を
実

施
し

た
。

5
年

に
1
回

実
施

し
て

い
る

広
域

商
業

診
断

に
お

い
て

，
こ

れ
ま

で
の

調
査

に
加

え
，

労
働

者
に

対
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

も
実

施
し

た
。

中
小

企
業

・
小

規
模

企
業

振
興

基
本

計
画

を
R

2
年

3
月

策
定

に
向

け
準

備
中

。
課

題
別

計
画

の
策

定
状

況

指
標

の
推

移

○
（
全

て
実

施
）

調
査

結
果

有
効

求
職

倍
率

が
下

が
り

，
企

業
の

人
材

獲
得

が
困

難
に

な
っ

て
い

る
。

働
き

方
改

革
が

進
み

，
経

営
者

は
，

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

に
加

え
，

労
働

環
境

の
整

備
を

迫
ら

れ
て

い
る

。

ア
　

後
期

基
本

計
画

の
内

容
　

（
Ｐ

l
a
n
）

イ
　

取
組

の
実

施
状

況
　

（
Ｄ

ｏ
）

ウ
　

取
組

結
果

　
（

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
）

傾
向

1
3
-
3
-
1

生
活

利
便

性
を

向
上

さ
せ

る
た

め
，

市
内

の
商

業
を

活
性

化
し

ま
す

。

①
　

新
た

な
創

業
者

へ
の

支
援

と
し

て
「
芦

屋
ブ

ラ
ン

ド
」
活

用
に

よ
る

創
業

の
効

果
も

ア
ピ

ー
ル

し
な

が
ら

，
ま

た
，

活
気

に
あ

ふ
れ

た
事

業
所

が
増

え
る

よ
う

，
芦

屋
市

商
工

会
と

協
働

し
て

後
継

者
育

成
に

取
り

組
み

ま
す

。
②

　
市

内
商

業
の

活
性

化
を

図
る

た
め

，
市

内
事

業
者

の
商

品
に

つ
い

て
，

全
国

に
そ

の
魅

力
を

発
信

し
ま

す
。

◇
身

近
な

商
店

や
商

店
街

の
利

用

後
期

５
年

の
重

点
施

策
市

民
主

体
に

よ
る

取
組

取
組

の
実

施
状

況
展

開
状

況
指

標
（

単
位
）

結
果

の
評

価

○
1
3
-
3
-
1
 市

内
の

商
業

活
性

化
で

は
・
地

域
経

済
の

活
性

化
を

図
り

，
市

民
生

活
の

向
上

の
た

め
，

「
中

小
企

業
・
小

規
模

企
業

振
興

基
本

条
例

」
を

制
定

し
ま

し
た

。
し

か
し

な
が

ら
，

市
民

ア
ン

ケ
ー

ト
に

お
い

て
は

重
要

度
が

高
い

一
方

で
満

足
度

が
低

く
な

っ
て

い
ま

す
。

芦
屋

市
に

適
し

た
商

業
の

活
性

化
策

を
検

討
し

，
取

り
組

み
ま

す
。

○
1
3
-
3
-
2
 Ｊ

Ｒ
芦

屋
駅

南
地

区
ま

ち
づ

く
り

に
お

け
る

生
活

利
便

性
の

向
上

で
は

・
事

業
協

力
者

を
選

定
す

る
な

ど
，

取
組

を
進

め
ま

し
た

。
宮

塚
公

園
ま

で
の

広
い

商
業

圏
域

に
お

い
て

，
一

層
の

活
性

化
を

図
り

ま
す

。

総
括

コ
メ

ン
ト

ま
と

め
取

組
の

評
価

展
開

状
況

傾
向

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

概
ね

達
成

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

概
ね

達
成

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

良
好

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

良
好

☆
×

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

て
い

る
が

，
進

捗
が

不
十

分
実

施
し

て
い

な
い

小
項

目
が

あ
り

，
進

捗
も

不
十

分

○
（

全
て

実
施

）
△

（
一

部
実

施
）

（
未

達
見

込
）

×

（
良

好
傾

向
）

△

（
達

成
見

込
）

○
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■
施

策
目

標
後

期
施

策
評

価
シ

ー
ト

目
標

施
策

目
標

【
後

期
基

本
計

画
の

施
策

評
価

】

(
1
)
 
前

提
条

件
の

変
化

(
2
)
 
関

連
計

画
の

策
定

状
況

(
3
)
 
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

（
R
1
.
5
実

施
）

肯
定

的
意

見
否

定
的

意
見

わ
か

ら
な

い
無

回
答

2
8
.
7
%

2
4
.
7
%

4
5
.
2
%

1
.
5
%

(
4
)
 
重

点
施

策
の

取
組

状
況

め
ざ

す
値

重
点

施
策

の
名

称
重

点
取

組
H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
2

1
4
-
1
-
1

市
政

に
関

す
る

情
報

を
適

切
な

方
法

で
整

理
し

，
公

開
性

を
高

め
ま

す
。

①
　

市
民

が
市

政
に

関
心

を
持

つ
よ

う
情

報
の

公
開

度
を

高
め

る
た

め
，

情
報

提
供

の
在

り
方

を
見

直
し

ま
す

。
②

　
情

報
提

供
手

段
と

し
て

ＩＣ
Ｔ
の

活
用

な
ど

と
と

も
に

，
オ

ー
プ

ン
デ

ー
タ

な
ど

２
次

利
用

可
能

な
方

法
を

検
討

し
ま

す
。

③
　

重
要

な
歴

史
資

料
な

ど
の

選
別

，
保

存
方

法
の

検
討

を
含

め
，

公
文

書
の

適
正

な
管

理
，

保
存

を
更

に
進

め
て

い
き

ま
す

。

◇
市

政
に

関
す

る
情

報
の

積
極

的
な

利
用

○
（
全

て
実

施
）

「
市

政
に

関
す

る
さ

ま
ざ
ま

な
情

報
が

市
民
に

対
し

わ
か

り
や
す

く
，

充
分

に
提
供

さ
れ

て
い

る
」
と

い
う

問
い

に
，
肯

定
的

回
答

を
し
た

市
民

の
割

合
（
％

）

5
1
.
5

(
H
2
5
)

－
－

－
2
9
.
0

6
1
.
8

×

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
を
知

っ
て

い
る

市
民
の

割
合

（
％

）

1
8
.
3

(
H
2
5
)

－
－

－
2
0
.
4

2
5
.
0

×

「
市

民
参

画
に

よ
る

開
か
れ

た
市

政
運

営
を
し

て
い

る
」

と
い

う
問

い
に

「
わ
か

ら
な

い
」

と
回

答
し

た
市

民
の
割

合
（

％
）

4
7
.
9

－
－

4
8
.
6

4
5
.
2

4
0
.
0

×

職
員

ア
ン

ケ
ー

ト
で

，
協
働

し
た

こ
と

の
成
果

が
あ

る
と

回
答
し

た
職

員
の

割
合
（

％
）

7
9
.
8

(
H
2
5
)

－
－

－
－

8
8
.
8

○
（
全

て
実

施
）

①
複

数
の

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
実

施
を

ま
と

め
て

周
知

し
，

閲
覧

場
所

を
増

加
し

た
。

可
能

な
も

の
に

つ
い

て
は

概
要

版
を

作
成

し
資

料
を

持
ち

帰
れ

る
よ

う
に

工
夫

し
た

。
（
H

2
8
年

度
）

・
同

一
時

期
に

複
数

の
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

が
重

な
っ

た
た

め
，

資
料

の
閲

覧
で

き
る

期
間

，
パ

ブ
コ

メ
受

付
期

間
を

長
く
設

定
し

た
。

（
H

2
9
年

度
）

②
H

2
9
年

度
人

事
課

特
別

研
修

と
し

て
「
地

域
と

の
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
研

修
」

を
実

施
し

３
地

域
の

餅
つ

き
大

会
や

防
災

訓
練

に
職

員
が

参
加

し
，

地
域

活
動

を
実

際
に

体
験

し
た

。
H

3
0
年

度
も

引
き

続
き

「
地

域
と

の
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
研

修
」
を

実
施

し
，

地
域

活
動

を
体

験
し

た
。

傾
向

①
公

文
書

公
開

請
求

に
よ

ら
ず

公
開

で
き

る
文

書
に

つ
い

て
は

，
積

極
的

に
情

報
提

供
を

行
っ

た
。

②
公

共
施

設
の

情
報

を
活

用
し

た
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

ア
プ

リ
「
芦

屋
歩

記
」
を

芦
屋

市
商

工
会

と
協

働
に

よ
り

開
発

（
H

2
8
年

度
）
。

「
A

sh
iy

a 
F
re

e
　

W
i-

F
i」

を
整

備
し

，
W

i-
F
i接

続
時

に
各

施
設

の
紹

介
を

表
示

(H
2
9
年

度
）
。

民
間

団
体

の
協

力
の

も
と

，
オ

ー
プ

ン
デ

ー
タ

ソ
ン

を
開

催
し

た
。

ま
た

，
一

部
掲

載
デ

ー
タ

に
つ

い
て

X
M

L
形

式
へ

の
対

応
を

行
っ

た
(H

3
0
年

度
)。

③
情

報
公

開
の

要
と

な
る

公
文

書
の

管
理

に
つ

い
て

は
，

文
書

の
作

成
時

か
ら

分
類

及
び

保
存

年
限

の
決

定
等

を
徹

底
し

，
保

存
年

限
が

過
ぎ

た
文

書
は

，
歴

史
的

文
書

選
別

基
準

に
基

づ
き

選
別

を
進

め
た

。

1
4
-
1
-
2

市
民

参
画

の
機

会
と

協
働

推
進

の
た

め
の

仕
組

み
を

充
実

し
，

拡
大

に
努

め
ま

す
。

①
　

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
な

ど
市

民
参

画
の

仕
組

み
に

つ
い

て
の

周
知

を
充

実
す

る
な

ど
，

市
民

が
よ

り
積

極
的

に
市

政
に

参
画

し
や

す
い

取
組

を
進

め
ま

す
。

②
　

市
民

参
画

・
協

働
に

積
極

的
に

取
り

組
む

職
員

を
育

成
し

ま
す

。

◇
市

民
参

画
の

機
会

へ
の

積
極

的
な

参
加

後
期

５
年

の
重

点
施

策
市

民
主

体
に

よ
る

取
組

取
組

の
実

施
状

況
展

開
状

況
指

標
（

単
位
）

指
標

の
推

移

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
，

S
N

S
の

普
及

ア
　

後
期

基
本

計
画

の
内

容
　

（
Ｐ

l
a
n
）

イ
　

取
組

の
実

施
状

況
　

（
Ｄ

ｏ
）

ウ
　

取
組

結
果

　
（

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
）

第
2
次

芦
屋

市
市

民
参

画
協

働
推

進
計

画
（
H

2
7
～

3
1
）

１
４

－
１

　
市

民
参

画
に

よ
る

開
か

れ
た

市
政

を
運

営
し

て
い

る

後
期

基
本

計
画

策
定

以
降

（
H
2
8
～

）
の

社
会

経
済

環
境

の
変

化
課

題
別

計
画

の
策

定
状
況

調
査

結
果

施
策

目
標

推
進

部
施

策
取

り
ま

と
め

課
企

画
部

市
民

参
画

課
１

４
　

　
　

信
頼

関
係

の
下

で
市

政
が

展
開

し
て

い
る
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各
施

策
目

標
に

対
す

る
問
い

に
「

わ
か

ら
な
い

」
と

回
答

し
た
市

民
の

割
合

（
％
）

2
8
.
8

－
－

2
9
.
8

2
7
.
6

2
3
.
0

×

係
長

級
以

上
職

員
（

事
務
事

業
評

価
対

象
部
門

）
に

お
け

る
，
後

期
基

本
計

画
の
重

点
施

策
の

認
識
度

（
％

）

8
5
.
4

－
－

9
5
.
6

－
1
0
0
.
0

△

○
（
全

て
実

施
）

×
(未

達
見

込
)

(
5
)
 
施

策
目

標
の

総
括

総
括

結
果

☆

総
括

コ
メ

ン
ト

○
1
4
-
1
-
1
 市

政
に

関
す

る
情

報
の

適
切

な
整

理
と

，
公

開
性

を
高

め
る

取
組

で
は

・
公

開
可

能
な

文
書

に
つ

い
て

は
積

極
的

に
公

開
す

る
と

と
も

に
，

オ
ー

プ
ン

デ
ー

タ
の

充
実

な
ど

に
取

り
組

ん
で

ま
い

り
ま

し
た

が
，

市
政

に
関

す
る

情
報

が
十

分
に

提
供

さ
れ

て
い

る
と

感
じ

る
市

民
の

割
合

が
低

く
な

っ
て

い
ま

す
。

市
政

の
情

報
に

一
層

触
れ

や
す

く
な

る
よ

う
取

り
組

み
ま

す
。

○
1
4
-
1
-
2
 市

民
参

画
の

機
会

と
協

働
推

進
の

た
め

の
仕

組
み

の
充

実
，

拡
大

で
は

・
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

に
よ

り
多

く
の

市
民

に
参

画
い

た
だ

く
よ

う
工

夫
し

ま
し

た
が

，
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

の
件

数
は

多
い

と
は

言
え

な
い

た
め

，
よ

り
幅

広
い

年
齢

層
か

ら
の

ご
意

見
を

い
た

だ
け

る
よ

う
な

仕
組

み
を

検
討

し
て

い
く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
・
ま

た
，

「
市

民
と

の
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
研

修
」
に

よ
り

地
域

の
方

々
と

の
関

係
性

の
構

築
や

地
域

の
実

情
の

理
解

促
進

を
進

め
て

お
り

，
市

民
と

の
協

働
に

取
り

組
ん

で
ま

い
り

ま
す

。
○

1
4
-
1
-
3
 施

策
を

市
民

目
線

で
評

価
，

改
善

す
る

取
組

で
は

・
事

務
事

業
評

価
に

お
い

て
施

策
ご

と
の

内
容

や
目

標
達

成
度

を
わ

か
り

や
す

く
示

し
，

行
政

活
動

の
透

明
性

を
高

め
て

い
ま

す
。

職
員

に
対

し
て

も
階

層
別

研
修

に
お

い
て

，
総

合
計

画
の

内
容

，
指

標
に

つ
い

て
の

理
解

を
深

め
，

職
員

の
意

識
改

革
，

行
政

活
動

の
資

質
向

上
を

図
っ

て
い

ま
す

。
効

果
的

な
行

財
政

運
営

と
な

る
仕

組
み

を
念

頭
に

置
き

な
が

ら
，

第
5
次

芦
屋

市
総

合
計

画
の

策
定

に
取

り
組

み
ま

す
。

○
（
全

て
実

施
）

①
施

策
ご

と
に

掲
げ

た
目

標
と

現
状

を
常

に
意

識
し

て
取

り
組

み
事

務
事

業
評

価
報

告
書

に
よ

り
公

表
す

る
こ

と
で

，
市

民
に

向
け

て
現

在
の

施
策

ご
と

の
目

標
達

成
度

を
示

し
て

い
る

。
②

市
民

の
声

を
把

握
す

る
た

め
，

H
3
0
年

２
月

に
「
芦

屋
の

ま
ち

づ
く
り

に
関

す
る

市
民

ア
ン

ケ
ー

ト
」
を

実
施

③
新

任
職

員
研

修
及

び
新

任
係

長
研

修
で

「
芦

屋
市

総
合

計
画

に
つ

い
て

」
を

実
施

し
，

計
画

の
位

置
づ

け
や

策
定

及
び

進
捗

管
理

の
方

法
，

指
標

の
設

定
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

て
い

る
。

事
務

事
業

評
価

時
に

，
課

長
級

職
員

に
対

し
て

係
長

の
重

点
施

策
の

認
識

に
関

す
る

調
査

を
実

施
し

た
。

①
　

総
合

計
画

を
は

じ
め

各
種

計
画

な
ど

の
策

定
に

あ
た

っ
て

は
，

目
標

を
定

め
，

そ
の

評
価

を
通

じ
て

各
施

策
の

進
捗

状
況

を
分

か
り

や
す

く
発

信
し

ま
す

。
②

　
市

民
目

線
で

の
事

業
推

進
に

取
り

組
む

た
め

，
市

民
の

声
を

把
握

し
，

改
善

に
生

か
し

ま
す

。
③

　
職

員
に

対
し

，
様

々
な

機
会

を
活

用
し

，
重

点
取

組
，

重
点

施
策

等
の

意
識

付
け

な
ど

，
総

合
計

画
の

啓
発

に
努

め
な

が
ら

，
事

業
推

進
を

図
り

ま
す

。

ま
と

め

1
4
-
1
-
3

各
施

策
に

つ
い

て
，

市
民

目
線

で
の

評
価

，
改

善
に

取
り

組
み

ま
す

。

結
果

の
評

価
取

組
の

評
価

展
開

状
況

傾
向

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

概
ね

達
成

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

概
ね

達
成

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

良
好

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

良
好

☆
×

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

て
い

る
が

，
進

捗
が

不
十

分
実

施
し

て
い

な
い

小
項

目
が

あ
り

，
進

捗
も

不
十

分

○
（

全
て

実
施

）
△

（
一

部
実

施
）

（
未

達
見

込
）

×

（
良

好
傾

向
）

△

（
達

成
見

込
）

○
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■
施

策
目

標
後

期
施

策
評

価
シ

ー
ト

目
標

施
策

目
標

【
後

期
基

本
計

画
の

施
策

評
価

】

(
1
)
 
前

提
条

件
の

変
化

(
2
)
 
関

連
計

画
の

策
定

状
況

(
3
)
 
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

（
R
1
.
5
実

施
）

肯
定

的
意

見
否

定
的

意
見

わ
か

ら
な

い
無

回
答

1
9
.
5
%

2
6
.
5
%

5
2
.
3
%

1
.
7
%

(
4
)
 
重

点
施

策
の

取
組

状
況

め
ざ

す
値

重
点

施
策

の
名

称
重

点
取

組
H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
2

人
事

評
価

対
象

者
割

合
（
％

）
3
4
.
1

8
2
.
8

8
1
.
2

8
2
.
9

8
4
.
6

1
0
0
.
0

○

研
修

会
や

職
場

研
修

の
延
べ

参
加

者
数

（
人
／

年
）

3
,
4
1
0

6
,
0
2
3

3
,
9
8
1

4
,
2
3
5

4
,
8
7
9

4
,
0
0
0

○傾
向

1
4
-
2
-
1

自
ら

考
え

行
動

す
る

職
員

を
育

成
し

，
行

政
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

向
上

を
目

指
し

ま
す

。

①
　

努
力

し
た

職
員

を
公

正
に

評
価

す
る

た
め

に
人

事
評

価
制

度
を

全
職

員
に

導
入

し
，

上
司

と
部

下
が

と
も

に
成

長
で

き
る

，
人

が
育

つ
人

事
評

価
を

実
施

し
ま

す
。

②
　

迅
速

か
つ

柔
軟

に
課

題
解

決
を

図
れ

る
よ

う
，

ベ
テ

ラ
ン

職
員

か
ら

技
術

や
ノ

ウ
ハ

ウ
を

伝
承

す
る

な
ど

，
自

治
体

職
員

と
し

て
の

高
度

な
知

識
，

技
術

の
習

得
を

図
り

ま
す

。
③

　
政

策
形

成
力

を
発

揮
す

る
こ

と
で

ま
ち

づ
く
り

が
進

め
て

い
け

る
よ

う
，

庁
内

外
を

問
わ

ず
様

々
な

知
識

や
技

術
，

専
門

能
力

を
身

に
つ

け
る

な
ど

，
職

員
と

し
て

の
資

質
や

能
力

の
向

上
を

目
指

し
ま

す
。

◇
市

民
か

ら
見

た
行

政
の

改
善

点
の

提
案

①
一

般
行

政
職

員
に

導
入

し
て

い
る

人
事

評
価

に
つ

い
て

，
技

能
労

務
職

員
と

水
道

企
業

職
員

に
も

，
試

行
で

は
あ

る
が

H
2
9
年

度
か

ら
導

入
し

て
い

る
。

②
Ｏ

Ｊ
Ｔ
・
Ｏ

Ｆ
Ｆ

Ｊ
Ｔ
を

活
用

し
，

自
治

体
職

員
と

し
て

の
知

識
・
技

術
の

習
得

を
図

る
だ

け
で

な
く
，

技
術

職
員

発
表

会
を

開
催

す
る

こ
と

で
，

技
術

を
承

継
し

，
お

互
い

の
経

験
や

新
た

な
取

組
を

聞
く
こ

と
で

技
術

職
と

し
て

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
を

図
る

こ
と

が
出

来
た

。
③

人
材

育
成

基
本

方
針

に
基

づ
き

，
政

策
形

成
能

力
の

向
上

を
図

る
た

め
，

総
務

省
，

政
策

研
究

大
学

院
大

学
，

兵
庫

県
，

兵
庫

ま
ち

づ
く
り

セ
ン

タ
ー

な
ど

へ
の

職
員

派
遣

を
行

っ
た

。
○

（
全

て
実

施
）

後
期

５
年

の
重

点
施

策
市

民
主

体
に

よ
る

取
組

取
組

の
実

施
状

況
展

開
状

況
指

標
（

単
位
）

指
標

の
推

移

・
地

方
自

治
法

等
の

改
正

に
よ

り
，

今
後

は
内

部
統

制
に

関
す

る
方

針
を

定
め

，
必

要
な

体
制

を
整

備
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

ア
　

後
期

基
本

計
画

の
内

容
　

（
Ｐ

l
a
n
）

イ
　

取
組

の
実

施
状

況
　

（
Ｄ

ｏ
）

ウ
　

取
組

結
果

　
（

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
）

人
材

育
成

実
施

計
画

（
H

3
0
～

H
3
3
年

度
）

１
４

－
２

　
変

化
に

対
応

で
き

る
柔

軟
な

組
織

運
営

を
し

て
い

る

後
期

基
本

計
画

策
定

以
降

（
H
2
8
～

）
の

社
会

経
済

環
境

の
変

化
課

題
別

計
画

の
策

定
状
況

調
査

結
果

施
策

目
標

推
進

部
施

策
取

り
ま

と
め

課
総

務
部

人
事

課
１

４
　

　
　

信
頼

関
係

の
下

で
市

政
が

展
開

し
て

い
る
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危
機

対
応

に
関

す
る

職
員
へ

の
意

識
調

査
に
お

け
る

理
解

度
（
％

）

－
4
3
.
3

－
－

－
1
0
0
.
0

△

法
令

遵
守

研
修

の
参

加
者
数

（
人

／
年

）
1
4
3

2
8
8

2
9
4

2
7
9

2
6
1

2
0
0

○

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

自
己

点
検

に
お

け
る
達

成
率

（
％

）

8
7

9
2

8
8

9
0

9
1

1
0
0

×

△
（
一

部
実

施
）

△
(良

好
傾

向
)

(
5
)
 
施

策
目

標
の

総
括

総
括

結
果

☆
☆

ま
と

め
取

組
の

評
価

結
果

の
評

価

総
括

コ
メ

ン
ト

○
1
4
-
2
-
1
 自

ら
考

え
行

動
す

る
職

員
の

育
成

で
は

・
人

事
評

価
制

度
の

導
入

を
進

め
る

と
と

も
に

，
職

員
の

能
力

向
上

に
資

す
る

取
組

を
進

め
ま

し
た

。
継

続
実

施
が

能
力

向
上

に
つ

な
が

る
た

め
，

今
後

も
人

事
評

価
の

全
職

員
導

入
へ

の
協

議
，

ベ
テ

ラ
ン

職
員

か
ら

の
技

術
力

の
伝

承
や

外
部

機
関

へ
の

職
員

派
遣

を
積

極
的

に
行

っ
て

ま
い

り
ま

す
。

○
1
4
-
2
-
2
 職

員
及

び
市

役
所

全
体

の
課

題
対

応
力

と
危

機
管

理
能

力
の

向
上

で
は

・
市

が
管

理
す

る
道

路
や

公
園

の
適

切
な

管
理

の
た

め
，

市
民

か
ら

の
情

報
提

供
を

官
民

協
働

の
場

と
位

置
付

け
て

，
Ｌ

ＩＮ
Ｅ

に
よ

る
通

報
を

導
入

し
，

ま
た

，
危

機
発

生
時

の
初

動
対

応
等

の
研

修
行

う
な

ど
，

職
員

の
対

応
力

を
向

上
さ

せ
る

取
組

を
行

い
ま

し
た

。
全

庁
的

な
業

務
継

続
計

画
が

未
策

定
の

た
め

，
今

後
，

検
討

し
て

ま
い

り
ま

す
。

1
4
-
2
-
2

職
員

一
人

一
人

及
び

市
役

所
全

体
の

課
題

対
応

力
と

危
機

管
理

能
力

の
向

上
を

目
指

し
ま

す
。

①
　

市
民

か
ら

の
様

々
な

意
見

に
潜

む
行

政
サ

ー
ビ

ス
向

上
の

た
め

の
ヒ

ン
ト

や
事

務
処

理
ミ

ス
等

で
得

た
反

省
を

全
庁

的
に

反
映

さ
せ

る
た

め
，

個
別

の
情

報
を

集
約

し
広

く
業

務
改

善
に

生
か

し
ま

す
。

②
　

日
常

業
務

で
発

生
す

る
ト

ラ
ブ

ル
に

お
け

る
職

員
の

初
動

対
応

力
の

向
上

を
図

り
ま

す
。

③
　

自
然

災
害

や
新

型
感

染
症

な
ど

，
市

民
生

活
に

重
大

な
影

響
を

及
ぼ

す
事

態
が

発
生

し
た

際
に

も
，

行
政

機
能

を
継

続
す

る
た

め
の

「
事

業
継

続
計

画
（
Ｂ

Ｃ
Ｐ

）
」
の

見
直

し
を

定
期

的
に

行
い

ま
す

。
④

　
様

々
な

社
会

環
境

が
変

化
し

て
い

く
中

で
も

，
職

員
一

人
一

人
が

常
に

高
い

倫
理

観
を

持
っ

て
職

務
を

全
う

し
，

社
会

的
責

任
が

果
た

せ
る

よ
う

職
員

の
行

動
指

針
を

作
成

す
る

と
と

も
に

，
法

令
遵

守
の

意
識

を
高

め
る

た
め

，
公

務
員

倫
理

研
修

を
は

じ
め

と
す

る
法

令
遵

守
研

修
を

行
い

ま
す

。
⑤

　
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
制

度
が

新
た

に
始

ま
る

こ
と

か
ら

，
従

来
よ

り
も

更
に

高
い

レ
ベ

ル
の

個
人

情
報

保
護

や
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
が

求
め

ら
れ

る
た

め
，

職
員

意
識

の
向

上
と

定
着

を
図

り
ま

す
。

①
市

民
か

ら
の

声
の

う
ち

，
行

政
サ

ー
ビ

ス
向

上
に

つ
な

が
る

情
報

を
，

全
庁

的
に

共
有

し
，

業
務

改
善

に
努

め
て

い
る

。
Ｌ

ＩＮ
Ｅ

を
活

用
し

，
市

民
か

ら
道

路
・
公

園
の

不
具

合
情

報
の

受
け

付
け

を
開

始
し

た
。

職
員

に
対

し
て

危
機

管
理

意
識

の
向

上
の

た
め

危
機

発
生

時
の

初
動

対
応

，
報

道
対

応
な

ど
の

研
修

を
実

施
し

た
。

②
危

機
管

理
研

修
と

し
て

，
日

常
業

務
に

お
け

る
危

機
発

生
時

の
初

動
対

応
に

つ
い

て
の

研
修

会
を

開
催

し
，

初
動

対
応

力
の

向
上

に
努

め
て

い
る

。
③

想
定

さ
れ

る
リ

ス
ク

か
ら

市
民

生
活

へ
の

重
大

な
影

響
を

軽
減

す
る

た
め

，
H

2
9
年

２
月

に
芦

屋
市

強
靱

化
計

画
を

策
定

し
た

。
④

法
令

遵
守

の
意

識
を

高
め

る
た

め
，

公
務

員
倫

理
指

導
者

養
成

研
修

に
職

員
を

派
遣

し
，

内
部

講
師

の
育

成
を

図
っ

た
。

新
任

職
員

へ
の

研
修

等
で

講
義

を
実

施
し

た
。

⑤
市

が
取

り
扱

う
情

報
資

産
を

適
切

に
管

理
す

る
た

め
，

管
理

者
・
利

用
者

と
し

て
果

た
す

べ
き

役
割

や
守

る
べ

き
内

容
を

正
し

く
理

解
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
，

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

研
修

を
管

理
職

対
象

と
一

般
職

対
象

に
実

施
し

た
。

（
管

理
職

対
象

：
２

回
，

1
0
6
人

，
一

般
職

対
象

：
６

回
，

5
4
5
人

）
※

H
2
7
年

度
に

実
施

し
た

「
危

機
対

応
に

関
す

る
職

員
へ

の
意

識
調

査
」
で

は
，

市
職

員
と

し
て

知
っ

て
お

い
て

ほ
し

い
「
基

本
ク

レ
ー

ム
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
，

「
危

機
管

理
指

針
」
，

「
不

当
要

求
行

為
等

へ
の

対
応

に
つ

い
て

」
，

「
芦

屋
市

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
等

対
策

行
動

計
画

」
，

「
芦

屋
市

役
所

消
防

計
画

届
出

書
」
，

「
芦

屋
市

地
域

防
災

計
画

」
及

び
「
芦

屋
市

国
民

保
護

計
画

」
に

つ
い

て
「
閲

読
経

験
が

な
い

」
と

回
答

し
た

職
員

が
半

数
以

上
で

あ
り

，
閲

読
経

験
が

な
い

理
由

と
し

て
最

も
多

い
回

答
が

「
そ

う
い

っ
た

計
画

等
が

あ
る

こ
と

を
知

ら
な

い
た

め
」
で

あ
っ

た
。

　
「
計

画
等

の
存

在
を

知
ら

な
い

」
回

答
は

，
特

に
，

2
0
代

・
3
0
代

の
職

員
に

多
く
，

近
年

採
用

さ
れ

た
職

員
に

こ
れ

ら
の

計
画

等
を

周
知

で
き

て
い

な
い

こ
と

が
認

め
ら

れ
る

た
め

，
ま

ず
は

こ
れ

ら
の

計
画

の
存

在
と

そ
の

概
要

を
周

知
す

る
研

修
を

H
2
8
年

度
か

ら
実

施
し

て
い

る
。

　
国

内
で

発
生

し
た

行
政

対
象

暴
力

や
隣

国
か

ら
の

ミ
サ

イ
ル

発
射

等
，

そ
の

時
々

に
応

じ
て

機
を

逃
さ

ず
研

修
を

実
施

し
，

有
事

が
発

生
し

た
際

に
職

員
が

ど
の

よ
う

な
行

動
を

と
る

べ
き

か
を

伝
え

る
と

と
も

に
，

上
記

計
画

等
を

閲
読

す
る

よ
う

周
知

す
る

こ
と

で
，

職
員

の
理

解
度

を
向

上
さ

せ
る

取
組

を
行

っ
て

い
る

。

△
（
一

部
実

施
）

展
開

状
況

傾
向

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

概
ね

達
成

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

概
ね

達
成

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

良
好

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

良
好

☆
×

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

て
い

る
が

，
進

捗
が

不
十

分
実

施
し

て
い

な
い

小
項

目
が

あ
り

，
進

捗
も

不
十

分

○
（

全
て

実
施

）
△

（
一

部
実

施
）

（
未

達
見

込
）

×

（
良

好
傾

向
）

△

（
達

成
見

込
）

○
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■
施

策
目

標
後

期
施

策
評

価
シ

ー
ト

目
標

施
策

目
標

【
後

期
基

本
計

画
の

施
策

評
価

】

(
1
)
 
前

提
条

件
の

変
化

(
2
)
 
関

連
計

画
の

策
定

状
況

(
3
)
 
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

（
R
1
.
5
実

施
）

肯
定

的
意

見
否

定
的

意
見

わ
か

ら
な

い
無

回
答

2
8
.
5
%

2
2
.
7
%

4
7
.
4
%

1
.
4
%

(
4
)
 
重

点
施

策
の

取
組

状
況

め
ざ

す
値

重
点

施
策

の
名

称
重

点
取

組
H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
2

1
5
-
1
-
1

芦
屋

の
個

性
を

生
か

し
，

住
み

続
け

た
い

ま
ち

・
住

ん
で

み
た

い
ま

ち
芦

屋
を

目
指

し
ま

す
。

①
　

ま
ち

・
ひ

と
・
し

ご
と

創
生

法
に

基
づ

き
策

定
す

る
「
芦

屋
市

創
生

総
合

戦
略

」
に

お
い

て
，

本
市

の
良

好
な

住
環

境
や

子
育

て
環

境
の

充
実

を
基

本
目

標
と

し
て

掲
げ

，
そ

れ
に

基
づ

く
施

策
を

推
進

し
ま

す
。

◇
芦

屋
の

個
性

や
魅

力
を

生
か

し
，

住
宅

地
と

調
和

し
た

事
業

の
展

開
（
特

に
事

業
者

）
◇

芦
屋

の
個

性
や

魅
力

の
発

信
○

（
全

て
実

施
）

「
定

住
意

向
」

に
対

し
て
，

「
今

の
場

所
に
住

み
続

け
た

い
」
「

市
内

の
他

の
場
所

で
住

み
続

け
た
い

」
と

回
答

し
た
割

合
（

％
）

8
4
.
6

－
－

8
3
.
9

8
1
.
8

9
0
.
0

×

1
5
-
1
-
2

官
民

を
問

わ
ず

，
様

々
な

資
源

を
活

用
し

，
効

果
的

か
つ

効
率

的
な

サ
ー

ビ
ス

向
上

に
努

め
ま

す
。

①
　

民
間

事
業

者
，

大
学

な
ど

を
は

じ
め

と
し

た
民

間
の

ノ
ウ

ハ
ウ

，
資

源
を

積
極

的
に

活
用

し
ま

す
。

②
　

広
域

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
，

効
率

的
運

営
な

ど
の

視
点

か
ら

，
国

，
県

，
近

隣
市

等
と

の
連

携
を

検
討

し
ま

す
。

③
　

指
定

管
理

者
制

度
を

導
入

運
営

し
て

い
る

施
設

に
つ

い
て

，
外

部
視

点
で

の
評

価
な

ど
チ

ェ
ッ

ク
の

質
を

高
め

，
よ

り
よ

い
サ

ー
ビ

ス
が

提
供

で
き

る
よ

う
改

善
に

努
め

る
と

と
も

に
，

そ
の

他
の

施
設

に
つ

い
て

も
効

率
的

な
運

営
方

法
を

検
討

し
ま

す
。

○
（
全

て
実

施
）

指
定

管
理

者
制

度
導

入
施
設

の
利

用
満

足
度
（

％
）

－
7
8
.
0

7
9
.
8

8
2
.
5

8
1
.
1

8
0
.
0

○

1
5
-
1
-
3

市
が

保
有

す
る

資
産

を
一

元
管

理
し

，
適

正
化

と
有

効
活

用
を

図
り

ま
す

。

①
　

全
て

の
公

共
施

設
等

の
情

報
を

整
備

し
，

維
持

管
理

，
修

繕
，

更
新

等
に

係
る

中
長

期
的

な
経

費
の

見
込

み
な

ど
を

算
出

し
，

現
状

及
び

将
来

見
込

み
を

明
ら

か
に

す
る

と
と

も
に

，
そ

れ
を

踏
ま

え
た

今
後

の
公

共
施

設
の

基
本

方
針

等
を

盛
り

込
ん

だ
「
公

共
施

設
等

総
合

管
理

計
画

」
を

策
定

し
，

公
共

施
設

の
適

正
化

を
図

り
ま

す
。

②
　

土
地

開
発

公
社

か
ら

の
買

戻
し

用
地

を
は

じ
め

未
利

用
地

を
有

効
活

用
で

き
る

よ
う

，
資

産
管

理
を

行
い

ま
す

。

○
（
全

て
実

施
）

活
用

可
能

な
市

有
地

の
活
用

率
（

％
）

8
7
.
7

8
9
.
6

9
1
.
8

8
7
.
3

8
4
.
9

1
0
0
.
0

×

○
（
全

て
実

施
）

×
(未

達
見

込
)

施
策

目
標

推
進

部
施

策
取

り
ま

と
め

課
企

画
部

政
策

推
進

課
１

５
　

　
　

経
営

資
源

を
有

効
に

活
用

し
，

健
全

な
財

政
状

況
に

な
っ

て
い

る
１

５
－

１
　

様
々

な
資

源
を

有
効

に
活

用
し

て
い

る

後
期

基
本

計
画

策
定

以
降

（
H
2
8
～

）
の

社
会

経
済

環
境

の
変

化
課

題
別

計
画

の
策

定
状
況

調
査

結
果

・
少

子
・
高

齢
化

が
加

速
・
公

共
施

設
等

の
総

合
管

理
計

画
策

定
の

要
請

ア
　

後
期

基
本

計
画

の
内

容
　

（
Ｐ

l
a
n
）

イ
　

取
組

の
実

施
状

況
　

（
Ｄ

ｏ
）

ウ
　

取
組

結
果

　
（

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
）

後
期

５
年

の
重

点
施

策
市

民
主

体
に

よ
る

取
組

取
組

の
実

施
状

況
展

開
状

況
指

標
（

単
位
）

傾
向

①
平

成
2
8
年

度
は

創
生

総
合

戦
略

を
進

め
る

「
創

生
ワ

ー
キ

ン
グ

チ
ー

ム
」
で

「
安

全
・
安

心
で

良
好

な
住

宅
地

と
し

て
の

魅
力

を
高

め
る

事
業

」
「
若

い
世

代
の

子
育

て
の

希
望

を
叶

え
る

事
業

」
に

取
組

み
，

地
方

創
生

加
速

化
交

付
金

を
活

用
し

，
淡

路
市

と
連

携
し

て
子

ど
も

の
育

成
モ

デ
ル

事
業

と
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

ア
プ

リ
「
芦

屋
歩

記
」
を

開
発

し
た

。
推

進
交

付
金

事
業

と
し

て
2
市

1
島

合
同

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
に

着
手

し
た

。
平

成
2
9
年

度
か

ら
は

，
推

進
交

付
金

事
業

と
し

て
更

に
「
女

性
が

輝
く
ま

ち
芦

屋
」
で

「
芦

屋
リ

ジ
ュ

ー
ム

」
を

開
始

，
自

主
事

業
の

「
芦

屋
市

シ
テ

ィ
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

」
，

「
阪

神
Ｋ

Ａ
Ｎ

モ
ダ

ニ
ズ

ム
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

」
(新

規
)に

も
着

手
し

た
。

平
成

3
0
年

度
は

，
推

進
交

付
金

を
活

用
し

た
２

事
業

及
び

「
芦

屋
市

シ
テ

ィ
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

」
，

「
阪

神
Ｋ

Ａ
Ｎ

モ
ダ

ニ
ズ

ム
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

」
を

継
続

し
て

実
施

し
た

。

①
平

成
2
8
年

度
創

生
ワ

ー
キ

ン
グ

チ
ー

ム
で

は
，

民
間

事
業

所
と

連
携

し
取

組
を

展
開

し
た

。
ま

た
多

様
な

主
体

と
の

創
発

型
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

よ
る

事
業

推
進

を
基

本
的

な
考

え
方

と
す

る
行

政
改

革
を

策
定

し
た

。
平

成
2
9
，

3
0
年

度
は

，
組

織
横

断
的

な
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

を
編

成
し

，
行

政
改

革
に

取
り

組
ん

だ
。

②
ご

み
処

理
の

効
率

化
や

高
効

率
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
回

収
施

設
を

整
備

す
る

た
め

の
施

設
の

集
約

化
を

図
る

た
め

，
平

成
2
9
年

度
か

ら
施

設
整

備
時

期
の

近
い

西
宮

市
と

検
討

会
議

を
開

催
し

，
ご

み
処

理
広

域
化

等
に

つ
い

て
検

討
を

開
始

し
た

。
③

指
定

管
理

者
の

選
定

及
び

評
価

の
実

績
と

調
整

会
議

の
開

催
等

を
踏

ま
え

て
，

事
務

処
理

要
領

等
を

改
訂

す
る

こ
と

で
，

よ
り

適
切

な
制

度
運

営
と

な
る

よ
う

取
り

組
ん

だ
。

①
平

成
2
9
年

度
に

統
一

的
な

基
準

に
よ

る
財

務
書

類
の

作
成

の
た

め
固

定
資

産
台

帳
を

整
備

し
た

。
今

後
は

，
固

定
資

産
台

帳
の

適
正

な
維

持
管

理
に

よ
り

精
度

水
準

の
向

上
に

努
め

る
も

の
と

す
る

。
　

ま
た

，
公

共
施

設
等

総
合

管
理

計
画

を
踏

ま
え

，
施

設
の

維
持

管
理

・
指

標
・
コ

ス
ト

等
の

情
報

を
一

元
管

理
す

る
た

め
の

施
設

評
価

シ
ス

テ
ム

を
構

築
し

，
平

成
3
0
年

度
に

は
本

シ
ス

テ
ム

で
作

成
し

た
「
施

設
カ

ル
テ

」
を

一
般

に
公

表
し

た
。

ま
た

，
施

設
の

更
新

を
検

討
す

る
仕

組
み

づ
く
り

や
施

設
の

維
持

管
理

等
に

係
る

手
続

き
の

簡
素

化
や

コ
ス

ト
縮

減
を

図
る

た
め

の
包

括
管

理
業

務
の

事
業

者
の

選
定

及
び

決
定

を
行

っ
た

②
未

利
用

地
の

有
効

活
用

に
努

め
，

需
要

が
あ

る
市

有
地

に
つ

い
て

は
駐

車
場

等
と

し
て

貸
付

け
を

行
っ

て
い

る
。

ま
た

，
９

件
の

土
地

及
び

１
件

の
建

物
を

売
却

し
た

。
(H

2
8
土

地
３

件
6
7
,8

6
7
,7

1
1
円

，
H

2
9
土

地
３

件
及

び
マ

ン
シ

ョ
ン

１
室

2
2
5
,1

8
5
,0

0
0
円

，
H

3
0

土
地

３
件

6
8
8
,7

3
7
,2

8
0
円

）

芦
屋

市
行

政
改

革
実

施
計

画
(H

2
9
～

H
3
3
）

芦
屋

市
創

生
総

合
戦

略
(H

2
7
～

H
3
1
）

芦
屋

市
公

共
施

設
等

総
合

管
理

計
画

(H
2
9
～

H
4
8
)

指
標

の
推

移

ま
と

め
取

組
の

評
価

結
果

の
評

価
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(
5
)
 
施

策
目

標
の

総
括

総
括

結
果

☆

総
括

コ
メ

ン
ト

○
1
5
-
1
-
1
 芦

屋
の

個
性

を
生

か
し

た
住

み
続

け
た

い
・
住

ん
で

み
た

い
ま

ち
づ

く
り

で
は

・
地

方
創

生
推

進
・
加

速
化

交
付

金
の

活
用

な
ど

に
よ

り
，

シ
テ

ィ
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

等
市

の
魅

力
発

信
に

取
り

組
み

ま
し

た
が

，
定

住
意

向
は

目
標

値
を

達
成

で
き

て
い

ま
せ

ん
。

市
民

か
ら

の
情

報
発

信
を

促
進

す
る

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
を

中
心

と
し

て
市

民
を

巻
き

込
み

，
本

市
へ

の
愛

着
が

増
す

機
会

の
提

供
に

取
り

組
み

ま
す

。
○

1
5
-
1
-
2
 官

民
を

問
わ

な
い

様
々

な
資

源
を

活
用

し
た

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
で

は
・
多

様
な

主
体

と
の

創
発

型
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

基
本

と
し

た
行

政
改

革
を

策
定

し
，

着
手

し
て

い
る

と
こ

ろ
で

す
。

西
宮

市
と

の
ご

み
処

理
広

域
化

に
向

け
た

協
議

の
開

始
や

，
指

定
管

理
施

設
の

外
部

評
価

の
実

施
な

ど
適

切
で

効
率

的
な

施
設

運
営

に
取

り
組

み
ま

し
た

。
指

定
管

理
者

制
度

導
入

施
設

の
利

用
満

足
度

も
向

上
し

て
い

る
こ

と
か

ら
，

引
き

続
き

多
様

な
主

体
の

ノ
ウ

ハ
ウ

を
活

用
し

て
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

を
図

り
ま

す
。

○
1
5
-
1
-
3
 一

元
管

理
に

よ
る

市
保

有
資

産
の

適
正

化
と

有
効

活
用

で
は

・
固

定
資

産
台

帳
を

整
備

し
，

施
設

カ
ル

テ
と

し
て

一
般

に
公

表
す

る
た

め
の

施
設

評
価

シ
ス

テ
ム

を
構

築
す

る
と

と
も

に
，

施
設

の
更

新
を

検
討

す
る

仕
組

み
づ

く
り

の
検

討
を

行
い

ま
し

た
。

ま
た

未
利

用
地

を
貸

し
付

け
る

な
ど

有
効

活
用

し
て

い
ま

す
。

し
か

し
な

が
ら

市
有

地
の

活
用

率
が

減
じ

て
い

る
た

め
，

よ
り

有
効

な
活

用
方

法
を

検
討

し
て

ま
い

り
ま

す
。

展
開

状
況

傾
向

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

概
ね

達
成

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

概
ね

達
成

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

良
好

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

良
好

☆
×

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

て
い

る
が

，
進

捗
が

不
十

分
実

施
し

て
い

な
い

小
項

目
が

あ
り

，
進

捗
も

不
十

分

○
（

全
て

実
施

）
△

（
一

部
実

施
）

（
未

達
見

込
）

×

（
良

好
傾

向
）

△

（
達

成
見

込
）

○
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■
施

策
目

標
後

期
施

策
評

価
シ

ー
ト

目
標

施
策

目
標

【
後

期
基

本
計

画
の

施
策

評
価

】

(
1
)
 
前

提
条

件
の

変
化

(
2
)
 
関

連
計

画
の

策
定

状
況

(
3
)
 
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

（
R
1
.
5
実

施
）

肯
定

的
意

見
否

定
的

意
見

わ
か

ら
な

い
無

回
答

2
5
.
9
%

1
8
.
8
%

5
4
.
0
%

1
.
3
%

(
4
)
 
重

点
施

策
の

取
組

状
況

め
ざ

す
値

重
点

施
策

の
名

称
重

点
取

組
H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
2

1
5
-
2
-
1

各
施

策
，

事
務

事
業

の
目

的
に

対
す

る
効

果
を

点
検

し
，

よ
り

効
率

的
か

つ
効

果
的

な
行

財
政

運
営

を
目

指
し

ま
す

。

①
　

限
ら

れ
た

財
源

を
有

効
活

用
で

き
る

よ
う

に
，

施
策

評
価

，
事

務
事

業
評

価
を

実
施

し
，

各
施

策
，

事
務

事
業

の
妥

当
性

，
有

効
性

，
効

率
性

な
ど

を
検

証
し

，
改

善
に

努
め

ま
す

。
○

（
全

て
実

施
）

市
政

に
対

す
る

評
価

で
，
「

と
て

も
う

ま
く
い

っ
て

い
る

」
「
ま

あ
ま

あ
う

ま
く
い

っ
て

い
る

」
と
回

答
し

た
割

合
（
％

）

6
8
.
4

－
－

6
7
.
4

7
0
.
1

7
1
.
8

△

市
税

徴
収

率
（

現
年

・
滞
納

繰
越

分
）

（
％

）
9
5
.
4

9
5
.
9

9
6
.
2

9
6
.
3

9
6
.
5

9
6
.
7

○

経
常

収
支

比
率

（
％

）
9
1
.
7

9
3
.
7

9
9
.
2

1
1
2
.
6

1
0
2
.
9

9
0
.
0

×

将
来

負
担

比
率

（
％

）
1
1
9
.
7

1
2
1
.
6

9
6
.
0

9
0
.
4

9
7
.
0

1
1
9
.
7

○

○
（
全

て
実

施
）

△
(良

好
傾

向
)

施
策

目
標

推
進

部
施

策
取

り
ま

と
め

課
総

務
部

（
財

政
担

当
）

財
政

課
１

５
　

　
　

経
営

資
源

を
有

効
に

活
用

し
，

健
全

な
財

政
状

況
に

な
っ

て
い

る
１

５
－

２
　

歳
入

・
歳

出
の

構
造

を
改

善
し

て
い

る

後
期

基
本

計
画

策
定

以
降

（
H
2
8
～

）
の

社
会

経
済

環
境

の
変

化
課

題
別

計
画

の
策

定
状
況

調
査

結
果

消
費

税
率

及
び

地
方

消
費

税
率

の
引

き
上

げ
の

延
期

（
H

2
9
年

４
月

1
日

→
H

3
1
年

1
0
月

１
日

）

ア
　

後
期

基
本

計
画

の
内

容
　

（
Ｐ

l
a
n
）

イ
　

取
組

の
実

施
状

況
　

（
Ｄ

ｏ
）

ウ
　

取
組

結
果

　
（

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ

ｋ
）

行
政

改
革

（
H

2
9
年

度
～

H
3
3
年

度
）

公
共

施
設

等
総

合
管

理
計

画
（
H

2
9
年

３
月

）

傾
向

①
総

合
計

画
の

進
行

管
理

で
は

，
毎

年
，

各
事

業
を

事
務

事
業

評
価

に
よ

り
点

検
・
検

証
し

，
実

施
計

画
を

策
定

す
る

と
と

も
に

，
予

算
の

効
率

的
な

配
分

を
含

め
た

協
議

の
た

め
，

財
政

課
・
政

策
推

進
課

合
同

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
実

施
し

た
。

ま
た

，
総

合
計

画
中

間
年

度
と

最
終

年
度

に
は

，
計

画
に

掲
げ

る
全

施
策

の
評

価
も

行
な

っ
た

。
平

成
2
4
～

2
8
年

度
5
年

間
の

行
政

改
革

で
は

，
安

定
的

・
効

率
的

で
持

続
可

能
な

行
財

政
運

営
の

た
め

，
経

営
資

源
の

有
効

活
用

と
収

入
の

確
保

，
民

間
活

力
の

導
入

，
事

務
事

業
の

見
直

し
，

増
加

す
る

医
療

費
へ

の
対

応
等

に
取

り
組

み
，

一
般

会
計

市
債

残
高

を
縮

減
し

た
。

平
成

2
9
年

度
か

ら
は

，
「
未

来
に

向
け

た
成

長
戦

略
型

」
の

新
た

な
行

政
改

革
を

展
開

し
て

い
る

。

1
5
-
2
-
2

財
政

を
健

全
化

す
る

た
め

，
歳

入
の

確
保

と
歳

出
の

適
正

化
に

取
り

組
み

ま
す

。

①
　

市
が

保
有

す
る

債
権

の
管

理
及

び
徴

収
に

取
り

組
め

る
よ

う
に

，
徴

収
技

術
の

向
上

に
努

め
，

適
正

に
管

理
し

ま
す

。
②

　
行

政
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

に
係

る
費

用
（
コ

ス
ト

）
を

把
握

し
，

行
政

サ
ー

ビ
ス

に
対

す
る

受
益

者
負

担
の

適
正

化
に

努
め

ま
す

。
③

　
財

政
を

健
全

運
営

す
る

た
め

に
，

長
期

財
政

収
支

見
込

な
ど

に
基

づ
き

，
計

画
的

に
事

業
を

実
施

し
ま

す
。

④
　

下
水

道
事

業
運

営
の

よ
り

健
全

な
運

営
を

目
指

し
，

経
営

状
況

の
的

確
な

把
握

，
計

画
性

及
び

透
明

性
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
公

営
企

業
会

計
化

に
取

り
組

み
ま

す
。

◇
財

政
状

況
へ

の
関

心
と

理
解

①
平

成
2
9
年

度
よ

り
，

債
権

管
理

条
例

に
基

づ
く
市

所
有

の
未

収
債

権
の

徴
収

計
画

書
や

実
績

報
告

等
の

進
捗

管
理

は
，

強
制

徴
収

公
債

権
を

取
り

扱
う

債
権

管
理

課
で

行
う

こ
と

と
し

，
こ

れ
ま

で
培

っ
て

き
た

徴
収

ノ
ウ

ハ
ウ

を
生

か
し

，
的

確
な

納
付

勧
奨

や
，

よ
り

適
正

な
債

権
管

理
が

な
さ

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。
ま

た
，

市
税

現
年

度
分

の
徴

収
率

は
，

県
下

2
9
市

中
平

成
2
7
～

3
0
年

度
４

年
連

続
第

１
位

で
あ

る
。

②
固

定
資

産
台

帳
の

整
備

を
進

め
，

減
価

償
却

費
の

把
握

を
通

じ
て

，
コ

ス
ト

意
識

の
醸

成
を

行
っ

た
。

③
毎

年
度

，
長

期
財

政
収

支
計

画
を

見
直

し
，

そ
の

都
度

，
社

会
情

勢
等

を
反

映
し

な
が

ら
予

算
編

成
を

行
っ

た
。

将
来

負
担

比
率

は
，

地
方

債
の

償
還

を
計

画
的

に
行

い
改

善
で

き
た

が
，

経
常

収
支

比
率

は
扶

助
費

や
物

件
費

の
増

加
に

加
え

，
平

成
2
8
年

度
及

び
平

成
2
9
年

度
は

公
債

費
の

一
時

的
な

上
昇

の
た

め
悪

化
し

た
。

平
成

3
0
年

度
予

算
編

成
時

に
は

，
経

常
的

な
経

費
等

の
見

直
し

と
新

規
事

業
へ

の
転

換
の

た
め

，
シ

ー
リ

ン
グ

の
実

施
に

よ
り

捻
出

し
た

財
源

に
よ

り
重

点
事

業
の

予
算

化
を

行
い

，
改

善
に

取
り

組
ん

だ
。

④
平

成
2
9
年

度
ま

で
に

下
水

道
事

業
に

係
る

全
て

の
資

産
評

価
を

行
い

，
固

定
資

産
情

報
を

整
備

し
，

平
成

3
0
年

度
か

ら
の

公
営

企
業

会
計

化
に

向
け

た
移

行
事

務
を

進
め

，
予

算
編

成
を

行
っ

た
。

○
（
全

て
実

施
）

後
期

５
年

の
重

点
施

策
市

民
主

体
に

よ
る

取
組

取
組

の
実

施
状

況
展

開
状

況
指

標
（

単
位
）

指
標

の
推

移

ま
と

め
取

組
の

評
価

結
果

の
評

価
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(
5
)
 
施

策
目

標
の

総
括

総
括

結
果

☆
☆

☆

総
括

コ
メ

ン
ト

○
1
5
-
2
-
1
 各

施
策

，
事

務
事

業
の

効
果

検
証

に
よ

る
効

率
的

か
つ

効
果

的
な

行
財

政
運

営
で

は
・
平

成
2
9
年

度
か

ら
の

行
政

改
革

で
，

人
口

減
少

・
少

子
高

齢
化

に
起

因
す

る
諸

課
題

の
解

決
を

中
心

に
据

え
，

よ
り

魅
力

的
な

ま
ち

と
な

る
よ

う
，

住
宅

都
市

の
魅

力
を

向
上

さ
せ

る
景

観
施

策
，

無
電

柱
化

事
業

，
子

育
て

施
策

を
進

め
，

市
の

魅
力

を
発

信
す

る
シ

テ
ィ

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
等

人
口

の
流

入
に

向
け

た
事

業
を

展
開

し
ま

し
た

が
，

市
政

に
対

す
る

評
価

に
お

い
て

，
「
う

ま
く
い

っ
て

い
る

」
と

回
答

し
た

割
合

は
目

標
値

に
届

か
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
，

一
層

の
効

果
的

・
効

率
的

な
行

財
政

運
営

と
周

知
に

努
め

ま
す

。
○

1
5
-
2
-
2
 財

政
健

全
化

に
向

け
た

歳
入

確
保

と
歳

出
適

正
化

で
は

・
徴

収
技

術
の

向
上

と
債

権
の

適
正

な
管

理
を

行
な

い
，

市
税

の
徴

収
率

を
高

い
水

準
で

維
持

し
，

歳
入

の
確

保
を

図
り

ま
し

た
。

ま
た

，
下

水
道

事
業

を
公

営
企

業
会

計
化

し
，

独
立

採
算

制
の

原
則

に
則

っ
た

企
業

運
営

の
礎

を
築

き
ま

し
た

。
一

方
，

歳
出

で
は

経
常

収
支

比
率

が
悪

化
し

て
お

り
，

財
政

の
硬

直
化

が
課

題
と

な
っ

て
い

ま
す

。
引

き
続

き
，

歳
入

の
確

保
策

を
展

開
す

る
と

と
も

に
，

歳
出

で
は

，
事

業
の

見
直

し
を

進
め

財
政

の
硬

直
化

の
改

善
と

人
口

減
少

社
会

へ
備

え
た

財
政

運
営

を
行

い
ま

す
。

展
開

状
況

傾
向

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

概
ね

達
成

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

概
ね

達
成

☆
☆

☆
☆

☆

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

，
進

捗
も

良
好

実
施

し
て

い
な

い
小

項
目

が
あ

る
が

，
進

捗
は

良
好

☆
×

全
て

の
小

項
目

を
実

施
し

て
い

る
が

，
進

捗
が

不
十

分
実

施
し

て
い

な
い

小
項

目
が

あ
り

，
進

捗
も

不
十

分

○
（

全
て

実
施

）
△

（
一

部
実

施
）

（
未

達
見

込
）

×

（
良

好
傾

向
）

△

（
達

成
見

込
）

○

86



87



４ 創生総合戦略の評価 

創生総合戦略（平成27年度～令和元年度）について，平成29年度より行政評価委員会

において外部評価を行いました。 

各年度の外部評価結果は次ページ以降の通りです。 

 

(1) 平成28年度分                                                          89 

回 日 程 内       容 

第1回 平成29年８月１日（火） 
委員委嘱，委員長及び副委員長選出 

創生総合戦略に関する取組について 

第２回 平成29年８月16日（水） 創生総合戦略に関する評価について 

 

(1) 平成29年度分                                                          93 

回 日 程 内       容 

第1回 平成30年７月30日（月） 
委員委嘱，委員長及び副委員長選出 

創生総合戦略に関する取組について 

第２回 平成30年８月６日（月） 創生総合戦略に関する評価について 

 

(1) 平成30年度分                                                          97 

回 日 程 内       容 

第1回 令和元年７月23日（火） 
委員委嘱，委員長及び副委員長選出 

創生総合戦略に関する取組について 

第２回 令和元年８月７日（水） 創生総合戦略に関する評価について 
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創生総合戦略 芦屋市行政評価委員会による外部評価結果 

 

１ 外部評価の実施について 

(1) 委員会委員名簿 

役 職 委 員 名 所       属 

委員長 林
はやし

    昌
まさ

 彦
ひこ

 兵庫県立大学大学院会計研究科 教授 

副委員長 寺
てら

 見
み

  陽
よう

 子
こ

 
神戸松蔭女子学院大学人間科学部 

文学研究科・子ども発達学科 教授 

委員 小
お

 川
がわ

  賢
けん

 一
いち

 三井住友銀行公共・金融法人部 部長 

委員 桑
くわ

 田
た

  敬
けい

 司
じ

 芦屋市商工会 代表 

委員 上
こう

 月
づき

  敏
とし

 子
こ

 大阪体育大学教育学部 准教授 

委員 田
た

 中
なか

    隆
たかし

 芦屋市自治会連合会 会長 

 

(2) 委員会開催日程 

回 日 程 内       容 

第 1回 平成 29年８月１日（火） 
委員委嘱，委員長及び副委員長選出 

創生総合戦略に関する取組について 

第２回 平成 29年８月 16日（水） 創生総合戦略に関する評価について 

 

(3) 評価対象とした事業 

別添「芦屋市創生総合戦略の事業実施内容について」のとおり。 

 

２ 外部評価結果について 

(1) 総評 

ここでの評価は，事業終了後に行う結果の判定ではなく，事業の改善に資する意見を述べることを目的としている。 

全体を通して強調したいことは，政策的思考の重要性である。すなわち，実効性のある事業を組み立てるには，体

系的な思考を必要とする。それには，事業の目的が明確であること，言い換えれば，事業の対象（ターゲット）が絞

り込まれていること，目指すべき将来の状態が明示されていることが不可欠である。そして，その効果の把握・分析

を行い，次の企画立案に結び付けていくサイクルの形成が必要になる。時間軸で見ると，「これまでどうしてきたか」

「現状はどうか」「今後どうすべきか」と論点を整理し，議論を深める思考法がとられなければならない。 

創生総合戦略を推進するうえでは，それぞれの事業の対象者を明確にする必要があり，シティプロモーションの推

進においては子育て世代をターゲットにしているが，母子健康手帳アプリや待機児童の解消および子どもの居場所づ

くりなど，市全体として子育て施策の充実に取り組んでいることをさらにアピールする必要がある。 

なお，創生総合戦略の性格から，子育て世代を対象にする事業が多くなるので，子育て世代以外の市民にも配慮し

て取り組まれたい。 

加えて事業の実施過程では，相乗効果を生み出すような組織横断的な連携，参画と協働の観点から市民と行政との

間の信頼関係を築くコミュニケーション，従来型の行政広報（お知らせ）とシティプロモーション（ブランド価値形

成）との一体化には，特に配慮されたい。 

  

89



(2) 事業評価 

基
本
目
標 

１ 安全・安心で良好な住宅地としての魅力を高め，継承する 

恵まれた自然環境や交通の利便性などの立地条件に加え，本市の特徴であるまちなみを維

持・保全し，更に清潔で美しく，安全なまちづくりを進めていくことで，今ある魅力を堅持

しながら，住宅都市としての機能や付加価値を高め，本市の良さを引き続き継承します。 

 

数
値
目
標 

項目   Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 
目標 

(Ｈ31) 

人口の社会増（人）   185 △309 △95 
3,200 以上

(H27～H31)

市民の定住意向（％）   84.7 ‐ ‐ 90.0 

外
部
評
価
意
見 

（1）良質な住まい・住環境の形成 

１ 景観施策の推進 

 ・ 公共サイン計画の実施にあたっては，市民と協働して取り組むことが重要である。 

 ・ 屋外広告物条例は景観形成によりブランド力向上につながるものであることを説明し，市民と協働

して取り組むために地域の理解を得ることが不可欠である。 

   その視点から，条例不適合である旨の個別通知を行う際には，景観維持のため協働を依頼する文面

となるような工夫も必要ではないか。 

 ・ 屋外広告物の説明会開催の後，個別に事業主の意見を聴くなど，補助申請が増えるような取組が必

要ではないか。規制の方向だけではなく，芸術的な広告の推奨によっても芦屋ブランドの向上が図ら

れる。 

 ・ 大きな屋外広告物から取組を進めるなど，市民が変化を認識できるよう工夫されたい。 
 
２ 良質な住宅ストック形成 

 ・ 芦屋市特有の歴史的な価値のある家屋の保護や活用を検討されたい。 

 ・ 空き家については，子育て施設や若い世代の流入促進用の住宅など，政策横断的な活用など，多様

な活用方法を検討されたい。 

 ・ 空き家相談窓口について，他の相談窓口とも連携して進めることが効果的である。 
 

３ シティプロモーションの推進 

 ・ 首都圏だけでなく関西圏も転入ターゲットとしてアピールすることも有効である。 

 ・ ロゴマークなどを目にする機会は増えたものの，シティプロモーションの意義や取組について市民

へ浸透させるような取組が必要である。 

 ・ 子育てや仕事が一段落した年齢層を転入ターゲットに加えても良いのではないか。 

 ・ 転入ターゲット層である子育て世代に対してプロモーションするには，キャッチコピー「憧れを，

日常に。」に加え，住みやすさの中でも特に子育ての支援の取組についてアピールする必要がある。

 ・ 市民に対して市内での二世帯同居や近居などの魅力をアピールすると，Ｕターンなどの流入促進に

つながるのではないか。空き家活用とも関連づける必要がある。 

 ・ 阪神間モダニズムを前面に打ち出して芦屋の良さをアピールされたい。 

 ・ シティプロモーションは，市外だけでなく，市内居住者への取組でもあるべきで，市民参加型で発

信していくことが有効である。 
 

４ 魅力発信事業 

 ・ スマートフォンアプリ「芦屋歩記」は市内の魅力ある情報の発信にも活用でき，子育て世代に対し

て普及できるツールである。 

 ・ アプリのおすすめルートマップについては，年代ごとにコースを提案するとともに，様々な情報を

掲載することで，利用の促進が図られる。 

 ・ 事業の展開について長期ビジョンを持ち，利用者の意見を取り入れることで，アプリのコンテンツ

を豊かにすることができる。 

 ・ 観光情報冊子「あしやさんぽ」がより活用されるよう，例えばガイドツアーやスウィーツの食べ歩

きなど実際に体験してもらうような企画を行い，関係機関と連携して，新たな利用者を獲得する仕組

みづくりを検討してはどうか。 

 ・ 協働を通じて地域の核となる人材の掘り起しができ，多様な意見を取り入れることができれば，一

層の魅力発信につなげられる。 
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外
部
評
価
意
見 

(2) 地域における医療・福祉の充実 

５ 全世代交流・多機能型拠点の整備 

 ・ 全世代交流の居場所としても空き家の活用が可能ではないか。 

 ・ アプリに健康ポイントの機能を付加するなど，健康づくりへのインセンティブが働く仕組みづくり

を検討してはどうか。 

 ・ 健康増進を目的とした切り口だけではなく，他の事業を実施する中で，健康づくりにつながるよう

な仕組みづくりが必要である。 

 ・ イベントに参加しない市民をどう巻き込むかが肝要である。 

 

(3) 安全・安心なまちづくりの推進 

６ 防災・防犯の取組 

 ・ 防災拠点の把握や防災訓練の告知などにアプリを活用してはどうか。 

 ・ アプリやＳＮＳを使わない層に向けた情報発信方法についても，引き続き検討されたい。また，高

齢者，障がいのある人，外国人を対象とする取組の充実も検討されたい。 

 ・ 防災に関しては，地域と行政が連携して意識の醸成を図ることが必要である。 
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基
本
目
標 

２ 若い世代の子育ての希望をかなえる 

妊娠・出産期から切れ目のない子育て支援のため，子どもや子育て家庭の置かれた状況に応

じて支援の充実を図るとともに，学校教育の充実を目指します。 

 

数
値
目
標 

項目   Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 
目標 

(Ｈ31) 

若い世代(20～40 代)の幸福感(点）  7.1 ‐ ‐ 8.0 

出生数（人）   783 725 669 783 

待機児童数（人）   131 129 109 0 

外
部
評
価
意
見 

（1） 妊娠・出産・子育ての支援 

７ 子育ての支援 

 ・ キッズスクエア事業は，子どもの居場所，遊び場所を提供するとともに，地域のボランティアなど

との横のつながりもできてきており，良い取組である。留守家庭児童会は，対象を６年生まで早期に

拡充されたい。 

 ・ 「市立幼稚園・保育所のあり方」は，収容定員を増やすことによって待機児童解消に必要な措置で

あり，庁内で連携しながら引き続き丁寧に市民へ説明されたい。 

 ・ 待機児童の解消，子どもの居場所づくり及び妊婦健康診査の助成制度の拡充など，市全体として子

育て施策の充実に取り組んでいることを，もっとアピールしてはどうか。 

 ・ 母子健康手帳アプリについては，子育て世代に対して効果的である。今後も情報発信に努められた

い。 

 

(2) 教育環境の充実 

８ 「里山（淡路市）」×「都市（芦屋市）」の魅力による子ども育成モデル事業 

 ・ 給食レシピ本『芦屋の給食』の作成や味覚の１週間の取組といったアイデアが出て，多様な主体と

協働しながら，芦屋市の給食や教育の良さを発信できたこと，かかわった方々に成果が見えたことは

評価できる。 

 ・ 給食レシピ本に続けて，他にもある芦屋の良さをアピールして欲しい。 

 ・ 交付金対象事業について，交付金終了後も事業を継続させるよう計画するとともに、その効果を生

かせるよう検討されたい。 

 ・ 特色ある取組であるため，シティプロモーションと連動して，教育環境の魅力を発信されたい。 

 ・ 本市の教育の特色である食育授業を，各教科と連携しつつ授業改善につなげるなどに努められたい。

 

９ 子供の体力向上施策 

 ・ 子育て世帯に対する啓発など，運動に興味を抱くような施策の展開が必要である。 

 ・ スマートフォン依存と運動不足とは関係性があると考えられる。また，ＳＮＳを通じて子どもが犯

罪に巻き込まれる事例も増えていることから，スマートフォンに関する教育が必要である。 

 ・ 魅力あるイベントの実施など，地域・保護者と協働していくことが必要である。また，イベントの

担い手を増やしていくような仕掛けを検討されたい。 
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創生総合戦略 芦屋市行政評価委員会による外部評価結果 

１ 外部評価の実施について 

(1) 委員会委員名簿 

役 職 委 員 名 所       属 

委員長 林
はやし

    昌
まさ

 彦
ひこ

 兵庫県立大学大学院会計研究科 教授（研究科長） 

副委員長 寺
てら

 見
み

  陽
よう

 子
こ

 
神戸松蔭女子学院大学人間科学部 

文学研究科・子ども発達学科 教授 

委員 小
お

 川
がわ

  賢
けん

 一
いち

 三井住友銀行公共・金融法人部 部長 

委員 木
き

 村
むら

  祐
ゆう

 子
こ

 芦屋市商工会女性部 部長 

委員 上
こう

 月
づき

  敏
とし

 子
こ

 大阪体育大学教育学部 准教授 

委員 村
むら

 上
かみ

    健
つよし

 芦屋市コミュニティ・スクール連絡協議会 副会長 

 

(2) 委員会開催日程 

回 日 程 内       容 

第１回 平成 30年７月 30日（月）
委員委嘱，委員長及び副委員長選出 

創生総合戦略に関する取組について 

第２回 平成 30年８月６日（月） 創生総合戦略に関する評価について 

 

(3) 評価対象とした事業 

別添「芦屋市創生総合戦略の事業実施内容について」のとおり。 

 

２ 外部評価結果について 

(1) 総評 

ここでの評価は，事業終了後に行う結果の判定ではなく，事業の改善に資する意見を述べることを目

的としている。全体を通じて強調したいことは，次の点である。 

  ア 好循環をもたらす 

    人口構成の変化や市民ニーズの変化に対処するという課題に取り組むためには，市民の参画と協働

によって事業を進める必要がある。その手掛りを，プロジェクト・チーム方式で取り組んだ「宮塚公

園の改修」及び「全世代の居場所づくり」に見出すことができる。それをモデル化すると，①明確な

目標を設定し，②組織横断的なプロジェクト・チームを編成するとともに，③既存の関係を超えた，

多様な主体とのネットワークを形成し，協議を重ねることを通じて，④目標を達成するとともに，⑤

各主体の力量を高めるという効果が得られ，さらに，⑥そのことが次の取組の糸口になるとともに，

⑦新たな主体の参加を得て，⑧再設定された目標のもとで活動が継続される，という好循環の形成で

ある。具体的に言うと，「宮塚公園の改修」では，工事完了後に周辺地区をブランディングエリアとし

て整備する計画であり，その一環として旧宮塚町住宅をリノベーションして「女性が輝くまち 芦屋」

プロジェクトの ASHIYA RESUME 事業の活動拠点等として活用すること，「全世代の居場所づくり」で

は，プロジェクト・チームに参加した企業が新たに「キッズスクエア事業」の体験プログラム実施協

力団体になったことが参考になる。人が育ち，成果が上がる仕組みをつくるには，このような好循環

が欠かせないということを念頭に置く必要がある。 
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  イ 地域の魅力をつくる 

    都市ブランド価値の形成は，様々な取組によって特色ある地域づくりを進めるとともに，その魅力

を戦略的に―長期的視野のもと総合的な観点から資源を活用する―内外に情報発信するシティプロモ

ーションによって達成される。すなわち，シティプロモーションを推進する上で鍵となるのは，実際

に成果を上げることであり，そのような取組に係る活動が魅力的なコンテンツ（情報の内容）になる。

そして，巧みな情報発信には，活動を促進する効果を期待できる。このような相乗効果を生み出すこ

とを心掛けていただきたい。 

  ウ 子育て支援と女性活躍推進を両輪とする 

    核家族化した社会で子育て世代の負担を軽減し，女性が活躍できる社会にするには，地域全体で出

生期から乳幼児期，就学期まで切れ目なく支援する仕組みをつくり，子育てと仕事の両立を図る一方，

再就業や起業を支援する必要がある。子育て支援については，待機児童の解消に向けて保育所等利用

定員を拡大したこと，「キッズスクエア事業」を市内全８小学校で実施するに至ったこと，「放課後児

童健全育成（学童保育）事業」を待機児童の居場所づくりを目的として夏休み期間中の幼稚園で実施

したことが評価できる。引き続き，市民の理解を得て事業を拡充することを期待する。他方，再就業

や起業の支援については，「女性が輝くまち 芦屋」プロジェクトはまだ緒に就いたばかりであり，十

分な成果を上げるに至ってはいない。最重要課題の一つであるとの認識に立ち，引き続き努力を傾注

していただきたい。 
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(2) 事業評価 

基
本
目
標 

１ 安全・安心で良好な住宅地としての魅力を高め，継承する 

恵まれた自然環境や交通の利便性などの立地条件に加え，本市の特徴であるまちなみを維

持・保全し，更に清潔で美しく，安全なまちづくりを進めていくことで，今ある魅力を堅持

しながら，住宅都市としての機能や付加価値を高め，本市の良さを引き続き継承します。 

 

数
値
目
標 

項目  Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 
目標 

(Ｈ31) 

人口の社会増（人）  185 △309 △95 299 
3,200 以上

(H27～H31)

市民の定住意向（％）  84.7 ‐ ‐ 83.9 90.0 

外
部
評
価
意
見 

(1) 良質な住まい・住環境の形成 

１ 景観施策の推進 

 ・ 屋外広告物は，単に撤去すればいいものではなく，芦屋のブランド力向上に向けて，市民にその目

的が浸透していくことが必要。 

 ・ 屋外広告物の施策の推進には関係者と情報の共有を図り，ガイドラインの充実や具体事例の紹介な

どにより不安を払しょくする工夫をしていただきたい。 

 ・ 公共サインの設置や屋外広告物条例における補助限度額の引き上げの効果を検証すること。 
 
２ 住宅都市の活性化 

 ・ 宮塚公園の改修を契機に地域でのネットワークづくりや，組織横断的にプロジェクト・チームで取

り組んだ一連の取組は評価できるため，今後も進められたい。 

 ・ 宮塚公園の手法を参考に，他の公園でも利用目的を検討したうえでの改修に努められたい。 
 

３ シティプロモーションの推進 

 ・ 芦屋の特色である給食についてアピールしていることは評価できる。 

 ・ 情報発信の元となる活動を促進していくことがシティプロモーションになるので，その仕組みづく

りを進められたい。 

 ・ 市民にもシティプロモーションの内容を浸透させることが必要であり，市民の参加者を増やす好循

環を作り出すよう取り組むこと。 

 ・ シティプロモーションの効果検証を行うこと。 

 

(2) 地域における医療・福祉の充実 

４ 全世代交流の居場所づくり 

 ・ イベント開催を目的とするのではなく，継続して取り組むことが必要であり，仕組みを検討するこ

と。 

 ・ 「こえる場！」の取組は交流の場でもあり，企業にとってもメリットがある。 

 ・ 企画段階から関係者と協働する仕組みづくりが必要である。 

 ・ 従来の行政手法とは異なり，若手職員などが地域に出て対話することが必要である。 

 ・ 参加者の固定によるマンネリ化を防ぐため，オープンにする必要がある。 

 ・ キッズスクエアでのプログラム充実など，他の事業に繋がったことを評価する。 

 ・ 全世代交流から子育て支援ができるような取組を検討されたい。 

 

(3) 安全・安心なまちづくりの推進 

５ 防災・防犯の取組 

 ・ 防災に関しては，行政が主体的な役割を果たし，災害に関する市民への意識づけを行うこと。 

 ・ 防災に関するハードの整備には限界があり，啓発を進めていく必要がある。 

 ・ スピーカーについては，効果を見極めて配置すること。また，他の伝達手段を複合的に組み合わせ，

効果的な手法を検討すること。 
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基
本
目
標 

２ 若い世代の子育ての希望をかなえる 

妊娠・出産期から切れ目のない子育て支援のため，子どもや子育て家庭の置かれた状況に応

じて支援の充実を図るとともに，学校教育の充実を目指します。 

 

数
値
目
標 

項目  Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 
目標 

(Ｈ31) 

若い世代(20～40 代)の幸福感(点） 7.1 ‐ ‐ 7.2 8.0 

出生数（人）  783 725 669 694 783 

待機児童数（人）  131 128 109 139 0 

外
部
評
価
意
見 

(1) 妊娠・出産・子育ての支援 

６ 子育ての支援 

 ・ 乳幼児から小学生まで，切れ目のない支援の仕組みづくりが必要。 

 ・ キッズスクエアについて，全児童を対象とすることは評価できるが，働きながら子育てできる環境

整備に努められたい。 

 ・ 放課後児童健全育成事業について評価できるが，少子高齢化を見据えながらも前向きに進めてもら

いたい。 

 ・ 小学校区ごとに課題等を把握し，情報共有を行うなど仕組みづくりが必要である。 

 ・ 「市立幼稚園・保育所のあり方」について，引き続き丁寧な説明を求める。 
 

７ 女性活躍の推進 

 ・ 芦屋市の特色として起業意欲が高く，良い場所が提供されれば希望者が出てくる可能性は高い。 

 ・ 女性活躍の推進として，起業・就労支援だけではなく，子育ての状況など全体を考慮して事業を進

めること。 
 

(2) 教育環境の充実 

８ 教育環境の充実 

 ・ 食育事業について，プロモーションなど各事業との連携により実施され，芦屋の給食の魅力が向上

しており，評価する。 

 ・ 体力向上の取組としてイベントを充実させたことは評価する。また，日常的な取組が重要であり，

幼児期からの支援が必要である。 

 ・ 読書のまちを推進する事業に継続して取り組んでいることはとても評価できる。 

 ・ 図書館の大規模改修をきっかけとした魅力ある図書館を検討されたい。 

 ・ 小学校の英語教科化に伴う学校図書館の活用を検討されたい。 

 

 

外
部
評
価
意
見

その他 総合戦略の推進に関すること 
 
 ・ 市民・関係団体との効果的な情報共有を検討されたい。 

 ・ プロジェクト・チームの成功事例を他の事業に広めていくこと。 

 ・ 斬新なアイデアで行政にしかできないことに取り組まれたい。 
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創生総合戦略 芦屋市行政評価委員会による外部評価結果 

１ 外部評価の実施について 

(1) 委員会委員名簿 

役 職 委 員 名 所       属 

委員長 林
はやし

    昌
まさ

 彦
ひこ

 兵庫県立大学大学院会計研究科 教授（研究科長） 

副委員長 寺
てら

 見
み

  陽
よう

 子
こ

 
神戸松蔭女子学院大学教育学部教育学科 

文学研究科・人間科学部子ども発達学科 教授 

委員 河
かわ

 上
かみ

  哲
てつ

 也
や

 三井住友銀行公共・金融法人部 部長 

委員 木
き

 村
むら

  祐
ゆう

 子
こ

 芦屋市商工会女性部 部長 

委員 上
こう

 月
づき

  敏
とし

 子
こ

 大阪体育大学教育学部 特任教授 

委員 極楽地
ごくらくじ

  愛
あい

 子
こ

 芦屋市ＰＴＡ協議会 会長 

 

(2) 委員会開催日程 

回 日 程 内       容 

第１回 令和元年７月 23日（火） 
委員委嘱，委員長及び副委員長選出 

創生総合戦略に関する取組について 

第２回 令和元年８月７日（水） 創生総合戦略に関する評価について 

 

(3) 評価対象とした事業 

別添「芦屋市創生総合戦略の事業実施内容について」のとおり。 

 

２ 外部評価結果について 

(1) 総評 

ここでの評価は，事業終了後に行う結果の判定ではなく，事業の改善に資する意見を述べることを目

的としている。全体を通じて強調したいことは，次の点である。 

 

  ア 景観まちづくりのビジョン――点から線，そして面への展開―― 

    景観まちづくりでは，点として存在する歴史文化資産や公共施設をつないで線とし，さらには面へ

と展開するとともに，市民や来訪者がその価値を理解し，生活の中で活用する環境を整えることが目

標となろう。市民や来訪者がまち歩きを楽しみ，まちに賑わいを持たせるには，近景・中景・遠景そ

れぞれに多種多様な構成要素を組み合わせて魅力ある景観をつくることに加えて，市民や来訪者の関

心を引くテーマを設定し，ストーリー性のある情報を発信することを通じて，独自の価値を創出する

ことが必要である。このとき市民，事業者等と行政との協働が必要であることは言うまでもないが，

それには関係者の間で，どのような景観をつくるのかというビジョンの共有が欠かせない。このこと

は，屋外広告物条例の推進をはじめ，個別の事業に対する市民，事業者等の理解と協力を得るために

も必要であることを申し添えておく。 
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  イ まちづくりを支える人づくり 

    市民，事業者等と行政との協働を推進するには，ビジョンや目標を共有し，活動を調整していくこ

とが必要であるが，それは言うほど容易いことではない。市民，事業者等と行政の双方で，相互理解

に基づいて相互に支援を引き出すことができる人材，そのようなリーダーの存在が欠かせない。「まち

づくりは人づくり」と言われる所以である。この点で，「全世代の居場所づくり」事業の「こえる場！」

に注目したい。これは，地域活動を行っている市民，事業者等と行政がつながり，様々なアイデアを

実現していく取組である。現在，この取組は，課題解決型の横断的組織づくりや人材育成を重視する，

行政改革の重要ポイントとして位置づけられている。それならば，イベント開催の実績のみならず，

この取組から得られた経験やノウハウ，さらに意識改革といったところまで掘り下げて，人の成長と

いう観点からも検証し，その結果を市民，事業者等と行政の双方で共有する必要がある。まず行政の

側から率先して取り組んでほしい。 

 

  ウ 子育て支援と女性活躍推進による持続可能な地域づくり 

    子育て支援については，企業・ＮＰＯ・高校・大学等の多様な主体との連携により「キッズスクエ

ア事業」のプログラムを一層充実させたこと，「放課後児童健全育成（学童保育）事業」において待機

児童の解消に向けて開所日数及び出席児童延べ数を増やしたこと，就学前児童の待機児童の解消に向

けて入所定員を増やしたことが評価できる。しかし，今後も働く女性が増え，これらの事業に対する

ニーズが増えるとともに，質の充実も求められると考えられることから，とりわけ学童保育の事業委

託や認定こども園への転換については検証を行い，質と量の両面から一層の改善に取り組む必要があ

る。 

他方，女性活躍推進については，起業支援の「旧宮塚町住宅活用事業」が動き出すなど一定の進展

が見られるが，より一層の推進を期待する。子育てと就業・起業の両面から，女性のみならず，男性

を含むあらゆる個々人を支援することは，持続可能な地域づくりにおいて最重要であるとの認識に立

ち，引き続き努力を傾注していただきたい。 

なお，働く女性はＰＴＡ活動等，学校運営に参加する機会が限られるといった問題がある。女性が

多方面で活躍できる社会を実現するには，解決しなければならない多くの課題があり，市民の声を聴

くことから政策形成へとつないでいくことを期待する。 
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(2) 事業評価 

基
本
目
標 

１ 安全・安心で良好な住宅地としての魅力を高め，継承する 

恵まれた自然環境や交通の利便性などの立地条件に加え，本市の特徴であるまちなみを維

持・保全し，更に清潔で美しく，安全なまちづくりを進めていくことで，今ある魅力を堅持

しながら，住宅都市としての機能や付加価値を高め，本市の良さを引き続き継承します。 

 

数
値
目
標 

項目 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 
目標 

(Ｒ１) 

人口の社会増（人） 185 △309 △95 299 △4 
3,200 以上

(H27～R1)

市民の定住意向（％） 84.7 ‐ ‐ 83.9 - 90.0 

外
部
評
価
意
見 

(1) 良質な住まい・住環境の形成 

１ 景観施策の推進 

・ まちづくり全体のビジョンを持ち，ビジョンに各施策を位置づけし，いかに市民に対してアピール

し，共有するのかが重要である。 

・ 公共サイン計画について，土地鑑のない市外からの訪問者にも分かりやすいものにすべきであり，

一般によく利用される施設等についても表示するとより分かりやすい。 

・ 補助制度実施期間内に改修，撤去が困難な屋外広告物条例における不適合物件への対策を検討する

必要がある。 

・ 無電柱化事業について，沿道住民等と丁寧に協議を行いながら，安全安心の面を重視して推進され

たい。特に子どもの安全を重視していただきたい。 

・ 市が実施する工事に際しては，相談窓口の周知に努めてほしい。 

・ 歴史的な建造物が点から線，さらに面としてまちのデザインに繋げていけば，非常に価値がある。

・ 景観重要建造物については，他の物件の指定も検討を進めていただきたい。 

 

２ 住宅都市の活性化 

・ あしや市民活動センターでは，若い世代など多くの人の利用促進につながる改修であり，評価する。

・ 宮塚公園の活用は，地域のかたが参加した成功事例として評価する。同様の事例が増えれば地域の

活性化につながるため，進めていただきたい。 

 

３ シティプロモーションの推進 

・ シティプロモーションは外部への発信とともに，市民と協働して発信することが重要である。 

 

(2) 地域における医療・福祉の充実 

４ 全世代交流の居場所づくり 

・ 全世代の居場所づくりについては，課題解決型の組織横断的な取組となっており，職員の人材育成

の観点からも検証を行うことが重要である。 

 

(3) 安全・安心なまちづくりの推進 

５ 防災・防犯の取組 

・ 防犯カメラは充足しているかどうかの判断は難しいが，市民に意見を聴き，効果的・効率的な設置

に努めてほしい。ハード面と合わせ，地域による見守り等ソフト面についても，行政と地域とともに

防犯に取り組まれたい。 

・ 防犯に関する情報の効果的な発信に努められたい。 
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基
本
目
標 

２ 若い世代の子育ての希望をかなえる 

妊娠・出産期から切れ目のない子育て支援のため，子どもや子育て家庭の置かれた状況に応

じて支援の充実を図るとともに，学校教育の充実を目指します。 

 

数
値
目
標 

項目 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 
目標 

(Ｒ１) 

若い世代(20～40 代)の

幸福感(点） 
7.1 ‐ ‐ 7.2 - 8.0 

出生数（人） 783 725 669 694 598 783 

待機児童数（人） 131 128 109 139 165 0 

外
部
評
価
意
見 

(1) 妊娠・出産・子育ての支援 

６ 子育ての支援 

・ 放課後児童健全育成事業における一部委託化について，保護者に対してより丁寧な説明に努められ

たい。 

・ ワーク・ライフ・バランスといった広い視野で，民間企業や行政の子育てに関する意識を変えてい

く必要がある。 

・ 働いている保護者が学校運営に関わるためには，社会全体がワーク・ライフ・バランスを理解する

土壌が必要である。 

・ 各事業の実施にあたっては，引き続き丁寧に保護者等と対話し，推進していただきたい。 
 

７ 女性活躍の推進 

・ 起業支援は順調に進捗しているが，働き方改革の面も含めて，国や民間企業等と連携して進めるべ

きである。 

 

(2) 教育環境の充実 

８ 教育環境の充実 

・ 食育事業については，引き続き各科目に取り入れて推進されたい。 

・ 図書館改修は，利便性が向上しつつ芦屋らしいデザインとなっており，また，運営面でも細やかな

心遣いがされており，評価できる。 

・ 図書館本館から離れた地域から利用しづらいとの声がある。 

・ 対話などを通じて，PTA と学校の新しい関係を模索する必要がある。 

・ 英語学習について，カリキュラムの策定など，教科の方向性を定める必要がある。 

 

 

外
部
評
価
意
見 

その他 総合戦略の推進に関すること 

 

・ 成功事例を他の施策に波及させることが重要である。 

・ 子育て環境の整備について，女性活躍やワーク・ライフ・バランスなど，より広い視野を持って取

り組まれたい。 

・ 複数の分野にまたがり特定の部署だけでは解決が困難な課題については，組織横断的に対応しつつ，

市民と共に考えていく必要がある。 
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